　　　　　　東京クモゼミ報告　　第201号〜300号　（2011年〜）　　　池田博明

　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　　　東京クモゼミ　201号　　2011年1月9日　加藤家

　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　安藤昭久，池田博明，石川奈美江，加藤輝代子，加藤むつみ，荘司康治郎，谷川明男，蝶名林良，
馬場友希，張替智行，本多佳子，　　　　

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明，2011. 環境適応と進化．池田報告．茅ヶ崎市香川公民館にて2月5日に講演予定．「変わりゆく湘南地域の自然」の第２講である．湘南地域のクモ相の変化を探る．北上する南方種，レッドデータ種，都市化による変化，スペシャリストの増加と進化などを話題にした．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

　荘司康治郎，2011．是政橋近辺のクモ．Kishidaia予定．荘司報告．

　ヤガタアリグモ，ヒメクサグモなど，是政橋河川敷で見られるクモを報告．カワラコゲチャハエトリをSitticus albolineatus Kulcz.,1895と同定した．河川敷でよく採集される．これはヒトリコゲチャハエトリ Sitticus avocator (O.P.Cambridge, )とよく似ている．

[コメント]レフェリーのないKishidaiaに投稿された原稿の日本産新記録は新記録として採りあげない方針なので，Acta arachnologicaに投稿して欲しい（谷川）．コゲチャハエトリは類似種が多く，同定の一部は混乱しているため，是政橋の種の記載をしっかりすることが最も大切（池田）

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

　本多佳子，2011．クモへのホルモンドーピングは可能か．本多報告．ドーピングでクモを大きくしたり，強くしたりすることを計画する例があるが，そもそも注射または経口投与したホルモンで脱皮を制御できるものなのだろうか．クモではエクジステロイド（Ecdysteroid）濃度の変動により脱皮が制御されており，実験的投与で脱皮が誘導される（75％）という古典的研究があった．

Connat, 1988. Detoxification of injected and ingested ecdysteroids in spiders. Comp.Biocnem.Physiol., 91B，257-265.　イエタナグモTegenariaにトリチウムで標識したエクジステロイド（E）を注射し，24時間後に 測定するとEは機能のない無極性分子APとして検出された．これを加水分解するとEとなる．クモの種類によって体内での修飾の結果が異なっていた．イエユウレイグモでは無極性分子が異なった．ハエのさなぎにEを注射して食べさせる実験を行った．ちなみにハエのさなぎ内ではAPは少ない．体内代謝物と排泄物を測定した．経口投与した場合，１時間後ではまだ食べおえていなかった．血リンパのサンプルではほとんどがAPに修飾されていた．199培地に含ませた場合も既に15分後には修飾されていた．クモにドーピングはできないのだ．

[コメント]コナットはいろいろな動物にこの種の実験を精力的に行っていた（本多）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

安藤昭久，2011.オウギグモの卵のう．2010年11月東京ゼミの翌日，飼育中のオウギグモが支柱に産卵していた．卵のうが小枝に隠ぺい色の平トツ型，2-3ｃｍ長．色と形から野外では発見しにくい．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

安藤昭久，2011.　対馬のクモ２種　11月中旬に採集に行った．サラグモ14種（3種は判明）．モリヒメグモ，ハエトリ数種，カラカラグモの一種幼体が飼育で網を張った．

[コメント]クロカラカラグモは誤同定だった（谷川）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

アッテンボロー（案内），『昆虫の世界』第３話「The Silk Spinners」，BBC．池田報告．ヒカリキノコバエ，シロアリモドキと蜘蛛が紹介される．円網の造網，クロスコガネグモの求愛と交尾,ギンイソウロウグモ，セアカゴケグモ，メダマグモ，ナゲナワグモの餌捕獲，コモリグモの産卵や子守行動，バルーニングなどが映像で紹介される．50分間．

[コメント] BBC制作の『昆虫の世界』日本語版は6枚のDVDで9万円．しかしアマゾン・UKでイギリスから「The LIFE Collection」を購入すればアッテンボローの番組『地球の生き物たち』（1979年）から8種24枚のDVD（『昆虫の世界』は6話が2枚に収録）がたった60ポンド（1万2千円くらい）で入手できる．日本語字幕がついていないだけ（英語字幕あり）．英国はリジョン2ですが,録画方式が異なるため通常のDVDプレーヤーでは再生できません．コンピューターのDVD再生ソフトで再生できます（池田）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

石川奈美江，2011．オナガグモと環境指標．卒業研究予定．石川報告．玉川大学敷地に５ケ所の調査地点を設定し，環境の違いによりオナガグモの生息数との関係を見る．

[コメント]環境条件をきちんと評価し，環境評価をする地点をしっかり選ばないと結果が曖昧になる．また，５ケ所では統計的検定には不十分である．クモ群集の比較といった大ざっぱな観点の方が発展的かもしれない（馬場）．クモの同定に慣れていない（石川）．都市化の度合いを何を基準にして判定するのか．横浜の調査でたとえば工場区域という調査地でも隣接する森林があり，クモはそちらからかなり侵入してくる．それでも調査区にすると工場地域になってしまう（谷川）．森林から林縁（エッジ），草地といった同心円状の調査区の設定をして比較するのもいいかもしれない（馬場）．都市化で裸地化，草原化すると，オープンハビタット種が増える傾向がある（馬場）．実験計画にオナガグモが好適な環境を選好できるという前提があるが，これは疑問．研究をオナガグモ中心に立てるのならば，他の場所から移植するといった実験操作が必須だと思う（池田）．
　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　　　東京クモゼミ　202号　　2011年2月6日　加藤家

　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

新井浩司，安藤昭久，池田博明，石黒亘，石川奈美江，加藤輝代子，加藤むつみ，新海明，須黒達己,
谷川明男，張替智行，船曳和代，本多佳子，宮下直　　　　

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Hoefler, C.D., C.N.Keiser and A.L.Rypstra, 2010. Sex differences in early instar behavior in Pholcus phalangioides (Araneae: Pholocidae). J.Arachnol., 38:581-583. 池田報告．イエユウレイグモの雌雄には初期の幼体のころから性差があった．違いが見られたのは，まず活動性．この実験での「活動」とは閉鎖したペトリ皿の中で15分間に体の一部あるいは全身を動かすことであって，造網や歩行ではない．性差は痕跡翅のハエの捕食にも現れた．24時間に食されたハエの数を調べた．メスの方がオスよりも多くハエを食べた．いまのところ何がこのような性差をもたらしているかはわからないが行動上も性比のちがいなどを考察するうえでも貴重なデータとなるのではないか．

[コメント]イエユウレイグモ幼体は比較的大きいため研究しやすい利点があったのではないか（安藤）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

Wang, X-P. and H.Ono, 2010. Notes on two coelotine spiders from Japan (Araneae:Agelenidae). J.Arachnol., 38:592-595.池田報告．ウスイロヤチグモとデベソヤチグモの特に雌の生殖器を図示し，比較検討した．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

Foelix, R., and B.Erb, 2010. Methothelae have venom glands. J.Arachnol., 38:596-598.池田報告．Hauptはハラフシグモには毒腺がないと言ったが，ブリストウハラフシグモ等は牙に毒腺の孔があった（雌及び幼体）．毒腺も存在が確認されている.この成果はFoelixの『Biology of Spiders』第3版に記述されていた.

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Sweger, A.L., M.Mar, E.Fox, L,Meldrum, A.L.Rypstra and M.H.Pearsons. 2010. The effects of predation risk on female silk deposition and male response to predator-cued conspecifics in the wolf spider, Pardosa milvina (Araneae: Lycosidae). J.Arachnol., 38:393-397.池田報告．コモリグモは求愛のしおり糸を引くが，それは捕食者情報によってどう変動するだろうか．小形のコモリグモ Pardosa milvina とその捕食者・大形のコモリグモ Hogna helluo で実験した．実験は大形種成体♀を入れたAと入れないBを作る，大形種は自分の糸等をペトリ皿（直径9.8cm）に付ける（4時間），未交尾の小形種♀を4時間入れる，縁を残して底をエタノールできれいにした後，小形種オスを入れて求愛行動を30分測定．実験の結果，小形種♀の糸量は大形種を入れたとき（捕食者情報ありのとき）の方が多かった．小形♀の付着盤も排泄物も捕食者ありの方が多かった．小形種雄の求愛行動を調べると捕食者情報ありのほうで減った．求愛行動は「脚を上げる数と強度，体をふるわす数と強度」で測定．小形種の雌は捕食者情報ありでは逃走傾向を増大させた．考察によれば，先に捕食者にさらされた♀の場合に♀の糸が多いのに雄の求愛行動が減るのはサプライズだった．♀が糸量を減らして♂の求愛行動を減らすと予想していたからだ．捕食者情報があると小形種♀の動きは減る．そして，そのため排泄率は劇的に増えた．雄の求愛行動の強度は♀の糸量とだけ相関するような単純なものではなかったのだ．結果からは♀は糸を増やしながらも求愛フェロモンは減らすことさえしているのではないかと考察される．ただし，フェロモンは未同定．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Barrantes, G., and W.G.Eberhard. 2010. Ontogeny repeats phylogeny. J.Arachnol., 38:485-494.池田報告．3種のゴケグモ（ハイイロゴケグモなど），2種のカガリグモ（シロホシヒメグモなど）の網構造を比較．ヘリ，ハブ，ハブ内タテ糸，ガムフット糸，他の粘球糸，シート，シート内粘球糸，ガムフットが付く水平糸，フラッフ，食べカス（ほとんど無い．L.mirabilisのみ）などの有無を比較した．ゴケグモ成体網にはハブが無い（カガリグモには幼体にも無い），ガムフット以外の粘球糸はゴケグモ網には無い．ゴケグモ幼体網にシートは無いなどの特徴が明らかになった．FieldとCaptivityの網には変異があるため，有無も数値化して比較した結果，カガリグモ幼体網はゴケグモ成体網に似るが，成体網はゴケグモ網とは違った．

[コメント]網の比較表１からはカガリグモ幼体網とゴケグモ成体網の共通性が見いだせなかった（池田）．形質を比較し並べていくのがエバーハード流（新海）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Salomon, M., C.Sponarski, A.Larocque and L.Aviles. 2010. Social organization of the colonial spider Leucauge sp. In the Neotropics: vertical stratification within colonies. J.Arachnol., 38:446-451.池田報告．エクアドルの「集合性」のシロカネグモ（2-27匹，平均値17匹,中央値19匹）はワク糸を共有して連結している．焦点をあてたコロニーでは10網11匹で23頭の捕獲餌を記録し，2番めのコロニーでは23頭の餌を記録したが，餌サイズは小さかった．虫は網に横から入った（数匹は下から）．たいていはハエ類で，二，三はハチと蝶蛾．餌捕獲時刻は13/23は8時～12時，10/23は13時～17時だった．１個のエサに5匹群がっていた．あるいは2～4個のエサに6匹が群がっていたのを観察．集合性の進化は，狭い空間に網が規模拡大する結果による集合性，成長段階の異なるクモが集まる集合性が考察されているが，本種の集合による利益は分からない．一般には集合の利益として，餌捕獲効率が高まる利益，網が補強される利益（季節による水位変動等），空間分割利用の利益，糸の経済的利用による利益（コスタ・リカのL.marinaは乾季に局所集合性となり，他の時季は孤独性）などが考察されている．

[コメント]このシロカネグモはジョロウグモに似ている（池田）.糸捕食の利益もあるのでは（加藤む）．ジョロウグモでは糸を食べずに捨ててしまう行動がある（新海）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

須黒達巳，2011．南西諸島におけるEvarcha属ハエトリグモの分類学的研究．須黒報告．勾玉型とマミクロ型の雄の触肢はよく似ているが側面観の盾板のでこぼこの様子が異なった．また，カチューシャ型と勾玉型の雌の生殖器は深さが異なっていた．これはそれぞれの雄の栓子長に対応する違いであった．カチューシャ型と勾玉型では形質置換が検証できそうだ．
[コメント]形質置換を論ずるにはサンプル数が少ない（宮下）．遺伝子16Sで別種という明確な差が無かったというが，他の遺伝子でも比較してみては（谷川）.

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

須黒達巳，2011.カチューシャをおびやかす不穏な影．須黒報告．香港産をタイプとしてジャワや香港で記録されているEvarcha bicoronataはSimonの記載だが，図が無い．この種に同定された個体の写真などはあるものの生殖器は不明．斑紋はカチューシャ型にそっくりである．E. flavocincta群の一種かもしれない．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

石川奈美江,2011．自然度の違いによるクモ類の変化．卒業研究計画.石川報告，数地点でクモ類を調査し，自然度との関連を明らかにする．
[コメント]いくつかの種でサイズ差，成長差，雌雄の差などを比べたらどうか（池田）．連続的なベルトトランセクトに沿って調査してはどうか（宮下）．シロカネグモ類には興味がある（宮下）.

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

宮下直,2011.アジア環境での生物多様性観測・評価・予測に関する総合的研究.平成23年～25年、矢原徹一（九州大学）を代表に環境省と連携した生態学的観点での生物による環境評価システム形成プロジェクトが始まる予定．ホットスポットや優先順位の特定,アジア版植物レッドデータブックの編集といった目標や,2012年のＣＯＰ11,2013年の国際会議の開催などを視野に入れて活動が始まる．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

新井浩司，2011．伊丹昆虫館への映像提供．新井報告.「網標本の作り方」「とってもラブリー，ハエトリグモ」「捕食行動」「擬態」などを編集・提供した．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　　　東京クモゼミ　203号　　2011年3月6日　加藤家

　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

安藤昭久，池田博明，石黒亘，加藤輝代子，加藤むつみ，新海明,須黒達己,谷川明男，

仲條竜太,中西亜耶、張替智行，本多佳子　　　　

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

David Edwin Hill., 2009. Euophryine　jumping　spiders that extend their third legs during courtship (Araneae; Salticidae : Euophryinae: Maratus, Saitis). Peckhamia 74.1:1-27.　池田報告．2010年の「Biology of Spiders」の表紙に使われているハエトリグモMaratus　volansはオーストラリアの固有種．求愛誇示行動で第3脚を上げ，腹部の色彩豊かな扇（ファン）を広げる．写真撮影はユルゲン・オットー．ヒルの紹介によると第3脚が長いクモはSimonの記載から知られており，現在はSaitis，Habronattus,Maratus属で小形のハエトリである．
　長く太く装飾された3脚は求愛行動の際に振りあげられる．なかでもピッカード・ケンブリッジが記載したクジャク・スパイダーMaratus　volansは腹部の上面にマントを巻きつけたようなファンを持ち,これを腹部を突き立てて広げる．広げなかったり，上げるのが片足だったりすることもある．Maratus属の別種はファンを広げない．近縁属の未記載種もファンはない．
[コメント]ファンが腹部上面の表皮だとするとこれを動かす筋肉はどう配置しているのだろうか（安藤）．ファンを使うまでの中間型のクモがいることに注目（新海）．コモリグモにも求愛誇示で頭胸部や腹部上面を誇示する種がある（安藤）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

クモの嗅覚について．池田報告．車のガソリンの吸い込み管にクモが造巣する事故に関連してガソリン臭をクモが感じるかという質問があった．「Biology of Spiders」（2010）には,性フェロモンとして二種類の化学物質（どちらもクエン酸のエステル）が挙げられている．Peckam夫妻の古典的な実験,ガラス棒の先につけた香水などをクモに近づけて反応を見るという実験を紹介した．Peckham, G. W., and E. G. Peckham.1887. Some observations on the mental　powers of spiders. The Journal of　Morphology 1 (2): 383―41

[コメント]「Spider Behaviour」（2011）には７種類の性フェロモンが出ていた（池田）．マツダのアテンザがガソリン吸収管のクモにより5万2千台をリコールしたという記事が3月4日のニュースにあった（その後，6万6千台に修正）．この不具合の原因となったのはyellow sac spiderでコマチグモ（本多）．フェロモンはGascket，2007にレビューがあった（本多）．萱嶋泉，1980に蜘蛛学会大会要旨でガスバーナーにカバキコマチグモが産室を作ってしまい，事故が起きた例が報告されている．萱嶋はススキ原が屋外の風呂釜の近くにあり，ススキを刈った後に事故が起きていると指摘し，(1)ガス管にクモが入らないような工夫と,（2）ススキ原の撤去を薦めている（池田）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Herberstein（編）. 2011.Spider Behaviour．Cambridge Univ. Press.目次を説明した．池田報告．じゃっかん内容を解説．この本は複数の著者による項目ごとのレビュー集なので，詳細な説明は各章の文献にたよるしかない．
[コメント]「クモの餌となる植物」では茎の蜜・花の蜜・花粉を食べる例が紹介され,Evarchaが花粉を食べる写真が出ている．血を吸った蚊を捕食することで血液を食べる例やアリ植物に共生するアリから栄養物を略奪するバグヒーラの例が紹介されている．「網のタイプわけ」がされているが、見かけの形態による分類で、造網行動を考慮していないし、篩板糸網と円網が同じグルーピングがされているなど納得のいかない点がある（池田）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

須黒達巳. 2011. 南西諸島で採集した未知種のハエトリ．須黒報告．Thiania　subopressa　Strand、1907の雌雄．Pseudicius　okinawaensisらしき雌雄．Sitticus　sp.の雌雄,メガネアサヒハエトリの雄のような紋様だがメス．属不明．
[コメント]他にPancorius, Phlegra, Nungia, Bianor等がいる（須黒）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Steven Phillips, A Brief Tutorial on Maxent』仲條報告．地点の緯度・経度をもとに環境条件などを入力すると，データをもとにポテンシャル・マップを作ってくれるフリー・ソフトが登場した．結果をhtmlに書き出すこともできる．
[コメント]パラメーターの切りだしが重要（安藤）．どのパラメーターを切り出すか，どの格子サイズを使うか等は研究者のセンスが要る．広い範囲の分布図に有用と思われる（仲條）．生態学的に適地や不適地の判定が出ても、実際に利用する場合には法律の規制がある．法律ではやたらに農業振興地域の指定が行われて,土地の活用を規制していたり，自治体の首長（市長や県知事など農振地域を指定したひと）が指定も解除もできるのに役場の職員も首長も誰も法律自体を読んでいなかったり，農業委員会が農業への新規参入を認可しない理由が不当なものだったりと滅茶苦茶な場合が多い．そして誰もそのことを知らない（池田）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Honda and Taylor, 2011. Characterization and Expression Analysis of Nucleic Receptor Genes during Nymphal Development of the Spider. 本多報告．修論の発表．エクジステロイドを受容する核内レセプターの遺伝子を分析．リアルタイムＰＣＲで精度を上げた．修論が論文になる予定なのでその際に再び紹介．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男，2011．脱皮に関する知見．谷川報告．クモの脱皮に関しては，自重を利用して殻をぬぐと思っていたが，タランチュラの記録では仰向けになって脱皮するし，イシガキアオグロハシリグモの記録では横向きに殻をぬぐ．必ずしも重力は必須ではないことが分かった．また,高野伸二の仮説,頭胸部の前から脱ぐクモと後から脱ぐクモがいて，系統を反映しているのではないかを検証した．多くの脱皮例を観察・記録した結果，同じ個体でも前脱ぎの後，後脱ぎする場合があることや，同じ科内でもどちらの例もあることが分かった．ただし，キムラグモを始めとして前脱ぎのほうが多い．後脱ぎはアシダカグモ，チブサトゲグモ,ヤマトヤドカリグモ，スジシャコグモなど一部のクモ．
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

東京クモゼミ報告　204号　　加藤家　　　　2011年4月10日

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
参加者　安藤昭久、池田博明、石川奈美江、石黒亘、加藤輝代子、加藤むつみ、新海明、須黒達巳、
谷川明男、蝶名林良、張替智行．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

クモの胚発生の映像．加藤む報告．関口晃一指導によるカバキコマチグモの表割・胚発生の映像．
［コメント］クモの卵割では、初めは核分裂だけが起こる．その後に細胞質分裂が起こって表層に来る（谷川）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

さいとうしんいちろう，「クモはすばらしい」の紹介．池田報告．中島はるコンサートで中島編曲で歌われた歌の紹介．池田報告．
　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Foelix,R.F., 2010. Cribellate Problems. IN Biology of Spiders. 池田報告．形態的には無篩板類は篩板と毛櫛を無くした篩板類である．篩板類と無篩板類は並行進化したという説も、無篩板類は篩板類から進化したという説も両方がある．チリグモ科とヒラタグモ科の間、あるいはボロアミグモ科からコモリグモ科の間に進化したという説もある．
［コメント］Craigによれば、地中性、旧篩板類（カヤシマグモ）、徘徊性、新篩板類（ウズグモ）、円網種という進化順（池田）．Blackledgeによれば、粘球はコストがかかる．そこで粘球にコストをかけないサラグモやヒメグモが繁栄したという（須黒）．種数が多い＝繁栄している＝多様性が高いとは限らない（安藤）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋+＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

須黒達巳、2011．南西諸島におけるEvarcha属の分類学的研究．須黒報告．千国図鑑の「まがたま型」とは異なる「カチューシャ型」のマミジロハエトリの正体を明らかにするため香港で採集．原記載が香港のEvarcha bicoronataがよく似ていた．香港の採集では、この種らしきオスの亜成体がササグモに捕食された．メス成体と幼体を採集．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男、2011．イソコモリグモの集団構成．谷川報告．日本の砂浜は護岸工事で壊滅していく．ただし隣接する砂浜があればイソコモリは生息する．孤立した砂浜でもいる場所がある．移動分散力が大きいのかもしれないと仮説を立てて、集団構造の遺伝子構成を調査してみた．
　生息地点に沿って4000ｋｍに渡って採集し、44箇所でサンプリング（各16頭）．mtcoⅠ637bpを分析した．ハプロタイプが44もあった．ベイズ推定では、島根・鳥取群と、それ以外の群になった．それ以外の群では北海道系（北海道・青森・秋田・岩手）がもっとも多かった．それに近いのは東北系（東北日本海）だった．柿崎系、茨城県高萩系、京都・石川系は孤立している．固有のハプロタイプがあり、これほど地域に密着して固有であることからは、イソコモリの分散力は弱いと推測できた．他の海岸から移動して放したりするのは遺伝子を攪乱するので薦められない．
　ハプロタイプがパッチ状に分散しているため分布の歴史を再現するのは困難だった．ミスマッチ分析及びTajima’s　DやFu’s　Fs（Tajima’sやFu’sは中立進化を検定する）で検定すると、北海道系は個体群が拡大した事実が検証された（ミスマッチ分析による）．中立進化の検定では北海道系と東北系では個体群膨張が示された．
どの時点で分岐したかを算出すると、比較的最近個体群が拡大したことがわかる．どの系が遺伝子多様度あるいは塩基多様度が高いのかを算出してみた．その結果は島根・鳥取系は多様度が高い、つまり古いことが明らかだった．東北系は多様度が低い．Tau指数（分岐の年代を推定できる）は北海道0.914で島根・鳥取系は2.16であった．茨城系は強いボトルネックを受けているかもしれない．CO１の進化速度は明確ではないが、無理やり当てはめると島根・鳥取系は約8万9千年前（リス氷期の前）となる．
島根・鳥取から北へ分布を広げたがリス氷河期で南退、その後の間氷期で北進、さらにウルム氷期で南退、間氷期で拡大したという物語は描けるが真実かどうかは分からない．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　　　　　　　　　　　

　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
東京クモゼミ報告　205号　　加藤家　　　　2011年6月5日

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

参加者　安藤昭久、池田博明、石川奈美江、石黒亘、加藤輝代子、加藤むつみ、

荘司康治郎、新海明、谷川明男、蝶名林良、中西亜耶、芳尾歩美．
2011年5月8日は東京蜘蛛談話会総会でしたのでクモゼミはありませんでした．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明、2011. 平塚市博物館夏の特別展のしおり案.　池田報告．4ページの垣根で見られるクモを紹介する．棚網を張るクサグモやコクサグモ、7月から10月のヒメグモの変化、夜行性と昼行性のクモ、落ち葉層のクモを紹介する．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明、2011. こどもクモ博士という試み．池田報告．2011年5月21日のクモ観察会で小学生にこどもクモ博士認定を試みた．
　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明、2011. 平塚市土屋の里山休耕田および屋敷林のクモ．池田報告．2010年９月4日と2011年5月21日のクモ調査およびクモ観察会でのクモの記録．コサラグモは谷川に同定してもらった．
[コメント]ヒメグモとサラグモの識別は難しい場合がある．ヒメグモの前中眼は黒く、後中眼は角ばるのに、サラグモは丸いし、脚先が自切するのに注目できる（谷川）．
　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Wayne P. Maddison and Marshal C. Hedin, 2003. Jumping spider phylogeny. Invertebrate Systematics, 17, 529-549.　池田報告．ハエトリグモ81属と5つの外群について５種類の塩基配列（28S,EF1‐α,16S,CO1,ND1）の系統学的分析が支持したのは，DendryphantinaeとEuophyrinaeの単系統性とPlexippinaeとPelleninaeの概念の再検討であった．リセイハエトリグモ亜科Lyssomanineとクチバハエトリグモ亜科Spartaeninaeを除くクレードは多くの種を含み、Salticoidaと命名された．既にマディソンによって提案されていた「free, spiral embolus」は分子系統の観点からは系統的特徴ではなく独立に何度も進化したことが示唆された．
Salticoidaの中には３つの主要なクレードが発見された．Marpissoidea（DendryphantinaeとMarpissinae，Synagelides属のような小さな群を含む），Plexipoida（PlexippinesとPellenines），そしてAmycoida（Amycinae，Sitticinae，Hyetusseae，Hurieae，Synemosyninae）である．旧世界に起源をもつグループが新世界で適応放散したと見られ、ハエトリグモの分化が旧世界と新世界の大陸が分離した後で起こったことが示唆された．
シモンは後牙堤歯による３分類が「人為的なものである」（1901）としていたが、シモンの分類がなお先駆的で画期的な見方であったことが再発見された．プルシンスキーは触枝の分類を優占したが、ハエトリグモの触枝はどれも単純な構造で系統情報が少ない．先行研究が示唆するようにハエトリグモの系統は3つに分けられた．リセイハエトリグモ亜科（ワンレスによる），クチバハエトリグモ亜科（ワンレスによる），そして残りの大部分であり，前者が「原始的」で後者が「進化的」であった．リセイハエトリグモ亜科の一部は分岐が後になる．
[コメント]分析が新世界の属に偏っているため、マディソンらは予報として扱ってもらってよいと言っている（池田）．ブレストの網膜構造による分類が支持されたと考えてもよい（池田）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋+＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男、2011．ワクドツキジグモは湿度が高いと造網する．谷川報告．トリノフンダマシ類は湿度が高くなると造網することが知られている．張替智行はムツトゲイセキグモの飼育に当って風呂場を利用し、ワクドツキジグモの飼育では濡れタオルを利用して造網させた．谷川はメス亜成体1頭およびメス成体3頭を用いて仮説「ワクドツキジグモは湿度が高いとき造網する」を検証した．湿度の高い状況は濡らしたペーパータオルをプラケース内に入れ、ぬれタオルでケースを覆って作り出した．湿度の低い状況はプラケースをラップで覆って水分の侵入を防ぎ、ぬれタオルからの気化熱による温度低下の条件を等しくするため、全体をぬれタオルで覆って作り出した．加湿条件と非加湿条件を交互に与え、長日条件（3：30〜17：00の13時間半明期）で行なった．湿度操作は17：00に開始し22：00に終了した．
　その結果、加湿した73例のうち55例で造網し、18例で造網しなかった．非加湿の55例のうち造網例は0だった．温湿度計によると造網した湿度条件は80％弱よりも高い場合だった．湿度が高いから必ず造網するとは限らないが、高湿度が造網の条件であることは検証された．
[コメント]粘球の粘性は急速に失われる（新海）．ワクドの網は意外に小さかった．最大でも30cm（谷川）．ワクドの採集地を振り返ると川筋だった（新海）．神奈川県のワクドの発見地点も放棄された谷戸だった（荘司）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

安藤昭久, 2011.　クスミサラグモの卵嚢は網掛けしてある．安藤報告．植木鉢でクスミサラグモ成体メスを飼育したところ、地表の落ち葉の裏に産卵した．卵嚢の糸は三層になっていて、二層めから三層めを作る様子を動画撮影できた．三層めは糸疣を膜に打ち付けるようにして不規則な太い糸状に作られる．
[コメント]ムネグロサラグモやツリサラグモも検討中（安藤）．この三層めの太い糸は大型の外敵に対する防御ではないか（安藤）．ネコグモやウラシマグモは樹皮をかじって卵嚢の外側をカモフラージュする（安藤）．クスミサラグモの卵嚢がわかったという記事はキシダイアの43号の十大ニュースにあるが、記述には三層めの糸のことは無い（新海）．46号に飼育環境で5月13日産卵の鈴木勝浩の報文がある（池田）．ユノハマサラグモは地面の上に産卵する．アシナガサラグモは枯葉の裏や落葉の裏など乾燥した葉の表面に産卵する（安藤）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

安藤昭久, 2011.　コアカクロミジングモがアリを襲撃する瞬間．安藤報告．コアカクロミジングモがアリの足先をかむ瞬間が撮影できた．20例撮影中のひとつでなんとかピントが合ったもの．アリの後肢のしょ節をかんだ．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

荘司康治郎, 2011.　ヒメスジハエトリの一種．荘司報告．荒川の河川敷で観察している阿部さんの写真にヒメスジハエトリの一種があり、オスの威嚇誇示行動で第３脚を使うことがわかった．また、アリグモのオスの大きな顎が最終脱皮のときにどのように伸びるのかに興味を持っている．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

中西亜耶, 2011.　伊丹昆虫館のクモ展．中西報告．1月26日から4月14日まで行われたクモ展に行って来ました（4月4日）．写真による報告．特製の缶バッジをお土産に持って来ました．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　

７月は談話会採集会があるためゼミはなし．8月は日本蜘蛛学会大会のためゼミはなし．次回は９月第一日曜日．
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

東京クモゼミ報告　206号　　加藤家　　　　2011年9月4日

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

参加者　安藤昭久、池田博明、石川奈美江、加藤輝代子、加藤むつみ、須黒達巳、谷川明男、馬場友希．
　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

加藤輝代子，2011．クモ発見ゲーム．加藤報告．子供や初心者にクモ観察の楽しさを感じてもらうと同時に基本的な見方を身につけさせるネイチュア・ゲーム．アイスカップ一人３個、５名ずつの班を作る．15分の時間内にアイスカップに違うクモを採集させる．発見したクモの生活型・科名・可能なら種名を記録．規準に従って採点する（発見した種数×１点、生活型の種類数×5点、科の数×4点、その他（オス・メス・卵のうなど）×3点）．合計点を個人で算出．グループごとの得点を競う．
［コメント］採点に時間がかかるが、その間は音叉を渡して実験させるなど工夫する（加藤）．10年ほど実践しているが2時間の観察会でじゅうぶん盛り上がる（加藤）．子供や初心者には活動時間やその目的を明確に示す必要があり、その点で採点方式はすぐれている（池田）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明，2011．ボルネオのハエトリグモ．池田報告．8月上旬にボルネオのサバ州のクモを調査．15種類ほどを同定した．池田のホームページに結果を出しているので参考に．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

加藤輝代子，2011．茂木ツインリンクのクモ．加藤報告．今年度の談話会合宿でのクモ目録を作成中．幼体の取り扱いを検討中．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明, 2011. 熱帯ユウレイグモの網の多様性. 池田報告．エバーハードが1992年に指摘したように熱帯のユウレイグモにはいろいろな網が観察される．ヒメユウレイグモ属Belisanaのレース網、Modisimus属などのドーム・シート網、Metagonia属のトランポリン網などなど．粘球のある糸を持つ種もいる．ドーム網の機能的意義は不明だがマレーズ・トラップのようなものだろうとエバーハードは考察していた．フーバーHuberはトランポリン網は餌捕獲のためではなく捕食者に対する逃避のための適応だという．重要な参考文献は下記．
Eberhard, W.G., 1992. Web construction by Modisimus sp. (Araneae, Pholcidae). J.Arachnology, 20:25-34.

Huber, B. 2005. High species diversity, male-female coevolution, and metaphyly in Southeast Asian pholcid spiders: the case of Belisana Thorell 1898 (Araneae, Pholcidae).  Zoologica, 55:1-126.

Huber, B. and A. Schutte, 2009.　Preliminary notes on leaf-dwelling Metagonia spiders (Araneae: Pholcidae) in the Esquinas Rainforest near La Gamba, Costa Rica: leaf preference, mimesis, and web structure. Contrib. Nat. Hist., 12: 681-697.

［コメント］ミナミユウレイグモとネッタイユレイグモもドーム網を張る（谷川）．エバーハードはエサ捕獲行動を観察していないのだろうか．観察してみれば捕獲網の機能がわかるのではないか（安藤）．エバーハードの1992年の論文にはネッタイユウレイグモのドーム網の論文が印刷中と記録されていた（池田）．
Eberhard, W. G. 1992. Notes on the behavior and ecology of Psysocyclus globosus (Araneae, Pholcidae). Bull. British. Arachnol. Soc., 9(2):38-42.

　この論文を見るとドーム網の図は載っていなかった．また、シート網を検鏡するとモディシムス属の網で見られるボールをもつ薄い糸の兆候がなく、多くの糸にはイエユウレイグモにあるようなスクリュー・スレッドが見られたと記されていた（池田）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋+＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明､2011．ボルネオの野菜・果物．池田報告．日本と共通の野菜（大根・人参・唐辛子・ニンニク・ショウガなど）や果物（バナナ・スイカ・パイナップルなど）が多かった．肉類は、イスラム教徒はブタを食べないため、鶏肉中心．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋+＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

石川奈美江、2011．植生構造とクモの関係．石川報告．岡上緑地ヒノキ人工林と玉川学園内広葉樹林に各３ケ所の調査区（5ｍ×5m）を5mごとに設置．月に一度クモを採集．温度・湿度・照度、飛翔性昆虫を調査．造網性クモ類は斜面途中のＢで多かった．徘徊性クモ類の数でははっきり差が出ていない．
［コメント］調査区が近すぎるのではないか．別に足場の潜在的な可能性などの森林の空間構造の違いを把握する工夫が必要だ（谷川）．小さなサラグモならこの調査区でも違いが出る．ただしサラグモの成体の出現は秋から（安藤）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

安藤昭久，2011．卵嚢にゴミや泥を付けるクモたちーそれぞれの事情．安藤報告．マシラグモ・オトヒメグモ・ハタケグモ・ネコグモ・オトヒメグモ・ヤマトフトバワシグモは卵嚢に土などを付けて擬装する．例えばネコグモは卵嚢を作成後、糸いぼから液体を出し口でのばし、枝をかじって貼りつける．乾いた樹皮を付ける必要から糊が必要だと考えられる．ハタケグモの場合、卵嚢作成途中で徘徊する．糸かけと泥付けの間に長い徘徊を含む．水で土を濡らしたら泥付けが削除されて徘徊しなくなった．糸かけの間に長い徘徊をしてしまったのは泥が無い為、泥付け行動のスイッチが入らなかったのだろう．実験的に糸かけのときから水を滴下すると、徘徊しなくなった．ヤマトフトバワシグモは口で泥を塗りつける．ヨリメグモも砂粒を付ける．
［コメント］ネコグモの吐糸腺や糸腺に注目（ＡＬＬ）．泥土は飼育するときにカビが生えないという効果がある（安藤）．ハタケグモは産卵間隔が短い（安藤）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男、2011．ボルネオ島北部クモ見遊山．谷川報告．この8月上旬に旅したボルネオ、サバ州のいろんなクモや昆虫を紹介．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男、2011，大津波とイソコモリグモ．谷川報告．青森県おいらせ町にこの3月大津波が押し寄せた．しかし、堤防で無理に止めていないため、波が来て引いた後でもイソコモリは生残していた．岩手県明戸海岸では防波堤が丈夫なだけ波が巻き上がって浜の砂をさらってしまい、イソコモリは全滅した．防波堤をかなりきっちりと作っていた岩手県ではイソコモリは全滅．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
東京クモゼミ報告　207号　　加藤家　　　　2011年11月6日

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

参加者　安藤昭久・池田博明・加藤輝代子・加藤むつみ・須黒達巳・谷川明男・宮下直

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Leslie Brunetta and Catherine Craig, 2010.Spider Silk. Yale University Press.

序章の大意訳．池田報告．クモの進化は自然淘汰の仕事ぶりを明らかにできるし、進化に関する間違った概念を正す役割もある．例えば生物は環境に対して完全な適応をするといったような．実際のところ、円網は疑いようもなく完全な適応であるが、クモの網は円網の後でも進化しているのだ．糸がなければクモはクモではない．腹部に糸疣がなければクモではない．クモの異なった環境への適応は糸がもたらしたものである．クモが進化するとともに糸の使い方も進化した．1990年代後半からクモ糸のタンパク質の遺伝子が研究され、クモの糸は自然淘汰がどのように進化を形成したのかを示す稀な例ではないだろうか．
[コメント]クモの進化で三爪類から二爪類（徘徊性）へ進化という見解は正しいのか（加藤輝）．クレイグらは旧篩板類から徘徊性が進化し、新篩板類はその後という見解を取る（池田）．沖縄でカヤシマグモ類、小笠原でトビイロカヤシマグモが発見され、日本にも旧篩板類がいる（谷川）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明，2011．ウススジハエトリの変異．池田報告．ウススジハエトリの雌の生殖器には別種とみまがうほどの変異がある．ログノフが日本産のウススジハエトリをYaginumaella striatipesとした同定を、プルシンスキーはメスの生殖器が違うと認めていない．Y.ususudiはプルシンスキーの「世界のハエトリグモ」では有効学名である．ただしプルシンスキーの見解が正しいとは言えない．メスの形態変異が大きいからである．ザブカはブータンでこの属の新種を24種とかなり記載したが、そのほとんどはメスだけであった（1983年）．雌雄がペアで記載されたのは三種．
[コメント]1980年代は、生殖器の違いが種の違いという見解が絶対的だった時代で、いまだったら個体群による把握を要する（谷川）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

加藤むつみ，2011．ヤリグモとトゲグモの卵のう変異．加藤む報告．1993年から1994年に飼育したヤリグモが産卵した卵のうでは、同一個体の卵のうであっても大きさや卵数に変異があった．トゲグモの卵のうでは東海大の図鑑に載っている茶色の卵のうは500個中1個でそれ以外は緑色．地衣類に隠蔽擬態している．エサの虫を変えると卵のうの糸の色も変わる．
[コメント]飼育下の卵のうは異常という指摘を受けたことがある（加藤）．単純に異常という判断をするのは統計的な見方の訓練ができていない人の犯す誤りによるもの．観察例数を増やせば防げる（安藤）．出のうしたヤリグモにはユスリカを与えた．成長したヤリグモにはクサグモ幼体を与えた（加藤む）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

須黒達巳, 2011.ネット上にあったアリ擬態のカニグモ．須黒報告．Awiciaea やAphantochilusはアリそっくりである．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋+＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

須黒達巳, 2011. 南日本におけるEvarcha属ハエトリグモの分類学的研究．よく似ているマミクロハエトリとまがたま型が同所的に生息する地域を発見する目的で調査・採集を行なったが、種子島以南はまがたま型、九州以北はマミクロと分かれた．九州で無紋型が見つかったがこれもマミクロやまがたま型とは異なる地域から得られた．
[コメント]無紋型はハイブリッドだろうか（須黒）．まがたま型とマミクロの変異がクラインであるという可能性がないことを証明するためには緯度などの規準を横軸に取って示す必要がある（宮下）．キムラグモDNAでは種子島の北半分と南九州の個体群は同じになった（谷川）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋+＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　須黒達巳, 2011. フィッシャーハエトリ、日本のEvarcha属の問題児．須黒報告．奄美大島で千国図鑑の初版ではマミジロハエトリの一種D、改訂版ではフィッシャーハエトリ Evarcha flavocinctaとされているクモの雌雄が発見された．フィッシャーハエトリはベーゼンベルグとシュトランが記載したクモだが、タイプ標本に別の種が入っていたなどの問題点がある．
[コメント]『ハエトリグモの学名の解説』Kishidaia（79）に書いたように 　フィッシャーハエトリをEvarcha flavocincta (C.Koch 1848)と同定したのは，Zabkaのベトナムのハエトリを検討した資料によるものである(Zabka,1985)．ザブカはパリの国立自然誌博物館に保管されている佐賀県産のフィッシャーハエトリHyllus fischeri Bos. & Str.,1906のタイプ標本１雌を検して，これをコッホの"フラヴォキンクタ"のシノニムとした．しかし，この同定は正しくないかもしれない．千国図鑑のマミジロハエトリの一種（D）がもっともこの種に近いのだが，この（Ｄ）の雄の触肢は"フラヴォキンクタ"の触肢とわずかに違っているのである．つまり雌は"フラヴォキンクタ"と同種に見えるのだが，ペアである雄はやや違うようなのだ．本当に違うのなら日本産のフィッシャーハエトリは新種の可能性が高い（池田）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

安藤昭久，2011．オウギグモの産卵．安藤報告．10月に採集したオウギグモを飼育し、産卵直前になったクモをプラケースに入れ、保冷庫（9℃）に保管．夜だけ低温を与えたところ、数日後に産卵した．11月には保冷庫から出して室温にする予定．孵化・出のうを継続観察したい．
[コメント]低温に合わないと産卵しないという予想を立てて実験した．保冷庫はネット上で販売している中国製の安価な製品．9千円だった（安藤）．産卵は夜ではなかった．網の脇に産卵するものの、産卵後はそこから移動してしまうため網の付近に卵のうは見つからない（安藤）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男、2011．トリフン類のオスが解明された．谷川報告．不明だったマメイタ・ムツトゲ・ワクド・サカグチ・ツシマのオスが解明されるきっかけは1997年だった．まず最初にマメイタとムツトゲのオスが判明した．この二種のオスは頭部突起の形態で識別できた．2006年にワクドのオスはCO１のDNA分析によって判明した．サカグチのオスは2010年に卵のうからの出のう個体を飼育したこと（張替による）で判明した．ツシマのオスも2011年、沖縄産の不明オスのDNA分析で分かった．これで日本の既知種のトリフン類のオスはすべて判明したが、DNA分析で新たに沖縄島にはオオトリノフンダマシに似た種がいることが分かった．またアイノコトリノフンダマシと判断していたズグロなトリンフンダマシはDNAの結果から推定すると別種であった．
[コメント]問題の沖縄産オオトリは希少種．一見オオトリにそっくり（谷川）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
東京クモゼミ報告　208号　　加藤家　　　　2012年1月7日

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

参加者　安藤昭久・池田博明・石川奈美江・加藤輝代子・加藤むつみ・須黒達巳・谷川明男・
馬場友希・本多佳子．今回から土曜日開催．
　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明, 2012. 『生物基礎』指導書朱註の特徴．池田報告．４月から始まる『生物基礎』２単位の指導書に朱註を付した．用語解説・科学史的記述・モザイク的情報・『生物』４単位との継続などを意識して作成した．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明，2012．『クモ基本50』野外識別図鑑（予定）の生活史データ．池田報告．東京蜘蛛談話会の観察会10回分のデータで基本50に採用するクモの生活史データを検討した．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Nentwig, L.K., Stocklin, R., and W. Nentwig. 2011．Venom Composition and Strategies in Spiders: Is Everything Possible?. IN J.Casas (ed.), Advances in Insect Physiology, Spider Physiology and Behaviour : Physiology. Academic Press. pp.1-86. 池田報告．
クモの毒はどのように進化したのかという関心から読んでみた．大型のクモが小型化するに当たって顎も並行進化で小型化し，逆に毒は進化したが，非常に小型化したユアギグモなどは毒腺を失った．ヤマシログモ科は毒腺の機能を完全に変え，毒腺を失くした．毒が研究された1618例をレビューした．毒液の成分は６グループ，つまり低分子成分（ヒスタミンやセロトニン，アドレナリン，アセチルコリンなどかなり多様），アシルポリアミン（ジョロウグモで川合が発見），線形ペプチド，ミニ・タンパク質，神経毒タンパク質と酵素（壊死毒となる）である．
　毒の進化系統も考察されていた．Jocque and Dippenaar-Shoeman (2006) , Kuntner et. al., (2008)によると，タランチュラは神経伝達物質，次に単性域類がフォスフォリパーゼを進化させた．完性域類の毒の進化は複雑である．徘徊性は線形ペプチドを進化させ，造網性はアシルポリアミンを進化させた．徘徊性グループの延長上にタナグモ科の分子量の小さい非アミノ酸性のアシルポリアミンやシボグモ科のペプチド，コマチグモのミニ・タンパク質，コモリグモのペプチド，アシダカグモ科の神経伝達物質などが多様に展開し，造網性グループの先にヒメグモ科のタンパク質毒（ゴケグモ属）が進化した．ゴケグモの毒はかなり特異なもの．タンパク質系の毒で分子量の小さいものは立体構造やアミノ酸配列がかなり判明していた．また，分子量の大きいタンパク質は分子量が増えるとともにシスティン含量が増えており，ペプチド鎖間結合が増えることが示唆されている．造網性も徘徊性もさほど毒に差がなく，地表徘徊性も植生徘徊性も差がない．科に多様な種を含むほど科内での毒には変異が見られた．
[コメント]ながめた程度で読み込み不足（池田）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男, 2012.日本にまだいたハシリグモ．東北や北海道ノハシリグモについて研究の現況を報告．短足系や長足系というインデックスは第１脚の長さを頭胸幅で割って出す．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋+＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

石川奈美江, 2012. 環境とクモの関係．石川報告．卒業研究を報告．岡上緑地（ヒノキ人工林）と玉川学園内広葉樹林内に調査区を設置．月に一回の採集でファウナと個体数を調査．地表から60cmと120cmにハエ取りリボンを設置（飛翔性昆虫数を調査）．閉鎖度・温度・湿度を調査した．DCA検定で相関を分析．
［コメント］説明変数の独立性を調べる必要がある．異なる採集方法で採った結果は分けるべき（馬場）．ヒノキ林床はクモ相は貧弱．オオイワヤマジコナグモなどは特異的に生息（安藤）．クモ相の違いに関心がある．その観点で報告をして欲しい（加藤輝）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋+＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

本多佳子，2012．近況報告．本多報告．広島の紹介をした．深入山で2011年11月3日にアカオニグモ雌成体を観察（井原庸氏と同行），同日地御前神社でキシノウエトタテグモを観察．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　須黒達巳, 2012. 南西諸島で採集した未知種のハエトリ（2）．須黒報告．2011年7月種子島で未知種を発見．Chinattus属と思われる．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
東京クモゼミ報告　209号　　加藤家　　　　2012年2月４日

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

参加者　安藤昭久・池田博明・加藤輝代子・加藤むつみ・新海明・須黒達巳・谷川明男・山崎孝夫

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

ピーター・フォーブス, 20. ヤモリの指，第３章　自然のナイロン．池田報告．18世紀にクモ糸の織物や巣に絵を描くアートが流行したことがあった．クモの糸を人工的に合成する試みは防弾チョッキの開発などが話題となったことがあったが，2004年には途絶した．しかし，成分よりは紡糸法が重要だとしてナイトの開発した紡糸ノズルで可能性が見え始めた．しかし，巨大なタンパク質を合成する遺伝子も巨大なため遺伝子組換えが完全にはできない．生物包帯などが開発されれば有用だ．第４章はヤモリの指の微細な毛に注目した研究の話題でヤモリテープなどが開発されたものの成果はいまひとつであった．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Blackledge, T.A., M.Kuntner and I.Agnarsson, 2011．The Form and Function of Spider Orb Webs: Evolution from Silk to Ecosystem. IN J.Casas (ed.), Advances in Insect Physiology, Spider Physiology and Behaviour : Physiology. Academic Press. pp.175-262. 池田報告．円網の進化に関するレビュー．まず（１）序章で，円網単一起源説の主張があり，円網を記述するときの用語や捕獲域・対称性の測定の規格化などの説明，糸腺や糸タンパク質の成分，糸疣の説明，糸腺のちがいと性質や成分と違い，円網作成行動が解説される．（２）餌捕獲時の円網の機能としてブラックレッジ自身の「稀な大型餌」仮説が提示され，クモはジェネラリストと言われるが実は餌を選択しているいう例が挙げられる．円網の間隔は狙った獲物のサイズより少し大きい．円網の機能を考察するのに飛翔昆虫をインターセプトし，ストッピングし，リテンション（保持）する能力が問題となる．かくれ帯には種によって異なる機能がある．（３）円網のコストはどのくらいか．円網の材料となるタンパク質の生産コストはデータが不十分で見積ることはできない．造網の行動コストはささやかなものではなく，棚網グモでは網生産の全エネルギー量の３分の１以上だった（Ford,1977）．また95％という効率で網はリサイクルされる（Peakall,1971)と言われたが，リサイクルの平均値は32-50％，円網種では32％以上というところである．（４）環境応答と可塑性について，同種でも円網の形を変える要因としてミクロハビタットの違いがある．風や光，温度，湿度，獲物や捕食者，寄生者などで円網のかたちは変わる．（５）網それ自体がハビタットである．（７）円網の進化に関して問題と成る篩板類から無篩板類への移行がどのように起こったかはよく分かっていない．興味深いことに，Garbら（2006）は鞭状腺の糸の遺伝子が篩板類でも表現されていることを発見した．篩板類のクモの糊は「乾いている」がゆえに見つからなかったのだ．進化の鍵となる差異は接着力と乾燥である．篩板糸は湿るとフィブリルが一緒にくっつき永久に接着力は抑えられる．これに対して粘球の粘着力は乾燥すると急速に失われる．篩板類の糸を研究してきたオペルは粘球糊（viscid glue）は最初は篩板類の初期の幼生（very young）で進化したのではないかという仮説を立てている．未発達の篩板では接着力のある捕獲糸を生産できなかったので，次の齢で完全に機能のある発達した篩板をもつまでの網の接着機構として進化させた．二次的には､親水性の糊はこれらの小さな幼生に網に対する水の供給を増加させるものだったろう．というのだ．メカニズムがどうであれ、篩板類から粘性のある網の進化は円網蜘蛛の爆発的な発展を促し，クモのサイズの性的ニ型は急に進化した．オスの小型化よりも繁殖力増大をもたらすメスの大型化が注目される．円網の機能の進化はクモのサイズの進化にも役割を果たしただろう．円網グモが多様化し、彼らが無視した「空きニッチ」や小さな昆虫，そこに小さなヨリメグモやコツブグモが進化した．カラカラグモは蚊を捕らえるのに特殊化した．ユアギグモは小さな植物花粉を捕獲する極小の密な網を進化させたと思われる．同様に大型の円網種はより大きな昆虫を倒すことができるように進化し，なかには脊椎動物を倒すクモまで出現した．円網クモがどれだけ大きな動物を倒せるかは網にかけるコストに関係する．昆虫の運動エネルギーに対抗しなければ飛翔を止められないからだ．初期のクモ学者は円網が進化の頂点と考えたが，ヒメグモ科やサラグモ科の網はかなり特殊化した．サラグモ類の造網行動の記載はほとんど無かった．ヒメグモ類の網構造はよく研究されている．しかし，造網行動となると限られている．構造も多様だが，よく知られているのはガムフットである．これは大瓶状腺の糸に粘性の糊の小球がついたものだ．ただし，多くのヒメグモはガムフットを付けない．ヒメグモ類は網構造もいろいろなら造網行動も多様で定型がはっきりしない．ヒメグモとサラグモでは共に真の円網種に見られるのと相同な造網時の行動パターン（糸の切り方と巻き上げ行動）が使われている．さらにゴケグモでは幼生時期に円網の痕跡が見られている．体の小形化が進化の駆動力だ．（８）円網の研究の新たな地平として，全体の網の機能とバイオメカニクス，網と種分化，糸生産の分子的生態学，バイオ・ミメティクス（自然の知恵を利用する生物工学）などをあげている．
[コメント]円網の隙間が餌サイズより少し大きいというのは一般化できるか（池田）．グループ化して言えるのでは（谷川）．ユアギグモの花粉食の証拠は（新海）．文献ははっきりしない．誰かの考察に書かれた推測らしい（池田）．オオジョロウグモでハエ食よりもコオロギ食のほうが糸の強度が高まるという研究が紹介されているが，トゲグモの飼育時に幼体を１匹飼いするよりも，多数飼育したほうがよく育つ個体がいるような気がした．１匹飼いと4匹飼いで比較すると4匹飼いのほうがよく育った．未発表だが．隣の網の糸を捕食する個体がいるのではないか．また，小さいときに与える餌の種類で餌が限定されてしまうようだ．幼体を途中から飼育するよりも初めから飼育するほうがよく育つように思う．育つまでの餌が不明な個体より，自分の与える餌に「しつけ」たほうがよい（加藤む）．やや観点が外れるが，アクタの59巻2号に馬場友希氏の国際蜘蛛学会報告があり，群れアシブトヒメグモの研究者アヴィレスの発表が紹介されている．彼女によるとコロニーの大型化は網の体積に対して表面積が減少するためにクモ１匹当たりの餌捕獲数が減少するのだという．従って大きなコロニーを維持するには大型餌が必要になり，そのような餌が採れるところにしか群れアシブトヒメグモ，ひいては社会性のクモは分布できないのだという．なぜ亜社会性のクモが熱帯にしかいないのかを示唆する研究である（池田）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Bartos, M., 2011. Partial dietary separation between coexisting cohorts of Yllenus　arenarius (Araneae: Salticidae). J.Arachnol.,39:230-235.池田報告．ポーランド中央部で寿命の長いハエトリグモの餌（13年間で集めた321例）を分析した．共存するコホート（同一発生集団）ごとに分けてみたところ，サイズの小さいクモはサイズの小さい餌（ハエやアブラムシ等）を捕り，成長してサイズが大きいクモは大きい餌を捕っていた．コホートごとに餌を違えて競争を回避している．
［コメント］徘徊性のクモの餌選択の例である（池田）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋+＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男，2012．尽きぬトリノフンダマシの謎．谷川報告．中部クモ懇談会例会で発表予定．ゼミ報告207号参照．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋+＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

加藤むつみ, 2012. 「トゲグモの道」に書ききれなかったこと．加藤む報告．キシダイアの72号・73号・78号・91号にトゲグモについて報告した．トゲグモはクモに適した風の通る環境を探索して分布しているのではないか．いわばトゲグモの道（分布拡大ルート）があるのではないかという仮説を立てている．卵のう分布マップを作成中．トゲグモの卵のうは道路に面したほうの幹にあって，裏側にはない．
［コメント］トゲグモは多回産卵ではないか（加藤輝）．卵のうは1～2個作成（加藤む）．生息地と産卵場所は同じか（加藤輝）．ほとんど同じと考えている（加藤む）．トゲグモは沖縄には生息しない．沖縄を飛ばして台湾・フィリピンなどから記録がある（谷川）．造網場所の足場が重要ではないか．林縁で固い（しっかりした）足場のあるところ（新海）．
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

東京クモゼミ報告　210号　　加藤家　　　　2012年3月3日

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

参加者　池田博明・加藤輝代子・加藤むつみ・荘司康治郎・新海明・須黒達巳・谷川明男

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Garb, J.E., T.D. Mauro, V. Vo and C.Y. Hayashi, 2006. Silk genes support the single origin of orb wbs. Science, 312:1762．池田報告（論文は谷川の厚意により入手）．カリフォルニア大学のジェシカ・ガーブの「糸の遺伝子は円網の単一起源を支持する」．未知だったメダマグモ上科（メダマグモの一種Deinopis spinosaとウズグモの一種Uloborus diversus）の糸のｃDNAを調べた．メダマグモ上科のｃDNAからは，円網に使われているコガネグモ上科の糸の比較可能な相同領域（オルソログ）が同定された．(1)MaSp1（大瓶状線スピドロイン）とMaSp2，枠糸と縦糸の大瓶状腺タンパク質，(2)MiSp，足場糸を作る小瓶状腺タンパク質，(3)Flag，横糸を作る鞭状腺のタンパク質．MaSpとFlagはもっぱらコガネグモだけから知られていて，MaSp1様のスピドロインをエンコードする大瓶状腺のｃDNAは非円網種からは知られていないのである．メダマグモからのFlagとMaSp2の発見は結局，両者のスピドロインが分子的な共有派生形質であり，円網蜘蛛の単系統性を支持するものとされる．ｃDNA分析によれば，糸タンパク質の進化はコガネグモ上科でもメダマグモ上科でも葡萄状腺，管状腺，小瓶状腺，大瓶状腺，鞭状腺の順に分岐した．化石の証拠によれば，この祖先が出現するのは白亜紀下層で，1億3千6百万年前である．Flag，MiSp，MaSp1，MaSp2の誕生はこのときに起こったにちがいない．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Jacqeline Kovoor, 1987. Comparative Structure and Histochemistry of Silk-Producing organs in Arachnids. IN  W.Nentwig (ed.) Ecophysiology of Spiders., Springer-Verlag. Berlin. 160-186. 池田報告．ジャクリーヌ・コヴォールによる「クモ類の糸生産器官の比較構造と組織化学」を読了．シルクを生産するクモ類は３つの目，すなわちダニ，カニムシ，クモである．ダニとカニムシの糸使用については略述した．クモについて主に解説する．組織化学的特性はこの要約ではほぼ省略した．
（１）頭胸部のシルク生産が唯一知られているのはヤマシログモ属である．毒腺の奥に貯蔵された粘性のある糸は繊維性の糖タンパク質であった．各基本繊維は薄い糖タンパク質のフィブリルが放射状に巻き付いたタンパク質の中軸管から構成されていた．放射状のフィブリルの長さによって異なる２種類の繊維がある

（２）外雄腺(epiandrous glandまたは胃外域腺)はトタテグモ類のオスで無数のブドウ状様腺として発見された．分泌物はオスが精液を置くときに作る特別な網に付加され，触肢のバルブに満たされるように思われた．
（３）クモの腹部の糸腺は腹部第４節（第10体節）と第５節（第11体節）の外胚葉陥入部に由来する．古代のクモは四対の等しい機能を備える糸疣を持っていたと想定されている．1987年までにクモ亜目20科90種の結果が公表された．
ジェネラリストは１種から３種の糸を作り，それぞれ住居や巣や卵のう，精網作りに使う．スペシャリストの糸腺は多様化し，4種から9種の糸を作り，独特の糸使いをする．さらに，それらの糸を合わせても使う．唯一の例外はしおり糸はいつも瓶状腺の糸でできていることである．
（3．１）ハラフシグモとトタテグモの糸腺

　ハラフシグモは腹部の中央に糸疣が位置している．Liphistiusは3種，Hepthathela（キムラグモ属）とRyuthela（オキナワキムラグモ属）は4種の糸腺を持つ．「戸蓋」をつける穴居性のハラフシグモはその蓋を糸で「ふち取る」．さらに穴の前部に「受信糸」をつける．マレーハラフシグモでは前疣には2種類の腺が，後疣には１種類が開口している．これらの腺はすべて葡萄状形に由来し，３つの異なった領域を持っていた

トタテグモAntrodiaetus（カネコトタテグモ属）は一種類の無数の小さな葡萄状の糸腺を持つ．ジョウゴグモの一種，Euagrusの糸腺は二対の後疣で広いシート網を作る．下方の石や木に筒状のリトリートがある．大きさや形はいろいろだが，糸腺は3つの分泌領域に分けられ，疎水性タンパク質の末端部、両染性タンパク質の中応部，親水性タンパク質の基部である．後者にはフリーのアルデヒドと中性多糖が検出された．SHとSS基も一緒だった．別のジョウゴグモ（例えばHexathele hochstetteri）は6個の機能のある糸疣を持ち，3タイプの糸腺が発見されている．ジグモ属Atypusは地下に筒状の丈夫なシルクを編むクモで，キムラグモと一致する大小の筒状の二種類の糸腺を持つ．Atypusの大きな糸腺は瓶状腺と相同で，しおり糸や袋巣を作る．小さい糸腺の糸は梨状腺様で糸の連結や固着をする．糸腺から二種または三種のタンパク質が分泌される場合，それぞれ糸の芯とそれをコートする外側を形成している．糸腺の大小により二種の相対的な割合が違い，糸の太さが違ってくる．
（3.．2）クモ亜目の糸腺

　クモ亜目は世界中の90科3万5千種のクモを含む多様な生物である．クモ亜目では糸疣は腹部末端に位置した．体節は分節せず短縮した．１から４対の糸疣を持つ．糸腺は3種類に分化した．瓶状腺，梨状腺，葡萄状腺である．別のタイプの管状腺は卵嚢の糸に使われるためオスにはない．コガネグモ科とその近縁の科では，虫を捕獲するのに集合腺と鞭状腺が進化した．篩板類では，篩板と中疣と後疣から出される篩板糸腺と側篩板糸腺，偽鞭状腺を通して出来る糸が特別な捕獲糸を作った．
　（4．1）瓶状腺．瓶状とはその形態に由来する．たいていの瓶状腺は二区分の分泌細胞から成り，腺の基部と末端部を占める．1種から3種のタンパク質が瓶状腺から分泌される．
（4．2）梨状腺．瓶状腺に加えて，どのクモでも梨状腺は前側疣（前疣）に開口している．梨型とは限らない．ユウレイグモでは，通常の梨状腺は無く，後側疣（後疣）は機能がない．ゆえに，前側疣（前疣）が餌獲得の主要な役割をになっていると思われる．梨状腺の粘球的なシルクの一般的な機能は異なる糸を連結したり固定したりすることである．
（4．3）葡萄状腺．中疣と後疣に開く多数の小形の腺が葡萄状腺と分類される．形態も構造も組織化学的特性も多様である．ともに篩板類のスオウグモ科やイワガネグモ科には無い．後者には瓶状腺が多数あり，異なるサイズで，葡萄状腺の代わりをしているようだ．葡萄状腺分泌物の組織化学特性はヒラタグモ科・カヤシマグモ科・ハエトリグモ科・フクログモ科の瓶状腺と関係がありそうだ．クモの餌を捕える補帯と卵嚢を作る構成分は一般に多数の葡萄状腺を所有する．葡萄状腺の分泌物は管状腺の分泌物といくつか共通の組織化学的特性をもつ．
（4．4）管状腺．卵嚢は数種類の糸で作られるが，主要な部分と最も厚い部分は管状腺から作られる．管状腺は卵巣で卵黄形成が始まると同時に機能を開始させる．
（4．5）鞭状腺と集合腺．コガネグモとその近縁のクモは捕獲糸や円網の粘性らせん糸を作る．一対の鞭状腺（載冠腺）と二対の集合腺がその機能単位である．最初にSekiguchi（1952）によって記載され，Peteres（1955）が続いた．粘性らせん（横糸）の軸糸は鞭状腺が作り，集合腺からの粘球がそれをカバーする．ヒメグモ科はふたつの異なる集合腺を持つ．ひとつはコガネグモ科の集合腺に似ているが，より酸性のノリを分泌する．もう一対の腺は典型的ではない集合腺［訳註：葉状腺と呼ばれた］で，太くて短い導出管を持つ．その腺が分泌するものは糖タンパク質様の物質とタンパク質性粒子の混合物で，ヤマシログモの顎の糸腺から餌の動きを止めるのに出されるものと同じである．［訳註：投げつける粘球を作る］

　（4．6）偽鞭状腺，側篩板糸腺と篩板糸腺．一対の偽鞭状腺はウズグモで早くに記載され（Kovoor 1977），Peters(1984)は篩板糸の軸糸であることを示した．ハグモ科とカヤシマグモ科にはこれらの腺はなく，捕獲糸の軸を作るのは瓶状腺である．さらに，カヤシマグモの一種では，三対の葡萄状腺がある．ひとつは中疣に開き，二つは後疣に開いている．これらの腺はコガネグモ科の鞭状腺に似たタンパク質を作る．この弾性糸が櫛毛リボンのからまる糸になるようだ．ハグモやウズグモの捕獲糸は側篩板糸腺から作られる．
メスの篩板は機能があるが，オスは成体では機能を失う．最終脱皮が終わると，偽鞭状腺と側篩板糸腺は消失する．
［コメント］ComstockのSpider　Bookにはヒメグモ科の葉状腺の図があった（池田）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Nyffeler, M., 1999. Prey selection of spiders in the field. J.Arachnology, 27:317-324.

マーティン・ナイフェラーの「野外でのクモの餌選択」．池田報告．「クモの餌」総説はネントウィッヒが1987年に書いたが，ナイフェラーの本論文はその後に書かれたもの．造網性クモ５群（アシナガグモ科・コガネグモ科・ヒメグモ科・サラグモ科・ハグモ科）と徘徊性クモ５群（ササグモ級Oxyopesの小形ササグモ科・ミドリササグモ級Peucetiaの大形ササグモ科・カニグモ科・ハエトリグモ科・コモリグモ科）の餌を比較分析した（ヨーロッパとUSAの先行研究40例を参照）．造網性も徘徊性も基本的には同じ目の昆虫を餌としていたが，その割合は異なっていた．造網性クモは昆虫食であり（全餌の99％以上が昆虫），それに比べて徘徊性は昆虫食とクモ食のミックス食であった（75～90％が昆虫）．餌の広さ（Diet breadth）は逆シンプソン指数で比較した．その平均値は徘徊性クモが有意に高かった．農業生態系においては造網性より徘徊性クモのほうがより広範囲な餌を占める傾向にあるといえるだろう．また，全体的にみて，小さいサイズのクモ（大部分の幼体も含めて）が野外の作物畑の動物相として数的に優占しているし，かれらは一義的に小さい餌（体長4mm以下）を捕食していた．
 造網性の餌の割合では，甲虫類を最も餌としているのはコガネグモ科（24％），次いでヒメグモ科（13％）であった．トビムシ類を最も餌としているのはサラグモ科（48％）で，サラグモはアブラムシ類も捕獲（33％）していた．この二群だけでサラグモの餌の80％強．コガネグモ科も半翅目をよく捕獲しているが（36％），アブラムシではなくセミかもしれない．ハエ類を最も餌としているのはハグモ科（64％），次いでアシナガグモ科（40％）である．造網性では蝶・蛾はほとんど捕獲されていなかった．トリノフンダマシやナゲナワグモが蛾食に特化していることがかえって際立つ．
徘徊性の餌の割合では，全体的に見てどの昆虫目も平均して捕獲されていた．クモが15％とメニューの一翼を占めるようになった．コモリグモではクモがメニューのトップを占めている（24％）．コモリグモの餌は第一にクモ，第二にハエ，第三にアブラムシやカメムシでこれら四群で全餌の8割．ハチやアリ類もミドリササグモやカニグモのメニューでは割合が高い．蝶・蛾類もそこそこよく捕獲されている．蝶・蛾を特に採っているのは花上で待ち伏せするカニグモだった（16％）．ハエトリグモは甲虫もよく採っている（13％）．
［コメント］ヒメグモ類が多様な虫を採れるのは投げつける粘球という飛び道具を持ったからである（新海）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男，キムラグモの分類学的研究．谷川報告．キムラグモは1920年に岸田久吉が記載．Hauptが1979年にオキナワキムラグモを記載し，1983年に2属5亜種を記載した．Onoは亜種ではなく16種を記載した．2011年にSchwendinger & Onoはキムラグモ属を再整理している．２属に分けることの合理性，種の分類の妥当性，種の歴史などの観点から検討を進めている．オキナワキムラグモ属から開始した．
［コメント］分子系統ではキムラグモの種間差異は、ヒトとチンパンジーの差異よりも大きいと言ってもよいくらいだが，形態的にはあまり差がない（谷川）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　須黒達巳，2012.南日本におけるEvarcha属ハエトリグモの分類学的研究.須黒報告．卒業研究発表会の準備．カチューシャ型とまがたま型のハエトリに関する研究を総括し，今後の展望を述べた．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
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参加者　安藤昭久・池田博明・加藤輝代子・加藤むつみ・新海明・須黒達巳・谷川明男・
筒井優・馬場友希

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Elaine Pascoe and Dwight Kuhn, 2000. How and Why Spiders Spin Silk, Creative Teaching Press, Inc.　池田報告．USAの子供向け絵本．なぜ，どうしてシリーズ「クモは糸を紡ぐのか」．糸を餌捕獲に使う，命綱に使う，卵のうに使う，住居に使う，網に使う．種類を特定せずコガネグモからハエトリグモ，ハナグモ，コモリグモも総動員してクモの糸利用を簡単な説明と写真で見せる．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男，キムラグモの分類学的研究・キムラグモ篇．谷川報告．前回はDNAでクラスターに分けたオキナワキムラグモの集団がオスの触肢の形態で分類できるかどうかを検討した．同様の手法をキムラグモにも適用し，分析を試みた．ミトコンドリアDNAの結果は限定的ではあるが，興味あるものとなった．
［コメント］メスの外雌器が単純な構造なのに対して，オスの触肢が複雑な形態なのは不思議（谷川）．ミトコンドリアDNAでパッチ状に分布する種が形態的には共通だったりする理由については，分散力のないメスが拡大した後の時期に，徘徊するオスが遺伝子を広げたからだろう．変異の速度の速い核遺伝子の分析が可能であれば有効（谷川）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Shawn M. Wilder, 2011. Spider Nutrition : An Integrative Perspective. IN Casas (ed.), Advances in Insect Physiology, vol.40. 87-136.　池田報告．クモの栄養生態学に関するレビューの第３節「野外のクモの食物」を紹介．本文から読み始めてしまったが，著者が扱った論文のまとめの表が最初の方にあるが，これから訳すべきだった．
クモの野外での食物は限定されている．クモは野外では定常的に飢えている．Bilde and Toft(1998)は野外のクモの飢餓度は飢餓一週間相当だったと報告．にもかかわらず、クモは虫ならなんでも食べるわけではない．
全体的にクモによく消費されている虫はDiptera（双翅類，ハエ類）とHymenoptera（膜翅類，ハチやアリ）である．しかし，餌種のサイズの変異はひどく大きい．例えば，ギンコガネグモは小形の膜翅類（１匹当り15mg）が餌種の62％を占めるが，これを生物量にすると17％でしかない．反対にトンボのような大形餌は餌種の11％でしかないが，餌量では55％を占める．クモの捕獲する餌の範囲はかなり広く一般化は困難である．
　餌を分類すれば栄養内容が分かるかというと，あまりはっきりしない．餌の分類からはある程度は予測できるし，なかには有毒な種もいる．多くの研究からは肉食性昆虫が植食性昆虫より窒素含有量が高いことが分かった．また，同じ餌ばかり与えるよりも，混ぜ食いをさせたほうがクモの成長・繁殖・生存に大きな効果を持つ例が多い．
クモが餌をどれほど選択しているのかは不明確だが，たぶんクモは餌をその栄養素含量に基づいて選択しているようだ．コモリグモの一種Hogna helluoで，一週間飢餓状態においたメスは性的共食いをためらい，オスと同じ大きさのコオロギを消化する（Wilder and Rypstra, 2010）．オスの共食いをためらうことはオスの体内には脂質が少ない（5％）からだろう．同じサイズのコオロギの脂質含量は20％だし，昆虫の平均は24％である．メスは卵を作るのに脂質が必要だ（25％脂質．Wilder and Rypstra, 2010）．Jackson et al.,(2005)はハエトリグモの一種Evarcha culicivoraが，砂糖液を食べたばかりの蚊よりも血を吸ったメスの蚊のほうを好むことを示した．ジャクソンらは餌種の状態をコントロールし，クモが餌の体内の栄養素によって選択していることを示した．クモがどのレベルで識別しているのは今後の課題である．
　特別な餌種を選択することを付け加えて，クモは単一の餌種のスケールで選別を行なっているのだろう．昆虫の体の特別な部分は高度に脂質（腹部の脂質）や高濃度のタンパク質（脚や胸部の筋肉）を含む．特にアリ捕食のホウシグモ，Zodarion rubidium はアリの前部を好んで攻撃する．二匹のアリの前部だけ2個を食べたクモのほうが，腹部2個や1匹の前部と腹部を食べたクモやそれぞれ片方を食べたクモよりも早く成長する（Pekar et al., 2010）．クモは餌の体で成長に好適な栄誉素をもっとも含む部分を選択していた．
［コメント］他の節は後で訳す予定（池田）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Glatz, L., 1972. Der Spinnapparat haplogyner Spinnen (Arachnida, Araneae).Z. Morph. Tiere 72, 1-25.池田報告．グラッツの「単性域クモ類のクモの紡績器官」は前回コヴォールの論文に多く引用されていた．ふたつの論文を合体してpdfで紹介しておいたが，グラッツの論文で使った図を紹介しておく．糸腺の解剖図や組織化学デーなどかなり綿密な報告であった．ジョウゴグモHexathele hochstetteriの糸疣，3タイプの糸腺．Atypus affinis（図9）とAtypus piceusの糸疣と糸腺．イボブトグモNemesia　caementariaおよびイノシシグモの一種Dysdera　erythrinaの糸腺．ガーチエボシグモHypochilus gertschiの糸疣と糸腺．カヤシマグモの一種Filistata insidiatrixの糸疣や糸腺．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

安藤昭久，2012．ヤマトマシラグモ・ヨウザワマシラグモ・ヨコフマシラグモ．安藤報告．ヤマトマシラグモはシモンが原記載（1893）だが正体不明種であった．『日本産クモ類』（2009）で初めて図示された．ヨコフマシラグモは1952年大井良次の記載，ヨウザワマシラグモは1961年小松敏宏の記載．ケイ節突起の有無や形態が同定のポイント．ただし，ヨウザワマシラグモはヤマトマシラグモであった．
［コメント］マシラグモは集中分布の傾向があり，落葉層から必ず採集できるわけではない（安藤）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

須黒達巳，2012.台湾で採集したハエトリ．.須黒報告．2012年3月22日~31日に訪台．タテスジハエトリの一種Telamonia festiva，Ptocasius strutifer，Epeus glorius，Rhene spp.，Carrhotus spp. ，Evarcha spp.，Bavia spp.，Mendoza sp.，Icuis sp.，Pseudicius okinawaensis,，Phintella spp.，などを採集．　

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

加藤輝代子，2012．環境工科専門学校クモ班のレポートより．山梨県南巨摩郡富士川町におけるクモ類相の調査および目録の作成．加藤報告．増穂町におけるA地点（林縁）とB地点（草原）で定量的な採集を行いクモを記録．その結果，生態環境別に特有なクモが採集され，クモ相調査においては異なる環境の調査が必須であることが示された．A地点（20科70種）のみで採れた種のベスト３はサラグモ科（19％）・ヒメグモ科(17％)・コガネグモ科（15％）で，B地点（17科73種）のみで採れた種のベスト３はコモリグモ科（18％）・ハエトリグモ科（14％）・アシナガグモ科（14％）だった．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　　

馬場友希，2012．農地の景観環境が水田のクモ類群集に与える影響．第59回日本生態学会発表．馬場報告．クモは水田の害虫の天敵である．天敵個体数は周辺の農地景観を示す環境から供給される．どのような要因が水田のクモ個体数に影響を与えているのかを調査した．栃木県および茨城県内の31箇所の慣行農法の水田を7月後半に調査し，9科34種616個体を得た．アシナガグモ科・コガネグモ科・サラグモ科が比較的多かった．
　アシナガグモ科の個体数にはイネの高さが負に効き，半径500ｍの農地が正に効いた．ただし，種ごとにその内訳を見るとアシナガグモには効果がなく，ヤサガタアシナガグモには500ｍ，シコクアシナガグモには250ｍスケールで効いていた．ドヨウオニグモにはイネの高さが負に効き，500ｍの農地景観も負に効いていた．種ごとの生息環境の違いにより4周囲の農地から受ける影響が異なったことは興味ふかい．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　

池田博明，2012．学習参考書をどう書くべきか．池田報告．「生物」が必ずしも得意でない生徒が利用する参考書で記述内容の精選を求められるケースが多い．科学史的な流れを重視したいと思ったのは，杉晴夫の経験などが参考になったからである（例えば『生体はどのように情報を処理しているか』理工学社）．杉晴夫は文化系の生徒には偉大な科学者の発見の感動を伝えるのは有効と断じている．池田もこの見解には賛成．しかし，現実には最新の知識や受験に必要最小限の知識の羅列が求められる．
［コメント］最新の知識など容易にアクセスできる．むしろ発見の経緯を教えたほうが教育的効果が大きい（池田）．成功者の列伝だけでなく失敗例や対立仮説を教えて欲しいものだ（新海）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
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参加者　安藤昭久・池田博明・石黒亘・加藤輝代子・加藤むつみ・輿石紗葉子・
新海明・須黒達巳・谷川明男・筒井優・馬場友希・檜山隆太

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

加藤むつみ，2012．トゲグモのメス幼体はオスより出のうが早い．加藤む報告．1997年4月30日近辺に出のうした幼体はメス、5月4日近辺に出のうした幼体はオスだった．他にも卵のうから出た日時が早いトゲグモの幼体はメスになった例が多かった．
［コメント］トゲグモの場合には出のう期間が長い（谷川）．トゲグモの出のう幼体はまどいをしない．4齡で雌雄が分かる（加藤む）．寄生虫がいると本来の出のう時期の春でなく、秋に出のうしてしまう場合があるが、それでも発生・生育する（加藤む）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明，2012．コシロカネグモのオスの多型．池田報告．オオシロカネグモとコシロカネグモのオスは色彩や斑紋で識別可能と思い込んでいたが、コシロカネグモのオスの大型個体はオオシロカネグモのオスと同じ色彩・斑紋であって、見分けがつかなかった．
［コメント］オスのサイズに関連した連続的な変異（谷川）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明，1990．クモの多型について（１）．生物教育学雑誌，1:7-12. 池田報告．オウシュウタマヒメグモ Enoplognatha ovatumのメス腹部背面の斑紋変異をOxfordは色彩を支配する遺伝子と発現時期を調節する遺伝子の相互作用で説明した．他にGunnarsonのサラグモの一種、イオウイロハシリグモの多型の研究を紹介した．
［コメント］その後、チブサトゲグモの型が複対立遺伝子によるものという研究があったが，論文になっていない（池田）．チブサトゲグモの型を４型に分けていたが、人為的な分類で無理があった（谷川）．Platnikがチームで行なっているタマグゴグモの分類で、オスの右の触肢と左の触肢に非対称性が見られる種が報告されていた（谷川）．タマゴグモなど小さなクモのクラッチは？（加藤輝）．ナルトミダニグモは2個程度（安藤）．ユアギグモは3個（新海）．ナンブコツブグモは出のう個体がlarvaではなく、すでにnymphである（安藤）．サイズが小さいから発育期間が短いとは限らず、生息環境によってクモのライフ・サイクルは異なる（安藤）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Shawn M. Wilder, 2011. Spider Nutrition : An Integrative Perspective. IN Casas (ed.), Advances in Insect Physiology, vol.40. 87-136.　池田報告.クモが消化吸収する栄養素の質と量という観点からの近年の研究をレビューした．クモは餌に影響し、餌はクモに影響を与える．クモは肉食で高タンパクな（相対的に低脂質・低炭水化物な）食事は、アミノ酸の異化作用と糖新生（エネルギーの割合を有意に供給するため）に依存していることを意味する．クモにとって特定のアミノ酸や脂肪酸の重要性までは分かっていない．クモは口外消化(extraoral digestion)である．コモリグモの一種、Pardosa prativagaでは食事中（20時間）の代謝率の増加は餌種のエネルギー量の21％と算出されている．口外消化は昆虫の食べられない部分から可食可能な栄養素を分離し、養分吸収を最大化しながら大形昆虫の非食部の消化を最少化するのには効率が良い．口外消化には、ふたつのちがったやりかたがある．造網性クモ類の数種は、外骨格にほとんどダメージを与えずに餌の液化した栄養素を吸収する．ほかの例ではクモは餌をかみくだいてミートボール状にしてしまう．餌のかみくだきはコモリグモやハエトリグモなどの徘徊性のクモでよく使われるし、造網性でもとても空腹だったときに行われる．餌のかみくだきは餌から養分量をより多く抽出する方法らしい．テストされているわけではないのだが．餌から抽出される栄養素の割合は生き餌がもつ全体の割合とは異なっている．
高脂質食をとるほど貯蔵脂質は多くなる．例えば、コモリグモの一種、Pardosa amentataの脂質量は餌の乾重の10~30％の両端に近い．雄のクモは体が小さく、養分の貯蔵を避けている．Hogna helluoのオスはたった7％の脂質含量だ．昆虫や幼体の平均が20％．低脂質のクモは高脂質の餌を消費する必要がある．また、クモは相対的に窒素含量が高い（11.7％）．植物食の動物では9.5％、雑食の動物では10.8％である．
生態学的にはクモは造網性と徘徊性に分類される．糸の量はタンパク質の獲得に影響する．ニワオニグモは新しい網に0.1mg投資する程度だが、クサグモはその100倍、10mgを投資する．クモの糸腺は空になると常に補充され続けていて、飢えていても、体重の半分を失っても糸腺の内容物を充填する．クモは糸生産コストを緩和するしくみを進化させた．第一は糸使用や網生産における可塑性である．中程度の飢えでは、クモは大きな網作りに投資して獲得餌を増量しようとする．しかし、食物遮断や糸欠失などのレベルが甚だしい場合には、クモは網のサイズをリダクションしたり、糸製の巣のような他の糸投資を減らしたりする．クモはまた網作りと他の栄養獲得のための活動の間の配分決定（アロケーション・デシジョン）を行う．たとえばナカムラオニグモでは、飽食メスは網サイズを小さくし、卵作りにタンパク質配分をシフトさせる．食事を制限されたメスは卵への投資を抑えて網を大きくする．第二は網のリサイクルである．92-96％がリサイクルされる．リサイクルの際に小さな虫や花粉も資源として回収できる．網のリサイクルはコガネグモ科には見られるものの、他の円網上科のクモには見られない．なぜこのような違いが起こったのかは今後の研究課題である．
　「原始的な」クモは篩板から出るこまかいメッシュ状の糸を持っていた．それが進化の過程で粘球に置き換わったのである．クモの網の粘球は餌を効率良く捕獲しくるむことで、クモの進化や適応放散を後押しした．ある造網性クモ類の網の重量の約半分は粘球に関係する非糸的な成分である．非糸的な成分の80％は水である．粘球の粘着特性を保持したり、横糸の弾性には水が重要なのだ．残りは化学的な物質、無機塩類（硝酸カリウムや亜リン酸カリウムなど）、糖タンパク、低分子物質（グリシン、アラニン、N-アセチルタウリン、プトレシン、ギャバミド、グリシン・ベタイン、コリン）である．これらの化学物質のあるもの、特にコリンは食事中にある．粘球含有物はクモの食事に影響されている可能性があるが、粘球の成分がその効果とどう関係するのかといったことや粘球成分の変化などはほとんどわかっていない　

クモは休息時の代謝率（基礎代謝率）が、たいへん低い動物である．クモの基礎代謝率は他の変温性の節足動物の70％である．クモの低い基礎代謝率は、肢の筋肉が屈曲にしか使われてないことに依るようだ．食物資源が限られていて基礎代謝率より低レベルにある場合にはクモは代謝をぐんと下げることさえ出来る．たった2,3日の飢餓の後、基礎代謝率は16％も低下した．
クモは食物探索や網生産、産卵、求愛などの活動の間の活動性を高めたときであっても、呼吸や代謝率の増加は他の動物に比べて低い（例えば基礎代謝の2から6倍である）．呼吸率が低いことの説明は、クモはその筋肉を燃やすのにかなり嫌気性呼吸に依存していることである．クモの肢の筋肉はバッタの跳躍後肢と同様で、他の昆虫の肢よりも筋肉中にミトコンドリアがわずかしかない．それに、クモの筋肉がバッタと比較可能な理由は、その短期的な急速な収縮と速い疲労である．クモの急速な疲労は多くのクモにとっては、活動が待ち伏せ型なので、たいした問題とはならない．たとえばコモリグモの一種、Pardosa amentataでは一日の運動に関わるエネルギー消費量は一日全体のエネルギーのたった１％でしかない．造網性クモ類の造網時のエネルギーは休息時の10-20倍に増えるが、網生産のエネルギー・コストは糸タンパクのコストに比べれば相対的に小さい．網生産にかかる時間は短いし、糸はリサイクルしているしといった理由で、糸生産のコストを減らしているのである．
繁殖に関わる活動には性差がある．例えば、コモリグモの一種、Pardosa lugubrisでは、メスは摂取エネルギーの73％を呼吸に投資し、26％を繁殖に投資するが、オスは摂取エネルギーの81％を呼吸に、16％を繁殖に投資する．メスの繁殖への投資量の多さは卵の脂質への投資量が大きいことによるものである．オスは精子に投資しているに過ぎない．呼吸率でオスが大きいのはオスどうしの戦いやメスへの求愛のためにエネルギーを投資しているからである．繁殖時期や性差による栄養影響や異なる食事による行動のちがいなどは重要な課題である．
　野外のクモの食物．クモに適する餌量は野外では限られる．野外の観察データは餌の捕獲率が低いことを示している．Bilde and Toft(1998)が2種のクモで野外の飢餓度を見積もると飢餓一週間相当だった．にもかかわらず食物を限定することは、クモにはしばしば見られる．
野外の餌構成．全体的に、クモに消費されている共通の分類群はDiptera（双翅類、ハエ類）とHymenoptera（膜翅類、ハチやアリ）である．Hymenopteraはクモの餌の有意な割合の10-14％と見積もられた．しかしHymenopteraの消費頻度やその種類はクモによって大きく異なっていた．Lepidoptera（鱗翅類）は稀にしかクモの餌になっていなかったが、その理由は捕獲を抑止する鱗粉にある．いったん捕えられても逃げてしまうのだ．Coleoptera（鞘翅類）もめったに消費されないが、それは高度にクチクラ化したエリトラに守られているためであり、倒しにくい虫なのだ．
餌種のサイズの変異もひどく大きい．例えば、ギンコガネグモは小形の膜翅類（１匹当り15mg）が餌種の62％を占めるが、これを生物量にすると17％でしかない．トンボのような大形餌は餌種の11％でしかないが、餌量では55％を占める．クモの捕獲する餌の広範な変異をクモの食事に一般化することは困難である．ある特定の餌種は他の昆虫群よりも有毒である

クモが餌をどれほど選択しているのかは不明確である．いくつかの証拠はクモはその栄養分含量に基づいて餌選択していることを示唆する．コモリグモの一種H helluoで、一週間飢餓状態においたメスは性的共食いをためらい、オスと同じ大きさのコオロギを消化する．オスの共食いをためらうことはオスの体内には脂質が少ない（5％）からだろう．同じサイズのコオロギの脂質含量は20％だし、昆虫の平均は24％である．Jackson et al.,(2005)はハエトリグモの一種Evarcha culicivoraが、砂糖液を食べたばかりの蚊よりも血を吸ったメスの蚊のほうを好むことを示した．単一種の餌の含量（血液vs糖）を操作して、ジャクソンらは餌種の状態をコントロールし、クモが餌の体内の養分によって選択していることを示した．クモがどのレベルで栄養分を識別しているのかの研究が必要である．養分のちがいなのか、量のちがいなのか、脂質かタンパク質かを見分けているのか．
　クモは単一の餌種のレベルでも栄養分の選別を行なっていると思われる．昆虫の体の特別な部分は高度に脂質（腹部の脂質）や高濃度のタンパク質（脚や胸部の筋肉）を含む．特にアリ捕食のホウシグモ、Zodarion rubidium はアリの前部を好んで攻撃する．二匹のアリの前部だけ2個を食べたクモのほうが、腹部2個とか1匹の前部と腹部や、それぞれどちらかだけを食べたクモよりも早く成長した（Pekar et al., 2010）．クモは餌の体で成長に好適な栄誉分をもっとも含む部分を選択していた．造網性のクモ、Stegodyphus lineatusは餌個体から抽出した養分を選択して、餌種の脂質量をより多く抽出することができる．クモは高タンパクの餌を維持する選択も逆もできる（Maynts et al., 2005）．コモリグモは餌個体から養分を摂取する量を制御できる．しかし、餌を咀嚼するコモリグモといえども、平均養分含量の異なる餌の異なる場所を消化することによって養分消化を制御しているようだ（Jensen et al., 2011b; Maynts et al., 2005）．
栄養素がクモのパフォーマンス（行動、発育時間、発生率、成体サイズ、繁殖と生存）へどのように影響するのだろうか．特別な餌を食べたクモは他の餌を食べたクモよりも寿命が長く、成長や繁殖も良い．2種類の異なった餌を取ったクモのふるまいの違いは、１種かそれ以上の栄養素や毒の濃度の差によるものだった．コモリグモ類（Pardosa spp）は、Folsomia属の虫を食べるとしばしば速く死んだり、成長が悪くなったりする．Tomocerus属の虫では成長も速く寿命も長い（Rickers et al., 2006; Toft and Wise, 1999）．クモはまたIsotoma anglicanaを食べたときは寿命も延びるのに、同属のIsotoma trispinataを食べると飢えさせたときより速く死んでしまう（Marcussen et al., 1999; Toft and Wise,1999）．餌の化学成分が測定されているが疑問は解決されていない．
単一な餌と混合餌のちがいによるパフォーマンスの違いが調べられている．ミックス餌のほうが良かったり、同じだったり、悪かったりの結果が出ている．混合餌は、必須な栄養素の質や量を異なった食事が補う場合には相補的である．例えば、ある餌が高脂質食で別の餌が高タンパク食であれば、クモはバランスよく脂質とタンパク質を取れる．一方、ポルティアではクモだけを食べた場合より、昆虫も食べた場合のほうが寿命や成長が悪い例もある（Li and Jackson, 1997）．
　餌のなかに毒がある場合には成長が遅れたり死亡率が高まったりする．クモには毒のある餌と無い餌を識別することができない．昆虫餌のなかの毒性化学物についてはほとんどわかっていない．毒は呼吸率を高めたり、吸収効率を低下させたりするようだ．（以下、次回）

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男，2012．イソコモリ2012．谷川報告．6月18日から20日にかけて新海明と青森県でイソコモリグモの本州の北限を調査した．尻屋崎の砂浜で多数の個体を発見．岩手県の津波被害にあった明戸海岸にはまだイソコモリは戻っていなかった．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

須黒達巳，2012．台湾のヨダンハエトリ．須黒報告．台湾で採ったヨダンハエトリ幼体1頭が飼育によってオス成体になったが、脱皮の失敗で触肢が折れてしまった．斑紋や第１脚の飾毛からすると日本産とは別種のようである．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

須黒達巳，2012．サイホウキシダグモの雌雄．須黒報告．サイホウキシダグモ Pisaura bicormisはアズマキシダグモに似ているが日本では雄が未記録だった．2012年3月15日に与那国島久良部岳で3雌1雄を採った．触肢はアズマキシダグモに似ているが識別可能．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

馬場友希，2012．Marpissa属のハエトリ．馬場報告．山口県の秋吉台で増原氏が採った小さなクモが雌雄が採取できて、Marpissa属と同定できた．体長4mm程度でべっこう色の腹部に黒い縦筋があり、頭胸部は黒い．性的二型は小さい．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

安藤昭久，2012．ウラシマグモの卵嚢作成．安藤報告．飼育中のウラシマグモのうち2頭が卵嚢作成した（5月27日）がネコグモで見られた糊つけは見られなかった．産褥を作り、産卵した後、糸かけを行う．卵をおおった後でふわふわの糸をかけていく．その後、泥粒をつける．大きな泥を顎で運ぶ．卵嚢は泥粒ですっかり見えなくなる．ネコグモのような下向きの卵のうは作らなかった．
［コメント］アカガネウラシマグモはショウジョウバエを捕食しないということだが、稲葉茂代によるとウラシマグモ属はトビムシをよく食べるという（池田）．
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

東京クモゼミ報告　第２１３号　　加藤家　　2012年7月14日　

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

参加者　新井浩司・安藤昭久・池田博明・石黒亘・加藤輝代子・加藤むつみ・桑田隆生・
新海明・角一雄・谷川明男・土金慧子・檜山隆太

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Sekiguchi, K., 1952. On a new spinning gland found in geometric spiders and its function. Annot. Zool. Jap., 25: 394-399. 池田報告．関口晃一の鞭状腺発見を報じた論文を読む．発見の経緯や時代状況のことは『クモの生物学』（東京大学出版会）や『いつの間にやら米寿を越えて』（自家出版）に書かれている．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明，2012．クモの「架空」課題研究報告．池田報告．高校生等の課題研究の効果的な進めかたとして，推奨するのは「架空の」課題研究報告作成である．調査や実験を始める前に報告書を書きあげてしまえという一見「乱暴な」方法である．「ウソ」報告書の薦めであり，「デッチあげ」の薦めである．ウソを考えるのは楽しく創造的なワークショップである．ただし、「架空」報告書を正しいかのように偽って公表してはいけない．自分が研究するための手引き，あるいは下書きとして作成するだけであって，実際には研究を進めながら，この架空の報告書を書き直して正していくことが必須である．「オオヒメグモのトラップ・スレッドの更新」という架空報告書を例示した．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

Shawn M. Wilder, 2011. Spider Nutrition : An Integrative Perspective. IN Casas (ed.), Advances in Insect Physiology, vol.40. 87-136.　池田報告．３回に分割して大意を訳してきた論文の最終回．最終回は理屈が多くてあまり興趣がない．pdfで短縮・改訳版を公開しておく．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

安藤昭久，2012．オビジガバチグモの産卵．安藤報告．2012年7月8日に採集（新井による．小田原市わんぱくらんど）した雌成体はその日の深夜産卵した．透明ケースのフタの裏に産卵．糸かけが修了した後、フタをかじりとろうとしているようだった．3日後に更に産卵．トビムシをよく捕食する．のり状物質は出さなかった．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

安藤昭久，2012．オトヒメグモの卵嚢製作．安藤報告．卵のう作成後に大粒ののりを出す．泥粒を混ぜ、卵嚢表面に塗り伸ばす．大粒の砂も付ける．トビムシを飽食させたところ、6月28日から7月9日まで２~３日おきに５個産卵した．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
Klein, Trillo and Albo., 2012. Sexual receptivity varies according to female age in a Neotropical nuptial gift-giving spider. J.Arachnol., 40:138-140. 池田報告．新熱帯区の婚姻贈呈グモの雌の日齢（エィジ）による性的受容の変化．サシアシグモ科の本種はオスが求愛時に婚姻贈呈（ギフトは糸で巻いた餌）を行う．ギフト作りはメスの糸の存在により始まる．糸の誘引性はメスの日齢(age）に影響される．メスが成体に達して後20日から増大する．26匹の処女メスに（最終脱皮後2日から28日）オスの婚姻贈呈をさせた．メスの受容は日齢に依存し、日齢とともに増大した． 成体になって15日以上のメスはより若いメスよりもギフトを受け取ったが、メスがギフトを受け取るまでの時間はメスの日齢には影響されなかった．メスの性的受容は化学的誘引性とシンクロしていた．メスのフェロモン放出が繁殖齢に合わされていたのだろう．私達は若いメスは捕食と生殖腺の成熟に投資するというものである．そのため性的受容と化学的誘引性を遅らすのである．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Esquivel, Escalante and Eberhard, 2012.　The effect of regurgitated digestive fluid on the spider’s own legs in Philoponella vicina. J.Arachnol., 40:146-148.池田報告．ヒメウズグモの一種でのクモ自身の肢に対する吐き戻す消化液の効果．ヒメウズグモの一種 Philoponella vicinaは円網で待ち伏せているとき自身の肢を体に寄せて隠蔽的姿勢を取っている．しかし、捕食中はクモは餌全体を消化液でくるみ、その姿勢を変え、前肢を広げている．私たちは脚の位置の変化を調査した．自分自身の消化液のダメージを受けないように守っているはずなのだ．私たちが消化液で濡れた餌包と一緒に分離した第Ⅰ脚に触れたとき、多くのセタ（刺毛）が脚から落下した．その数は同じ方法で水処理したときと比べて多かった．加えて、節間膜が消化液でダメージを受けていた．本種もほかのウズグモも自分の消化液のダメージを避けるべく捕食中は隠蔽姿勢をやめるようだ．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明，2012．小田原市わんぱくらんど・いこいの森報告．池田報告．5月と7月の東京蜘蛛談話会採集観察会の報告．新井浩司氏がハエトリグモの未知種を採集．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

谷川明男，2012．韓国イソコモリグモ探蛛行．谷川報告．6月に韓国の海岸線を調査．西側にはコモリグモが不在．東側の海岸でタイリクミズコモリグモを発見．イソコモリは発見できなかった．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

新井浩司，2012．ハエトリグモの未知種・ケアシハエトリの捕食行動．新井報告．小田原市のハエトリの動きを動画で．沖縄のケアシハエトリの捕食を動画で．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明，2012．高校生物におけるイオン学習．池田報告．「理科教室」予定

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊　　

東京クモゼミ報告　第２１４号　　加藤家　　2012年9月8日　

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

参加者　池田博明・加藤輝代子・加藤むつみ・新海明・須黒達巳・角一雄・高木俊・谷川明男

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明 2012. 20分でわかる「毒グモ騒動」の真実. 池田報告．清水裕行著『毒グモ騒動の真実』には多くの欠落と誤った記述、不適当な状況認識がある．1995年末に起こった毒グモ騒動の実態とは何か、ゴケグモとはどんなクモなのかを解説した．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明，2012．大利昌久氏のクモ学．池田報告．大利昌久『悪魔の感染症』の第2章には大利氏のクモ研究が振り返られている．アリグモの擬態に驚いてクモの生態を記録し始めたこと、クモの毒の研究に取り組んだ頃などが書かれている．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

Vetter, R.S., L.S. Vincent, A.A. Itnyre, D.E. Clarke, K.I. Reinker, D.W.R. Danielson. L.J. Robinson, J.N. Kabashima and M.K. Rust, 2012. Predators and parasitoids of egg sacs of the widow spiders, Latrodectus geometricus and Latrodectus hespers (Araneae: Theridiidae) in southern California. J. Arachnology, 40:209-214.　池田報告．南カリフォルニアにおける２種のゴケグモ（ハイイロゴケグモとツヤクロゴケグモ）の卵嚢の捕食者と寄生者．卵嚢寄生バエのPseudognaurax　signatusに捕食される率はハイイロゴケグモよりは、ツヤクロで大きかった．サン・フランシスコ・ベイ・エリアではツヤクロ40％だったが、南部カリフォルニアでは過去の調査では4.8％、今回は6.1％だった．ハイイロの被寄生率が低い（2％）原因にはいろいろな要因が考えられる．暑さのせいか、ハイイロの卵嚢ではしばしば発生に不具合があることが報告されている．他に注目すべきはハイイロの卵嚢のスパイク（突起）である．これがハエの産卵の邪魔になるようだ．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

須黒達巳，2012．小田原から採集された未記載種のハエトリ．須黒報告．発見者は新井浩司さん．7月に芝生の上で雌雄を採っていた．メスはカタオカハエトリによく似ている．Chinattus属のハエトリの一種．この属のクモは種子島でも採れている．
［コメント］ログノフが立てた属でプルシンスキーのウェブではHabrocestoides属とされている（須黒）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　

須黒達巳. 2012．日本にCosmophasisがいた．須黒報告．石垣島の空港で2012年3月に採ったハエトリの雌雄はオーストラリア産のCosmophasisの一種だった．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男, 2012.　キムラグモの分類学的研究・九州篇．谷川報告．遺伝子DNAの類似度により認識できる集団であることを基本として，形態で区別できるレベルの集団に分類学的な種として命名するという方針で九州のキムラグモの集団を見直す．DNAはミトコンドリアDNAのCO1を，核遺伝子は28Sを用いた．各地域集団のオスの触肢を比較した他，特に２種が混在すると推定される地域で採集した個体の遺伝子交流を調査した．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

高木俊，2012．オニビシが富栄養化湖沼における水域から異地性流入に与える影響．高木報告．水域の生態系から陸域への生態系への異地性流入（allochthonous input）は陸上食物網に影響を与えているにちがいない．印旛沼をフィールドにオニビシ繁茂域と非繁茂域を比較した．注目する生物はユスリカ類とクモ類．ヒシなし域とヒシあり域を比較すると、ヒシ繁茂期（6-9月）にはヒシあり域の泥内のユスリカ量は減り、陸へのユスリカ流入量も減った．クモ個体数（発見数／5分）も2.0頭に減った（5.5頭と比べて）が昆虫のバイオマス量は2倍弱に増えた．結果からは、ユスリカによるクモへのボトムアップ効果がヒシの存在により減少したと言える．陸上昆虫の減少を顕著ではなかった．
［コメント］ヒシ繁茂域での貧栄養・貧酸素量だけでなく、ヒシがもたらすもっと多くの要因が考えられるのではないか（角）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

池田博明，2012．英国蜘蛛学会のウェブでリンクされたクモのニュース．池田報告．2012年8月下旬時点のクモ・ニュースから．
(1)「Vegetarian spider is Gandhi of arachnids」Journal reference: Current Biology, DOI: 10.1016/j.cub.2009.08.043. Christopher Meehan et al., 2009. 植物食と予想されるハエトリの食物を安定同位体比で分析した．15N/14Ｎが高いのは動物食を示唆し,13Ｃ/12Ｃが高いのは植物食を示唆している．BagheelaのＮ比は他のハエトリより5％低く、Ｃ比はアリが運ぶアカシアのベルシャン体と同一だった．食物の90％はベルシャン体だと推定された．植物食にスイッチするには腸内細菌叢も変えなければならなかっただろう．植物食の結果、なわばり争いから共同採餌へ、巣の共有や敵への集団防衛などが見られるようになる．社会の進化という観点からも興味ふかい．
(2)「Bigger, Scarier Weapons Help Spiders Get the Girl」Journal reference:　Cynthia Tedore and Sonke Johnsen. Weaponry, color, and contest success in the jumping spider Lyssomanes viridis. Behavioural Processes, 2011; DOI: 10.1016/j.beproc.2011.10.017. マグノリア・グリーン・リセイハエトリ Lyssomanes viridis のオスどうしの戦いでは上顎のサイズが大きいほうが勝つ．戦わずして顎を見せ合うだけで決着する例が多い．稀に小さいほうが勝ったがこの場合には上顎の赤みが少なかった．クモの脳の小ささや親から学習しないことを考え合わせるとクモは判断を意識的に行なっているわけではなく一種の反射的行動と思われる．
(3)「Desperate Female Spiders Fight by Different Rules」Damian Elias, 2010.Behavioural Ecology, June 4. ハエトリグモの一種Phidippus clarus のオスどうしの戦いはサイズ差で決まり、致死的な闘争にはならないが、メスどうしの闘争ではサイズに関係なく一気に全面的な戦いになり、打ち合い、かみ付き合い、一方が肉塊になってしまう．勝者をサイズから予想できない．成熟に近いほど、巣（葉を糸で巻いて作られる）の所有者であるほど、戦い方が激しく勝つ．
(4)「New Species Of Spiders Discovered In Papa New Guinea」Wayne Maddison, 2009. Science Daily. ニューギニアの生物調査を行ったカナダのブリテイッシュ・コロンビア大学の教授マディソンはニューギニアは最大の未開地域で特にハエトリグモは未記載種が多いと指摘した．予備的な研究では130種ほどが見られ、そのうちの30～50種が未記載種だという．クモや昆虫などの小動物や植物に未知の化学物質で医療に役立つ物質も期待されるとマディソンは話している．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

東京クモゼミ報告　第２１５号　　加藤家　　2012年10月6日　

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

参加者　安藤昭久・池田博明・加藤輝代子・加藤むつみ・輿石紗葉子・須黒達巳・角一雄・
高木俊・谷川明男・筒井優・馬場友希・本多佳子・Yuri

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Iwai, K., S.Iwamoto, K.Aisaka and M. Suzuki, 2009. Isolation of Novel Actinomycetes from Spider Materials. Actinomycetologia, 23:8-15. 角報告．蜘蛛試料から放線菌を分離した．土壌中の放線菌の98％以上がストレプトミセス属で、新しい抗生物質や有用な生理活性物質を発見するには他属のレア（稀な）放線菌を発見する必要がある．蜘蛛試料は垂直円網，水平円網，不規則網，棚網，シート網・皿網，オナガグモの糸，巣，脱皮殻，卵嚢を用いた．放線菌はグラム陽性菌である．蜘蛛糸などを置いた培地はそのままでは成長の早いカビとグラム陰性菌で覆われるが，70％エタノール処理でグラム陰性菌の細胞壁を破壊すると生育の遅い放線菌が取りやすくなる．分離培養の結果、土壌からの分離培養と比較すると，蜘蛛試料からは非菌糸状放線菌の割合が高かった（25.3％vs8.6％）．しかもその多くが海洋から分離された放線菌に類似していた．蜘蛛試料からの放線菌の多様性はとても高く、レアな放線菌の源として期待できる．
［コメント］岩井君香さんは談話会の観察会に参加して試料を集めておられました（池田）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Fenk, L.M., et al., 2010. Pupil size in spider eyes is linked to post-ecdysal lens growth. PLOS ONES, 12e15838. 本多報告．クモの瞳孔サイズは脱皮後のレンズの成熟と関係があった．材料はブラジルドクシボグモのAM（前中眼）やPM（後中眼）．クモが脱皮した後、数日すると眼の中の周辺のピグメント・リングが少なくなる．例えば瞳孔サイズは脱皮直後が460μｍだったものが200時間後には800μｍになったし、瞳孔割合は50％から90％に増加した．
［コメント］Blest(1985)では明るい場所に暮らすハエトリのほうがピグメント・リングが大きいという報告もしている（本多）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

Sara L Goodacre, Oliver Y Martin, Dries Bonte, Linda Hutchings, Chris Woolley, Kamal Ibrahim, CF George Thomas and Godfrey M Hewitt, 2009.Microbial modification of host long-distance dispersal capacity.  BMC  Biology 7:32.  Doi: 1186/1741-7007-7-32, Bio Med Central  Ltd. 池田報告．コサラグモの一種 Erigone atra への細胞内感染とバルーニングによる長距離分散行動の関係に関して研究した．本種でPCRで検出した細胞内共生生物はWolbachia, Rickettsia, Spiroplasma, Cardiniumで主にクモおよびクモの卵のうによって運ばれている．2005年6月に野外で採集したクモ雌雄をほぼ均等に３つに分け（約30頭づつ）、それぞれに各抗生物質（P＝ペニシリンG、Ｔ＝テトラサイクリン、水＝対照）を5日間スプレーした．クモ自体が体をグルームし、口と他の部分の間に接触するが、これと飲み水が抗生物質の取り入れ経路である．共生生物感染メスから卵のうへの伝播率を調べ、抗生物質の除去処理効果を見積もった．一部、処理が雄に効かない場合があったが理由は分からない．風洞内でクモを風で刺激し、クモがつま先立ち（tiptoeing）姿勢を取ることをバルーニングのインジケーターとした．つま先立ちになるまでの時間が短いほどバルーニングに積極的、つま先立ちの継続時間が長いほど積極的と判定した．その結果、Ｔ処理メス（53％）はＣ処理メス（26％）やＰ処理メス（23％）よりもこの姿勢を取った．オスには処理の効果が有意には見られなかった（Ｃ26％、Ｐ30％、Ｔ42％）．つまり細胞内共生生物がいないほうがバルーニング分散力を示すということである．メスが産む卵数には処理の効果が有意には現れなかった．室内飼育個体でリケッチア感染メスと非感染メスの行動を比較すると、感染メスでは長距離分散確率とバルーニング頻度が減少したが、他の行動（準備の糸生産、造網時間、性比、繁殖力）には差がなかった．共生生物の負の効果としては感染メスは寿命が短かった（平均して18.68日短縮した．非感染メスの寿命は平均50.98日）．卵のう数も減った（5.14個vs7.45個）．ただし生涯にわたる繁殖力＝卵数は調べていない．引き続き実験を行っているが、スピロプラズマやカルディニウムではリケッチアと同様な分散動作に関する効果は見られていない．ヴォルバキア感染は分散行動に影響するという結果は得られていない．自然個体群で共生率を調査した．リケッチアの感染率とヴォルバキアの感染率は関係がなかった．今回のサラグモではなんの表現型変化も見られなかったが、細胞内共生生物の感染による形態ないし生態変化の例がある．性比と単為発生（host sex ratio via parthenogenesis）、オス殺し（male-killing）、フェミニゼーション（feminization）などである．
[コメント］今回の論文と次の論文は北海道大学の会田学氏に提供してもらった．卵のう数減少は寿命短縮に伴う効果と思われる（池田）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Sara L Goodacre, Oliver Y Martin, CF George Thomas and Godfrey M Hewitt, 2006.Wolbachia and other endosymbiont infections in spiders.  Molecular Ecology,  15:517-527.池田報告．2009年の論文の前身となった論文がこれ．母性遺伝する細胞内共生細菌、ヴォルバキア、リケッチア、スピロプラズマといった生物はホストの繁殖に広範囲の効果をもたらす．クモの細菌を調べ、種によって共生細菌のタイプが異なることを発見した．クモが性選択といったような非常に有効な細菌とホストの進化の研究対象であることを示唆した．完性域類ではタナグモの１種では3種類が発見された他、コモリグモ、ワシグモ、フクログモ、ハエトリグモ、カニグモ、ウズグモ、メダマグモ、コガネグモ、アシナガグモ、サラグモ、ゴケグモ、単性域類ではイノシシグモ、ユウレイグモなどの一部で発見された．共生細菌が原因かどうかは不明だが、性比がオスに偏っている例が知られている．例えば、Pityophantes phrygianus  サラグモの一種、Anelosimus domingo ムレアシブトヒメグモの一種、Stegodyphus dumicola ムレイワガネグモの一種、Diaea socialis ムレギョウジャグモの一種、Habronattus pugillis  ハエトリの一種である．単為発生もDysdera hungarica　ハンガリーイノシシグモやTheotima minutissimusや、洞窟性のヤチグモ類Coelotes species (Shimojana and Nishihira）で知られ、オスを欠くとされるクモAnapistula caeculaやHypognatha speciesもある．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

須黒達巳，2012．論文になったハエトリグモ．須黒報告．Acta arachnologicaに掲載された論文のハエトリグモ、新種のミカヅキハエトリと新記録種のマスラオハエトリを紹介した．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男，2012. 佐渡ヶ島イソコモリグモ探索行．以前の調査では佐渡ヶ島からはタイリクミズコモリしか発見できていなかった．2012年9月に砂浜を重点的に調査した．その結果、タイリクミズコモリを発見できず、南西部の砂浜（3地点）でイソコモリグモを発見した．他の砂浜では生息は見られなかった．この地点のDNAを調べたところ、姉崎個体群と共通だった．佐渡ヶ島が本州と陸続きだった頃に拡散したものと推定された．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

高木俊, 土岐和多瑠, 吉岡明良,2011. 砂浜生態系に侵入したセアカゴケグモによるオオヒョウタンゴミムシの捕食.生態学会（2011年）・昆虫学会（2012年）報告．高木報告．砂浜生態系は固有の生物相が成立していると同時に、防災やレジャー利用などの目的から人為的な改変も受けやすい．海岸砂丘上部の防潮堤に侵入した特定外来生物セアカゴケグモによる環境省RDB準絶滅危惧種オオヒョウタンゴミムシの捕食を報告する．2010年8月に愛知県の海岸砂丘上部の防潮堤において、造網しているクモの種組成、およびセアカゴケグモの網に残された節足動物の調査を行った．造網種の95％は外来種であり、64％がセアカゴケグモ、32％がクロガケジグモであった（A～F地点のうちセアカはA地点に特に多く、オオヒョウタンゴミムシはA地点だけに生息．7網／19網でオオヒョウタンゴミムシが網にかかっていた．B地点ではセアカとクロガケジが半々．CD地点はオオヒメが優占し、EF地点はイエオニが優占していたがクモの個体数は少ない）．特に多くの餌がかかっていたセアカゴケグモの網における、節足動物のバイオマス組成は、海浜性地表徘徊甲虫が約95％を占め、約50％が30mmを超える日本最大級のゴミムシであるオオヒョウタンゴミムシであった．何らかの残存物がみられたセアカゴケグモの網のうち、約50％の網でオオヒョウタンゴミムシの捕獲が認められた．他のクモの網ではオオヒョウタンゴミムシは確認されなかった． 網の残存物の全てが捕食されたとは言い切れないが、セアカゴケグモは比較的高頻度でオオヒョウタンゴミムシを捕獲していた．人為改変に伴う防潮堤のような造網環境の創出がセアカゴケグモの侵入を促し、在来生物への負の影響をもたらす可能性がある．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Suresh P. Benjamin, Marcel Duggelin and Samuel Zschokke, 2002. Fine structue of sheet-webs of Linyphia triangularis (Clerck) and Microlinyphia pusilla (Sundevall), with remarks on the presence of viscid silk. Acta Zoologica (Stockholm) 83:49-59. 池田報告．ベンジャミンはスイスのバーゼル大学統合生物学科保全生物学部門所属．サラグモの網構造は足場の上に密なシートがある．シートと植生を結ぶのはアンカー（anchor thread）、シートの上にノックダウン・トラップ（knock down trap）で、シートのふちに付着盤（attachment disc）がある．シート網は円網の変形したものだ（Griswold, Scharff and Coddington）という意見がある一方、異なる見解（Eberhard, Shear）もある．また、ノックダウン・トラップやシートに小球（globules）があるというデータがある(Hopfmann, Nielsen, Peters and Kovoor, Wiehle)一方、なかったという異見(Bristowe, Peters and Kovoor)もあった．本研究では７匹のオウシュウシロブチサラグモの網１２例と３匹のマメサラグモ属オクチサラグモの網４例を観察した．網のプレパラートはスライドガラスの端にマニュキア液(nail varnish)を塗り、このスライドの上方に網サンプルを浮かせておき、マニュキアが乾いたころ、スライドガラスの外縁にそって糸が焼き切られて外された．マニュキア液なしのサンプルも集めた．網サンプルは純水、99％グリセリンに液浸した後、端にマニキュアで糊を付けたカバーガラスをかけた．光学顕微鏡と走査電子顕微鏡で検鏡した．
　シート網に小球があり、オクチに多かった．しかし、この小球は粘球とはいえず餌捕獲に活用されていなかった．ショウジョウバエがknock down trap　に当たるとクモはす早く動き、クモが網全体をゆすることでハエはシートに落ちる．たいていのハエはトラップをすりぬけてしまうのだが、シートに落ちてしまうとハエは逃げるのが難しくなる．シートの粘着性は観察できなかった．興味深いことに餌昆虫はシート上を歩くとき、微細な糸に足を取られていた．
サラグモの網の小球は円網の粘球と同様と考察されてきた．サラグモでも確かに集合腺が小球を作っている．Triad（鞭状腺１個と集合腺２個の三つ組出糸管）もサラグモの後疣（posterior spinnerets）にある．円網と比較するとシートの糸の１本だけに小球があったりする．しかし、サラグモのシート網は数段階を経て作られ、ときには一週間以上かかる．クモはシートに新しい糸を足し、足場を補強し、シートの糸密度を増しているのである．おそらくコガネグモ科とはちがって、サラグモの集合腺からの粘性物質は乾ききってコネクションを作り、シート網の異なる層を接着するのである．コネクションは鞭状腺の糸と瓶状腺の糸をつなぐ役目をする．餌捕獲に粘糸を使わないだけ網は経済的になった．先行研究が示すような円網同様の機能はサラグモの小球の網には発見できなかった．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

S.P. Benjamin and S. Zschkke, 2004. Homology, behaviour and spider webs: web construction behaviour of Linyphia hortensis (Araneae: Linyphidae) and its evolutionary significance. J.Evol.Biol. 17(1):120-130.　池田報告．数十年前はヒメグモ科のガムフット gum-foot やサラグモ科のシート網 sheet web は円網よりも「原始的」と見られていたが近年のデータは円網がガムフットやシ－ト網の祖先であることを示している．網型の変化はトラップ機能の移行を意味する．円網の放射的な支持構造（ＳＳｔ＝supporting structure）の粘糸（ＳＴ＝sticky thread）から、サラグモ科にみられる不規則なシートとヒメグモ科にみられる下方の基盤に直接のびるシートからのＳＴのような遠く離れた移行態まで．円網の対称的な放射（ヨコ糸）を失ったことは水平空間を満たすことや防衛適応にとってより好適な適応だったと考えられる．Linyphia hortensis　（和名はアササラグモ．記録はあるが誤同定：小野2009）とLinyphia triangularisを飼育し、造網行動をビデオ撮影（前と上）と直接観察で記録し、３Ｄで分析を行った．記録できた造網行動は、アササラグモは幼体（3雌1雄）で14例、オウシュウシロブチサラグモは亜成体雌2で4例であった．造網は夜に行われ、照明でたやすく阻害された．造網の開始が予測不能で徹夜観察が必要だった．ビデオは赤外線カメラを用いた．使用機器や具体的な方法は論文参照（ここでは省略する）．
最初に飼育箱の隅に構造支持糸を張る．クモは４脚片方でDL（dragline）を持ち、造網を開始する．箱の側面にDLを付け、そこから糸を引きながら歩いて新たな側に糸を付着させる．新たに付けたDLをクモは戻ってくることで糸は二重に強化される．さらに糸を引きながら新しいDLを歩き糸が増やされていく．粘糸STは不規則な動きで張られていく．STの作りかたに明瞭なパターンはなく、クモはSSｔとSTを区別しているようにも見えないし、なんの問題もなく２種の糸を切り替えているようだ．L.trianglarisでもSSｔの作り方やSTの張り方は同様だった．
円網蜘蛛の造網動作は①探査及び支持構造作成、②枠糸とタテ糸張り、③足場糸張り、④ヨコ糸張り、⑤ハブ作りと進む（ウズグモには⑤はない）．しかしサラグモ科には①と④だけでこれをくり返しているのであった．ヒメグモ科では①の後、粘性のない支持糸張り、ガムフット作りとなり、これをくり返す．
［コメント］オオヒメグモは繰り返すがムラクモヒシガタグモは２回だけ（池田）．　

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

水野恵・水野碧, 2011. クモに会いたい!?Ⅵ．日本学生科学賞旭化成賞受賞作品．池田報告．中学3年次の論文は内容を大きく三部に分けることができた．ナガコガネグモの卵のう内温の分析（冷蔵10分後に外気温と同じになった）．隠れ帯の役割を紫外線写真とモデル実験で研究した．6年間の観察をもとに「クモ図鑑　in　松戸」として21世紀の森と広場クモマップを作成した．高校に進学した双子の姉妹は今年もクモ研究に取り組んでいる．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

M.Lehrer，2003.　Insect Spatial Vision Is a Potential Selective Factor on the Evolution of Silk Achromatic Properties and Web Architecture. IN Craig ed.2003, Spiderwebs and silk, Pp.84-107.池田報告．第4章は「昆虫の空間視覚が糸の無色的特性と網構造の進化における潜在的な選択要因である」．ちなみに、昆虫の色覚については第５章で扱っている．昆虫の複眼には高い解像度があることが知られている．例えば蚊柱のなかでメスを捕獲するオスの高度な視覚が研究されていた（Okubo et al., 1977）．昆虫は200Hzの点滅も識別できるため（ヒトは50Hz）、昆虫が網に接近飛行しているとき、昆虫には網が見えているはずだ．ハイスピードカメラで撮影してみると、網（糸の密な円網）から70mmの距離でショウジョウバエは高密度の網（Mangora pia）を回避することができる．蚊も同じだ．
枠糸やヨコ糸は透明である．そのため網と背景のコントラストは最小化される．枠糸は大瓶状腺、ヨコ糸は鞭状腺が分泌する．タテ糸は大抵の角度からは見えにくい．糸の屈折特性のためである．タテ糸は網に対して垂直な光が当たったときに最もよく見える．だとすると、垂直な網は夜明けと夕刻に太陽の位置が低く明るい場合に網は目立つことになる．昆虫の活動性も夜明けと午前10時ころに最大で、M.piaやArgiope argentataが網を張るときと一致している．つまり、網はよく見える時刻である．直射日光が散乱光として当たるような環境のもとでは網は見えにくくなる．おそらくクリスタル・サブドメインを欠くためだろうが、コガネグモのヨコ糸の屈折特性は網の支持糸よりも見えにくくなっているものの、ヨコ糸にはグリコプロテインの粘球が付いているため、円網は見えやすくなっている．しかし、網糸の特性からは開放的な場所に垂直円網を張るA．argentataは強光が一定の角度でないために見えにくくなっていると考えられる．
アメリカジョロウグモでプラスティック・リングにクモが張った糸を採り水にさらして、乾燥させて（粘球は壊れる）、昆虫の回避実験をしていた．網なしではオープン・リングにハチの52％が接近した．しかし、処理しない網のそばのリングには、たったの3.4％しか接近しなかった（つまり、かなり回避されたということである）．糸で洗った網のそばのオープン・リングには11％．一方、昆虫が無処理の網に誘引されたというデータもある．粘球はよく見えて昆虫に避けられると同時に、網を輝かせて昆虫の注意を引きつけ、網域に昆虫を引き寄せる役割もしている．
また、昆虫の網に対する反応は周囲の光環境とは独立であった．様々な環境に生息し活動性も異なるクモ（オニグモ、コガネグモ、トゲグモなど）の網で、半分だけコーンスターチ・砂糖処理をしたりして餌のとれかたを実験すると、どの場所でも何時でも無処理に比べて反射特性の高い処理区が昆虫に回避された．夜間の網が月光にさらされない森林と、月明かりがない非森林では、昆虫と網の遭遇に対する糸の反射の効果はなかった．これらの結果が示唆することは、網の見えかたはいくつかの種においては（昼行性でも夜行性でも）、捕食行動に影響する重要な因子であるということである．（ランク付けの試みを行なっている）．臭いは昆虫の網探索には使用されていなかった．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

小原嘉明, 2012. 進化を飛躍させる新しい主役. 岩波ジュニア新書. 池田報告．モンシロチョウの雄は雌の後翅裏の紫外線反射率をかぎ刺激にして求愛する．ところが、なかには紫外線反射が弱いメスがいた．紫外線反射率の遺伝的多様性がヨーロッパ個体群では高かった．モンシロチョウはヨーロッパ起源で中近東を経て、東アジア（日本）に到達したと考察されている．日浦勇は食草の生態学的考察から日本への上陸は数千年前（縄文前期）から2500年前（縄文末期）の間かそれ以降と推定していた．小原も7000年～6000年前または4000年～3000年前と推測している．東アジアでの人類の耕作は１万年前からで、それ以前は森林中心の自然環境だった．モンシロチョウは開放的な場所に適応した生き物なのである．日本の個体群からは東アジア型メスと共に同地域から遺伝子の塩基配列がヨーロッパ型のメスが発見される例があるが．これは人類の交易(植民地時代）とともに運ばれて来たものだろう．東京メス卵を長日条件で飼育すると、ヨーロッパ型が出現することから遺伝子のコンタミも起こっている．個体識別によって雄の行動の変異を調査すると、雄には雌探索開始時刻（6：30～9：00）や探索時間（30分～3時間）に大きな個体変異があった．一般に日齢が遅いほど探索時間は長くなる．東アジア型のオスは欧州型のメスにも求愛し交尾するし、ときにはスジグロシロチョウ雌にも求愛する．このようなオスによって亜種間交雑が進化を加速することになるのではないか．「発展家の雄が子孫を残す」という仮説を「パイオニア雄」仮説と名付けてみた．
［コメント］ナガコガネグモもヨーロッパ起源で開放的な場所に生息．モンシロチョウと似ているのではないか（池田）．
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

東京クモゼミ報告　第２１６号　　加藤家　　2012年11月3日　＆　1月5日

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

参加者　安藤昭久・加藤輝代子・加藤むつみ・輿石紗葉子・谷川明男・馬場友希

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田欠席のため，加藤輝代子が略記した．
池田編集の佐藤幸子「クモの会　観察会報告1979-1983年」紹介はまたの機会に池田さんから直接お話があるといいかもしれません．
一番興味深く多くの時間を割いたのは、輿石さんの卒論．ハリゲコモリグモ類の腹部の毛を電子顕微鏡で観察し、毛の先端が（梅林力氏がウヅキコモリグモで走査電子顕微鏡で紹介したように）丸くなっている事を紹介．あわせて、子グモの爪も電子顕微鏡で観察し、母グモの腹部の毛と子グモの爪の関係を見たいとの発表．今後はシッチコモリグモなど子守をしない属との比較をする予定．
安藤さんはオウギグモの産卵行動を動画で紹介しました．
加藤むつみさんは、ＫＩＳＨＩＤＡＩＡや通信に書かれた以前のギボシヒメグモやヤリグモの原稿を紹介しました．
谷川さんは、Yuriの持参したタイ産標本のなかに、日本では雄一匹で八木沼健夫が記載した丸く平べったいヤマトジャノメグモに似たクモがあり、タイでは普通にいるとのことで、今後、日本で記載されているその種がはっきりしてくるとのことでした．
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　　　　　東京クモゼミ報告　　　　　加藤家　　　　　　　　2013年1月5日

     ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
参加者　安藤昭久・池田博明・加藤輝代子・加藤むつみ・輿石紗葉子・須黒達巳・谷川明男・
本多佳子・Booppa Petcharad・Mohd Afiq Bin Othman

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

遠藤知二，2012．クモと糸．IN　糸の博物誌，海遊舎､1-40．池田報告．
1．クモと糸．糸疣は付属肢が進化した器官エボデボにより、糸疣は付属肢起源であることが明確になった．尾と腹部の腹面に出糸管をもったデボン紀の化石（アッテロコプス、ペルマラクネ）がある．糸疣ではないが、腹部腹板から直接糸を出していた．その糸は穴居性住居の裏打ちや卵を覆うものだったのでは．糸を「使う」には脚の構造との関連が必要であったろう．糸疣を作るしくみは脚づくりのしかけの応用である．体節で眠っていたツールキット遺伝子が再活性したのかもしれない．ハラフシグモでは腹部中央に糸疣があるが、トタテグモでは腹部後端にある．糸疣と出糸管は別の進化かもしれない．
クモの科ごとの進化順を表した模式図はクレイグの本と同じである．
2.糸の生産．合成繊維づくりの基本工程は（１）原料（ドーブ）の高分子をどろどろにして、（２）小さな孔のあいた口金から押し出し、（３）引き伸ばし、（４）固化させ、（５）巻き取るもの．アメリカジョロウグモの大瓶状腺での糸づくりは、（１)糸腺尾部でスピドロインの高分子液が分泌される、（２）嚢部で蓄えられ糸を被覆する糖タンパク質が分泌される、（３）導管部は口金にあたる．液状タンパク質はネマチック液晶である．コガネグモ科の糸腺は７種類（小瓶状腺を大瓶状腺と区別する）．
エバーハードは糸腺配置の合理性を機能の面から考察していた（2010）．エバーハードによれば、出糸開始の方法としては（１）直接接触法（引き糸をナシ状線の付着盤で基質に固定してから引き出す方法）、（２）引き糸開始法（捕帯でラッピングするとき、ブドウ状線を引き糸にくっつけて合わせて糸を引き出す）、（３）クラッピング開始法（クラッピング＝一対の糸疣をぱちんとたたくことにより左右の出糸管の糸がくっつき、糸疣を離すと糸が引き出される）．この方法は実証されていない．
下流側にある糸疣は上流側の糸疣の糸を利用して引出し可能になると考察している．上流にある前疣にある大瓶状腺の出糸管とナシ状腺の出糸管に対して、下流にブドウ状腺の出糸管がある．この配置には糸をうまく引き出す合理性がある．管状腺の糸にはやや粘着性があるが、直接接触法による出糸がなされる．
　3.糸の性質．縦糸には引っ張り強度の大きい糸が使われている．大瓶状腺のタンパク質はスピドロイン１（MaSp1）とスピドロイン２（MaSp2）．横糸の軸糸には伸びの大きい糸が使われている．タンパク質はFlag．アミノ酸配列と糸の特性が判明している．
　ブルネッタとクレイグは糸の歴史で５つの革新があったという．（１）糸の発明（トタテグモには大瓶状腺がない）、（２）原初的な網づくり（トタテグモ下目のジョウゴグモの網など．バルーニングには大瓶状腺の糸が必要である．ジグモは別だが）、（３）大瓶状腺糸の発明（空間構造の多様な利用が可能になった）、（４）円網の発明、（５）円網の放棄の５つである．３番目以降の革新を説明する．
　4.クモ、木に登る．ボルネオの林冠部からは造網性だけでなく徘徊性のクモも多数捕獲される．高木上の生活にはコストがかかるのだ（目をマスクしてアリを落下させると途中で幹にとまれず落ちる）．大瓶状腺の強い糸とナシ状腺の付着盤が高い木の上での生活を可能にした．ヤモリの足のようなファン・デル・ワールス力利用の接着パッドがあるクモもいる．そのほかにタランチュラ（アホノペルマ・シーマニ）は脚先の符節から糸を出していた．接着パッドから液体を出す種類もある．
　5.クモの巣の小径をたどる-２つの円網をめぐる迷路．円網と篩板糸網の問題である．そ糸性円網（ウズグモ類）は高湿度条件下で接着力が高い（ホーソーン＆オペルによる）．そ糸性円網の接着メカニズムは（１）昆虫の毛が極微繊維にからまることだけではない．（２）ファン・デル・ワールス力、（３）糸が水分を吸収し糸と接触面の間に毛管現象が起こり貼りつく（水でぬらした紙はガラスにはりつくようなもの）．そ糸性円網と粘球性円網は独立に二度進化した（円網収斂進化説）という結論は覆され、いまや「円網単一起源説」である．円網収斂説では、円網を最良の解であるとするため、サラグモやヒメグモなど円網を張らないクモの存在を説明できなかった．
　円網はウズグモ科とコガネグモ科の共通祖先で一度進化したのである．糸タンパク質の遺伝子配列の研究から、メダマグモ上科のメダマグモもコガネグモ上科の円網遺伝子をもつことが判明した．円網単一起源説から生じる課題は篩板の消滅や置換、そ糸性円網から粘球性円網への進化の過程、円網を放棄することの利益とコストなどである．
　6.逸脱への道．ヒメグモの多様な網はなぜ進化したのだろうか．円網のような平面的な網に比べ立体的な網は「クモ狩り蜂にたいする防衛である」とブラックリッジは仮説を立てている．状況証拠として彼があげているのは、野外環境ではヒメグモやサラグモのクモ個体数は81％もあるのに、アナバチ類の餌になっているのは17％しかない．なぜデータはアナバチなのか？というと、ヒメグモ類がベッコウバチの餌としては小さすぎるからである．
［コメント］ヒシガタグモのＸ字型の網はオニグモの円網のリダクション（支持糸とトラップスレッドに分かれる）として考察可能である、ヒメグモやサラグモは円網を放棄して体サイズを小型化する利益を選択した、ブラックリッジは円網は大型餌を捕獲するための適応だったと考察しているがこの観点は強調すべきである（池田）．円網は進化したがまだニッチが空いていた．地表近くとか、そこを利用するサラグモやヒメグモが進化した（安藤）．篩板糸円網で高湿度条件で接着力が高まるという実験結果があることに驚いた（池田）．飼育クモで加湿するとクモの食欲が高まるように思える例があった（加藤む）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　

Elias,D.O., M.C.B.Andrade and M.M.Kasumovic. 2011.Dynamic Population Structure and the Evolution of Spider Mating Systems. IN Casas ed. Advances in Insect Physiology, Academic Press.pp.65-114. 第４章までの抜粋．池田報告．
　1.序章．繁殖システムを考察するに当たって繁殖時期の個体群密度や齢構成といったデモグラフィー（個体群統計）は重要であったが、短期間に変動する要因（最終性比やオスの密度、交尾に好適なメスの密度、雌雄の成熟時期のズレなど）も重要であった．私たちはクモの驚くべき適応と広範な行動の進化をもたらした性選択の変動について述べていくつもりだ．
　クモの繁殖システムを考察するにあたって重要な観点は①精子優先、②配偶者ガード、③雄性先熟、④密度、⑤成熟期同調性（maturation synchrony bias）である．桝元敏也（1991,1993)のクサグモの例では精子優先は後オス優先（優先度は0.63）、配偶者ガードは無し、雄性先熟（protandry）あり、密度不詳、成熟同調性の偏りはなし．他にも20数種で調査結果がある．
クモが繁殖システムの研究に好都合な理由は①糸や網を手がかりに調査点を決められる、②交尾器形態の多様さと、強く交尾後選択が働くグループが多い．オスのモノガミー（一回繁殖）とメスのポリアンドリー（多回交尾）が観察されており、ときに交尾栓もある．③クモは孤独性で肉食なのでオスにとって繁殖は危険である．これが工夫につながった．
近年、行動生態学や神経行動学のモデルとしてクモが注目されている．
2.クモの生殖および生活史の特徴

2.1.糸と化学的手がかり．糸に付ける情報は位置・種・繁殖状態・サイズや繁殖力や齢・競争環境・捕食圧などで、ときにはクモの体から放出される場合もある．これらの情報は繁殖や捕食の意志決定に寄与する．特に徘徊性クモ類はしおり糸に情報を託す．造網性クモ類は化学的感覚よりも振動に敏感だ．
処女メスか既交尾メスかは糸または体からの化学的手がかりで識別でき、処女メスは長い求愛を受ける．例えばコガネグモの一種 Argiope keyserlingi の童貞オスは処女メスの糸を好む（Herberstein et al., 2002）．メスは交尾状態を示すのに糸への化学的手がかりを使うことがある．ヤマシログモは童貞オスでないオスを殺すことがある．童貞オスと交尾したメスの卵は重い．
　競争回避に利用される特性もある．しおり糸を使った子グモの分散は同種の競争を回避するシステムである．亜社会性のイエタナグモは競争減少に糸の化学的情報を用いている．また、捕食者の情報をキャッチする場合もある．例えばコオロギに出会ったコモリグモ Hogna helluoの母親の糸にふれた子グモは未経験の子グモに比べて動かなくなる．
　2.2.ゲニタリア．性間衝突（sexual conflict）による精子競争に対する適応で多くのクモにエンボルスの特殊な構造が見られる．プラグを付ける種もある．オスのゲニタリアの構造と機能は最近レビューされた（Eberhard and Huber, 2010）．メスのゲニタリア構造はAustad（1984）がレビューし、精子優先の観点から二つに分けたことが有名だ．単性域類はカル・デ・サック型（袋小路型）の受精嚢をもち、最後に交尾したオスが有利な型である．完性域類はコンドウーイット型（両開口型）の受精嚢をもち、最初のオスの精子が好まれるという予測である．この予測は当った種もあるが外れた種もあった．当たった例としてはショクヨウジョロウグモでは受精管と受精嚢は接近しカル・デ・サック型が示唆され、実際に後オス優先だった．Austad自身が研究したサラグモは圧倒的に先オス優先だった．しかし、多くのクモでは精子は混合していた．受精のうや受精管の位置は種ごとに変異が大きく単純な位置関係とはみなせなかったのである．
　2.3.単性域類ゲニタリア．また、単性域類でも後オス優先とばかりは言えない．後オスの交尾を防ぐ先オスの行動やメスの交尾受容時間などの問題がある．例えばイエユウレイグモでは子グモの88%が最後のオスの子供だった．しかし後オスの父性には変異が大きく、交尾後のメスの行動も大きく影響しているようだ．メスは大抵、先オスと一緒にいて、2-3割のメスは再交尾しない．したがって、後オス優先になるのは後オスが精子をかき出すか、メスの精子のダンピング（投棄）である．精子のダンピングは他の単性域類にも見られる．
　ユウレイグモの一種Holocnemus plucheiのオスは交尾後14時間はガードする．この時間はメスが再交尾を受け入れる時間と一致する．先オスが交尾してから6時間以内に交尾した後オスは、高い父性が確保できた（後オス70%であった）．ハネグモ Orchestina のオスでは交尾後ガードが観察される．
　2.4.完性域類ゲニタリア．複数の精子を貯蔵でき、それらが利用可能なため、多様な精子利用の型が見られる．１回交尾の後、メスがオスを殺す例もある．精子優先が研究された10例中4例は第一オス優先であった．これらのうち数種では隠れたメスの選択で説明できた．例えばナガコガネグモではオスが求愛誇示をすれば、父性は50%から80%に劇的に上昇した（Schneider and Lesmono, 2009)．完性域類で最初のオス優先かどうかは不明瞭である．なにせ研究が少ないのである．オス先熟からは予想できる交尾前ガードで脱皮前のメスを確保する戦略が有効だ．サラグモ Nereine litigiosa の先オスの父性は61%だった．オスはメスの網に同居し、メスの存在でオス同士の争いは激しく大きいオスが勝つ．先オスの後オス防衛システムとして交尾栓が完性域類のクモに見られる．交尾栓にはオスの遺骸が使われる場合もある．セアカゴケグモはエンボルス先端をプラグにする．長く交尾したオスほど栓を残す．マリアナシロカネグモは交尾中に化学物質をメスに移送して交尾栓を作る．
2.5.孤独な行動と共食い．社会性のクモを除くと、共食いはクモにはよくある現象だ．同種個体に寛容なのは孵化のときと繁殖のときである．ある種では性的共食い（Sexual cannibalism）は重要である．オスの自己犠牲は交尾時間を延ばし、精子使用パターンを交尾オスに都合よく偏らせるための適応である．性的共食いが進化する状況は何だろうか．交尾に大きなコストがかかるため、メスの攻撃レベルを瞬時に探査できるオスが選択されることが考えられる．性的共食いは配偶者探索にコストがかかる、最終性比がオスに偏る、競争が険しく、父親の世話がなくオスがモノガミー（一回交尾．クモには一般的である）といった状況で、進化する．オスのモノガミーは交尾のコストよりも利益の大きさから自己犠牲を進化させると考察できる．さらに性的共食いが進化する仮説としては、求愛下手なオスを除去するためだという説がある．なぜならば、貧弱なオスが行う求愛はメスの捕食行動の効率を減らすとともに、捕食者に対するメスの視認度を増やすことでメスに対するコストになるからである．交尾前共食いは「黙っている（サイレントな）」オスは質が低いためメスの餌になってしまうことの現れであるという．例えばアズチグモでは貧弱なオスは食われてしまう．また別の要因として性的共食いがメスの繁殖力を増やす場合がある．交尾前性的共食いは精子獲得と食物確保のトレード・オフの反映である．ウオツリグモのメスはオスと同居するが、共食いの恐れがあり、閉鎖フィールドでは、オスの性比が高いとメスの共食いが高まる．一方、性的共食いはメスにサイズが偏った場合に普通のことである．多くの例では配偶者を食べることには大きな利益がある．いくつかの徘徊性クモ類では、オスはメスの餌の有意な割合を占めていた．性的共食いは、繁殖期間内の性比を偏らせる主要な、システマティックな要因である．
　2.6.個体群構造の変異．古典的な行動生態学理論では、性比は配偶システムの重要な決定因子であった．極端にオスに偏った性比は少ないメスを争うオスどうしの競争を激化すると予想した．性比が等しければ競争は弱いと予想され、極端にメスに偏った性比はメスの競争に傾くと予想．
アズチグモでは局所的性比はメスに偏る．ガード率は低く、闘争はほとんど観察されない．オスは多回交尾で14回も観察されている．
性比は時期によって変化するものである．ハナグモの一種 Misumenoides formosipes の最終性比はオスに高く、オスはメスを他のオスから守るし致命傷に至る闘争も見られる．多くの種類ではオスが先に成熟し、メスの成熟は同期する．繁殖期間の初期には成熟オスが多く、後期にはオスは死亡して成熟メスが多い．ダイナミックに性比は変動し個体群構造は変化する．　

　3.空間的な変異

　3.1.生態的変異．ジョロウグモ Nephila plumipes は多くの個体が隣り合って網を作る．それに対してパッチ状に生息する種もいる．低い位置を好む種やいろいろな高さに造網する種などなど．徘徊性の種類も好みはいろいろ．数種類のクモでは詳しく調べられている．
　4.一時的な変異

　4.1.発育時間．メスのほうが成熟までの時間がかかる．その分サイズが大きくなり、性的二型が目立つ．造網性クモ類によく見られる．その要因は食物の有効性や気温によるものだったり、餌捕獲法やニッチなどの性差によるものである．性差は競争や性選択の強さに影響する．ハエトリグモの一種 Phidippus clausは一夫一妻, サラグモの一種 N. lttigiosa は一回交尾だが、成熟は同調しないなど．
　4.2.致死率．死亡率の性差は個体群の齢構造に与える影響が大きい．大抵のクモ幼体で雌雄の行動差はない．徘徊性の種類では、両性とも幼体のときには積極的にハンティングし、成熟してもオスはメスを求めて活発に行動し、死亡率も等しい．徘徊性種のメスは卵のうをガードし、捕食される危険が高くなる．造網性種のオスは成熟すると網を放棄し、メスを捜しに出る．オスにとっては二つのコストがある．ひとつは網がないから餌が取れないため、メスの網から餌を盗むしかないこと．オスが花の蜜で生き延びる例がある（crab spider）．ふたつめは、探索中に捕食者に捕らわれること．この間のオスの致死率が高い．致死率の差がメスにサイズが偏る二型をもたらす．探索中のオスの死亡がオスの出会いの選択圧を変化させる．オス間競争の可能性を減少させる．理論的にはオスのモノガミーを進化させる．数が限られた性的に受容可能なメスにひきつけられたオスでは強い競争が存在する

　4.3.個体群内あるいは個体群間の動き．成体の移入や移出は個体群構造を変動させる．しかし、オスをマークした研究はわずかだが、成体オスの移動距離は短いことが分かった．隣かそこらのメスの網に移動といった程度である．幼体時はバルーニングで拡散する．バルーニングによる分散で個体群の齢構造は大きく変動する．
　4.4.ゲニタリアと配偶システム．配偶機会の非対称性はオスのほうが大きいにもかかわらず、クモの場合、ある種のメスは野外では交尾の機会がないか、稀である．特に造網性のメスでフェロモンを使ってオスを誘引するような種類では交尾の機会が少ない．例えばサラグモの一種N.litogiosaのオスは少ない．
オスが触肢にチャージ可能な精子量には上限があり、リチャージできない種も多い．交尾で折れてしまう場合もある．オスがメスによって食べられてしまう例がかなりある．配偶者を探索しているうちに死亡する例もある．交尾はエネルギーコストなので交尾するほどオスの寿命は短くなる．オスは一度交尾すると配偶者プールから除かれてしまう．多くの種ではメスは多回交尾可能であり、複数のオスを誘引する．　

　4.5.繁殖時期の長さ．繁殖時期が短いとオスはメスをガードする傾向がある．多くのハエトリグモやサラグモは成熟オスが成熟メスをガードする．それに対して繁殖時期が長いほど集団に次世代が加わってくる．コモリグモなどで二世代の重なった集団が見られる．世代間で繁殖成功率が変わってくる．
　以下、5章「不確実な世界への適応」、6章「結論と将来への課題」は未読．
［コメント］この論文には図が一枚もない（池田）．宮下直編『クモの生物学』（2000年）の第10章は桝元が「配偶戦略」を書いており、小見出しをひろうと、配偶行動から配偶戦略へ、生殖器の形態、求愛行動、交接行動、精子競争、雄の配偶戦略、配偶者選択、雌雄の体サイズ、将来の展望．日本語で読めるレビューとして有益（池田）．ヒメグモの配偶システムについては、繁殖期間は短い（７月から8月前半）、オスが先に成熟し、網を棄て亜成体メスを交尾前ガードする．オスどうしの競争は激しいが、大きいオスが勝つ．オスは交尾後ガードに消極的．先オス優先と推測している．メスの成熟は同調する．オスもメスも多回交尾できるが交尾後オスは急激に消失する（池田）．交尾はコストなので交尾するとオスは死ぬという考察だが、トゲグモでは盛んに交尾したオスのほうが長生きだった．元気なオスのほうがよく交尾するということかもしれないが（加藤む）．精子は受精に使われる前に保存されているのでその様態も問題になる（安藤）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

輿石紗葉子，2013．クモの寄生虫．Kishidaia投稿中．輿石報告．線虫や卵のう寄生蜂の観察．イナダハリゲコモリグモ雄から2012年5月22日線虫が脱出（クモは5月28日に死亡）、キバラコモリグモ雌から5月23日線虫脱出（クモは5月27日死亡）、アオオニグモ雌から5月24日線虫脱出（クモは5月27日に死亡）、コモリグモの一種雌に6月14日ギベルラタケを確認、コモリグモの卵のうから7月25日にトガリヒメバチ属の一種Trychosis sp.が羽化、ヤマハリゲコモリグモの卵のうから７月30日にトガリヒメバチ属の一種が羽化．
［コメント］ハエトリでは食欲が盛んで求愛を拒否したメスが寄生されていた例があった（須黒）．寄生蜂のピークを避けて生活史をズラす例がある．英国産アズマキシダグモの一種などで考察されていた（池田）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

加藤むつみ，2013．ヤリグモの交接映像．加藤報告．伊藤浩見氏に撮影してもらった映像があった．オスの頭突起をメスがおさえてオスが触肢を伸ばして交接する．
［コメント］メスはオスの突起をあきらかにくわえている（池田）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

安藤昭久，2013．尻から液体を出す機能はどのように進化したか．安藤報告．卵嚢作成時にネコグモは糊状の液体をオトヒメグモは水状の液体を出す．それらの機能の進化の考察にあたってヒントになる例は①糸タンパクに分泌された水を再吸収する過程があること、②管状腺からの糸は液体でおおわれ多少粘る特性があること、③アカガネウラシマグモでは卵塊にかける糸に後半赤みをおびた別の糸がかけられること．もしも③の仕上げ糸が①の水が再吸収不十分なまま分泌されてしまったとしたら、水っぽい液体が分泌される．それが機能的な利点を持っていたということではないだろうか．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Jayson E. Bond, 2004. Systematics of the California euctenizine spider genus Apomastus (Araneae: Mygalomorphae: Cyrtaucheniidae): the relationship between molecular and morphological taxonomy. Invertebrate Systematics, 18:361-376. 谷川報告．分子データを分類の記載に使った例である．カリフォルニアのトタテグモの一種は既知種と雌雄とも形態的にはほとんど見分けがつかない．唯一、雄の第一脚けい節の刺が少ないだけである．しかし、ミトコンドリアのDNA、COIの塩基配列では既知種とは別のクレードを作る．記載にあたっては塩基配列の違いを記述した．記述としては、“mt DNA COI gene nucleotide site substitutions (fig.7): A(152), T(178), ・・・”といった具合．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　他に池田「少年写真新聞社2月のテーマ：哺乳類の耐寒・防寒」、本多佳子「アダンソンハエトリの長い旅」を紹介しました．
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

参加者　安藤昭久・池田博明・加藤輝代子・加藤むつみ・輿石紗葉子・須黒達巳・谷川明男・馬場友希

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

須黒達巳，2013．ヒョウタンヌカグモの発見．須黒報告．北海道産の標本からこれまでに一例報告しかないヒョウタンヌカグモの雄１個体を発見．二例目．雌は未記載である．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

須黒達巳，2013，南西諸島に産するハエトリグモ，Bianor incitatusについて．Kishidaia（101）予定，須黒報告．Logunov(2001)の論文にBianor incitatusとして1945年6月雌雄各1個体､沖縄島島袋の記述があった．種子島・奄美大島・沖縄島から新鮮な個体を採集したので報告する．種子島ではサトウキビ畑の脇の崖土で採集した．ほかは植生上で採集．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

池田博明，2013，日本産裂歯ハエトリ2種について．沖縄から冠状の後牙堤歯をもったGedea属一種とThorelliola属一種を記載した．前者は冠状の歯が属徴になっているほか、clipeusが狭くないことや脚の刺毛に着眼した検索表をSimonが準備していた．後者は雄の角が属徴だが日本産の種にはこの角が無い．刺毛が抜けた痕があった．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　

池田博明，2013，琉球列島のハエトリグモ未発表の既知種など8種．池田報告．2010年3月のクモゼミで報告した内容の再掲．ただし須黒のBianor incitatusに関するコメントを追記した．沖縄島のBianorはincitatusとしても、西表島のBianorは別種の可能性が捨てきれない．雌のゲニタリアの交尾管のルプがincitatusとしてはさほど広くないためである．西表島の標本を要再検討．
[コメント]沖縄のアギトハエトリはPancorius magnusにしては小さすぎる．香港で中国産のGedea属 を採集した．日本産はこれとは別種である．Pengらが台湾で記載したSitticus属のメスはThorelliola属である（須黒）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

加藤むつみ，2013，ヤマトゴミグモの成長．加藤報告．2006年にヤマトゴミグモを飼育した記録を整理中．卵のうから出た子グモを育てた．ある個体は6回脱皮して８令で成体メスになった（9月20日）．オスは７令で成体になる．このメスは10月29日に交尾し、11月15日に産卵した．飼育した10頭中5頭が親になった．餌はイエカなどを与えた．ほぼ飽食条件．
[コメント]クモの飼育を成功させる秘訣は第一にエサの確保．死んだ虫であっても後で食べる例が多い．水をやるとその拍子に餌に食いつく場合がある．幼体は管びんで飼育して網を張らせない．造網はエネルギーコストになり飼育失敗の原因になりやすい．造網させるのは求愛・交尾のためである（加藤む）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Jocque, R., 2002. Genitalic Polymorphism --- A Challenge for Taxonomy. J.Arachnol., 30:298-306.

　池田報告．ジョッケは性的多型の報告をレビューした．色彩や斑紋の多型は扱っていない．性的多型の概念には性的二型も含まれるがここではそれも扱わない．雌雄で同種なのに雄のpalpや雌のepigyneに多型が見られる例とそのメカニズムを考察した．常軌を逸する多型の例として注目されるのが、ヴェネズエラのハエトリグモの一種Bryantella smargadus (Crane 1945)の例である．ブラジルのScioscia（1988,1995）は同じ卵嚢から出た子グモを飼育した．体の多型はもとより、雄のpalpのembolus長に４型、雌のepigyneに不連続な３型が出現した．雄のエンボルスの違いは属徴になっているため、この種の型のひとつが別属の新種としてChickering(1946)で記載されているほどであった．これら異なる型の間で行動の違いは見られなかった（原報はスペイン語）．同所的種分化における配偶者チェック（mate check）とその際の配偶様式（mating module）は重要なのでこれらの用語を提唱した．
　ゲニタリアの形は交尾を抑止することにはならない．多くの例では抑止が起こるのは交尾前や求愛以前、ときには両性が出会う前に決まる（たとえばあらかじめメスはしおり糸に化学的信号をつけるとか）．
　種分化以前に多型が「隠された適応（hidden adaptation）」として存在する場合がある．コモリグモの一種Pardosa injucundaの例では、卵のうから出た子グモは成長50日のfast cohortと100日のslow cohortに分離した．季節的な適応と考察された．
　多型は分類学者を悩ませる．型の違いが表面に現れる例は決して多いとはいえないし、行動の差まで分析できて分類できることはまずない．飼育技術が完璧ならいいが、そうもいかない．現在のところは同種内の多型をきちんと記録していくことしかないだろう．
[コメント]表に列挙されている性的多型の例は意外に少なかった．Uhlのアカムネグモの例は有名．雄のコブはメスへの求愛給餌のための分泌腺をもつ．コブをもつことはコブに対する投資が余分なだけストレスに弱くなるが、求愛には有利である．つまり、自然選択に対するマイナスと性選択に対するプラスがトレード・オフになっている．二型が維持されるにはこのようなトレード・オフが前提だろう．また、環境条件に違いがあってその条件への適応が型を支えている場合も考えられる（馬場）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

輿石紗葉子，2013，コモリグモの毛の多様性と子守行動．輿石報告．卒業論文としては「毛の種類と多様性（SEM）」「毛と爪の歯の対応関係（LM）」「子守行動に関わる形態」を予定している．従来は背中に子供を乗せる子守行動をする種類は腹部背面の毛に先球があると理解されていた．しかし、先球毛がないのに子守行動をするカワベコモリグモ、先球毛があるのに子守行動をしないシッチコモリグモなどもいて、子守行動と先球毛は完全に一致はしなかった．Pardosa群は子守行動が見られ、はっきりと先球毛がある例である．
[コメント]コモリグモの分子系統樹に今回調査した形質や行動の差を重ねて記述してみるとよい（谷川）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

田中幸一・馬場友希・楠本良道ほか，2012．まとまった農地を単位とする害虫防除システムの適用条件の解明．馬場報告．環境保全農業を行う農地が増えている．その効果は地域によって変わる．景観レベルで効果を解析し、最終的には有機水田を行う場合に効果のある景観を確定することを目標とする．
　実験区は栃木県大田原市〜真岡市の水田に設定．有機水田は殺虫剤を使用しないが、殺菌剤と除草剤は使用している．アシナガグモ群（ヒカリ、ヤサガタ、トガリ、ハラビロ）は北に行くほど種数も個体数も多かった．コモリグモ群には「北のキバラ、南のキクヅキ」という傾向があった．
　解析すると、コモリグモ個体数に有効な説明変数は「特別農法」「200m森林」で、アシナガグモ個体数にはさらに「200m構造物」「200m放棄水田」が追加された．コモリグモやアシナガグモは森林との境界（エッジ）の良さを反映しているのかもしれない．
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

東京クモゼミ報告　第２１８号　　加藤家　　2013年3月2日
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊　

参加者　安藤昭久・池田博明・加藤輝代子・加藤むつみ・輿石紗葉子・新海明・
須黒達巳・谷川明男・Booppa Petcharad・Mohd Afiq Bin Othman
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

大久保憲秀，2013．256　命名規約の修正　257　懲りない人々．どろのむし通信，（59）：13-16．谷川報告．PDFでの記載を命名として認めるかどうかで命名規約の審議会は勧告を提出したが，無印規格のPDFと国際規格のPDF/Aを混同する誤りを犯している．このふたつは似て非なるものである．ZooBankへの登録・保管に関してもISBNコードとISSNコードの問題がある．
[コメント]学術雑誌のPDF化はまだ早計といえそうだ（谷川）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　

加藤むつみ，2013．飼育データの特性と生かし方．加藤む報告．飼育結果を論文報告する際に平均値をとって結果を整理することが多いが，平均化したことで個々のデータの特性が失われてしまう．実際には個々のデータに貴重な結果が現れていることが多い．それが埋もれてしまうことがよくある．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
輿石紗葉子，2013．コモリグモの分子系統樹に先球毛の形態を載せる．輿石報告．分子系統樹の古いほうから調査したコモリグモの子守行動の有無と先球毛の有無を記述すると，モリコモリ[子守なしあり・先球なし]，シッチコモリ[子守なし・先球なし]，ハラクロコモリ[子守あり・先球あり] ，ウヅキコモリ[子守あり・先球あり]，キバラコモリ[子守あり・先球あり]，カワベコモリ[子守あり・先球なし]．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
Boopa P., 2012. The distribution of understory web-building spiders along rubber plantation across edge tree through forest. Boopa報告．タイのゴム・プランテーションから林縁を経て森林内部まで調査区を設定し，クモのrichnessなどを調べた．クモは1753頭（うち836頭成体）14科67種に分類できた．ユアギグモは森林内部，コガネグモの一種は林縁，コツブグモはプランテーションに優先していた．強光が下層植生を育てクモの量を増やすという影響が見られた．マスター論文．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　
池田博明，2013．Thorelliolaの正体は？　池田報告．新種と思っていた西表島のイッカクハエトリThorelliolaは既知種だった．また，Thorelliola属ではないという査読者の指摘を受けて検討し，Lophostica属などを検討したが，Chinophrys属への所属が妥当と思われた．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Kozlowski,M. & Zabka,M., 2005. Nuptial feeding in Sitticus terebratus (Clerck, 1757) (Araneae: Salticidae). Newsl.Br.arachnol Soc., （105）:6-7. 池田報告．既知の婚姻贈呈をするクモとしてはPisaura mirabilis（萱嶋の和名はカナシミキシダグモ），Perenethis fascigera  (Pisauridae)  (Itakura, 1998によるハヤテグモの報告)，Barypyma pratense  (Linyphiidae)  頭突起より体液を分泌給餌するサラグモ，Argyrodes antipodiana (Theridiidae)はメス受容を高めるフェロモン放出，Meta segmentata　 (Araneidae)とUloborus geniculatus  (Uloboridae) はメスの食事中に求愛行動が見合っれた．本報ではコゲチャハエトリの一種Sitticus terebratus  (Salticidae)のオスが餌を放してメスへの求愛を行なった，オスの放した餌をメスは捕食したとの記録がある．1997年7月中旬，ポーランド北東部Ｔｙｋｏｃｉｎにて．①メスの前にいたオスは死んだ昆虫を餌としてくわえていた．②オスは第１脚を上げるとともに餌を放した．③メスはエサを見つめ，30度ほど反時計廻りに回って餌をくわえた．オスはその間にメスのうしろに回り込んだ．④捕食中のメスにオスは再接近した．⑤オスはメスの背に乗り交尾した．Pisauraほど洗練された儀式化はされていないものの，狩猟中のオスが簡単に求愛にスイッチングしたことが興味深い．さらに観察例を増やすことが必要だろう．　

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Harvey, P., and Russell-Smith, T., 2005. Sitticus distinguendus (Simon, 1868), New to Britain. Newsl.Br.arachnol.Soc., (103): 19-20. 池田報告．2003年の9月，2♂と1亜♀が南エセックスのThurrockでピットフォールに落ちた．標本はLogunovに送られ，彼によってS.distinguendusと同定された．以前に同地域で採集され，S.pubescensと同定されていたクモもこの種のメスであった．本種はフランスから沿海州や日本，北はTanskから南ヤクーチア，南は上海まで分布する．ステップ草原や植生の貧弱な荒原にも生息する．イギリスからの発見は意外だったとログノフ．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Ludy, C., 2004. Intentional Pollen Feeding in the Spider Araneus diadematus Clerck, 1757. Newsl.Br,arachnol.Soc., (101):4-5.　池田報告．その気でなかった花粉食の例はSmith and Mommsen（1984）にある．しかし円網種の意図的な花粉食の例はなかった．本報はニワオニグモの幼体と成体が花粉食をしているという直接観察の報告と分子生物学的方法による証明である．体長約3ミリの幼体（8週齢）が実験室内で見せた．クモはキイロショウジョウバエを餌に数週間飼育されていた．トウモロコシの花粉塊pollen packageが円網にくっついていた．クモは横糸を引っ張り，花粉塊に接近するとハブに持ち帰った．塊はすぐに消化液で黒くなった．直接，成体が花粉を捕食する例も観察した．生化学的手法では20匹中13匹の腸内から花粉の成分が検出された．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

LogunovのTalavera属総説では，札幌の大学の落葉樹の林床からの標本で，Talavera aequipesが記録されていた．したがって，この分布もユーラシア大陸から日本（北海道）まで．Logunovは近似種を比較検討しているので，標本さえあれば片付く種である．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明，2013．アズマキシダグモの多型．斑紋多型にはアズマ型，ヤマジ型，キスジ型，黒点型，無斑型，タテスジ型などがこれまでに記録されている．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

増山雪斎著『虫チ帖』（1800年代初頭）のクモの同定．池田報告．江戸時代のスケッチを見てクモを同定する．東京都指定文化財になる見込み．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

「小田原市わんぱくランド＆いこいの森のクモ目録」「中島晴子さんの談話会活動の思い出」資料を配布した（池田）

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
東京クモゼミ報告　第２１９号　　加藤家　　2013年4月7日

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

参加者　安藤昭久・池田博明・加藤輝代子・加藤むつみ・輿石紗葉子・新海明・須黒達巳・
谷川明男・Booppa Petcharad・和山亜耶

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男，2013．トラマルはジャノメだった．谷川報告．タイ産の標本などを検して，ヤマトジャノメグモとトラマルグモの関係が判明した．故・池田勇介君が指摘していた通り，『ヤパニッシュ・シュピーネン』で正体不明のトラマルグモはヤマトジャノメグモだった．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　

谷川明男，2013．沖縄島北部のキムラグモ属．谷川報告．沖縄島北部に形態ではほとんど区別できないが，ミトコンドリアCO1の遺伝子では異なる二集団がある．この集団に遺伝子交流がなければ別種の可能性がある．28S-rRNAとH3（ヒストン3）のコードを解析して研究中である．

[コメント]形態で区別できないA種とB種が混在地域で遺伝的交流がない場合，生息頻度が１：１になるとは限らないのでは．適応度が異なるかもしれないし（池田）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

加藤むつみ，2013．チブサトゲグモの飼育かご．加藤報告．三島明博氏が使った飼育かごを提供してもらった．枠を針金で造った立方体である．細い紐を引き回して中央を通る足場を作っている．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

須黒達巳，2013．Mendoza属の未知種．2013年3月に鹿児島県の沖永良部島へ渡航，ビーティングで未知のハエトリグモ，Mendoza属の一種を採った．馬場友希氏に検討・記載を依頼．ほかにも多くの珍しいクモを観察した．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明，2013．増山雪斉の『虫チ帳』．池田報告．江戸時代1800年頃，東京巣鴨で隠居していた増山雪斉の『虫チ帳』に描かれたクモを同定した．29種中，25種を同定できた．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

池田博明，2013．クモ基本60の編集方針．池田報告．東京蜘蛛談話会編集発行の『クモ基本60』の編集方針を紹介した．文一総合出版のポケット図鑑『クモ』が出版される予定なので，それとは異なる情報を掲載して差別化を図るつもり．談話会会員の記録を基本にしたデータブックの要素を盛り込む．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

安藤昭久，2013．オガタオニグモの網．安藤報告．自宅付近の庭で，オガタオニグモが垂直円網を張り，キレ網でないにもかかわらず，網の中央から糸がまるでカラカラグモの網のように外に引かれていた．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Fujii, Y., 1980. Analytical study of maternal behavior in Pardosa astrigera L.Koch (Araneae, Lycosidae). 日本医科大学紀要，第9号．輿石報告．ウヅキコモリグモの子守行動の動因について藤井靖浩氏の実験報告．藤井は５つの実験を行なった．実験１「卵嚢加熱」，母グモが拡嚢前に蒸し殺して卵嚢を渡す．母グモは着嚢・拡嚢・開嚢を行なった．実験２「発生時期の異なる卵嚢の交換」，母グモが着けた卵嚢を取り去り，それよりも若い卵嚢を着嚢させる．母グモは新たな卵嚢の発生に応じて開嚢した．卵嚢内で脱皮後の子グモの脚の動きが母グモの開嚢行動の刺激となる．一部（3/17）の母グモは元の卵嚢の発生に合わせて開嚢したため，子グモはバラけてしまったが，飼育管びん内で脱皮した後，子グモは母親にとりついた．実験３「着嚢している母グモに更に子グモをとりつかせる」，子グモは母親にとり

つき終えるまでに4時間もかかった（普通は2時間）．既に着嚢している卵嚢の世話は予定通り行われた．Rovnerら（1973）は子グモがとりつくことにより離嚢が促進されると考察しているが当てはまらない．実験４「産卵前の母グモに卵嚢を与える」，作成後14日たった卵嚢を着嚢させた後，自分で新しい卵嚢を作るとそれも着嚢した．前の卵嚢を開嚢するとき二つの卵嚢を開いてしまい，自分の卵嚢の卵は散乱した．実験５「異種間で卵嚢を交換」，ハリゲ，ウヅキ，キバラ，フジイ間で行なった．フジイは子守行動をしないコモリグモである．着嚢・拡嚢・開嚢は正常に行われた．ただし多くて大きなウヅキの子グモが小さなキバラの母グモにとりつくのは集団になってからとりついた．フジイとウヅキの間ではウヅキの子グモはフジイの母グモに取り付けなかったし，フジイの子グモはウヅキの母グモにとちつかなかった．フジイには子守に関する構造がないのではないかと推測している．

[コメント]Rovnerら（1973）は先球毛を観察している．藤井の電子顕微鏡による先球毛の観察はこの論文の後である（輿石）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

新海明，2013．円網のT構造における最節約造網法．新海報告．円網を張るときにT構造が作られる．Y構造からT構造になるときのクモの動きに合わせて糸の長さとクモの動いた距離を算出してみた．条件（クモは常に糸を伝わって歩く，糸を常に引き出している，こしきからスタートしT構造完成時まで）を置いて，算出すると，実際のクモの動きが最も糸の長さとクモの動いた距離が短かった．

[コメント]クモは糸を引きながら歩き，途中で糸を切ったり新たな結びを作って引いたりすることが，なかなか理解されていない（新海）．

　　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
東京クモゼミ報告　第２２０号　　加藤家　　2013年6月1日

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
参加者　安藤昭久・新井浩司・池田博明・石黒亘・加藤輝代子・加藤むつみ・輿石紗葉子・
新海明・須黒達巳・谷川明男・Booppa Petcharad

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明，2013．環境データをどう集積するか．池田報告．『クモ基本60』編集過程で種ごとに生息環境を記述したいという案が出たものの、きちんとしたデータがないということで見送りになった．ちなみに、英国蜘蛛学会ではホームページで種ごとに生息環境データを蓄積している．その方法は枚挙主義である．あらかじめ設定したフォルダにデータを分類していくのではなく、記録された環境をそのまま枚挙していくやりかたである．コンピュータ時代に適している．
クモを採集した高さで「Over-head level」：2.0m以上の高さ、「Bust level」：2.0m〜50cm、「Nee level」：50cm〜5cm、「Foot level」：5cm 以下から下と分けると、Bust levelは採集法Beatingに対応（真鶴での植生はshrub or scrub, bush）、Nee levelはSweepingに対応（真鶴での植生はgrass）、Foot levelはShiftingに対応（真鶴での植生はlitter）．クサグモ幼体Bust level、コクサグモ幼体 Bust and Nee level、

今後、幼体と成体、あるいは時季によって生息環境を違える種が出てくる可能性がある．幼体と成体で生息環境が変わらない種が多いと予想される．投げ込みデータしやすい設定にしておく必要がある．果たして発見的価値のある情報になるか？

[コメント]既に環境を分ける試みを行っている．生息地タイプはランドカバーとして「草地、林縁、林内、崖地・リター層、裸地・河原、その他」、湿性度として「乾性、湿潤、湿性、水面・水中」（加藤輝）．なかなか興味を示されない場合も多い（新海）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Opell, B. 2013. Cribellar thread. IN Spider Ecophysiology. 池田報告．篩板糸には３種の接着機構がある．（１）機械的なロック機構　mechanical interlock （２）ファン・デル・ワールス力　van der Waals forces （３）capillary force 毛細管力である．2mm wide 紙ヤスリを使って接着力を測定すると、相対湿度1〜2％では、noded fibrilsがファン・デル・ワールス力で接着．湿度46％では、毛細管力で接着力は倍化した．99％湿度で接着力は20％の増加をみた．エボシグモではnoded fibrillsを削るとファン・デル・ワールス力だけになり、1％でも99％でも接着力は等しい．2％〜46％の間では接着力調査はしていない．１mm当りの接着力（μN）や体重１mg当りの接着力（μN）を比較すると、カヤシマグモは22.7、0.07．クロガケジグモは20.4、0.07．ウズグモの一種は15.5、1.72．トウキョウウズグモは17.1、1.32．マネキグモの一種は31.5、6.30．篩板糸の接着力は表面に接触する糸のフィブリルの数、つまり篩板の吐糸管数に直接関連している．とはいえ、フィブリルと支持糸が一緒になるとやや異なって来る．マネキグモがウズグモよりも接着力が強いのは吐糸管や毛櫛のセタや篩板糸パフの密度の違いに起因する．
クモのサイズは篩板のサイズを制限しない．たった8mgのマネキグモの篩板が8990個の吐糸管を持っている．335mgのカヤシマグモの吐糸管数はその16％にすぎないし、209mgのハルカガケジグモは数百しかない．プロテクトされているときには、篩板糸の接着力は長く保たれる．しかし、野外では次第に糸にゴミがついたり花粉がついたり、雨にさらされたり餌が接着したりで接着力は低下し始める．湿度に加えて、篩板糸が接する表面の質（テクスチャー）は接着に関するしくみを決める．表面の違いの比較が、単一のテクスチャーの人工表面を使って50％相対湿度の範囲で測定された．湿度56〜57％で、ウズグモの篩板糸は甲虫のエリトラを毛管力で保持した．生きたハエの胸背板よりもしっかりと（機械的なロック機構で保持されると思われる）．カメムシのヘムエリトラやハエの翅は表面に微細な刺毛があり、保持されにくいのだろう．これらはロック機構で接着が好適に行われる．ガの翅は鱗粉のため付着しにくく、粘球で接着される．
篩板糸の接着力は多様であるにもかかわらず、毛櫛や後疣や脚先には接着しない．獲物を倒すときにも自分の体には糸は接着しない．その理由は不明である．篩板糸円網をつくるウズグモ科で網の倹約の様子を概観してみよう．
ウズグモ円網の糸の接着力はほかの科の円網種よりも平均して体重あたり、8.4倍も強い．円網種ではない Matachia livorと同じである．オウギグモの糸は円網ウズグモの1.8倍の接着力があり、マネキグモにいたってはオウギグモの糸の1.8倍である．これらの糸の全体量は体重と相関している．頻繁に起こる篩板の欠失を説明するのに篩板糸を使用するコストがあると思われる．
コスタ・リカのヘリツメグモ科の一種Tengella　radiataは篩板糸を失った種である．幼体は最初は単純なシート網を張る．成体になると棚網を張るが、3齢で篩板と毛櫛をもつが、7齢になって網に篩板糸を付けるようになる．オスはあと一回、メスはあと二回で成熟するが成体メスの網はしばしば篩板糸を欠く．ニュージーランドのネオガケジグモ科の一種Neolana  pallidaは、シート網を張る．シートの上に篩板糸の網がある．網が破れて補修するとき篩板糸が使われるので、シート網に篩板糸が混ざる．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Marie E. Herberstein and Felipe M. Gawryszewski、2013.　UV and camouflage in crab spiders (Thomisidae). IN Spider Ecophysiology. 池田報告．最初にカニグモの体色変化をUV反射率で説明したのは佐藤有恒（1987，インセクタリウム）だった．この説明は体色のレビュー（Oxford and Gillespie, 1998）に引用されたがそれから10年間、オーストラリアの別種で報じられるまでその例が報告されなかった．同時期にヨーロッパアズチグモはUV反射を欠くことが分かった．
オーストラリア産の４種（ギョウジャグモの一種Diaea evanida, シロスジグモの一種Runcinia sp., Sidymella sp., Diaea lactea⇒Zygometis）は400nm以下のUVを反射する．ヨーロッパ産の３種（ヨーロッパアズチグモThomisus onustusに加えて, フノジグモ Synaema globosum, ヒメハナグモM. vatia,ヤミイロカニグモの一種 Xysticus sp.）は100頭以上を調べたがUV反射の証拠はなかった．
UVを反射する傾向はオーストラリア産にあったが、UV反射が祖先形質なのか派生形質なのかはわからない．いずれにせよ興味深い．もっともUV反射は、オーストラリアに特有ではない．マレーシアのカニグモやインドにも例がある．
動物の色彩は色素粒によるものと構造色によるものがあるが、カニグモの色彩はキューティクル（Cuticle）層と下皮（Hypodermis）層、グアノサイト（Guanocyte）層の色素成分による．キューティクルは可視光、特に350nm以下の光を吸収するので、ヒトの目には透明である．下皮層は色素粒と結晶を含む．色素粒はオンモクロームとキヌレニンのような前駆体を含む．結晶はオンモクロームに関連する．カニグモの色彩変化は色素粒と結晶の変化の結果である．例えば黄色は、3-OHキヌレニンが高濃度になったからで、白色はUV反射をしないキヌレニンが増えたからである．UV反射か否かはこの下皮の性質による．
最内層はグアノサイト層である．グアノサイトはグアニン結晶を含み、銀色に見える．400〜700nmをフラットに反射する．330〜400nmは強く反射し、300〜330nmは100％吸収する．　
UV反射個体は、下皮に粒や結晶がないか、少ない．したがってUVはキューティクルや下皮を通り、グアノサイトのグアニン結晶で反射する．UV無反射個体（白いUV無反射、または黄色）は、下皮に色素または結晶を持っている．そのため下皮（hypodermis）は、UV光のフィルターとなる．
この場合にはUVはグアニン結晶に達せず、戻って来ない．したがってUVを反射しない結果となる．
カニグモにとってUV反射の機能は何か．ミツバチを使って実験するとオーストラリアのハチは花だけでなく、花の上のUV反射のクモに接近していく（インドも同様）．ヨーロッパのハチはクモのいる花を避ける．
（１）いつ、何回ほどUV反射はカニグモで進化したのだろうか

（２）UV反射は受粉昆虫を捕まえるのに花に潜伏する種には適応的だったのだろうか．
UV反射の生産はUV反射を失うよりも低いコストで達成可能である．系統的な分析によると、UV反射はカニグモ科では少なくとも５回進化した．祖先はUV反射を持っていないと仮定した場合である．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

Judith Wunderlin and Christian Kropf．2013.Rapid colour change in spiders. IN Spider Ecophysiology. 池田報告．中腸はクモの腹部の大部分を網目状に満たしている．中腸は４つの細胞でできており、分泌細胞・吸収細胞・基本細胞・グアノサイトである．グアノサイトは特殊化した中腸細胞で、その主要な機能はプリン体排出物グアニンを貯蔵することである．プリン含有代謝産物を吸収し、排出する組織である．
グアニンは無水結晶として貯蔵されるので無害である．たいていのグアニンは繁殖相直後に存在する．引き続き、グアニンは廃棄され始め、グアニン貯蔵最少限は生活史の末期になる．
クモのグアノサイトは白や銀色のマットの原因となる．最初の例では細胞には斜方晶形グアニン結晶として詰め込まれている．二番目の例ではグアノサイト中に二層結晶として板状になっており、細胞質が板の間にある．二枚の板は無晶形のグアニン層がくっつけている．結晶の形と堆積量はグアニン堆積物の光反射特性を決定している．
すでにMillot（1926）が色素としてのグアニンの機能を認識していたが、Seitz(1972)はニワオニグモを例としてこれを批判していた．現在ではクモの生体色素としてグアニンの重要性が一般に認識されている．白または銀色は薄く透明な腹部のクチクラ層を通して輝く．白色量は例えば少ない場合にはサラグモのスジ模様の程度になるし、全体に渡ればヒメハナグモの白い腹部となる．多くのクモでは、赤のような目だつ色は白色グアニンによってきわだつし、暗色の種類では、外皮の色彩にグアニンはなんの役割も果たしていない．
　グアニン貯蔵は明らかに、クモの体色変化を発達させる前提条件のひとつである．ほとんどの体色変化をするクモは多量のグアニン貯蔵種である（コガネグモ科、アシナガグモ科、ヒメグモ科、エビグモ科）．しかし、グアニン貯蔵がコストであるとすれば、わずかな種に急速な体色変化が発達した理由はいったいなぜだろうか

グアニン蓄積の大きさは50μmから100μmに変化する．グアノサイトの大きさも10倍になる．体色変化をしない種類ではグアノサイトは最初から大きかったりして、このような変化をする余地はないし、ハナサラグモでは下皮層とグアノサイト層の間がゆるく結合されていて体色変化に対応しているのに比べて、ニワオニグモではその結合はしっかりしている、この結合の問題が重要である．細い横紋筋がグアニンを含む中腸網に張り巡らされている．筋肉はグアノサイトの浅層に多い．グアニン蓄積は深層に多い．
筋肉収縮前にグアノサイトは開いており、銀色が下皮層を通して見える．筋肉が収縮すると中腸がグアノサイトを隠して暗色に変化した．このような変化の仕組みはEdmunds（1986）が提唱していたが、著者らが形態的に確認した．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Amalin, D. 2013．Artificial Diets for Spiders. IN Spider Ecophysiokogy. 池田報告．農業害虫の天敵としてクモが有効で、そのために飼料の工夫が必要である．van Hook(1971)はコモリグモが草原生態系の節足動物量を21％消費することを発見した．Clarke & Grant (1968)はクモがトビムシ類やほかの昆虫個体群を制御することを示した．Amalin et al.(2009) は昆虫の害虫をクモが低下させることを報告した．Riechert & Bishop (1990) はクモがいれば殺虫剤の使用を60％減らせることを示した． 

クモの人工餌の取り組みとしては、Peck  & Whitcomb (1968)がコマチグモの一種Cheiracanthium inclusum やコモリグモの一種Gladicisa gulosa に昆虫をすりつぶした餌を与えた例がある．Smith (2008) はゲホウグモの一種Poltysをイエバエ・花粉・卵・蛾を混ぜた食事で育てた．Amalinら(2001)は3種の徘徊性のクモ（イヅツグモの一種、ネコグモの一種、コマチグモの一種）を人工餌で飼育．育てたクモは交尾し産卵もした．生の卵黄に牛乳と豆乳を混ぜたもの．液状．クモが食べたかどうかを調べるために緑色食用色素を混ぜた．Glass vial で飼育したクモに、綿栓に飼料をにじませる．腹部が緑色に変わったことで人工餌を食べたことが分かった．
ブラジルドクシボグモは餌を探索するのに嗅覚刺激を使っていることが判明している（Hostettler & Nentwig, 2006）が、同様のことが今回の徘徊性3種（コマチグモの一種、ネコグモの一種、イズツヅモの一種）にもあると思われる．栄養成分を分析するとクモの成長に必須な栄養素は備わっていた．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Amalin, Pena, Reiskind & Sorley, 2001. Comparison of the survival of three species of sac spiders on natural and artificial diets.  J. Arachnology, 29: 253-262.池田報告．混合餌はホモジェナイズ牛乳100mLに生の卵黄１個を混ぜる．これが牛乳卵黄餌でこれと豆乳を 1:1で混ぜる．30頭の幼体を各種の餌で飼育した．飼育室は27℃,　80％相対湿度、光周期L:D　12：12．３種混合餌はショウジョウバエだけで育てたよりも生残率が高かったし、成体になった割合も高かった．豆乳だけではなかなか脱皮しない．牛乳卵黄餌でも成体率は低い．３種混合餌ではイズツグモが雌雄とも約30％が成体になり、交尾し産卵もした．
[コメント]イヅツグモは死体も食べる食性だから人工餌に食いつきやすいのかも．新しい餌に慣れさせるために生きた餌に付着させると食いつきやすい（加藤む）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男，2013．最近、沖縄島から採集された不明♂２種．谷川報告．オオトリノフンダマシ C.inaequalis Thorell 1895のタイプ標本が送ってもらえて、正体を検討できた．トリノフンダマシに似た背甲のオオトリノフンダマシの正体も判明した．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Boppa，2013．Theridiidae from PhD research. Boppa報告．タイ産の標本中、ヒメグモ科15種の分類学的検討を行っている．なかにはメスがコガネグモ科と見間違えるような種もいて、興味深い．6月にタイに帰国．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

石黒亘，2013．餌の量の違いがジョロウグモの脱皮に与える影響．石黒報告．卒業研究の計画で、分散直後から幼体を飼育、餌環境を変えて発育の違いや脱皮ホルモン活性を調査する．5令まで飼育する．クモの効率的な飼育を究めて、生物農薬として資する道を切り開きたい．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

須黒達巳，2013．コウライハエトリにまつわる分類学的問題点．須黒報告．コウライハエトリはウェソロウスカにより、♀で北朝鮮から記載された．♂はボーダノウィッチとプルシンスキーにより高知県の標本で記載された．しかし、この♂は正しくない．石垣島産の正しいコウライハエトリの♂♀が採れている．オキナワハエトリの♀として記載されている種も問題がある．トサハエトリは♂しか採集されていないが♂の亜成体は♀型であった．ミトコンドリア遺伝子でペアを確認する予定．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

輿石紗葉子，2013．渡良瀬遊水地で採集したクモ・大菩薩峠で採集したクモ・新潟県大石ダムで採集したクモ．輿石報告．5月に各地で採集したクモを報告．大菩薩峠で採ったキシベコモリグモは細長い卵嚢を付けていた．この細長い卵嚢からは寄生蜂が出た（３匹中２匹から寄生蜂が出た）．大石ダム周辺ではアリを捕食するフタホシテオノグモ♂を観察．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
東京クモゼミ報告　第221号　　加藤家　　2013年7月6日

　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

参加者　安藤昭久・新井浩司・池田博明・加藤輝代子・加藤むつみ・輿石紗葉子・
新海明・須黒達巳・谷川明男・馬場友希・宮下直

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明，2013．森林内のクサグモの消失．池田報告．神奈川県真鶴町のお林で毎月一度の調査を始めたが、5月下旬に低木層にたくさん見られたクサグモ・コクサグモ（幼体）の網が6月下旬には消失していた．オープン・ランドの駐車場の草本層には残存している．照葉樹林内にはクサグモ類に不適当な環境要因があると思われる．天敵だろうか．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

ブルネッタ＆クレイグ，2010．クモはなぜ糸をつくるのか．丸善出版．三井恵津子訳・宮下直監修で2003年6月に出版された訳本．原著『Spider Silk』はクモゼミ2010年9月で前半を紹介している．第198から引用すると、“Craigには既に編著書『Spiderwebs and Silk』があり、学術専門書だった前著をクモの糸から見たクモの進化という観点で一般向けに書いたのが本書である．Brunettaはニューヨーク・タイムズなどに寄稿しているフリーランスの科学系ライター．各章の冒頭に映画の話題を持ってきたり（例えば『007ドクター・ノオ』に出てくるタランチュラとか）と一般読者が親しみやすい工夫が見られる．化石に残るクモの祖先は最初は糸を出さなかった．「生きている化石」ハラフシグモは既に3種類の糸腺を持っている．地中性のトタテグモは真正クモ類とは異なる特徴（書肺2対、顎が上下に動く）を持っているが、興味深いミッシング・リンクはエボシグモである．真正クモ類なのに書肺は2対あり、顎はV字型に開く．網型はクモの周囲に壁のように網を立てるランプ・シェード型である（日本では烏帽子型．この仲間は日本にはいない）．エボシグモは一枚の篩板をもつ．他にもカヤシマグモなどの旧篩板類が地中性クモの次に進化した．
　酸素濃度の低下に伴って大絶滅があったが、クモはその直前に増殖した昆虫を捕獲する機能を発達させて適応放散した．徘徊性のクモや多様な環境に広がり、激しい種分化をした．アメリカジョロウグモの大瓶状腺の糸タンパク質スピドロイン１のアミノ酸配列にはある繰り返し構造がみられる．その単位の中にポリアラニンがあり、ＧＧＸというモチーフもある（糸を丈夫にしている）．これら炭化水素を側鎖にもつアミノ酸（グリシンやアラニン、ロイシンなど）を多く含むタンパク質はベータ・シート状構造をとる．遺伝子ＤＮＡのトリプレットが複製エラーや染色体の乗り換え、重複などにより変化してアミノ酸が置換し、進化が起こる．トタテグモのスピドロインの繰り返し配列の長さはジョロウグモのそれの十倍もあった．
　円網に近い網として次に新篩板類（ウズグモ、オウギグモ、マネキグモなど）の網が進化し、さらに正常円網が、そしてヒメグモのリダクションした不規則網やカラカラグモなどの特殊化した網が登場する．（正常円網が発展する前の章までを紹介した）”．以下は今回紹介の後半．
円網はただ一回で進化した．決め手は2006年に鞭状腺の遺伝子がメダマグモ上科で見つかったことだ．大瓶状腺糸の遺伝子も発見した．糸腺と機能の進化（訳書p.135）を概観すると、最初はブドウ状腺（精網・卵嚢・包む）．梨状腺（付着盤）、管状腺（卵嚢）、大瓶状腺（しおり糸など）、小瓶状腺、擬鞭状腺と鞭状腺の祖先、集合腺と続く．水平円網から垂直円網への革新は鞭状腺と共に進んだ．少なくとも1億3千6百万年前にコガネグモ上科とメダマグモ上科は共通の祖先から分岐した．化石と遺伝学的証拠によると、それより数百万年前かもしれない．（速く飛ぶ）昆虫もまたジュラ紀に劇的に進化した．
最初の大瓶状腺タンパクMaSp1の進化でクモは空中の世界を征服できた（第５章）．円網を張るクモの大瓶状腺の第二の糸タンパクMaSp2と擬鞭状腺糸の進化でメダマグモ上科の水平円網に大きな伸展性が与えられた．
その後、小さな遺伝的変化が擬鞭状腺糸に起る．コガネグモ上科は飛ぶのが早い昆虫の力に合わせられるようになった．鞭状腺のタンパク質構造の変化で網は特大の伸展性を持ち半透明の糸（見えにくい）を獲得した．集合腺のタンパク質の出現は粘球を作り粘着性を高めた．集合腺はブドウ状腺と共通の由来をもつものかもしれない．また、コガネグモ上科は発生の停止したメダマグモ上科と考察可能かもしれない．
生物学上で「エボデボ」と呼ばれる新しい革命が起こった．ゲノムやツールキット遺伝子の役割が分かってきたし、付属肢の起源と進化も明らかになった．糸腺も付属肢から進化した器官である．
昆虫は画像の運動速度の比較で距離を判定する．近くで動く物体は遠くの物体の反射光より単眼を速く横切る．垂直円網以前のクモの網は紫外線を強く反射したが、クモ自体が夜行性なので、昆虫にとって網が区別できても、それほど不利益がなかった．飛翔昆虫にとっては紫外線は重要な航行信号となる．昆虫は紫外線の斑点に向かって進もうとする．この特性は水平円網を作るクモにとっては有利だった．鞭状腺（伸縮性は増した）と集合腺（粘着性は増した）．タンパクは紫外線をあまり反射しない．
飛翔昆虫を騙す戦略：①糸と背景の見え方の違いを減らす⇒昆虫はコントラストが変わる網の全体を把握できない．②粘球の輝きに昆虫はいったんは誘引されるが．粘球を洗い去った網に飛び込んだ蜜蜂は完全な網に飛び込んだ蜜蜂よりも多かった．昆虫は青紫や緑色の網を避けるように学習するが、黄色・青色・白色の網は避ける学習をしない．おそらく花の色と関係している．
自然界は複雑で難解だ．自然選択の過程には目的がないのである．わずかに異なる方法でわずかに異なる場所に住む、多くのよく似た種が生み出される．
まだわかっていないことも多い．絹糸腺の起源、ハラフシグモの糸遺伝子、トタテグモの糸との違い、大瓶状腺のしおり糸と篩板糸のどちらが先か、網の装飾の起源、昆虫の視覚の影響、遺伝子とタンパク質合成の倹約等である．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

I- Min Tso, 2012. Insect view of orb spider body colorations IN Spider Ecophysiology. 池田報告．昼行性のクモが目立つ色彩を持つ理由は何だろうか．考えられる仮説は（１）餌に対する誘引効果で捕食成功を高める、（２）カモフラージュ仮説（背景の植生との関係でクモを隠す）の二つである．クモの反射が背景の植生の反射に等しいため、クモは虫に気づかれにくい．昼行性クモの色彩がカモフラージュなのか、餌の誘引なのか、他の生物にどの程度見えるのかは重要である

昼行性昆虫からどう見えるか色彩の目立ち方を定量化するに当たって、昆虫の複眼は比較的波長の短い光を吸収する（例えばミツバチは紫外線領域、青光、緑光を感ずる）を考慮し、定式化する．色対照値(color contrast value)が識別刺激0.05より大きいと、蜂は背景から対象物を色で見分けることができる（Thery & Casas 2002）．オオジョロウグモ・ナガマルコガネグモ・オオシロカネグモのそれぞれの斑紋の色対照値を示してみると、腹面のスポットがかなり目立つことがわかった．ﾐツバチのような多くの昆虫は生得的に対称的で分裂的な（symmetric and disruptive）パターンを好む（Rodriguez & Gumbert 2004）．数件の研究が証拠として示すことは、円網種の色信号を変えると、昆虫捕獲率が減少することで（Craig & Ebert 1994; Hauber 2002）．この結果は餌誘引仮説を支持する．しかし、色信号を変えることはカモフラージュ機能を破壊することになってしまうためクモが背景から目立つことになり、昆虫捕獲率が低下するとも考えられる．
Tso et al. (2006)はオオシロカネグモのいない円網といる円網を比べて、クモがいる円網のほうが２倍の昆虫をインターセプトすることを示した．この結果はカモフラージュ仮説には合致しない．カモフラージュ仮説が正しければクモの有無に関わらず餌のインターセプト率は等しいはずだ．色コントラストを高めるような色つけをすると対照群よりずっと昆虫は減った

クモと昆虫の視覚的相互作用における正反対の選択圧が、体の輪郭線を壊す低いコントラストの色彩と餌をひきつける高いコントラストの色彩をもたらしたのだろう．捕食成功率を上げるとともに天敵に襲われるコストを下げる折衷案の反映が円網種の派手な色彩である．
Fan et al.(2009)はオオジョロウグモのダミーを用いて捕食の利益とコストを調べた．自然条件ではクモの色彩は餌をlureするに十分であった．一様に黄色くしたダミーは有意にオオジョロウ本体に似せたダミーよりも餌を誘引した．しかし、一様に黄色いダミーは天敵のハチも多く誘引した．円網種の現在の色彩はbenefitとcostの結果である．
夜行性のクモであっても派手な色彩をもつ場合がある．それはなぜだろうか．これまで動物間の色シグナルを考察する場合に、ほとんど研究の焦点は昼行性のシステムに置かれてきた．その理由は昼の光が夜に比べて強いことであり、夜間のかすかな光は大変ノイズの多いシグナルであるからだ．多くのクモは夜行性であり色彩は暗色、灰色、茶色で昼は派手さはない．しかし、腹面に2〜4個の点をもつ種類がAraneusやNeosconaに多いが、いったいこれは何だろうか？　夜でも網の中心で腹面を曝しているのだ．
調べてみると、昼行性とされていた、ジョロウグモNephilaやシロカネグモLeucaugeも、夜間に狩りをしていた．夜でもこれらの点斑は効果があるのだろうか．夜行性の昆虫の場合であっても、夜行性と思われるクモの点斑を塗りつぶすと網にかかる餌が減った．Leucaugeの腹面の黄色いスジをぬりつぶすと捕獲される蛾が減った．腹面の点斑は大きすぎては目立ってしまい、ハチに襲われやすくなる．
多くの夜行性昆虫は色信号を識別できるし、食物資源を探査可能な特別な目を持っている．夜行性昆虫の超複眼は数百のオンマティディアで受け取った光信号を合わせている．弱い光を増感しているのだ．蛾のような夜行性昆虫はUV、青光、緑光を識別している．昼行性昆虫と同じであることが分かっている．しかし、蛾は夜でも色を識別できるが、昼行性昆虫は薄明条件では色盲である．したがって、私たちは昼行性昆虫での方法は使えなかった．
問題の解決にはJohnson et al.(2006)に依った．彼らはスズメガの視覚システムを基にして神経行動学的モデルを作った．夜行性の円網種は昼間は樹皮下や植物の下に隠れている．目立たない色彩は天敵に見つかりにくく好都合である．花弁の光反射と等しい種類もあり、蛾は花と区別なく訪れている場合もある．夜行性円網種は夜行性昆虫が夜に開花する花の色シグナルに似せて、おとりを示すことに用いているように色覚を利用するように思われる．　

　前節において、よく目立つ円網種は昼行性のハチ類にも見えるし、クモの体の暗色や緑色部分は昆虫にはよく見えるにも拘らず、背景の植生とは区別しにくい色であった．これらのことは薄明時にも夜行性昆虫に起こる．
夜行性の蛾からは、オオジョロウグモのような色の目立つ円網種は薄明環境でもよく見えるし、暗色部より派手な部分がよく見える．オオジョロウグモの目立つ黄色の体色は夜行性では無色だが、鱗翅類幼虫によって背景の植生に対する見え方では、体色の黒い部分よりもよく見える．高低のコントラストはクモの外観を天敵というよりもなにか資源のようなものにしてしまう．多くの送粉昆虫は生来、対称形や破壊的なパターンを好む．さらに、花弁ガイド、ハリなしバチの巣の入口、昆虫用のピッチャー（水差し．ウツボカズラの筒など）といったものはすべて、放射状のスジをもち、周辺に点斑があり、中心が黒い．オオジョロウグモの体色の配置は昆虫にとって蜜源に見えるのだ．
Chaung et al.(2008)は、網にいるクモは目立つ腹部腹面をさらしていることから夜行性餌を誘引していると評価した．野外では、コゲチャオニグモでは、網にクモがいるときのほうが有意に餌がかかっていた．腹部腹面の点斑を塗りつぶすと有意にかかる虫が減った．
Blamires et al.(2001)はビデオカメラを使って、コゲチャオニグモのダミーの点が餌のルアになっていることを示した．2012年の結果もダミーの点の有効性を示した．一方、オオシロカネグモは昼行性捕食者とみなされてきたが、夜にも活発に狩りをしていた（昼の2～3倍の活動）．Tso et al.　(2007)はこの色彩が夜行性昆虫のルアになっていることを示した．腹面の黄色を塗りつぶすと蛾のかかりかたが減った．ビデオカメラを使った実験でも夜の活動で餌を活発に採っていることが分かった．同じ結果はオオジョロウグモでも得られた．餌のかかり具合は昼よりも夜のほうが多かった．昼の間に狩られた鱗翅類は捕食された餌の10％にも満たなかったが、夜間の餌の33％～60％は鱗翅類だった．網にかかった夜の餌のサイズは昼の餌よりも有意に大きかった．これらの研究結果が示すことは、大形の鱗翅類昆虫が夜間に狩猟する色彩ある円網種の主要な標的であると思われるということである．
夜行性昆虫は超位の眼を持ち、感度は甚だよい．コゲチャオニグモの点は小さいが、超位の眼にはそれが分かる．もっともこの点は捕食圧力にもなる．昼間には寄生性の天敵に狙われやすくなる．したがってこれらのクモは樹皮上にいて点を目立たなくしている．腹部の点斑が大きすぎると隠しにくくなり、捕食者に狙われやすくなるのだろう．
ダミーを使った実験から、点のサイズを考察すると、現在の点のサイズはprey attraction   と predator avoidanceのバランスの結果である． 一対の点は昆虫にとっては蜜標に見え、ルアー（おとり）である．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

谷川明男，2013．隠岐の島にイソコモリグモはいない．谷川報告．佐渡ケ島にイソコモリグモは生息していた．では隠岐の島はどうだろうか．6月に島の全砂浜を調査したが発見できなかった．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男，2013．新種をZOO　BANKに登録する方法．谷川報告．電子ジャーナルにするための条件に新種のZOO　BANKへの登録がある．その方法を示した．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

安藤昭久，2013．マミジロハエトリの外雌器変異．安藤報告．外雌器の交尾孔の様子の違うマミジハエトリのメスを発見．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

安藤昭久，2013．クロチャケムリグモの卵嚢作成．安藤報告．ヤマトフトバワシグモやムナキワシグモにおいては、口でこねた泥を卵嚢に塗りつけた．エビチャヨリメケムリグモは泥でカモフラージュした後で糸で覆う．クロチャケムリグモは泥付けのあとで更に複雑な行動を見せた．Step１が産褥作成、Step2が産卵、Step3糸で厚く覆う、Step４泥付け、Step5花弁様のふちを付ける、Step6花弁のほうから薄く糸をかける、Step7落ち葉屑などを付ける．産卵に要した時間は7月9日の17：30から6時間．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

須黒達巳，2013．超マミジロ現る．6月23日小田原市いこいの森で採集時にマミジロハエトリのオスなのに、白い毛が多い個体を発見した．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

宮下直，2013．クモのデータベースを学会で．宮下報告．ある種のクモの生息点を緯度経度できちんと記録し、環境情報と総合することによって、その種の生息条件や将来予測も可能になる．Maxtent（Maximum entropy）という手法を使う．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

輿石紗葉子，2013．クモいろいろ．輿石報告．（１）小国町白川ダムのハシリグモ、（２）キシベコモリグモの卵嚢から出た寄生蜂、（３）上日川ダム（山梨県）で採集したハリゲの一種、（４）河原で採集したフクログモ．
[コメント]ハシリグモはスジアカハシリグモ（谷川）．寄生蜂はTrychosis属の一種、ハリゲは形態および求愛行動からハタハリゲだった．フクログモは雌だった．ミギワフクログモだろうか（輿石）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

馬場友希，2013．台湾で開催された国際クモ学会の様子．馬場報告．写真を中心に紹介．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
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＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明，2013．クモの進化（前篇）．「遊糸」予定．池田報告．『クモはなぜ糸を作るのか』（丸善）に展開されているクモの進化をこれまでに読んだ論文で補って紹介した．
［コメント］八木沼の進化図を扱うとクレイグもその進化を認めているかのように誤読される（全）．新海栄一は『日本のクモ』（2009）でナゲナワグモ科を記載し、科の特徴を記載している．このナゲナワグモ科の提唱は説得的（池田）．記載は二度は出来ないため『日本のクモ』改訂版（第二版）にはこの記載は全く載っていない．現在はPlatnickの分類ではナゲナワグモ亜科としてまとめられている．ナゲナワグモ亜科を科に昇格させると、コガネグモ科の他の亜科が側系統になってしまうという不都合が生じるが（谷川）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

E. Wignall & Marie.E. Herberstein, 2013. The Influence of Vibratory Courtship on Female Mating Behaviour in Orb-Web Spiders (Argiope keyseralingi, Karsch 1878). PLoS ONE 8(1):e53057. dol:10. 1371．池田報告．「円網蜘蛛のメスの配偶行動への振動求愛の影響」の材料はオーストラリアの聖アンドリュース・スパイダー　St. Andrew's Spider = Argiope keyserlingi である．オスの求愛行動の行動連鎖表を作った．そのために抽出した行動要素（element）は身震いShudder, 腹部の屈伸Abdominal wagging, 交尾糸を引くダンスMating Pluck thread dance, バウンスBounceであった．フェーズ4までの求愛段階が観察され本種の求愛はメス網内に交尾糸を作るBタイプ．実験の結果、オスの求愛時間がメスの選好行動に影響しないことが示された．この論文に「ナガコガネでは求愛が短いほど統計的に有意に父性が低下する」と記述されていた．交尾後に共食いされなかったオスは0.62、共食いされたオスが0.38（約4割）であった．本研究では、亜成体で雌雄を採集し、室内で成体に脱皮させた後に交尾実験を行っている．野外ではもっと共食い率が低いかもしれない．
［コメント］本論文はウェブ上からpdfを入手できた（池田）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Jutta M. Schneider & Krisitiani Lesmono, 2009. Courtship raises male fertilization success through post-mating sexual selection in a spider. Proceedings of the Royal Society, 276(1670): 3105-3111. 池田報告．「求愛はクモの交尾後の性選択を通してオスの受精成功度を上げる」という論文があった．著者はハンブルグ大学所属．ナガコガネグモの繁殖期は7月に始まり、通常は二、三週間続く．オスは積極的に成熟メスを探す．網に出会ったオスはメスに脚で糸を引きながら接近、自分が配偶可能性があることを認めさせる．オスはメスに達するとすぐ、前脚でメスの背・腹側や脚を叩いて求愛を始める．メスは一般に交尾前は受け入れ可能でオスを攻撃することはない．メスは垂体を上げ正しい交尾姿勢を取る．オスは5分外雌器の周辺を叩く．完性域類のクモは一対の受精嚢に貯精嚢を持ち、オスは一対の交尾器を持つ．オスは一度に触肢の片方をメスの交尾孔に挿入する．右を右に、左を左に．メスは交尾後、オスを攻撃、糸で巻く．オスは逃げようとするが70〜80％のオスは失敗．交尾は数秒である．オスの触肢先端は折れてメスの交尾孔に刺さる．交尾栓は続くオスの交尾時間を短縮させるため先オス優位の戦略である．先オス優先の効果を実験するために、対照群は2匹のオスに好きなだけ求愛させ交尾した個体群で、処理群は先オスの求愛を中断短縮させ（平均47秒）、後オスには自由に長く（平均307秒）求愛させた．ヴァージン・オスは触肢が切断された．セカンド・メールにX線を照射して不妊化し、未発生卵の割合を数えてセカンド・メールの父性を評価する．求愛しないオスは共食いされる危険が高かった．共食いされたオスの交尾時間は長かったが処理の仕方とは無関係だった．また、求愛時間に関係なく交尾時間は同じ数秒だった（移送される精子量も等しい）．私たちは求愛が長いほど交尾後共食いを低減することを発見した（オスが共食いされた率は短縮処理群76.5％ vs 対照群56.3％）．
［コメント］本論文はウェブ上からpdfを入手できた．千葉県の水野姉妹がナガコガネグモの求愛・交尾を撮影した．メスの脱皮直後に同居オスが求愛していた．求愛はAタイプ（網上のメスに直接求愛し交尾糸は作らない）で交尾は数秒．脱皮後の求愛・交尾ならメスに捕食される危険はない（池田）．ナガコガネグモでメスの交尾孔に残された交尾栓という例を観察したことがない（池田）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

M.W. Foellmer and D.J. Fairbrain, 2004. Males under attack: sexual cannibalism and its consequences for male morphology and behaviour in an orb-weaving spider. Evolutionary Ecology Research, 6:163-181. 池田報告．材料は Argiope aurantia．共食いは最初の交尾で起こる確率が高かった（20％）．求愛はクモの交尾後の性選択を通してオスの受精成功度を上げる

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

須黒達巳，2013.　岡山にアリガタハエトリがいた．須黒報告．日本産アリガタハエトリはこれまで一種だけだったが、野嶋氏採集の別種が生息．日本新記録種となる予定．
［コメント］東京クモゼミ報告186号（2009年2月8日，185号は誤記）に池田が「小さなハエトリグモは同定しやすい」として「石川県の徳本洋氏から同定依頼されたクモがアリガタハエトリグモの一種１メス（日本新記録）と，ニンギョウネオンハエトリ１オス（稀産種）だった．2mm以下の小さなハエトリである．アリガタハエトリグモ属Synagelesは松田まゆみが報告したアリガタハエトリ Synageles venator の他に野嶋宏一採のS.hilarulusと今回のS.dalmatcusが発見されている」と報告している．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

新海明・谷川明男，2013．クモの網の多様性と進化．谷川報告．ナゲナワグモ亜科の中の進化をミトコンドリアDNAだけではなく、18s-rRNA と28s-rRNAでも分析した．その結果、網の糸が次第に減少する方向または増加する方向と単純には結論できなかった．基礎縦糸はどの種にもあるが、最初の段階でまずT構造を無くした（ナワナシナゲナワグモ類）、次に縦糸の数を減らした（ツキジグモ類）、そしてさらに横糸の数を減らした（ナガナワグモ類）という順序が見て取れる．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

高木俊，2013．セアカゴケグモによるオオヒョウタンゴミムシの捕食．高木報告．愛知県常滑市で撮影した．龍舌蘭の葉には集中的にセアカが造巣している（160株中20株に生息）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Suetsugu K, Hayamizu M, Koike N. 2013. Clubiona spider (Araneae: Clubionidae) visiting flowers of nectariferous orchid Neottianthe cucullata.  Entomological Science, 16：輿石報告．苫小牧でミヤマモジズリの花にフクログモ属の幼体が訪れていた．8月25日12：13から翌日の0：58まで1分間隔で撮影したところ、花筒の奥深くまでフクログモが潜り込んでいた．これは吸蜜の行動と推察される．さらに花粉をくわえている写真が写っていた．花粉粒は次第に小さくなっていることから花粉食もしていることが考えられた．
［コメント］ヒロズケムリグモは頭をつぶしたコオロギを捕食した．生きたコオロギは逃げ回って捕食しない．死体食か（安藤）．出嚢したハンゲツオスナキグモ幼体はすりつぶしたアリを食べる．ただし最初からこういった餌に慣らす必要がある（加藤む）．コモリグモは成体でも冷凍虫を食べる（輿石）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

安藤昭久，2013．スンデファル・コサラグモについて．安藤報告．斎藤が日本から報告した種だが同定にやや疑問が残る．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

安藤昭久，2013．シボグモの卵嚢作成．安藤報告．6時間ほどかかった．泥粒を付けるが、その後二週間以上も母親は卵嚢をガードした．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男，2012．クモにもいろいろ．谷川報告．環境工科専門学校での授業用のクモ紹介プレゼンテーション．
　　　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊　
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
参加者　池田博明・加藤輝代子・加藤むつみ・輿石紗葉子・須黒達巳・谷川明男

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

前月10月14日は加藤輝・輿石・高木・谷川・ほかの６名．池田は別の会議のため欠席

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Townley, M. A. and E. K. Tillinghast, 2013. Aggregate Silk Gland Secretions of Araneoid Spiders. IN Nentwig (ed.) Spider Ecophysiology, Springer. 283-302. 池田報告．
　ほとんどのクモは目的の異なる多くの糸腺をもつ．コガネグモ上科の糸腺には大瓶状腺、小瓶状腺、梨状腺、ブドウ状腺、管状腺、集合腺などがある．これらの腺のうち、集合腺Agは粘球を作る．典型的なコガネグモは一対のAgを持つが、ある科では二次的に消失、また、成体オスでは退化している場合（コガネグモ、アシナガグモ、多くのヒメグモ、数種のサラグモ）がある．稀に成体メスで同様の例もある．
化石の例ではＡgは白亜紀前期に進化した．起源はジュラ紀にさかのぼる．篩板類と無篩板類の単一起源説では篩板円網種で起こったとされる．研究結果はほとんどアメリカジョロウグモのもの．
　円網種の集合腺は鞭状腺の糸をコートする物質を分泌する．二対のAgには組織化学的な違いはない．普通クモ類の円網は日毎に食べられたりリサイクルされたりしているが、横糸は非常に安定で10ケ月以上も粘性にたいした変化もなく貯蔵されている．それに比べて、蛾を専食するトリノフンダマシ類の網の粘性は数時間しかもたないので（Cartan and Miyashita 2000）、これは分泌物の成分が異なることを示す重要な結果である

Ag分泌物はpH4-5の弱酸性であるが、含まれるLMM（低分子量成分）のうちのいくつかは神経伝達物質であった（GABA，アセチルコリン，βアラニン，タウリン，グリシン）．他にプトレシン、N-アセチルプトレシン、βアラニンアミド、ベタニン、イソチアニン酸．種によってLMMの成分には違いがある．ジョロウグモにはアロマ・トキシンやキニン類，脂肪酸，脂質など異なったLMMがある．LMM構成は集団ごとの差や同じ個体でも網の場所ごとに違ったりもする．
タンパク質成分について触れよう．粘球は糖タンパク質を豊富に含む．ジョロウグモでは，Agで二つの遺伝子「aggregate spider glue (asg1)」と「asg2」が発見された．この遺伝子は他の糸腺にはなかった．これらの遺伝子はタンパク質ASG1と  ASG2を合成する．ASGのアミノ酸配列のデータはChoresh et al.（2009）を参照．
ヒメグモの網の場合、円網グモでの配列とちがって，ヒメグモの二対のAgの間には明らかな分業がある．1対は前の方にある対で，円網と共通の「典型的な」Agである．これらは結節のある管をもち，たぶん（例えばガムフットの糸のような）網内の繊維に摘要される「網Ag分泌」の源である．これらは餌を受動的にインターセプトする．それに比べて，後方の「典型的でない」一対のAg（葉状腺とよばれる）は短い結節のない管をもち，ヒメグモ類が餌に向かって投げつけてラップする粘球糸の源となる「櫛状Ag分泌」と考えられた．葉状腺Agはヤマシログモが口から吐く粘液の糸腺に形態学的・組織化学的に似ている．また、ガムフットの軸糸は鞭状腺糸ではない．大瓶状腺糸または大小瓶状腺糸の組み合わせである．鞭状腺は投げつけ粘球糸のほうである．
シート網を作るサラグモ類の二対のAgの組織化学的特性は円網グモ同様で分泌も同じである．円網グモやヒメグモ類の典型的なAgと違うのは，サラグモのAgには結節（nodule）がない点である．にもかかわらず，二層の上皮は共通で，ヒメグモ類の非典型的な結節なしの管をもつAgの単純な上皮とは違っていた．サラグモ類のAg分泌は円網グモ同様，明らかに鞭状腺糸に摘用されている．わずかな種で調査されただけだが，コートされた糸はシート部とタングル部にあり，数種ではAg分泌が無いなど種内および種間に変異がある．腹部の片側だけにFl/Agが使われていたりする．サラグモ類やコサラグモ類では，網上でのAg分泌はたちまち乾いてしまい，餌をとどめる接着力は無くなってしまうものの，交差する糸の補強や網の安定性の増強には役立ち，網上でのクモの動きを容易にする．
円網の粘球が同一性でないことはよく知られている．スライドグラスに粘球を取ってみると，Flの軸糸の周囲に粘球の核があることが分る．この核粒は粘球の体積の15％を占める．コガネグモ類・アシナガグモ類・カラカラグモ類などの円網グモにはあるが，ヒメグモのガムフットの粘球にはない．核粒は糖タンパク質性ののりのパケットであろう．核粒のサイズとらせん糸の接着力は正の相関を示さないのだが．そこでOpell & Hendricks(2010)は、核粒は糖タンパクのりのアンカーであるというモデルを提唱した．核粒成分と糖タンパク質は異なるAgから分泌されているのかもしれない．Agがニ対ある理由はその辺にありそうだ．
円網の粘球は粘弾性（viscoelastic）素材としてふるまう．急に伸ばされて液体のようになったり，ゆっくり引かれて固体のようになったり．条件によってはゴムバンドのように伸びて昆虫の運動エネルギーを吸収する．湿度が高いと粘球の伸張性が増す（Opell, Karinshak  &  Sigler 2011）．篩板糸円網ではスパンの長さの違いが接着力の違いになるが，端の接触が接着に関連する．円網ではスパンが長い方が短いスパンに比べて接着力が大きくなる．SBM（吊り橋機構）はヒメグモ類のガムフットには無関係である．
［コメント］円網の横糸のアンカー構造やヒメグモの粘球の糸腺の分業、粘球の接着性の保持など知らなかったことが多かった（池田）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Opell, B.D. and H. S. Schwend, 2008. Persistent stickiness of viscous capture threads produced by araneoid orb-weaving spiders. J. Exp. Zool., 309A:11-16.  池田報告．ABSTRACTの訳．もっとも普通に遭遇するクモの円網は餌を補足するのに粘着力のある粘球の捕獲糸に頼っている．これらの糸は連なった球を形成する複数の水溶性溶液に覆われた支持糸から構成されている．球は接着力のある糖タンパク質の粒である．この接着機構は通常の場合，置換される前の一日かそこらは機能がある．これらの短命な特性にもかかわらず，私たち粘球糸の粘着力がもっと長く持続することを発見した．連続して7日間以上の測定をしたとき，ナカムラオニグモの糸の粘着力はわずかな減少も有意にはみられなかった．キバナオニグモ，シマナガコガネグモ（仮称） Argiope trifasciata，メイロオニグモ（仮称）Metepeira labrynthicaの糸は8～10ケ月間たって測定し直してみると，環境条件が同じならば最初に測定したときと同様だった．最初に測定した条件と湿度を同じにすると，球体積や古い糸の接着力は張ったばかりの糸と何も変わらなかった．これらの観察が示すことは，粘性糸はコンタミから保護されており，その親水性や接着特性に関連する化合物は簡単には性質が低下しないということである．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

須黒達巳, 2013. コウライハエトリの分類学的再検討. 須黒報告．コウライハエトリの原記載はウェソロウスカによりメスのみでされた．オスはボーダノビッチとプルシンスキーによって記載されたが、このオスは正しくなかった．コウライの正しいオスはトサハエトリ（オスのみ記載）である．一方、ボーダノビッチらがコウライハエトリのオスとして記載した種はオキナワハエトリ（メスのみ記載）のオスであった．これらの種のCO１を調べて同種の関係を確認した．また、トサハエトリのオス亜成体はコウライハエトリのメス型だった．
［コメント］複数個体で検証し、種内での個体差の小ささと同時に種間でのギャップの大きさを再確認するとよい（谷川）．これら腹部の細長いハエトリは思いのほか頭が小さく餌への食いつきが悪くて飼育しにくい．ヤハズハエトリ幼体が小さなヒメカラスハエトリに捕食される始末（須黒）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

平田慎一郎，2009. カマキリモドキ幼虫の生活. 昆虫と自然, 44(8)．輿石報告．きしわだ自然資料館の平田氏が特集「クモの捕食寄生昆虫」に寄稿したもの．1令幼虫はクモに便乗して発育し，3令を経て蛹になる．海外ではハチに寄生する種も知られている．日本に9種生息．便乗するクモは多い．ヒメカマキリモドキは腹柄に1匹とりつく．キカマキリモドキ（シボグモ・イタチグモ・ヤチグモ・コアシダカグモ）と野外でとりつく虫の種類が違っている（ハエトリ類）．
［コメント］信州大学の塚野真生君が発生研究の傍ら，生活史も研究（須黒）． 

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

　谷川明男，2013．中国文献の探し方．「endemic spiders of China」で検索．ほとんどの中国産クモ文献にヒットする．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男，2013．クモデータの入力方法について．日本蜘蛛学会のホームページに置く予定の入力システムの紹介．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
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　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
参加者　安藤昭久・新井浩司・池田博明・加藤輝代子・加藤むつみ・輿石紗葉子・

腰高直樹・腰高＊・谷川明男・馬場友希

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Nentwig & Nentwig, 2013. Spider Venoms Potentially Lethal to Humans. IN Nentwig (ed.) Spider Ecophysiology, Springer. p.253-264. 池田報告．ヒトを死に至らしめる可能性のあるクモ毒液についての総説．クモ毒は数百の成分の複雑な混合物である．クモ毒は今日に至るまで3億年の進化と適応の歴史を経て，餌を倒す最適のツールと考えられてきた．

ハラフシグモは100種に満たない原始的な蜘蛛で，毒腺は鋏角基節の先端にあり，たいへんに小さく，餌捕獲にほとんど効果はない．トタテグモでは毒腺はずっと発達し，鋏角内部を満たすようになる．3000種もの中形・大形・特に大形の種類がいて，人間を含め動物を襲って殺す危険な動物のイメージを作って来た．しかし，このイメージは完全に間違いである．第三のグループはフツウクモで，クモ類の93％を占める．毒腺は拡大し，前体部に広がる．毒腺開口部は鋏角牙の凸面から凸部横へ移されて拡大した．これらの変化はフツウクモ類がトタテグモ類よりずっと小形であるにも関わらず，鋏角が大型化することを保証する．大きな毒腺を所有し，毒性も強い．たいていの大形のトタテグモ類がヒトには無害であることに鑑みると，このような進化傾向は奇妙な状況である．たいていのクモはヒトを襲わないし，咬みもしない．クモに咬まれたといっても害はないし，たいていは蚊に刺されたかハチに刺された程度のことであるものの，数種のクモは，ヒトに重症を引き起こすことが報告されている．この「ヒトにとって医学的に重要な」種類（5属）が本章のテーマである．

最も危険な生き物はヘビで，年間100万人のうち20人の致死率である．節足動物では最も危険なのがサソリ（0.1～1.4/百万）だが，ハチも危ない（0.2/百万）．クモはずっと低く，せいぜい0.04～0.02/百万である．「クモに咬まれた」という証拠もない場合も少なくない．

（１）シドニー・ジョウゴグモ：これらの種類はオーストラリア南東の海岸部に生息．Whiteら（1995）は年間30～40の刺咬例があると推定，10分の1が医療処置が必要な例で，たいていは毒が注入されなかった「ドライ」な刺咬．刺咬箇所は指が多い．

Isbisterら（2005）の138例の分析では，88％が成体♂が♀探しの際に咬まれたもの，31％が重症化した．重症例の半分は子供．重症例の半分はシドニージョウゴグモによる．7分の１はタチキジョウゴグモ類による．1981年に抗血清導入前は，13の死亡例（半分は子供）があったが，抗血清導入後は死亡例はゼロ．

（２）毒イトグモ：イトグモ♂は2年以上，♀は3年以上の寿命があり，数ヶ月の絶食にも耐えるし，高い密度で生息することもある（納屋に1250匹とか一軒の家に2055匹）が，こんなにクモがいても6年以上，家族の誰ひとり咬まれていない．咬まれる例は就寝中か，着衣のときである．イトグモに咬まれても治療が必要な例は少ない．それに痛まないので傷が悪化しないと来院しない．平均40～60％が壊死を示し，2～16％が重症化する．別の要因，ライム・ボレリア病の感染だった例も多いと考えられる．

　壊死的蜘蛛刺咬症（necrotic arachnidism）という用語が知られている．イトグモ類によって起こされるクモ刺咬症で壊死がある．その毒液にはフォスフォリパーゼD（スフィンゴミエリナーゼDと同じ．膜を破壊し壊死を起こす酵素）が含まれる．

（３）ゴケグモ：咬まれた3分の2の例では激しい痛みが続いて，3分の1の例では眠れない．半分以上では，痛みは次第に増し，手足や腹部に広がる．約70％では発汗，20～30％では全身症状が出る（20％未満では悪心や嘔吐，体温上昇，10％で神経筋症状，10％で痙攣）．通常，痛みは1～2日，他の症状は1～4日間続く．にもかかわらず多くのゴケグモ刺咬例では数時間後に咬まれた場所の痛みもなくなり，症状も出ず，処置も不要．重症化した場合には抗血清が有効である．ゴケグモ刺咬は必要以上に危険視された嫌いがある．

（４）ドクシボグモ：中南米のドクシボグモは体長20～45mmと大形である．ブラジル東海岸の郊外ではよく出会う．夜行性だが，刺咬例は繁殖期に昼間に起こる．患者は手足に広がる焼けるような痛みを訴える．刺咬箇所は膨張し，血管が膨潤する．子供や若者は感受性が高い．90％の症状は軽く，心拍増大が見られる．ここ100年間にブラジルで，10の致死例がある．大抵の例は詳しいことがわかっていない．1985年に2例があり，死亡例は幼児に限られる．毒成分はかなり分析されている．

（５）その他危険と誤解されているクモ：大形の「オオツチグモ」は「タランチュラ」と呼ばれ，ハリウッド・イメージでは，たいへん危険な生き物だが，実際にはまったく異なる．オーストラリア産のオオツチグモに咬まれても局所的な痛みと発赤，傷の程度に応じた出血程度で，重症にはならない．ブラジルでの91例でもオオツチグモの刺咬例は稀である（1％以下）．傷の痛みや発赤で治まる．アシダカグモ類も無害である．コマチグモやヤチグモ，タナグモ，コモリグモでも刺咬例があるが，いずれも症状は軽い．

＜結論＞として，ヒトに重症をもたらすクモの要因は総合的なものである．（１）ヒトと生活面で共存している（全種），（2）市街地に多い（ゴケグモ・イトグモ・シボグモ），（3）大形種である（ジョウゴグモ・シボグモ），（4）イオン・チャネルを標的にする神経ペプチド，またはセキツイ動物やヒトに効く毒化合物（ジョウゴグモ・ゴケグモ・シボグモ），（5）壊死を起こす毒液内酵素（イトグモ），（6）ヒトに対する攻撃的行動（ドクシボグモ）．

年間死亡率は0.001％以下で，クモはハチほども危険な生き物ではない．

[コメント]0.001％は10万分の1．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Vokker Herzig & Glenn F. King, 2013. The　Neurotoxic Mode of Action of Venoms from the Spider Family Theraphosidae. IN Nentwig (ed.) Spider Ecophysiology, Springer. p.203-215. 池田報告．オオツチグモ毒液の作用のうちの神経毒モードについての総説．オオツチグモ科（Theraphosidae）は121属939種を含み［2013年末では950種］，「タランチュラ」の俗称はミスリードを受けやすい名称である．「トリクイグモ」も誤解されやすい名称で，鳥を食べることはない．元はドイツの画家マリア・シビラ・メリアンがスリナムを1699～1701年に訪れた際にハチドリを捕獲するのを目撃したことによる．トタテグモに属し，顎が上下するしくみで毒腺は鋏角の基節に納まる．餌捕獲に糸を使わず，穴の入口で待ち伏せる．通り過ぎる獲物をすばやくつかみ，牙を突きたて毒液を注入する．無脊椎動物だけでなく小形脊椎動物（トカゲやカエル）も取る．
　タランチュラの毒液は他の科のクモより良く研究されている．大形で毒液の量も多く，飼育しやすく長寿で毒液を入手しやすいからである．タランチュラに咬まれてヒトが死んだという記録はない．傷が痛むとか，出血ぐらいの軽傷である．稀に悪心や嘔吐などの軽度の全身症状がある．オーストラリアの種類でイヌに致死的な効果があったという例を除くと，健康に脅威を与えるような例はない．しかし，ポエキロテリア属Poecilotheriaではクモのペット・キーパーを咬んで重症化した例がある．このクモに咬まれた後の症状は，激しい痛み，嘔吐，全身にわたる筋肉の痙攣があり，数週間以上も呼吸困難，拍動増加があり，意識喪失さえ起こった．これら咬症の厳しさは私たち自身の観察でも支持されたので，本属のクモは同じくらいの大きさの他のオオツチグモに比べて毒液の産出量が多いのである．Poecilotheria　sp.＝　Indian ornamental tree tarantula としてペットショップで人気の種類である．特に美しいregalisは＜帝王＞という意味．

　他のクモ毒同様に，オオツチグモの毒液はたいへん複雑である．低分子化合物やペプチド，酵素などを含む．毒液は，いろいろな毒素のまじりあったカクテルである．神経系のイオン・チャネル，Kv，Cav，Navに作用するペプチドは餌の麻痺または死を引き起こす．これらの其々について詳細な説明があるが，要約では省略する．他の毒素は餌または捕食者へ毒素を拡散する酵素の助けになったり，タンパク質分解による変性を抑止したりする．毒素の脊椎動物へ痛みを起こす作用は捕食抑止に役立っている．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Isbister, Seymour, Gray and Raven,  2003. Bites by spiders of the family Theraphosidae in humans and canines. Toxicon, 41: 519-524. 池田報告．ヒトにはたいした症状を起こさないが，イヌには致死的なオーストラリアのタランチュラの刺咬例．咬んだクモは，Phlogiellus sp.（6例）,  Selenocosmia spp.（3例）．ヒトは指を咬まれた例が多かった．痛みは中程度～激痛．全身症状は一人で，6時間の倦怠だった．また，イヌの致死率は100％だった．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Joan Fuchs, Margot von Dechend, Raffaella Mordasini, Alessandro Ceschi, Wolfgang Nentwig. 2014. A verified spider bite and a review of the literature confirm Indian ornamental tree spiders (Poecilotheria species ) as underestimatid theraphosids of medical importance. Toxicon,77:73-77. 池田報告．大きくて美しいのでペット愛好者の間でも人気のインディアン・オーナメンタル・ツリー・スパイダーというインドの樹上性タランチュラでは，ペット飼育者が咬まれて重症化した例が複数報告されている．この仲間はインドとスリランカに生息するポエキロテリア属（Poecilotheria sp.）のタランチュラで，16種が記載．P. regalis は体長6～8cm，レッグ・スパンは16cmと大形でメス成体の牙の長さは10mmもある．メス親は飼育器内で8～12年も生きるとか．

症例報告で，午後3時ごろ救急車で運ばれてきたのは45歳の男性．ペットとして飼育していたP.regalisメス（6歳，体長6cm）に前夜午後9時に右の人差し指を咬まれた．男性は4属9頭のタランチュラを飼育しており，2年前にブラジリアン・ジャイアント・ホワイト・ニー・タランチュラ　Acanthoscurria geniculate に咬まれた経験があった．このときはハチに刺されたときの焼けるような感覚だったという．病院に来たのは咬まれてから半日以上たっており，傷痕はやや発赤しているくらいで，ほとんど見えなかった．やや腫れていたが局所痛もなかった．

咬まれた直後の2時間以内には真っ赤になり，どっと汗をかいた．これらの症状は短時間で収まった．咬まれた15分後に手足から始まって腕と脚に拡がる重大な筋肉の痙攣が起こった．救急室で患者は全身の痙攣がぶり返して，胸の痛みも訴えた．クレアチン・キナーゼは370U/Lと増加（通常は0～200U/L），ECG（心電図）は正常．経口でローラゼパムを投与，さらに静脈注射でミダゾラム2ｍｇを処方されて，症状は治まり，胸の痛みも消えた（「結論」ではベンゾジアゼピンを処方と記述している）．脚の痙攣も収まった．5時間後，患者は帰宅できた．ただ，三週間ほど手の痙攣が完全になくなるまで，毎日二度マグネシウムを飲まなければならなかった．

男性を咬んだクモの方は怪我をした様子はなかったが，二か月後に突然死んだ．

文献によれば1989年から2013年までの24年間に，ポエキロテリアに咬まれた記録は26例あり，飼育者がまさか自分のペットに咬まれるとは思わず，予想外の動きをしてしまったとき，クモが意外に早く動いてあわてた飼育者が指を咬まれるという例が多いという．ヒトの死亡例はなかった．症例は筋肉の痙攣がなかった42％と，痙攣があった58％に分けられた．

痙攣のない例での症状は，局所の腫脹（50％），発赤（50％），中程度の痛み（73％），さらに痒みや焼けるような感覚，悪心，発汗，膝・指・首・肩の硬直，胸のこわばり，呼吸の重さなど．1～4時間で症状は消える．

痙攣のあった例の症状は，局所の腫脹（60％），発赤（53％），激痛（87％），焼けるような感覚，発熱，筋肉痛，呼吸の重さ，動悸，短時間の意識喪失．痙攣が始まるのは咬まれて平均10時間後．症状が治まるのは平均7.6日後（レンジは1～14日間）．筋肉の痙攣は全身が5例，体の主要部分が4例，腕または脚が4例．

咬まれたものの，毒液が注入されなかった場合を「ドライ・バイト dry bite」と言う．クモ毒素データベースには916種類の毒素が登録されており，そのうちの201種類はオオツチグモのもの（1618報文中，275報がオオツチグモ）だが，ポエキロテリア属の毒素化合物はない．この仲間の毒液は他の大形種より量が多いので，それが重症化の原因になっているのかもしれない．ポエキロテリア属のクモは普通はおとなしくて，すぐに隠れる．恐怖を感じたクモは前脚を上げて威嚇姿勢を取るが，咬むこともなく逃げ足の速いクモ．

旧世界のタランチュラ刺咬症例を検討した専門家によれば（Ahmed et al., 2009），旧世界のタランチュラのうち二，三の属はヒトへの毒性が強い種がいる，樹上性の種類の方が毒性は強い傾向があるが餌を早く麻痺させる目的のためだろう，アメリカのタランチュラはアジアやアフリカの種類よりも毒性が弱いと結論しています．

[コメント]ゴケグモ類Latrodectusなみの症状もあったということが分かる（池田）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

Blaikie, A. J., J. Ellis, R. Sanders and C. J. MacEwen, 1997. Eye disease associated with handling pet tarantula: three case report. BMJ, 314: 1524-1525.　池田報告．他にも2012年にLancetに載った例があるという．ペット飼育者がタランチュラに顔を接近させた後に眼に異常を感じた例で，眼科医が調べてみると，クモの飛ばした体毛が角膜を傷つけていました．防衛のための威嚇行動として新世界のタランチュラは毛を飛ばす例があり，ときどき被害例が報告されています（例えばBlaikie et al., 1997）．最近の例はウェブ上やYou tubeにも投稿されていました．チリアン・ローズ・タランチュラやメキシカン・レッド・ニー・タランチュラでの被害例があります．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

W.G.Eberhard, 1987. Effects of Gravity on Temporary Spiral Construction by Leucauge mariana (Araneae: Araneidae). J. Ethol., 5:29-36.  池田報告．ウナバラシロカネグモが足場糸を作る際の重力の効果．クモの円網は複雑な行動の分析には適している．その理由は，外部刺激はほぼ重力のみだし，クモの反応は糸として残り，写真で記録できるからである．通常の網作りの順序は1)縦糸，ワク糸，アンカー糸，2)ハブ・ループス，3)足場糸，4)横糸である．足場糸はスペースの広い非粘球性のらせん状で，ハブの近くから張り始められ，外側までループされる．

　足場糸の位置をガイドする手がかりは知られていない．ヒントン Hingston(1920)は，インディアン・コガネグモ（正確な種名は不明）の脚の動きの観察から推測して，クモは自分の体のサイズを使って足場糸の位置を決めているとした．ケーニッヒ Koenig(1951)は，数種で足場糸の除去実験を行い，空き space には変異があり，ハブから離れるほど広くなることに注目している．ケーニッヒはワク糸への接触がクモに足場糸作りを終わらせる原因になっていることを発見した．

Peters(1970)は，ニワオニグモで，足場糸を張り終えた直後に壊すと，足場糸を再配置すること，その糸は最初の糸よりも網をカバーしないことを発見した．小さすぎるのだった．Vollrath and Mohren (1985)は，ニワオニグモの足場糸が「強い対数特性を持つ」ことを発見した．Eberhard(in press)では，ウナバラシロカネグモで足場糸の区画除去実験の応答から，その距離や向きの記憶を比較すると，そのままの順序で進行し，reference value に合わせるので「足場糸の広さ　TSP spacing」に影響することが分かった．足場糸を張るときの重力の効果を調べた．

自然界でなんら網に操作をしない場合と，実験的な操作をした場合のデータを取った．足場糸の開始位置と「足場糸ループ　TSP loops」　の間の空き spaces のパターンに重力がどのように影響するかを調べたものである．

ウナバラシロカネグモは通常，夜明けの1，2時間前に円網を作るが，この網は朝のうちに壊されて，1～4時間後に二番目の円網が作られる．この再配置網は最初の網より小さく，デザインもやや異なる．すべての観察は成体メスの二番網でなされた．野外の網はやや傾いている．水平方向から平均39.9度，標準偏差12.9度（66網．レンジは10～80度）であった．各セクター（上　UP，下　DOWN，左　LEFT，右　RIGHT）の測定した３本の糸は⇒で示した．

大型のScreened　Cage（2×2×6m)を針金で作り網を張らせた．枠糸だけを残して他は壊してから1時間後．網は吊り枠の位置を変えて傾けることが出来る．

　　クモはハブ作りを突然中断してTSP作りを開始する．非水平網のTSP開始点は上半分にあり，12時の縦糸から始まる場合が多かった．非水平網のThe first loop of TSPは非対称だった．ハブの端からの距離は上方のループより下方のループのほうが長い．平均（上）15.4mm＜（下）16.5mm

　　TSP loops のspacesは，upper sectorよりlower sectorの方が大きい．45度傾きの網では，（上）11.7mmと，（下）14.3mm．0度の網では有意な差はなかった（12.2mmと12.3mm）．ハブから遠くなるほどTSP loops のspacesは大きくなる．45度の42網の４セクターすべての平均は（近）11.1mm，13.6mm，（遠）14.7mm．

大抵の網ではTSPの最後の付着点は枠糸から遠かった．TSP loopsの本数は網全体の面積と関係し，外側のTSPは網の43％内側だった．

[コメント]論文の後半は理解できないため途中までを紹介した（池田）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

谷川明男，2014．種子島キムラグモ類採集行．谷川報告．キムラグモの系統を研究するうえで種子島は重要である．種子島の北側は遺伝的に（CO1＋28S）九州本土の系統なのに，南側は屋久島の系統なのである．しかも，屋久島系統のキムラグモはキムラグモ全体の系統からすると，かなり特異なのだ．形態的にはオス成体の触肢の一部で区別できないことはない．北系統と南系統の分布境界付近で生殖的隔離を説明するために混在が予想される地域で採集を行った．現在，分析中．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

　Dolejs, 2013. Do really all wolf spiders, carry spiderlings on their opisthosoma? The case of Higrolycosa rubrofasciata (Araneidae: Lycosidae). Arachnologische Mittellungen, 45:30-35. 輿石報告．シッチコモリグモの一種は子グモが卵嚢の上に集る．通常の腹背に乗せる子守行動をするコモリグモ Pardosa amentataと卵嚢交換をして卵嚢上に集る行動が子グモ本来の行動であることを証明した． 試験管内で飼育したシッチの一種は4～6日間，まどっていたが，テラリウム内では1～3日だった．Pardosa母グモにシッチの卵嚢を付けると子グモは卵嚢の上に集まり，シッチの母グモ（先球毛はない）にPardosaの卵嚢を付けると子グモは腹背に乗れなかった．卵嚢表面の構造には大差はなかった．

[コメント]卵嚢表面に先球毛様の構造がないのは当然だが，属によって卵嚢構造に違いがある．例えばPardosaの卵嚢，カワベコモリやハラクロコモリの丸い卵嚢，Pirataの白い卵嚢はそれぞれ異なる特徴がある（輿石）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

加藤むつみ，2014．都立高校生のクモ観．加藤む報告．1998年～2011年の生徒への最初の授業のアンケート調査の結果を報告．「生き物の感じ方アンケート」で，嫌いな生き物と好きな生き物を尋ねている．嫌われる生き物ベスト１はゴキブリ．クモ嫌いは4％だった．好きな生き物のベスト１はイヌ．クモ好きをあげたひとの好きな理由は多様だった．ニワトリやゴキブリ，糸を出すクモなどの図を描かせたなかには面白い間違い図がたくさんあった．四本足のニワトリを描く生徒が結構多い．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

安藤昭久，2014．オウギグモの越冬．安藤報告．オウギグモは秋に産卵する．枝上に長さ2cm程度の卵嚢を作る．卵嚢からは5月中旬～6月初めに出のう．オウギグモ卵は冬の間休眠しているのではないか．

　2012年秋10月に産卵した卵嚢を3月9日に解剖してみると既に脚ができ発生が進行していた（4月26日孵化，5月21日脱皮）．2013年は12個の卵嚢を準備，産卵後一週間おきに解剖している．12月上旬以降，発生が停止している．12月5日に最高気温15℃，年平均気温10℃の境目がある．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

馬場友希，2014．四国南部におけるトクシマヤミサラグモの分布と交尾器変異．馬場報告．トクシマヤミサラグモの雌の交尾器には著しい地理的変異がある．遺伝的・形態的には４つのクレードに分かれる．これまで未調査だった高知県南部で採集し，形態と系統を解析した．交尾器の進化パターンを解析していきたい．

[コメント]集団内の変異の解析は（谷川）．同一地点での採集個体数を増やしていきたい（馬場）．三次元解析が可能になるとよい（安藤）．ヤミサラグモの分布を見ると房総半島には分布しないのが不思議（馬場）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

腰高直樹，2014．You-tubeにkoshyfilmsとしてアップしている動画の紹介．腰高報告．「ヒラタグモの餌捕獲」「ヤマオニグモの造網」「クロマルイソウロウグモの餌盗み」「ワキグロサツマノミダマシとゲホウグモ幼体の造網」．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
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参加者　安藤昭久・池田博明・加藤輝代子・加藤むつみ・輿石紗葉子・新海明・須黒達巳・谷川明男・馬場友希・八幡明彦

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

BBC Earth Newsより. 池田報告．(1) Ella Davies, 2011.Feb.8. Madagascar’s elusive shell-squatting spider filmed. BBCの撮影隊がマダガスカルのアシダカグモの一種Olios　coenobitusがカタツムリの殻を吊り上げて住居にする行動は撮影した．(2) Matt Walker, 2010. Sept. 16. Gigantic spider’s web discovered in Madagascar. ダーウィン樹皮蜘蛛 Caerostris darwiniは橋糸25mにもなる大きな円網を張る．数日間張り放しである．(3) Matt Walker, 2010. Baby cannibal spider gang makes web vibrate in time. ガケジグモの一種Amaurobius feroxは母親食いをする．その後子グモの集団は一斉に同調して網ゆすり行動を見せる．その後集団捕獲行動になる．韓国のKimによる． (4) Matt Walker, 2009. Female cannibalistic spiders find males distasteful. Shawn Wilder and Ann Rypstraはオスを食うコモリグモHogna helluo の食べたコオロギとオスを栄養比較してオスを食べることが脂質取得に役立っていないことを明らかにした．メスは卵のため脂質を必要とする．コオロギの72 ％は食われ、そのうちの20％が脂質であるが、オスは51％が食われ、脂質はたった 5％ にすぎない．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Abe, H. and H. Okuhara, 2013. Females' web-building characteristics of Achaearanea japonica (Arachnida: Araneae). Far Eastern Entomologist, (269):1-12. 池田報告．奥原日向子の卒業研究である．研究場所は日本大学構内（藤沢市），研究日時は2010年6月から9月まで79個の網．ヒメグモ成体は亜成体よりも有意に大きかった．体長が大きい方が総卵数が多い傾向がある．網体積も成体になるほど，やや大きくなる．網高は成体になると，有意に低くなる．単独の亜成体メスより，同居メスのほうが大きかった．
［コメント］池田の調査結果では網を張る高さには有意差が無かった（池田，2010）．奥原論文には結果の比較や考察は，ない． 

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Agnarsson, I., J. Coddington and M. Kuntner, 2013. Systematics: Progress in the study of spider diversity and evolution. IN Penney (ed.). Spider Research in the 21st Century. Siri Scientific Press. 58-111.池田報告．コディントンには2005年に形態学・分子学を総合した科の系統関係を論じた総説があった．今回はその改訂版である．系統分類学（systematics）の分野には少なくとも３つの要素がある．inventory目録要素，taxonomy分類要素，phylogeny　系統要素である．1970年代から系統学の飛躍が始まった．飛躍のステップの第一は分岐分類学の理論、第二は系統学への造網行動データの組み込み（円網蜘蛛Orbiculariaeの単系統性を支持するデータは増えたが、分子的分析は確固たるものではない．多くの遺伝子分析を要する）、第三は生きたクモの糸使いの重要性、第四はDNAによる証拠（1990年代から）である．このうち、分子的分析にはマーカーがまだ少ないものの，今後の大規模な発展が期待される分野でもある．ところで、世界中のクモはいったい何種ほどいるのだろうか．種数を見積もる式はEs＝(Ks-S)*Usで、Esが見積もり全種数,Ksは既知種数,Sはシノニムと無効学名の率で10％,Usは既知/未知種から求めた未知種の期待値で、クモの場合には3.18．単純に算出すると12万種となる．しかし，熱帯林の未知種が判明すれば、21世紀初頭には、20万種を超えるだろう．
実際に系統を論じる場合に手がかりとなる分子系統学はここ10年に急激に増えてきた分野である．分析されたcladeはMygalomorphae, Salticidae, Orbiculariae, Lycosoideaであった．系統関係にとって重要なデータが得られたものの，科どうしの関係といった基本的な疑問に答えるのに適切なマーカーは十分でない．Genbankに登録された配列の半分以上が７科（ハエトリグモ・コモリグモ・サラグモ・ヒメグモ・コガネグモ・ユウレイグモ・カニグモ）で占められている．フクログモ・ワシグモ・タマゴグモの登録は貧弱である．このうちタマゴグモ（1016種）は最初のDNA配列が2012年11月にやっとGenbankへ登録された．現在のところ3000種余（全体の10％弱）の配列がGenbankに登録されている．COⅠは2200種以上．
コディントン（2005）では単系統性が支持されたクレードがあった．Mygalomorphae, Atypoidea, Opisthothelae, Entelegyne, Araneoidea, RTA cladeである．
10遺伝子座の証拠を使って系統樹を作成してみると大きく，Mygalomorphae, Haplogynae（単性域類）クレード．次にEntelegynae（完性域類）クレード（Pholcidae, Araneoideaを含む）、RTAクレード（Agelenoidsを含む）、Higher　Lycosoidsクレード（Dionycha二爪類を含む）と続く．
［コメント］ベイズ分析では95％以上なら信頼性は確実だが（谷川）．信頼性が低い分岐もあり（池田）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

新海明，2013.　ジョロウグモの個体数密度の年変化（40年間の記録）、およびその他のクモ」類での個体数密度の変化傾向. 新海報告．清澄山・東大演習林内の郷台林道（2500m）のジョロウグモのロードセンサスを1974年から2013年にかけてのデータを概観する．100m当りの個体数は0.3～41.9の間で変動した．長田の気象との関係の分析によれば夏の降水量が多いと翌年の個体数が減少するという傾向があった．ジョロウグモのほかにオオヒメグモ（1988～1999年）の記録があった（2頭～86頭）．八王子城址ではアカイロトリノフンダマシ（1980～1985年）にも22頭～0頭の変動が観察された．経験的には一時的に多産した種が絶滅してしまったという事例も観察している．クモの変動は通常の事態であるようだ．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

輿石紗葉子，2014.　オスパルプのSEM画像.　輿石報告．ナミコモリ、ハラクロコモリ、ウヅキコモリ、カワベコモリ、シッチコモリ、モリコモリなどのpalpのSEM画像を撮影．腹部腹面や背面の毛も撮影．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

八幡明彦，2014.　ウタツホラヒメグモの新聞報道.  八幡報告．田束山で発見され記載されたウタツホラヒメグモの記事が三陸新報（1月8日版・10日版）、朝日新聞宮城版（12月30日）に報道された．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

馬場友希，2014．四国南部におけるトクシマヤミサラグモの個体群解析．馬場報告．高知南部の種の遺伝子を分析したところ、クレード５と結論づけることができた．クレード間のメスの生殖器形態およびオスの生殖器形態をshapeで分析．鍵と錠の関係を検討中．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
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　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

参加者　池田博明・加藤輝代子・加藤むつみ・新海明・谷川明男

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Robert B. Suter and Gail E. Stratton, 2013. Predation by Spitting Spiders: Elaborate Venom Gland, Intricate Delivery System. Nentwig (ed.), IN Spider Ecophysiology , 241-251. 池田報告．
スライドグラス上にヤマシログモを吐糸させると，吐糸は二分したジグザグのパターンで（30cm，18-32mS，300-1700Hz），左側の糸はクモの左の牙から，右側は右の牙から出されている．吐糸の基から先までは鋏角の伸長による．吐糸時間は18～32ミリ秒間．毒腺からは糸・のりの混合物を吐きかけて餌を倒す．毒腺は5種の組織学的領域を持つ（前に3種，後ろに2種）．吐糸に毒を含むかどうかは，はっきりしない．クモが吐いた糸と糊だけでは虫は麻痺しないので，吐く糸と糊には毒は含まれないのだろう．ヤマシログモには，虫のクチクラや関節を透す毒素もないし，イトグモでは壊死をもたらす酵素スフィンゴミエリナーゼもない．
毒腺内には腹部糸腺にあるような糸の液晶成分が詰まっている．この糸はクモの腹部の糸腺で作られる糸と相同であるという仮説をたてた（Suter and Stratton 2009)が，最近Garb and Correa（私信）が毒腺と腹部の糸腺のｃDNAを比較したが，この仮説は支持されないという．
吐液噴出3ミリ秒後には糸は最初の長さの60％に収縮し，集合による0.3ミリニュートンの力で餌の脚を体にくっつける．糸は十分な張力を持ち，餌が動けなくなるとクモは突出する脚や触覚を咬んで毒を注入する．
毒腺の体積の大半は糸先駆物である．他には粘性をもたらす糊状物質がある．実験室内で虫に対したとき，髪の毛で胸板を刺激すると，クモは糸を吐く．多くのクモでは，開口部は牙の末端部（distal end）付近で，牙の凸表面にあるのだが，ヤマシログモでは，牙の基部縁（proximal margin）に開口している．牙の側面に溝が走っている．上顎は前後に動かせるし，同時に牙は左右に振らせることができる．牙の振動はサイズが増すにつれ小さくなると予想したが有意な変化はなかった

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Dirk Sanders, 2013. Herbivory in Spiders. IN Nentwig (ed.), Spider Ecophysiology. 385-391.  池田報告．クモは一般にジェネラリストの捕食者とされているが，ネクター食 (Vogelei & Greissi 1989)や花粉食（Smith & Mommsen 1984)，動物餌のサプリとしてのネクター食 (Jackson et al. 2001)，アリ－アカシア植物の葉のチップ食 (Meehan et al. 2009)が知られてきて，クモは雑食性なのか肉食性なのかが問われてきた．
ニワオニグモAraneus diadematus 幼体 (Smith & Mommsen 1984)は，網をリサイクルついでに花粉を付加的な食物資源として利用する．花粉や胞子は豊富である．サラグモの網にもよく花粉がかかるが，実験室内で試すとFrontinella communisの80％，Tennesseellum formicumの90％が花粉を食べた．Thomisus onustus 幼体も飢えると花粉を食べる．もっとも数種類のクモが網上の花粉を無視するという証拠もある (Carrel et al. 2000)．胞子は異なった有機化合物を持っている場合もあり，代謝に有害な物質を含む場合がある．
花粉食よりも例が多いのがネクター食であり，カニグモ (Beck & Connor 1992; Pollard et al. 1995), ハエトリ (Jackson et al. 2001), 数種の徘徊性クモ (Taylor & Forster 1996)でよく研究されている．Chen et al. (2010)はフルクトース試験を行った結果，有効だったのがササグモ, カニグモ, キシダグモ, ハエトリ, コモリグモ, アシナガグモ, コガネグモ, ジョロウグモ, タナグモ．無効だったのがサラグモ, フクログモ, ヒメグモだったと報告している．ハナグモ（216頭）では♀42.9％より♂87.5％，幼体26.5％より成体66.7％がより有効．Misumenoides formosipes ♂はネクター食で寿命が延びたが，♀は蜜食が稀だった（Pollard et al.）．
90種のハエトリでネクター食を記録でき，初期幼体のサプリと考察された．徘徊性のクモの活動性を増す証拠があり，イズツグモ科のHibana futilisではネクターの刺激を記憶している．ハナグモの成長を早め，産卵間隔を短縮し，卵数を増やす．ネクターの有効成分は糖だけではない．
アリ植物共生の搾取が知られてきた．キップリングハエトリBagheera kiplingi はアカシア・アリの運ぶアカシア葉のチップを横取りするが，アリ幼虫も食べる．このハエトリはアカシア・アリのいる場所にいて，一年を通してそこで育ち，アリのパトロール率の低い古い葉のふちのチップに巣を作る (Meehan et al. 2009)．
ジャケツイバラの一種Chamaecrista nictitansの上のハエトリグモ (Eris sp. & Metaphidippus sp.)はネクターを集めるだけではなく，植物食性昆虫やアリ，ハチ，他のクモも食べる．しかし，選択実験をするとネクターを出す花を好む．ハエトリがいる方が結実が良い．これは花とクモの共生の例である．
　結論．サプリとしてのネクター食は多くの科で見られたし，造網性クモの花粉食も数少ないながらも研究された．餌が乏しいときには生存に有効である．その有効の程度に関してはアイソトープを使うといった研究からのデータが必要だろう．クモとネクター食から一歩進んだ共生関係の例は，もっと見つかるのではないだろうか．
［コメント］アイソトープを使った実験報告はPLoS ONEに既に出ている（谷川）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Rainer F. Foelix, Bruno Erb and David E. Hill. 2013. Structural Colors in Spiders. IN Nentwig (ed.), Spider Ecophisiology, 333-347. 池田報告．300年も前にニュートンは色素によるものでない，構造色を知っていた．光学密度の違いによる薄い板の積み重ねが引き起こす色である．著名な構造色は虹色（iridescence）である．鳥の羽根や昆虫の翅，貝の殻，花弁，鉱物，油球，シャボン玉の例がある．クモの研究例は少ない（Foelix et al.2009; Ingram et al.2009, 2011; Parker and Hegedus 2003）．このレビューでは，タランチュラとハエトリの二科の構造色に焦点を当ててみる．
ブラジルやギアナ，スリナムの青色牙のタランチュラ[Blue fang tarantula] Ephebopus cyanognathusに弱いＬＥＤ光を当てると牙表面の光沢が深青色と紫色を帯びる．この構造色は毛のクチクラの層状構造がもたらす反射光特性のためである．UVと深青色光，緑光を主に反射していた．インドのグーティ・サファイヤ［Gooty Sapphire］Poecilotheria metallicaは全脚・触肢・上顎に「青色」（虹色）と「黄色」（色合いを変える）の毛をもつ．青色毛と黄色毛は表面突起の構造が異なっていた．
ハエトリグモの構造色の多くは鱗毛（scales）の形態による．スケールとはソケットの近くで傾く柄をもつ平べったい毛 (setae)のことである．体表のクチクラに密着または平行に寝ている (Hill  1979; Townsend and Felgenhauer 1998)．サイズと形態は多様であるが，大雑把に三グループに分けられ，lanceolate, spatulate and lamelliform である(Roth 1993)．また，上顎に派手な色彩をもつハエトリが多いが，この構造色は毛によるものというよりはクチクラの表面構造によるものである．
Phidippus regius♀の深緑色の上顎(a)やその幼体の上顎の色（緑色から青色や紫色に変化する）は外皮表面が二層構造になっていた．
結論．タランチュラでは特殊化したhairが構造色をもたらしていた．これらのhairは内部にナノメーターレベルの層状構造を持っていた．フツウクモ類ではhairではなく，scaleの型が構造色をもたらしていた．表面での回折もあった．表面回折はパーカーの光スイッチ説によるとカンブリア紀に進化したものだろうか．
クモの構造色の行動的な意義はなんだろうか．昼行性のハエトリに見られることから，オス間威嚇誇示行動での役割が考えられる．体色の重要性は証拠もある．ハエトリの幼体と成体で面と向かった餌やヒトに顎等をチラつかす行動は，オス間誇示でも見られた．解釈が困難なのはタランチュラは夜行性だということである．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

市原実・池田博明，2014．静岡県袋井市下山梨の水田のクモ．KISHIDAIA予定．池田報告．2013年6月下旬から二週間粘着トラップで捕獲したクモの記録．スネグロオチバヒメグモのオスが優占していた．
［コメント］トガリアカムネグモは北方系の種なので同定ミスだろう（谷川）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

Miyazawa, H., C. Ueda, K. Yahata and Zhi-Hui Su. 2014. Molecular Phylogeny of Myriapoda provides insights into evolutionary patterns of the mode in post-embryonic development. Scientific Reports, 4：4127.池田報告．この原報は読解不能なので，JT生命誌研究館のプレスリリース（2014年2月19日）を紹介．複数の核遺伝子を用いて多足亜門の系統関係を調べ，コムカデ綱が最初に分岐したこと，化石情報を加味して分岐年代を推定するとカンブリア紀の初期となることを解明した．またコムカデ綱は半増節変態を行うことから，多足動物の祖先は「孵化してから死ぬまで脱皮し続けるが，体節を増やすのをある時点で止める」変態だったことが分かった．
［コメント］使われた核遺伝子3種（DPD1，RPB1，RPB2）はRNAからcDNAを作って読み取る方法．イントロン部はアライメントできないのでRNAを利用する（谷川）．萩野康則さんに聞いたところ，形態的な系統分類で重視されていたのは小顎数（三顎がムカデ綱とコムカデ綱，二顎がエダヒゲムシとヤスデ）や生殖器の位置（前性がエダヒゲムシ，ヤスデ，コムカデ．後性がムカデ，昆虫）（池田）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

加藤輝代子，2014．西表島のクモ．加藤輝報告．先日，沖縄県西表島へ平松毅久氏と調査行．ツツゲホウグモ，緑のハグモ，ヤエヤマシボグモ，リュウキュウミドリヒメグモ，ヒメユウレイグモ，ムネグロサラグモの一種などを観察．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

加藤むつみ，2014．トゲグモの出のうと日長．加藤む報告．トゲグモは野外では晩夏から秋に産卵・孵化，越冬しゴールデンウィークの頃に出嚢する．この生活史を支えている要因が日長ではないかという見解を聞いた．多くのトゲグモを飼育していた2000年前後，卵嚢を置いた室内環境は長日条件だったが，飼育記録を見直したところ，卵嚢（幼体）で室内に持ち帰ったものは5月に出嚢したが，卵嚢（卵）からは当年の秋に出嚢していた．
［コメント］日長感受性が卵の時期なのではないか（加藤む）．積算温度が重要な場合もあるのではないか（加藤輝）．感受性が卵の時期と幼体の時期とで異なる作用をしている可能性もある（池田）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

加藤むつみ，2014．脱皮殻を透して見るキチンの厚み．加藤む報告．トゲグモの脱皮殻を透過光で見ると殻のキチン板の厚さの違いがはっきりわかる．トゲグモの場合には海上に点々と浮かぶ島のように肥厚部（トゲ部）が見られる．刺毛のソケット部もやや厚い．ムツトゲイセキグモの脱皮殻では薄い部分だけでトゲグモのような島様の肥厚部は見られない．脱皮失敗の例ではこの肥厚部分がひっかかってしまう例もあるのではないか．
　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

新海明，2014．オオジョロウグモの造網行動．KISHIDAIA，(104): 20-26. 新海明報告．オオジョロウグモの網は普通は更新されるが最初からの造網過程は観察困難である．飼育中の個体でかなり最初の時点から造網を観察できたので報告する．ワク糸と基礎タテ糸の作成，タテ糸セットの作成，ヨコ糸の作成と進み，2時間で網（50cm×40cm）が完成した．
［コメント］T構造の作成法が理解されにくいと思う（新海）．足場糸がないと分枝が作れない．この動作は連続した行動なので，足場糸と縦糸は同じ糸腺からの糸であろう（新海）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男，2014．種子島のキムラグモ，九州のキムラグモ．谷川報告．異なる核遺伝子をもつキムラグモの混在域を見つけ，核遺伝子を調べている．種子島では調査に都合の良い混在域が見つかった．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明，2014．映画『スパイダー・パニック2012』『スパイダー・パニック』の紹介．談話会通信予定．池田報告．前者の原題は「Camel Spiders」（ヒヨケムシ），後者の原題は「Eight Legged Freaks」（八本脚の怪物）．ともにUSAのアリゾナを舞台にしたパニック・ムービー．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　
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参加者　安藤昭久・池田博明・加藤輝代子・加藤むつみ・輿石紗葉子・須黒達巳・谷川明男

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Burmester, T., 2013. Evolution and Adaptation of Hemocyanin　Within　Spiders. IN Spider Ecophysiology , 3-14. 池田報告．節足動物のヘモシアニンはフェノール酸化酵素起源である．この銅イオンを含む酵素は，免疫反応とクチクラ硬化に関係する．節足動物の分類群のあるものはヘモシアニンを失って，酸素供給をヘモグロビンに依存するものもある．呼吸タンパク質を欠くものもある．ある種の十脚類と六脚類には，酸素を結合しないヘモシアニン近縁のタンパク質が見られる．これらはシュードヘモシアニン（クリプトシアニン）とかヘキサメリンと言われているが，呼吸機能ではなく，主に貯蔵タンパク質と考えられている．
  ヘモシアニンは六量体で、2個の銅原子が1分子の酸素と結合する．サブユニットは620-630個のアミノ酸が結合したもの．組み合わせにより8種類の型に分けられる（クモは4×6が多い．カブトガニは8×6）．ザトウムシ・カニムシ・ヒヨケムシ・ダニにはヘモシアニンが無い．
カブトガニがクモと分岐したのはオルドビス紀で、サソリが分岐したのはシルル紀末．クモへの分岐は古生代ペルム紀，完性域への分岐は中生代三畳紀．
  オオツチグモのような原始的なクモは4×6/サブユニット（a～ｇ）７個の構成であり，同じ構造はAtrax, Atypus, Nemesiaにもあり．普通クモの円網蜘蛛類にも4×6ヘモシアニンがある．ジョロウ・ユウレイ・チリ・サラ・ヒメ・アシナガの各クモ．完性域類のクモはかなり複雑である．
ブラジルドクシボグモには2×6と1×6が約2：1で見られる．同様の構造はタナ・フクロ・シボ・ワシ・コモリ・ササ・エビ・キシダ・ハエトリ・アシダカ・カニの各クモに見られる．これらはRTAクレードに含まれるクモである．
ブラジルドクシボグモのヘモシアニン分子分析から分かってきたことがある．このタンパク質はｇ型サブユニットのみで出来ている．他のクモで見られるaからfまでの6個の型は無い．それでも6個のｇ型があり，2×6構造を保っているのである．この6個のサブユニットは2億3千万年前から独立に進化してきたのである．RTAクレードの祖先はおそらくｇ型のみから成る単純な六量体ヘモシアニンを持っていた．続いて遺伝子重複が起こり，1億3千万年前にそれが終わって，6個の異なるサブユニットが生じたのだ．複雑なヘモシアニンの型の進化はこの分類群に起こった形態的・行動的変化によって説明できる．
ヘモシアニンには酸素を結合するという特性は維持された．現在は複雑な気管系を持ち，活発なハンターであるRTAクレードのクモは矮小化の時期や低活動の時代を経過してきた．洗練された酸素の運搬者というよりも酸素に高い親和性をもつ貯蔵タンパク質の，ｇ型サブユニットだけで単純な1×6のヘモシアニンだった．クモの4×6ヘモシアニンを失うことと気管の進化はあいまって起こったことである．しかし，サイズの増大は後の話で，活動的なハンターに必要な代謝を支えるには非効率的な単純な気管系が克服されてからである．より複雑な2×6が進化した．おかげでアロステリックな相互作用とより効率的な酸素輸送が可能になった．
ヘモシアニン重合体再構成の原因となったのはペルム紀の大気中の酸素レベルの減少だっただろう．
異なる分岐をした例がカヤシマグモの一種に見られる．この場合にはｂとｃのないたった5種のサブユニットからなる六量体を持っている．ユニットｂとｃは六量体間をつなぐのに必要なので，4×6構造は出来ない．驚いたことに単純な六量体をもつと報告されていたイノシシグモの一種は実際にはヘモシアニンは無かった．
鋏角類で酸素運搬タンパク質といえばヘモシアニンであり，他の呼吸タンパク質は知られていない．ヘモシアニンを失った鋏角類（ザトウムシやダニなど）にはよく発達した気管系があるという特徴がある．大気中の酸素を効率よく取り込めるのである．書肺はあまり効率がよくない．そういった状況ではヘモシアニンは取り込みにも分布にも有効である．単性域類で酸素運搬タンパク質を失ったイノシシグモの一種（クモ類で唯一ヘモシアニンを失った例である）には，非常に高度に発達した気管系があった．
ヘモシアニンは（哺乳類の赤血球のように血球中にあるのではなく）体液中に蓄積する（その量は120ｍｇ/ｍｌ以上である)．ヘモシアニンは血球から放出される．驚愕すべきことに，鋏角類のヘモシアニンの配列にはN末端信号ペプチドが含まれていない．これは分泌経路の標的タンパク質なのだが．むしろ鋏角類のヘモシアニンはフリーのリボソームで合成され，細胞破裂によって放出される．クモのヘモシアニンはゴルジ体を通らず，炭水化物をまったく運搬しない．こういった特徴はヘモシアニンの起源が原フェノール酸化酵素であることを示している．大顎類では小胞体で信号ペプチド獲得．進化の間，環境条件はヘモシアニン重合体の構造に影響しただけでなく，その酸素結合速度をも形づくった．大きなヘモシアニン重合体はたぶん酸素運搬機能も高く，進化的利益があったに違いない．重合体の特性として酸素結合の協同やアロステリック調節が可能になる．その結果酸素解離曲線はシグモイド曲線になる．クモのヘモシアニンは典型的なアロステリックなふるまいを示した．結合特性は温度やpHやアロステリック効果に影響される．例えばAphonopelma hentziは50％飽和度は４mmHgから54mmHgまで変異する．重要なのは酸素親和性がpH依存なことである．
ヘモシアニンの断片はAphonopelma hentziのクチクラ成分となる．ヘキサメリンやシュードヘモシアニン，ヘモシアニン近縁のタンパク質がクチクラに統合される．A.hentziのヘモシアニンはエクジソンとの結合には親和性が低いが，この点では，昆虫のヘキサメリンと同様である．ヘモシアニンはエクジソンのような疎水性のステロイド・ホルモンを体液中で輸送して，脊椎動物の血液中のアルブミンと同じ働きをしているようだ．試験管内ではフェノール酸化酵素活性を示す．カブトガニで，抗生ペプチド同様の血液凝固酵素がヘモシアニンをフェノール酸化酵素に変換する発見があった．この発見は鋏角類の免疫反応をヘモシアニンと関連づけることとなった．他の節足動物門と比べると，鋏角類は真のフェノール酸化酵素を持たない．病原体防御におけるこの酵素の役割が，ヘモシアニンによって仮定されたように思われるが，カブトガニと同じ仕組がクモにもあるかどうかは未解決．
［コメント］フェノール酸化酵素は分子状酸素の存在下で，フェノール類をキノン類に変える酵素である．アスコルビン酸酸化酵素とともに銅タンパク酵素に数えられる．キノンによってタンパク質が架橋され硬化する現象はキノン硬化として知られている（池田）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

宮竹貴久『「先送り」は生物学的に正しい』2014年3月発刊、α新書．池田報告．食物連鎖の重要性はエルトンが『動物生態学』で最初に指摘した．捕食-被食の関係はピラミッド型ではなかった．むしろ「食物網」と呼ばれる関係である．また、食物網も静的な関係でなく，立体的・動的である．捕食者が被食者を選んで食べる事のできる構造が進化的な時間のスケールではより長く持続可能であることが分かってきた（近藤倫生，2003）最適採餌戦略をとる捕食者のもとでは被食者は食いつくされず，生き残った被食者が繁殖できる．持続できる資源供給が可能になるのだ．では、「死んだふり」戦略は生存に有効なのだろうか．それには3条件を証明する必要があった．その形質には【1】個体変異がある．その形質は【2】遺伝する．その形質は【3】自然選択される（適応的である）．
「死んだふり」時間の長い個体＜ロング＞系統と，短い個体＜ショート＞系統を人為選択．15世代（2年間）後では擬死時間は＜ショート＞系統が0，＜ロング＞系統が10分．擬死する形質の「変異」と，「遺伝」を証明した．また、主たる天敵はアダンソンハエトリだった．ハエトリの捕食戦術はジャンプして，虫にかみつく．いったん離す（甲虫は体が硬いため）．そこで甲虫は擬死する．
捕食率は＜ロング＞虫は1/14＝7％（擬死個体の生存率93％），＜ショート＞虫は9/14＝64％（生存率は36％）．
Nature，2004年10月に掲載された．ルクストン教授（グラスゴー大学）の対立仮説の提言「甲虫は味のまずい虫で擬死行動は化学的な警告ではないのか．ロング系統がショート系統よりも嫌な臭いをたくさん放出しているのかもしれない」．つぶすと放出される刺激臭はメチルベンゾキノン．擬死した虫はこの物質を放出しなかった．クモに咬まれて殺されたときだけベンゾキノンを放出していた．ロング系統だけを入れたシャーレ，ロングとショートを入れたシャーレで比較すると、ロングだけ4割生存．ショートと対では95％以上のロングが生存．擬死個体は動く他の個体に捕食者の注意を向けていた．
すべての個体が擬死してしまっては，擬死する個体のメリットがない．通常，野外の甲虫は擬死しないか，数秒で覚醒する．数分以上擬死する個体を数％含む集団もある．コクヌストモドキの場合には天敵が多いほど擬死個体の割合が多くなるロング系統よりショート系統の脳ではドーパミンが多量．ドーパミンがうまく作用しないのがロング系．カフェインを飲ませたロングは擬死できなくなった．ロングのほうが早く成虫になり長寿だったが・・・．なにかと擬死するロングより，ショートは異性と出会う率が高い宮竹貴久の他の著作『恋するオスが進化する』（メディアファクトリー新書）は雌雄の性的対立を紹介．与太話にズレルと批判されている．
帯に「頑張るだけでは報われません」とある．生き物が進化の結果獲得した捕食者に対する戦略、つまり食べられないようにするための戦略に「先送り」や「死んだふり」「擬態」「寄生」といった知恵がある．そこから現代社会を生き抜く知恵を学ぼうというスタンスである．竹内久美子に似ている．虫と人間つまりヒトには大きな違いがあることを無視しないと、虫とヒトの比較は出来ないのである．その違いとは、虫の行動は生まれつき決まっている遺伝的な形質なのだが、ヒトの行動は学習によって形成される後天的なもの、つまり文化的なものだということである．性でいえば、ヒトではセックスよりもジェンダーが大事だということだ．虫にはジェンダーはない．したがって、虫から得られた教訓というものはすべて眉唾である．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男，2014.　種子島のキムラグモ．谷川報告．形態差の小さい種子島北部系統と南部系統の間にはミトコンドリアのCOⅠでは大きな違いがある．生殖隔離があればこの二つは別種と判断できる．混在地域を捜し、その地点で両者を採集、28S核DNAを分析した結果、生殖隔離が証明された．南部系統はヤクシマキムラグモと判断でき，北部系統はヒゴキムラグモかキムラグモのどちらかである．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男，2014．キムラグモ類全体の系統関係．谷川報告．Hauptはキムラグモとオキナワキムラグモの起源についてオキナワキムラはフィリピン南方から来たという仮説を立てている．しかし、DNAを解析したところ、オキナワキムラグモは中国大陸経由で日本に渡来したと考察できた．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

須黒達巳，2014．奄美大島で採集したクモ．須黒報告．2014年3月9日から14日にかけて奄美大島でクモを採った．エラブウラシマグモ、アマミヨリメケムリグモ、アマミキムラグモ♂、アマミジョウゴグモ、ガケジグモの一種、ハタケグモの一種、エビグモの一種、ヒガシコモリグモ、リュウキュウコモリグモ、ヤンバルコモリグモ（河原の石の下に住む）、ネッタイコモリグモ（林道のリターに住む）、ケアシハエトリ、アマミクチバハエトリ（第１脚の下面が青黒く輝く．ボックス・カルバートの天井に多数生息している．ウデボソハエトリ、コミナミツヤハエトリなどを発見．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明・西湘高等学校生物部，2005~2006，アマガエルの繁殖期は短い．池田報告．浅間茂ほか『水辺の生きもの』（全国農村教育協会，2013年）は千葉県のカエルの生態情報が書かれた良書だが、ニホンアマガエルの繁殖期を4月中旬から6月中旬としているのは、神奈川県西部域の結果と合わない．オスは4月から鳴き始めるもののメスの卵巣はまだ成熟していない．メスの成熟はゴールデンウィークが過ぎてからである．実際の成熟の判断はメスを解剖することでしか分からない．飼育による幼生の成長の記録から野外の幼生のサイズを手がかりに産卵日を推定すると、早くても5月8日だった．また、7月4日には水田は中干しされてしまうため、足の出ていない幼生は全滅する．産卵から足が出るまでに34日間かかることを考慮すると、5月末日までに生まれた幼生は生残できるが、6月以降に生まれた幼生は中干しで全滅してしまうと予想できた．
［コメント］千葉県の田植えは4月中旬と早い（加藤輝）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明，2014．高校生物の高度化．池田報告．高校生物の内容が最新の内容を盛り込んで難化している．それも教員がおそらく戸惑うだろうほどの難しさ．これを教わる生徒は気の毒である．
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. Toft, S., 2013. Nutritional Aspects of Spider Feeding. IN Spider Ecophysiology , 373-384.　27章を池田報告．27.1.　イントロダクション

クモの餌は生命維持・成長・繁殖に必要なエネルギー・栄養分・水を供給するが，その養分獲得には捕獲・消化・代謝のコストを払っている．餌には不消化分画と毒も含まれるのでその扱いもコストになる．最近までは動物組織は栄養豊富でバランスも良いので，捕食者は高品質の栄養を消費しているというコンセンサスがあった(Slansky & Scriber 1985)．これら捕食者動物の食物ストレスは餌不足や飢えであり，最適採餌モデルがエネルギー取りこみを最適化するという概念が捕食者の行動を説明してきた．ここ二十年間の研究で、クモを含めて数種の無脊椎および脊椎動物がジェネラリスト捕食者であるという見方が否定された．クモの栄養状態はストレスが多いと思われていたが，飢餓だけがストレスではなかったのだ．餌が貧弱であれ豊富であれ，採れた餌はクモに必要な栄養成分と比較すると，バランスを欠いたものかもしれなかったし，主食としては適切でない毒や害を量的に含んでいる可能性もあった．個体にとってのみならず，相互作用でつながっている生物群集にも部分的に影響をもたらしていることだろう．長いことGreenstoneのパイオニア的な論文（1979）だけが捕食者生態学の栄養原則を主張して屹立していた．最近の研究の進展を見てみよう．
27.2.　餌の栄養的な質

栄養素を欠いた餌や単一な食事を与えて対照と比較する実験を行って，餌の質の影響を評価する（クモのサイズ等を測定）という方法が通常取られる．その結果，高品質な餌ではクモの死亡率も低く，生活史をまっとうしたものの，中間品質な餌や低品質な餌では成長に影響が出たり，成熟前に発生停止したりという結果だった．低品質では統計的に有意な数が得られなかったり，毒餌を与えた群は飢餓群より早く死亡したりした．ある餌（例えばアブラムシ）はトビムシや双翅類に比べて一貫して低品質だった．
化学的な分析は十分ではない．クモにとっては毒餌だが，ジェネラリスト捕食者の土壌性のダニにとっては高品質な餌だというトビムシFolsomia candida の例がある．典型的な広食性のコモリグモでなされた多くの研究から，餌種のうちのマイノリティだけが高品質だった．この結果が示唆するのは野外の餌はクモにとって低品質だということである．
　27.2.1　栄養不全と毒

　クモの餌が生き餌であることが成分分析を難しくしている．餌の質や影響する要因のテストには二つのアプローチがある．異なる餌種で比較するか，同じ無毒餌を栄養学的に操作した群で比較するかである．栄養学的な操作は餌の育成培地に栄養を添加することで成された．添加された栄養はブロードスケールの場合（マルチ栄養）もあり，単一栄養（タンパク質，脂質，ビタミンなど）の場合もあった．Mayntz and Toft (2001)は育成培地を介した餌への栄養添加が餌の腸内容物ではなく餌の生物量の成分を変換することを明らかにした．
毒や栄養素の欠乏は餌の質にどう貢献するのだろうか．欠乏餌の実験で示されたのは初めは高品質な餌を同量食べさせたときと一緒で，最初だけは正常に成長する：やがて負の効果が数週間して起こった．栄養素欠乏は「中間品質的」な結果だったが，より劣ったカテゴリーには当てはまらない．毒や害のあるものはすぐに捕食を止めるか，嫌がられた．低い消費と高い死亡率が関連し，低品質カテゴリー（「低品質」餌から「毒」餌）を裏付けた．弱毒と栄養素欠乏はパフォーマンス実験では分けることができなかった．混合食で高品質の餌のそばに毒の食事を置いても，クモが毒を食べるのを抑制することは出来なかった．クモが野外で毒餌を避けているかどうかは分からない．
　27.2.2.　マルチ栄養素添加の効果

餌の飼育培地にドッグ・フードを添加してマルチ栄養添加実験を行った（ショウジョウバエ，イエバエ，コオオロギ，トビムシで成功）．栄養添加餌は捕食率を高めたほか，生存率，成長や発育に効果があった．餌の生物量を増やした他，オスの配偶行動を高め，メスの卵成熟を早め，共食い傾向を高めた．栄養素欠乏実験との結果と比較すると，これらはエネルギー不足とは関連せず，栄養素バランスの結果であった．
　27.2.3.　特別な栄養素の添加の効果

タンパク質と脂質が捕食行動や生活史にもたらす効果について考察してみよう．ショウジョウバエを飼育する培地に複数のアミノ酸を添加し，単一のアミノ酸メチオニン，あるいは脂肪酸＋コレステロールを添加した場合にそれぞれがコモリグモの一種Pardosa amentata の生存や成長を高めた．複数のビタミンは効果が無かった．円網のコガネグモの一種 Argiope keyserlingi はタンパク質の添加で成長とかくれ帯に増加が見られた(Blamires et al. 2009)．脂質とタンパク質の割合を変えた実験では，タンパク質量と成長に正の相関がみられた(Jensen et al. 2011)．Salmon et al. (2008, 2011)は脂質が（タンパク質無添加），ムレイワガネグモの一種Stegodyphus lineatus が成体になる発育を促進することを発見した．タンパク質の添加はムレイワガネグモの母食いでの幼体生存を高めた．
　27.3.　クモの栄養バランス

　栄養素欠乏が行動的・生理的にもたらす負の効果は栄養素自己選択の進化を進める淘汰圧になる．最適採餌の栄養仮説では，いわゆる「geometric framework」が公式化されている（Simpson et al. 2004）．Tは目標となる栄養総量（Total）である．予め高脂質な餌HL（High-Lipid）を与えられた捕食者は，高タンパクな餌HP（High-Protein）に向う傾向がある．また高タンパクな餌HPを与えられた捕食者は高脂質な餌HLに向う．コモリグモの一種Pardosa　prativagaで見られた．不足な栄養素を補償するメカニズムは，クモの長期間にわたるバランスの欠いた食事を成分的に十分に調節できるものではない．体の成分の付随的変化が起こる．コモリグモの一種の場合，L：P比が最適なのは0.25付近（脂質が0.25，タンパク質が0.75）で，そこから離れると成長減退が起こる．特に高脂質では頭胸部長が小さくなるので食事量が同じだと高脂質食のクモは肥満になる．行動的・生理的影響も顕著である．
　27.3.1.　栄養バランスと生活史

クモの生活史は，ある種は他より早く成長するが，別の種は同調的に発育し，固定したサイクルを示す．また別の種は生活史間隔をフレキシブルにしている．個体群はさまざまな段階の幼体から構成されている．このような差異は種の栄養要求に影響する．幼体の成長はタンパク質を高獲得したことを意味する．餌が取れるかどうかが発育を決める．Jensenら（2011）は成長速度の異なるコモリグモの2種を比較した．その結果，ゆっくり成長しフレキシブルな生活史をもつP.prativagaが，早く成長し固定した生活史をもつP.amentataよりもL：P比を調節することができること，L：P比が消費餌の比にほぼ一致することを明らかにした．固定された生活史は栄養素依存の成長に関係があり，高タンパク食で促進されたのに対し，フレキシブルな生活史の種の成長は餌の栄養素に依存しないことも分かった

　27.3.2.　飢餓と栄養不全の効果

　飢餓と栄養素不全はクモのストレスフルな状態である．行動や網構造など多様な観点からの実験がなされてきた．タイリクキレアミグモでは円網サイズが食事制限下では増大し，低品質の餌では縦糸が減少することが知られている（Mayntz et al. 2009）．生活史変数にも影響する（発育期間が長引く，成体重量が減るなど）．栄養バランスを欠いたクモはアブラムシのような毒餌も見過ごさない傾向になり，飢えたクモでは必ず捕食した．驚いたことに，すべての研究はこれら二つの要因には相互作用の証拠がないことを示している．つまり飢餓と栄養不全の効果は独立なのだ．
体状態指標（BCI=body condition index．＜この計算方法は書かれていない＞)が動物の食事状態の特性，特に脂質貯蔵を表すために考案された．コモリグモでBCIは栄養バランスの悪さに影響されないことが分かった．体重を減少させることなくクモの体の成分を変更させるのだ．BCIは栄養不全ではなく餌不足を表すのに適していると結論できる(Lomborg & Toft, 2009)．捕食者の体の状態がBCIと正の相関があるときは食事のバランスがとれたものであり，負の相関があるときにはバランスが悪く，動物は肥満する＜BCIの定義が分からないのでどういうことか分からない＞．不幸なことに，私たちは野外の個体が栄養的にバランスの悪い状態なのかどうかを表現する簡単な方法を持たない．
　27.4.　クモの栄養と生態網

栄養要求はクモの群集生態学の観点と密接な関係がある．特に食物網と餌個体群の野外調節の点において．クモは豊富にある低品質の餌に対して特別な嫌悪を発達させている様だ（Toft & Wise  1999）が，餌メニューからこれら低品質な餌が完全になくなるわけではないだろうし，それに対する嫌悪も長続きしない．
クモは広く多様な餌リストを維持している．栄養的に不適切な餌だからといって，代替できるものではないからだ．クモも含めて捕食者は植物食者よりも窒素量が多い．化学量論からは，野外の捕食者は窒素によって制限されており，共食いの頻度や捕食者間のギルド内捕食は，高い窒素要求に対する応答の結果，進化したと考察されている．この仮説を直接検討することは出来ない．一般に適した証拠としては，高タンパク餌を与えられたクモのふるまい（パフォーマンス）が高まることだろう．しかし，幾何枠組理論はL：P比が中間的なときが最適なピークであると予想している．
食事中のタンパク質量があまり多いと，ふるまい（performance）が低下するのだ．このことはオサムシでも分かっていたが，クモも同様であると予想されている．高タンパクのハエを補償的に過剰に消化するとそのことが示される．性的共喰いの間のオスからの栄養素抽出を，高タンパク質のハエを補償的に過剰に消化させて，正常なコオロギ餌（高脂質の餌）の場合とを比べると（Wilder & Rypstra 2009），低く限定されたように思われた．
餌の栄養素成分はクモ自身の栄養バランスへの影響を通して，クモの振る舞いに影響する．特に栄養バランスが脂質に偏ると，バランスの悪い餌を消費する能力も低下する．コモリグモとショウジョウバエの関係で，Bressendorff & Toft (2011)が発見したことは，餌が最適栄養成分に近い時，正常型2の関数的反応 (a normal type 2 functional response．＜どういう反応かが分からない＞) だった．餌のバランスが悪い場合には，これはドーム型の反応になった（すなわち，高い餌密度は殺虫率 (killing rate) を減らした）．興味深いことに，春のテストではドーム型の反応が見られた，春はハエのL：P比は高い．晩秋にはL：P比は低くなる．これは休眠前のクモの高脂質要求を反映している．繁殖前は高タンパク要求である．餌種の個体数を減少させる能力は餌の栄養バランスが悪くなると低下する．
多くの実験室飼育の餌は最適培地で飼われていたとしても，不完全であることに注意が必要である．実験室から得られた餌の質の情報は重要な食物網への捕食者の関わりを予想するのにどの程度貢献するものなのだろうか．私たちが期待するのは，他のすべてが等しくても，高品質な餌が低品質な餌よりも積極的に狩られるほど，クモの高品質な餌へのインパクトが強まるということである．
Wise（2004）はコモリグモ Schizocosa の個体数を操作してトビムシの一群がクモの除去に対して正の反応をすることを発見した＜クモ除去で数が増えるということ＞．これらのトビムシはSchizocosaの餌として栄養的に完全であった.対照的に，捕食者は効果的な化学防衛を備えて殺虫率の低い餌種に対してはプアな制御者だと考察されている．しかしながら，いくつかの研究が示すところでは，クモを含むジェネラリストな捕食者はアブラムシに対してしばしば効果的である．たとえ餌が低品質な食物であっても餌個体数の減少が有効な可能性がある．
［コメント］Shawn M. Wilder, 2011. Spider Nutritionを東京クモゼミ211号に報告している．また，Greenstone　1979は東京クモゼミ18号に報告していた．小原嘉明『入門・動物の行動』（岩波書店）に栄養が最適化するように摂食するクモもいることが記されていた．グリーンストーンの論文の要約を18号から再掲しよう．
カリフオルニアはソノマ・カントリーのペタルマ沼地では，小形（50mg 以下）のコモリグモ　Pardosa　ramulosa　(McCook) の日常の＜食料＞の80%は3 種の水辺の昆虫，つまりEphydora riparia（ミギワバエ科の一種），Trichocorixa reticulata（ミズムシ科の一種），Aedes dorsalis（セスジヤブカ）で占められている．この3 種をある組み合わせで混ぜ食いしているのか，それともただ無関係に（それぞれ独立に）食べているのか，クモの胃内容を免疫学的方法により分析した．クモは1 頭づつ3 種の餌それぞれを食べているか食べていないかによって2×2×2 分割表の8 ワクのひとつに割り当てられた．独立性の検定の為の統計的方法はソーカル＆ロルフ『生物統計学』（共立出版）368 ページから引用した．結果は大部分のサンプルの「T×E（ミズムシとミギワバエ）」異種混食であった．これらのデータは｢混ぜ食い dietary mixing｣を示していた．クモと3 種の餌の必須アミノ酸を調べて，異なった日時，場所の個体群で胃内容を調べた13 のサンプルの平均食事各々と最適状態の間の等しさの度合をベクトルの点乗積（dot  product）で表し，シータ値の大きさを比較する．すると3 種の餌を採った方が，より最適状態に近いことが示された．「当時のコメント」餌の発生消長との関連はどうか(加藤輝）．著者の別論文では，そのデータもある．それによると，餌は3 種とも豊富 であった（池田）．繁栄している種ではそれ自体が適応の結果であるから，採餌の結果が最適状態に近いことはむしろ自然なことである（加藤輝）．この場合はサンプルがメス成体だが，幼体ではクモの体の組成は異なるだろう（板倉）．このようなアプローチのアイデアは栄養学の理論を外挿したのだろう．クモの栄養学的なことを言えば，産卵のために必要な物質は存在すると思う．ジョロウグモが成長すると出す黄色の糸は虫の誘引物であると言われるが，クモ自身の体内の条件もあろう(加藤輝）．花粉食いの話でも花粉だけでは脱皮しない(新海明）．餌の量を主に扱っている人からいわせれば，量をじゅうぶん取ればバランスがとれているというだろう（加藤輝）．シカのナトリウム・カリウム摂取で同様の例がある（佐藤幸子）．シカの例は『入門･動物の行動』にも出ていた（池田）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

Korenko, S., K. Hamouzova and S. Pekar, 2014. Trophic niche and predatory behavior of the goblin spider Triaeris stenaspis (Oonopidae); a springtail specialist?　 Journal of Arachnology, 42:74-78.　池田報告．ゴブリン（小鬼）タマゴグモはヨーロッパの温室に移入したクモである．私たちは本種の栄養段階ニッチと捕獲行動を調査した．温室内ではトビムシ，アブラムシ，他のクモが餌となりそうであったので，実験室で10種を餌として与えたところ，3種のみ捕獲した．第一はトビムシだった．稀に採るのはシロアリとコオロギ．完全に拒否する虫は甲虫，蟻，アブラムシ，アザミウマ，ハエ，クモ，ダニだった．クモは網を張らずつかみ取りをする．餌捕獲効率はトビムシのサイズとともに低下した．大きなトビムシを捕獲するときは３回以上かみついた．大きなトビムシは背中にクモが接触すると跳躍によって身を守ろうとする．私たちの研究はコオニタマゴグモがトビムシに特殊化した捕食者であるという仮説を支持した．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

日経サイエンス編集部，2014.　愛するか，それとも食うか．一部のコモリグモのメスは交尾よりも食事を優先する．日経サイエンス，2014年6月号：22-23.　池田報告．なぜ性的共食いが起こるのか？メスが求愛オスをすべて食べてしまったら，子孫が残せない．それなのになぜ性的共食いのようなリスキーな行動を取るのだろうか．一つの仮説はメスは条件の良いオスを選択するというもの．別の仮説は「攻撃性スピルオーバー仮説」で，捕食本能が強いメスではそれが求愛相手に対するスピルオーバー（飛び火）になるというもの．この仮説では交尾相手に適したオスも食べてしまう結果となる．スペインの乾燥地試験場の研究チームのラバネダ＝ブエノらはヒスパニックコモリグモLycosa hispanica を用いて，まず飽食条件で育てたメス幼体で成体になる早さに違いが生じることを確認した．個体によって餌に対する貪欲さが異なった．次に成体メスにオスを接近させる実験を行った．オスを捕食したメスには別のオスを与える．その＜結果＞大半は質の良いオスと交尾し，悪いオスを食べてしまったが，与えられたオスをつねに食い殺してしまう攻撃的なメスが少数なからずいた．非常に攻撃的なメスは大きくて健康的なオスも貧弱なオスもともに殺してしまう．成長も特に早く，餌に対してももっとも攻撃的なメスだった．「餌への貪欲さとオスに対する攻撃性は相関していた」．この結果はメスが交尾相手のオスを食べるかどうかはメスの個性によることを示す証拠となる．
［コメント］この日経サイエンスの「STAP細胞は存在するのか」の解説文は秀逸（池田）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

Hiroki Oguri, Tomohiro Yoshida, Akihiro Nakamura, Masashi Soga and Noki Hijii, 2014. Vertical Stratification of spider assemblages in two conifer plantations in central Japan. J. Arachnology, 42:34-43.　池田報告．日本中部（愛知県）の二種（スギ林，カラマツ林）の針葉樹林におけるクモ群集の垂直階層構造（林冠の上層と下層，林床）．林冠の上層と下層のクモ群集はどちらの森林でも有意に異なっていた．林冠と林床の間の群集は二種の森林の間で有意に異なっていた．徘徊性と円網種はスギの林冠に優占し，林床にはspace-web builders（空間造網性クモ）が優占した．カラマツ林では，徘徊性クモが林冠と林床の両方で優占していた．スギ林のような常緑林とカラマツのような落葉林でのクモ群集の違いは資源の質の違いといった要因に依るものと思われる．
［コメント］造網性がスギ林冠にいてカラマツ林にいないのは，スギ枝は堅牢だが，カラマツ枝は脆弱であるからだろう．ヒノキ林はカラマツ林に近い（安藤）．付表を見ると，コミナミツヤハエトリがスギ林冠の上層と下層でかなりの数が採集されている（池田）．space-web builders（空間造網性クモ）とはあまり聞かない分類だが，論文の付表を見ると，不規則網を張るヒメグモ，タナグモ，ハグモ，サラグモなどが分類されている．ヒメグモ科でもイソウロウグモやミジングモなどは徘徊性として扱われている（池田）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

谷川明男，2014．アフリカの砂漠に住むアシダカグモの生態．谷川報告．イェガー氏がアシダカグモを記載した論文に砂漠の地面に縦穴を掘って住む種や，戸蓋を作る種，地中巣を作る種，前転回転をして逃走する種などがあった．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

須黒達巳，2014.　最近気になっているハエトリ．須黒報告．通常ヨダンハエトリのオスは触肢背面に白い毛を持つが，韓国産・愛知県産・佐渡島産のヨダンは黒い．キレワハエトリ♀の鹿児島産は腹部背面に金色の毛を多く持つが，つくば産は金色が少ない．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Ana L. Llandres, Florent Figon, Jean-Philippe Christides, Nicole Mandon and Jerome Casa. 2013. Environmental and hormonal factors controlling reversible color change in crab spiders. J. Exp. Biol., 216: 3886-3895.本多報告．ヨーロッパアズチグモThomisus onustusは白色から黄色へ腹部体色を変化させるクモである．体色変化に脱皮ホルモンがどう関わっているかを検証した．実験にあたっては色を標準化する必要がある．波長400nm以上で反射率が高まる白色系，500nm以上で高まる黄色系と分けることが出来，さらに波長に伴う反射率から色指数を決めることが出来，その色指数を用いて体色変化の程度を表すことが出来る．飼育で白化したクモを黄色い背景に置くと太陽光線下では黄色に，白い背景では白色に変わる．しかし，人工照明下では白いままであった．しかし，脱皮ホルモンを注射するとやや黄色に変化した．ただし，この黄変は3日目までしか続かず，6日目には白に戻った．体色変化には昆虫と同様，脱皮ホルモンは無関係ではないが，ホルモンの効果は永続的なものではないと考えられた．
［コメント］材料はどこの国のアズチグモだろうか（池田）．スペインの種（本多）．ヨーロッパのアズチグモはUV反射が体色に影響しないという．UV反射が影響するのは日本，インド，オーストラリアの種類．この実験は可視光領域で行われているが，太陽光がないと黄変しないことからみると，UVの影響も無視できないのかもしれない（池田）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

輿石紗葉子，2014．渡良瀬遊水地で採集したクモ．輿石報告．大菩薩峠で石の下で卵をガードしていたフクログモは林俊夫氏によるとミギワフクログモやトビイロフクログモに類似の別種のメス．このメスはガードしていた卵を食べてしまった．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

安藤昭久，2014，ハタケグモいろいろ．安藤報告．未記載および不明確な種が４種ある．タロウヤマハタケグモはヨーロッパのHahnia nava に同定されている．オスの触肢膝節の突起に変異がある．この突起は観察しにくい位置にあり，触肢を壊さないと観察できないが微小なため他の箇所も壊してしまう危険度が大きい．ヒトツブハタケグモ
　Hahnia laodiana は卵嚢1個に卵1個．体長1.1～1.2mm．大木直下の林床に生息．八王子市上川，伊豆大島，水戸で採集．
　目に色素がないため目なしに見えるムジナ？ハタケグモ．北海道知内川でメスのみ採集．
　他に伊豆大島，横浜都築中央公園にて♀3♂1を採集した照葉樹林の林床に住む未記載種がいる．
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池田博明，2014．糸腺と糸疣について．池田報告．2014年5月28日に秦野市ネイチャー・ウォッチング・クラブ主催のクモ研修会で講師を務めた際に糸腺と糸疣，糸の機能に関して質問を受けた．そこで簡易資料を作成した．以下はその資料の図を省略したもの．
（0）糸腺と出糸管（吐糸管）と糸疣（出糸突起）の機能に関しては，必ずしもよく分かっていない点があります．種類によってかなり違っているということは分かっています．
　まず，用語ですが日本語（訳語）は統一されておらず人によって使い方がバラバラです．ここでは糸腺，出糸管，糸疣ということにします．
（1）糸腺は腹部の中にあるため，普通は見ることができません．解剖してもすぐには区別できません．一般には次のような図でコガネグモ科やジョロウグモ科の糸腺で7種類が示されています（『糸の博物誌』から引用）．
　種類によって減ったり増えたりします．管状腺は卵嚢のための腺なのでオスにはありませんが，それだけでなく，ハエトリグモのように卵嚢を作らない（産室で産卵する）クモではメスにもありません．集合腺は横糸の粘液をつくる腺なので，円網を作らないクモでは無かったりします．ヒメグモではガムフット粘球をつくる集合腺と投げつけ粘球をつくる集合腺は少しちがっていて，投げつけ粘球のほうは集合腺が進化した葉状腺になっています．篩板糸円網を作るウズグモでは鞭状腺や集合腺はなく，偽鞭状腺や篩板糸腺になっています．
　これらの糸腺から出る糸は機能が異なっていて，だいたい次のように理解されています．
（2）糸腺と糸疣，その糸の機能（図は『糸の博物誌』から引用）

　左の糸腺と右の機能を対照してみると，それぞれの糸腺から出る糸の機能がわかります．
　この図では表されていないことがあります．それは糸疣上にある出糸管の数です．例えば前疣にはナシ状腺の出糸管はたくさんありますが，大瓶状腺の出糸管は１個しかありません．同様に中疣にもブドウ状腺の出糸管はたくさんあるのですが，小瓶状腺の出糸管は１個です．
（図は『クモの生物学』から引用）タニマノドヨウグモの前疣にあるたくさんの梨状腺の出糸管と瓶状腺の太い出糸管（左写真）の様子．同じくタニマノドヨウグモの後疣にたくさんある蒲萄状腺の出糸管と１個の管状腺の出糸管，鞭状腺の出糸管も１個，集合腺の出糸管は１対あります（手前側と奥側）．
（3）糸疣と出糸管：これらの出糸管を表した図が下記です（図は『クモの生物学』から引用）．
　クモ全体にこれらの図が当てはまるわけではなく，種類によってやや違っていますが，大枠の理解には十分だと思います．
　これらの様子を知って網を見ますと理解も進みます．クサグモの棚網には粘球がない．そこで当然，鞭状腺も集合腺もない．コモリグモも同様である．タナグモ科やコモリグモ科は最初から粘球を作らなかった徘徊性種に近い仲間であるという理解ができる．サラグモ科は鞭状腺や集合腺を備えているのに，粘球をつくらず網に粘性がない．ヒメグモ科は粘球を特殊化して使った仲間，サラグモ科は粘球を放棄した仲間だと理解できる（ヒメグモ科もサラグモ科も新生代に発展したグループと考察されている）．
同時にいろいろな疑問がわいてきますが，それらの疑問のうち，いくつかは未解決です．
普通種で特によくわかっていないのはユウレイグモやシモングモの網（両種ともユウレイグモ科）です．どの糸腺がどの糸を作っているのか，粘球はあるのか，ないのか等など．あるとしたら（シモングモにはガムフットがあるという報告がある），集合腺がないのに，粘球をつくっている糸腺は何か．オオヒメグモのトラップ・スレッドは大瓶状腺，ガムフットは集合腺，投げ付け粘球の基軸糸は鞭状腺，粘球は葉状腺で作っているという説があるが，外観上は類似しているのに進化的には原始的な特徴を残したシモングモの網はいったいどうなっているのかが，謎．
（4）クモ下目の糸腺

この表に挙げているのはハラフシグモ科やトタテグモ科などの原始的なクモではなく，普通クモ類とされている仲間です．上記の科でもっとも原始的なクモとされているのはカヤシマグモ科で篩板をもつ＜旧篩板類＞の仲間とされています．次がヤマシログモ科やユウレイグモ科で生殖器の構造が原始的な＜単性域類＞です．コガネグモ科とヒメグモ科は＜コガネグモ上科＞で円網蜘蛛グループに入ります．不規則網のヒメグモ科の造網過程は明らかにコガネグモ科の造網過程の単純化であり，糸腺の特殊化もコガネグモ科より進んでいます．それ以外のクモはオスの触肢にRTA（後側脛節突起）を持つRTAクレードに属しています．RTAクレードのなかで，ガケジグモ科とハグモ科は＜新篩板類＞，タナグモ科，アシダカグモ科，コモリグモ科は＜三爪類＞，ハエトリグモ科は＜二爪類＞となります．この順番で派生的（進化した）と考察されています．なお，ウズグモ科は新篩板類ですが，系統関係は不明瞭です．
酸素運搬タンパク質ヘモシアニンの分子時計からは，＜コガネグモ上科＞と＜RTAクレード＞は中生代の三畳紀に分岐したらしいのですが，おそらくその起源はペルム紀にあり，ペルム紀末の大絶滅によって進化が加速したものと推測しています．
（5）鞭状腺と集合腺

　円網の横糸は鞭状腺で作られる軸糸の周囲に集合腺の粘液が塗りつけられることで出来ます．粘液は数秒後には凝縮して球状になり粘球が並びます．糸に水玉を作るときにも結び目を作ると結び目の位置に水玉ができやすくなるように，軸糸の所々にはアンカーと呼ばれる突部があります．このアンカーを集合腺が作っているという説があります．鞭状腺の1個の出糸管を集合腺2個の出糸管が取り巻いていますが，このうちの1個がアンカーを作るのに働いているという仮説です．ただし，まだ証明されていません．糸当たりの粘液が少量でアンカーが多いほど粘球は小さくなります（例えば，ゴミグモ類）．微小昆虫の捕獲に適応したものと考察されます．
＜図の出典：遠藤知二「クモと糸」『糸の博物誌』（海游社，2012）より：タニマノドヨウグモのSEM写真と次頁の糸腺の表は，吉田真「糸と網」『クモの生物学』（東京大学出版会，2000）より＞．
　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　

池田博明，2014．藤沢市新林公園5月のクモ．池田報告．当日の確認種は60種強だったが，安藤・貞元の採集品を追記して128種を確認した．［コメント］キザハシオニグモも追加（安藤）．
　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　

池田博明，2014．ナイフェラーの仕事．池田報告．スイスのバーゼル大学のマルティン・ナイフェラー（1950年生まれ）はPrey Selectionと農地生態系におけるクモの捕食割合に関する研究を行ってきた．彼の論文のPDFを提供するウェッブからアブストラクトを概観する．近年は野外の研究ではないレビュー的な論文が多くなり，年齢とともに活動の衰えを感じさせる．若いときの論文は野外でクモの捕食効率を精力的に調査していた．
　　　＋＋＋（近年の研究を逆順で紹介）

Nyffeler M & Knörnschild M , 2013. Bat predation by spiders.  PLoS ONE 8: e58120.「クモによるコウモリ捕食」：クモがコウモリを捕獲してしまった例は50ほどある．南極大陸を除く北緯30度から南緯30度の間の全大陸で報告されている．新熱帯がもっとも多く42％，アジアで28.8％，オーストラリアとパプア・ニューギニアで13.5％だった．コウモリを捕獲したクモはオオツチグモ科，ジョロウグモ科，コガネグモ科，アシダカグモ科である．大型のキシダグモ科もあった．88％が造網性のクモで，12％が徘徊性のクモだった．熱帯の大型円網の属NephilaとEriophoraでは特に観察された．捕獲されたコウモリの多くは飛翔性昆虫捕食の小形種でVespertilionidae科 (64%)とEmballonuridae 科(22%) ．網に捕獲されたコウモリは消耗・飢餓・脱水・高熱によって死亡し，クモの捕食はコウモリが死んだ後である．事前に予想されたよりも広範にクモが飛翔性のセキツイ動物を捕食している証拠である． 

　　＋＋＋

Nyffeler M , 2009. Estimate of the daily catch of prey of the orb-weaving spider Argiope bruennichi (SCOPOLI) in the field: original data and minireview.  Contributions to Natural History (Konrad Thaler Memorial Volume): 1007-1020 .「円網種ナガコガネグモの一日の餌の見積もり」：ナガコガネグモが捕獲する餌がスイス，チューリッヒ郊外の草刈りされていない（顕花植物の草本や低木が密な）草原で，8月に8時から16時まで三日連続で調査された．本種は主に大型草原性昆虫（膜翅目と直翅目で生物量の90％）の昼行性捕食者であることが分かった．平均して，クモに遭遇したうちの38％が捕食された．成体メスは網当り日当りで平均90mg（生重）を捕獲，これはミツバチの働き蜂１頭の体重である．私の結果を他の研究者の論文の見積もりと比較してみた．
　　＋＋＋

Nyffeler M & Sunderland KD , 2003. Composition, abundance and pest control potential of spider communities in agroecosystems: a comparison of European and US studies.  Agriculture Ecosystems & Environment 95: 579-612 . 「農地生態系におけるクモ群集の構成・個体数・害虫制御の可能性：ヨーロッパと合衆国の研究の比較」：農地生態系におけるクモ群集構造と害虫制御可能性に関連する報文の最新知識をヨーロッパと合衆国の文献で比較してみた．ヨーロッパの北方温帯の農地生態系で最優占しているのはシート網で微小な昆虫（なかでも個体数の多いのはアブラムシだが）を捕える小さなサラグモである．合衆国ではクモのギルド構造はより複雑で，徘徊性のクモ（特にササグモ科，ハエトリグモ科，フクログモ科，カニグモ科，コモリグモ科）が（鱗翅目や異翅目を含む）広範な食性を持ち，多くの場所で数的に優勢である．ヨーロッパの作物畑のクモ個体群密度は高い（2-600/m2）が，合衆国では低い（0.02-14/m2）．どちらの大陸でも農地生態系のクモが捕食しているところにはあまり出会わないが，害虫制御には天敵の大きな一群として貢献しているし，密度と影響の増加の可能性がある．本稿で注目したクモのギルド構造・密度・捕食型の差異の多くは，気候の差異によるものであろう．合衆国データの大半は南方の緯度地域（亜熱帯及び地中海性気候）で，ヨーロッパの北方温帯地域に比べて明らかに気温が高い．クモ群集は直接的に気候に反応し，間接的には食物の得安さや競争者を通して反応する．それに加えて，作物構造と栽培習慣（ハビタットの多様性や被度率を含む）がクモの密度と群集構成に影響する可能性がある．農地面積はヨーロッパの方が小さいし，大きいほどハビタットの多様性が高いし，クモ数も多いのが普通である．現在のところ，ヨーロッパ南部（地中海性気候）と合衆国北部（湿性大陸気候）の地域での研究が足りない．気候条件が同様の地域で比較するデータが不十分である．とはいえ，ヨーロッパの生産的な農地域の大部分が北緯地域にあり，逆が合衆国にあるという点で，生物学的制御という用語での結論は広汎に適用可能である．
　　＋＋＋

Nyffeler M & Symondson WOC , 2001. Spiders and harvestmen as gastropod predators. Ecological Entomology 26: 617-628.「巻貝捕食者としてのクモとザトウムシ」：(1)クモとザトウムシによる巻貝捕食（malacophagy）の例をレビューした．クモ類の標準的な教科書ではザトウムシにとって巻貝捕食の重要性は認識されているが，クモではまったく認識されていない．数百の論文が実験室内や野外での数種類のクモの科でナメクジやカタツムリを貪っていることを明らかにしている．(2)巻貝食いはオオツチグモでは非常にしばしば報告されているし，数種のクモの場合には食料としての割合も大きかったが，大抵のクモの餌としては巻貝は取るに足らない割合しか占めていない．巻貝を食べるクモは節足動物を広く餌にする種類である．巻貝を特に食べる種はいない．(3)数種の科のザトウムシは広食性で，その中には巻貝も含まれる．Several species of the family Trogulidae科の数種類とIschyropsalididae科の少なくとも1種Ischyropsalis hellwigi (Panzer)は巻貝専食である．Trogulidsは殻口からカタツムリを攻撃する細身の動物で殻侵入者，Ischyropsalis hellwigiは強い牙で殻を壊す殻破壊者である．(4)レビューが明示するのは，ザトウムシとCarabidaeの共進化である．巻貝捕食者には２種の相互に排他的な形態が見られた．野生と人類が改変したハビタットでの巻貝捕食の生態的重要性を確認するには系統的な研究が急務である．
　　＋＋＋

Nyffeler M, Moor H & Foelix RF , 2001. Spiders feeding on earthworms. Journal of Arachnology 29: 119-124.「ミミズを捕食するクモ」：イエタナグモの一種Tegenaria atrica C.L. Koch 1843でミミズ捕食が観察・撮影された． 何人かのクモ研究者でミミズ捕食は注目されていて，文献を調べると11の科にわたっている．ミミズを捕食したクモは湿地や草地の地表に住む大形の種類である．ミミズはタンパク質が豊富なので，昆虫食中心のクモのサプリメントとして歓迎されているのだろう．
　　＋＋＋＋（博士論文までの初期の研究）

Nyffeler M, 1982. Field studies on the ecological role of the spiders as insect predators in agroecosystems (abandoned grassland, meadows, and cereal fields). PhD Thesis, Swiss Federal Institute of Technology Zurich [Diss. ETH # 7097], 174 pp.「農地生態系（放棄草原・牧草地・穀物畑）での昆虫捕食者としてのクモの生態学的ルールに関する野外研究」（学位論文）：1976年から1979年にかけて, チューリッヒ近郊の放棄草原・牧草地・穀物畑でのクモの生態学を調査した．クモは二層に生息していた．(1)地表, (2) 植生層．この二層でクモ群集は異なっていた．放棄草原では, 一年中クモは撹乱されることがない．したがって，これらのビオトープでは大きな個体群となる (チューリッヒ近郊では約10頭/m²で，これまで報告された値より高い)．人の手が入ると刈り取りされ，クモの生息空間や卵嚢が破壊される．相対的に個体群は小さくなる(牧草地で約1頭/m²とか穀物畑で0.1-0.6頭/m²).地表のほうが密度が高い (栽培牧草地でも15-42頭/m²，穀物畑では10-50頭/m² )．栽培牧草地や穀物畑の植生層でのクモは双翅目と同翅目の一次捕食者だった．放棄草原の植生層ではミツバチとかバッタが大型円網蜘蛛の餌生物量を特に占めていた．栽培された畑の地表では小形の軟クチクラ昆虫 (トビムシ類, 双翅類, アブラムシ等)が優占だった．食物の分析からはクモは有害昆虫（穀物食のアブラムシ），中立種（たいていの双翅類），有用昆虫（ハチ, Chrysopidae, Coccinellidae etc.)の捕食者である．
放棄草原の植生層のクモ群集内のエネルギーの流れ（殺虫餌）は高く，900 MJ/ha/year 以上である．栽培された畑のそれは有意に低く，1.1-6.5 MJ/ha/year であり，メイス畑では0.5 MJ/ha/yearであった．栽培された畑の地表性クモ群集では10-50 MJ/ha/yearであった．放棄草原はクモにとっては天国である．これらの生態系では植生ゾーンのクモは重要な捕食者である．一方，栽培穀物畑の植生層でのクモの役割は小さい．今後の研究で示すことは，栽培牧草地と穀物畑での地表性クモの重要性の程度であろう．
　　＋＋＋

Nyffeler M & Benz G, 1981. Freilanduntersuchungen zur Nahrungsökologie der Spinnen: Beobachtungen aus der Region Zürich. Anzeiger für Schädlingskunde, Pflanzenschutz und Umweltschutz 54: 33-39. 「クモの捕食生態に関する研究．チューリッヒ地方での観察」：1974年から1980年にかけて行ったクモの捕食生態に関する研究をまとめた．クモはどの種も無脊椎動物（昆虫類, クモ類, 等脚類, 多足類, ミミズ類）を捕食していた．たいていの場合，食物の90 % 以上は昆虫だった．植生層に住む大多数のクモは主に双翅類やアブラムシのような小形飛翔性昆虫を食べていた．土壌表面に生息するクモにとっては，さらにトビムシと無翅のアブラムシが付け加わった．クモの餌スペクトルの平均は軟クチクラを持つ小形昆虫である．例外もある．ナガコガネグモArgiope bruennichiはバッタとミツバチの，クサグモ属Agelena spp. は比較的大形の昆虫の，ヤミイロカニグモの一種 Xysticus cristatusは, 地上で狩りをして,アリやクモのオオヒメグモの一種Achaearanea ripariaはアリや歩行性甲虫の，ヤチグモの一種Coelotes terrestrisは甲虫に特化した，イエユウレイグモPholcus phalangioidesはキジラミやクモやザトウムシの捕食者だった．調査したクモの餌スペクトルは大変に広範囲だった．漏斗網の多食性のクサグモ属の食物と狭食性のヤチグモの一種C. terrestrisを比較した．ほとんどのクモは自分のサイズより小さいものを捕えていたが，主にカニグモ類とヒメグモ類の数種は自分より大きな餌を捕えていた．クモは主に二次消費者である．コモリグモは腐食連鎖の林床介在者であり，シリアゲムシ（Panorpa属）はクモの網にかかった虫を盗む．
　　　＋＋＋

Nyffeler M & Benz G, 1981. Einige Beobachtungen über die Flucht von adulten Lepidopteren aus den Netzen orbiteler Spinnen. Anzeiger für Schädlingskunde, Pflanzenschutz und Umweltschutz 54: 113-114. 「円網蜘蛛の網から逃れる鱗翅目成虫の数例観察」：チューリッヒ近くの野外で鱗翅目成虫がコガネグモ科やアシナガグモ科の網から逃れるのを観察した．これらの円網蜘蛛にとって鱗翅目は餌の小さな割合しか占めていない．クモの網から逃れる鱗翅目の能力は生態的に重要と思われる．
　　　＋＋＋

Nyffeler M & Benz G, 1981. Einige Beobachtungen zur Nahrungsökologie der Wolfspinne Pardosa lugubris (Walck.) . Deutsche Entomologische Zeitschrift 28: 297-300   「コモリグモの一種の捕食生態の数観察」：チューリッヒ付近の海岸沿いの林でコモリグモの一種 Pardosa lugubris (Walck.) の捕食生態を調べた．513 頭のうちたった6％が餌をくわえていた．本種の餌は小さな体の柔らかい節足動物（昆虫とクモ）．同定した餌の85 % 以上はトビムシ類(Genera Orchesella and Tomocerus) とコバエだった．
　　　＋＋＋

Nyffeler M & Benz G , 1981. Ökologische Bedeutung der Spinnen als Insektenprädatoren in Wiesen und Getreidefeldern. Mitteilungen der Deutschen Gesellschaft für allgemeine und angewandte Entomologie 3: 33-35.「牧草地と穀物畑での昆虫捕食者としてのクモの生態学的ルール」：人の手の入っていない牧草地の植生層で，クモの昆虫捕食者としての役割は大きい．人の手が入ると捕食潜在力はかなり失われる．これに比べて，地上性のクモは人の手が入ると相対的に高密度に達して，牧草地や穀物畑の特定の昆虫個体群を安定化するようだ．
　　　＋＋＋

Nyffeler M & Benz G, 1980. Kleptoparasitismus von juvenilen Kreuzspinnen und Skorpionsfliegen in den Netzen adulter Spinnen.  Revue Suisse de Zoologie 87: 907-918.「成体造網性クモ類に居候する幼体円網蜘蛛とシリアゲムシ」：クモ網にかかって死んだ昆虫は多様な肉食節足動物（捕食者と腐食者）を引きつける．特に円網蜘蛛 (Nuctenea umbratica, N. cornuta, N. sclopetaria) の幼体はシリアゲムシ成虫同様，成体クモの網に侵入し，そこで昆虫の死体を食べる．網の所有者の餌となるべきものを食するのだからこの関係は寄生になる．しかし，食物の種内および種間の盗みは栄養寄生の特別な型であって，共生に移行するものだろう．盗み寄生者が宿主の殺戮をどう避けているかを考察した．私たちの観察を他の観察と比べて得られた結論は純然たる偶然の食物盗みから永久的な必須の盗み寄生まですべての移行が存在することであった．
　　　＋＋＋

Nyffeler M & Benz G, 1979. Nischenüberlappung bezüglich der Raum und Nahrungskomponenten bei Krabbenspinnen (Araneae: Thomisidae) und Wolfspinnen (Araneae: Lycosidae) in Mähwiesen.   Revue Suisse de Zoologie 86: 855-865.「牧草地でのカニグモとコモリグモで重なるニッチと餌」：刈り取られていない牧草地のカニグモ (Xysticus spp., Misumena spp.)は植生層に住んで，花のゾーンで蜜を吸う双翅類と膜翅類を主に餌にしている．一方，Lycosa属のコモリグモは地表のトビムシ類やアブラムシを狩っている．植生層が刈られると，カニグモは地上に降りるので，コモリグモとニッチが重なる．しかし，両者のニッチは有意に重ならない．カニグモ類はより大きな動物 (アリ, オサムシ, クモ, ミミズ等)を狩るからだ．両者が出会うとLycosa属はXysticus属に殺されてしまう．地上性のカニグモの餌の10分の１がコモリグモである．
　　　＋＋＋

Nyffeler M & Benz G, 1979. Zur ökologischen Bedeutung der Spinnen der Vegetationsschicht von Getreide- und Rapsfeldern bei Zürich (Schweiz). Zeitschrift für Angewandte Entomologie 87: 348-376. 「穀物畑およびナタネ畑植生上のクモ個体群の生態的影響に関する研究」：チューリッヒ近郊の穀物およびナタネ畑のクモ個体群及び餌スペクトルを1976年77年に調査した．植生全体のクモ密度は低く(コーン畑で0.1以下-0.1頭/m²，他の畑で0.1-0.6 頭/m²)，昆虫個体群に対する影響はほとんど問題にならないほど小さい(100-1200 g昆虫/ha/年, 大抵は小形のハエやアブラムシである)．7月の収穫時にクモ卵の損壊があるが，畑には毎年，放置された路傍や林縁の小さなビオトープから再び個体数が流入する．畑のクモの年間餌捕獲活動は移入と収穫の間の 60-70日に限定されている．一年の後半に収穫が行われるコーン畑は除いて．上記畑で数が優占するのはTheridium impressum, Tetragnatha extensa, Mangora acalypha, Araneus cucurbitinus, A. cornutus, and A. ceropegius．
　　　＋＋＋

Nyffeler M & Benz G, 1978. Die Beutespektren der Netzspinnen Argiope bruennichi (Scop.), Araneus quadratus Cl. und Agelena labyrinthica (Cl.) in Ödlandwiesen bei Zürich. Revue Suisse de Zoologie 85: 747-757. 「造網性クモ（ナガコガネグモ，旧アカオニグモ，イナズマクサグモ）による餌選択」：チューリッヒ近郊の休耕地で三種の餌を分析した．ナガコガネは地表付近に造網，旧アカオニグモは花頂層に，イナズマクサグモは植生層全体に造網する．幼体の餌は三種とも主に小さなコバエやアブラムシだった．円網蜘蛛に捕獲される昆虫数の基本は成体でも双翅類が主だった．しかし，生物量の点ではアカオニの餌の優占種はミツバチで，ナガコガネの餌はミツバチとバッタだった．ナガコガネはヨーロッパではバッタの単食者として知られている．しかし，私たちは休耕地ではバッタよりもミツバチをよく餌としているのを発見した．クサグモの餌は広範囲で中形から大形の昆虫，主に直翅目・鞘翅目・膜翅目（ミツバチとアリ）・双翅目・鱗翅目で構成されていた．
　　　＋＋＋

Nyffeler M, 1999. Prey selection of spiders in the field. Journal of Arachnology 27: 317-324.「野外でのクモの餌選択」：本稿では通常農地生態系に見られるクモの一般的な捕食パターンを概観する．造網性の5群（アシナガグモ科，コガネグモ科，ヒメグモ科，サラグモ科，ハグモ科）と徘徊性の5群（小形のササグモ科，大形のササグモ科，カニグモ科，ハエトリグモ科，コモリグモ科）を比較分析した（ヨーロッパと合衆国の著者の論文で40餌を基にした）．クモ目同様，10目の昆虫以下がこれらのクモの餌の主幹を成していた．造網性も徘徊性も同じ目の昆虫を捕食していたがその割合は異なっていた．観察された差異は様々なクモ群のライフ・スタイルや捕食技術の多様性や，多かれ少なかれ，餌の得安さの違いを反映したものだった．造網性はほぼ厳密に昆虫食だったが（全餌の99％以上が昆虫），徘徊性は昆虫食とクモ食い戦略の混合だった（昆虫は全餌の75-90％）．逆シンプソン指数で食事の幅を計算すると，平均して徘徊性が有意に造網性よりも高かった．農地生態系で比べても徘徊性の餌の幅の方が広いだろう．全体的に，小形のクモ個体（大部分が幼体）が作物畑に優占し，4mm以下の小形餌を主に捕食する．
［コメント］この論文は2012年3月に紹介済み（池田）．
　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　

池田博明，2014．八幡明彦氏の東京クモゼミでの発表．交通事故で突然亡くなった八幡さんの業績を偲ぶ．整理してキシダイアの追悼号に掲載予定．
　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　

輿石紗葉子，2014．渡良瀬地域のコモリグモ．アライトコモリグモFE，キバラコモリグモFE，シッチコモリグモM，クサチコモリグモMのほか，不明種Mがあった．
　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　

馬場友希・楠本良延・田中幸一，2013．農法と周辺景観が水田のクモ類の個体群に与える影響．応用動物昆虫学会発表K212．馬場報告．特栽農法（殺虫剤を使わない農法）と慣行農法，周辺景観（50m，200mで森林または草原）とでクモの種類ごとに個体数を比較，クモの数に効果をもたらしている要因を探った．水田のアシナガグモ科やコモリグモ科には農法および周辺200mの森林面積がプラスに効いていたが，コサラグモ類には特裁農法はプラスに効いていたものの森林面積はマイナスだった．アゴブトグモは景観は効いておらず農法のみを含むモデルが最良だった．
［コメント］アゴブトグモに関してはなぜ成体で網をなくすのか，そのメリットは何かが謎である．ヒメアシナガグモの網は見たことがあるが，ヨツボシヒメアシナガグモの網は見たことがない．ひょっとして網を張らないのか（馬場）．ウンカやツマグロヨコバイなどはコモリグモ類の重要な餌である（馬場）．セスジアカムネグモは水田に多いが，谷戸になるとセスジよりアトグロが見られる（安藤）．海外では畑地の研究が多い．日本はモザイク型景観を分析できる点が都合が良い（馬場）．形質を変数に取り上げることができればもっと面白くなる．ハビタット・ジェネラリストかスペシャリストかも情報が少なくはっきりしない場合が多い（馬場）
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池田博明，2014． 庭石表面にジグモ巣57個．Kishidaia予定．神奈川県足柄上郡大井町の自宅の玄関前の庭石の周囲を除草したら表面のジグモ巣が見つかった．周囲200cmに57個の新しい巣があった．地上部の長さと巣幅を計測した．幅が12以上の巣は3個でおそらく中のクモは成体．
　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　

花井正実，2006，ジグモの繁殖．池田報告．西湘高等学校構内のジグモ巣を調査した．巣幅と地上部長の相関は弱かった（相関係数0.60）．掘り取ってクモのサイズ（背甲幅，体長）も調査した．巣幅xと背甲幅yには相関があり（0.96），回帰式y＝0.26x＋0.775が得られた．体長zと巣幅xにも相関があり（0.94）、回帰式はx＝0.63z＋2.55が得られた．
　オスの徘徊は目撃できなかったが、7月8日のメス巣に同居オスを発見した．メスを探索しての徘徊は夜間かもしれない．別に飼育中の雌に雄を入れたところ（8月5日）、雄は雌の巣の上に巣を作った（8月6日）、雌雄が外に出た（8月9日）、雄は雌の巣に同居した（8月10日）．その後、雄は死亡（8月22日）．メスも死亡した（8月23日）．9月3日に巣内に卵嚢を発見した．この卵嚢からは翌日幼体が出嚢した．6月中旬からジグモの巣の外側に脱皮殻が付いている頻度が高くなった．この時期がジグモの成体への脱皮時期なのではないかと推測した．6月27日（20個）～7月18日（40個）．
　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　

Kristine Bollerup, Søren Toft and Trine Bilde, 2008. Why Do Males of the Spider Pisaura mirabilis Wrap. Their Nuptial Gifts in Silk: Female Preference or Male Control? Ehology, 9th, JUL.　なぜオウシュウキシダグモ〔新称〕のオスは婚姻贈呈物を糸で包むのか？　メスの好みか, オスのコントロールか．池田報告．オウシュウキシダグモのオスは求愛時にメスに対して餌の婚姻贈呈を行う．ギフトは丸められ白い糸で巻かれる．糸で巻かれたギフトはメスの卵嚢に擬せられることによって感覚的なワナとしての機能を持ち、メスの母親としての本能を利用し、メスの捕食動機を抑制すると仮定された．形が丸く見かけの色が白いことがメスに対するオスの許容度を増すのだろう．私たちはそう予想して実験し、形が丸く、糸で巻かれているほど、そうでないものより早くメスに受け入れられることを発見した．私たちが発見したことは、糸で巻くことはオスにとって利益があるということである．その理由は交尾なしにメスにギフトを盗まれるリスクを減らすことと，結果的に直接オスの繁殖成功度を上げることである．大きな横長のギフトは交尾中のオスにとって扱いにくいために，丸いギフトより交尾時間が短くなる．丸いギフトはメスに好まれるわけではないが，オスには利益があるのだ．私たちの結果が示すことは、オスがギフトを糸で巻くことには二つの適応的な利益があるということで，ひとつは交尾せずにメスがギフトを失ってしまうリスクを減らすことであり，もうひとつは細長い餌を丸く形を変えることで、オスがメスの外雌器にアクセスしやすくなることである．
私たちの結果はオスのギフト巻きは再交尾率以上に性的衝突を経て選択されたことを示している．
　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　

Lang, A.1996. Silk Investment in Gifts by Males of the Nuptial Feeding Spider Pisaura mirabilis (Araneae: Pisauridae). Behaviour, 133(9/10): 697-716. 池田報告．交尾に先だってオスが餌を糸で巻き，ギフトとしてメスに渡す．メスは交尾中ギフトを糸ごと消化する．オスがギフトに投資する糸量を決定する室内実験を行い，繁殖における法則を決定した．糸量は常に少量だった．メスにとって栄養的価値はほとんどなかった．餌のラップを繰り返すほどオスは糸量を多くした．飢えたオスは満腹なオスよりも糸量を生産するのにラップ回数を必要とした．体長が大きいオスほど糸量が多かった．一般に贈呈に用いられる餌のサイズは糸量には影響しない．しかし，扱い易さの点では，小さなオスは非常に大型のハエには十分な糸は出せない．メスはギフトの少量の糸よりも多量の糸を消化するほうが時間がかかる．ラッピングに関する適応的意義を解釈すると，オスは交尾時間を長引かせるために糸を使うのだろう．
　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　

 Stålhandske,P., 2001. Nuptial gift in the spider Pisaura mirabilis maintained by sexual selection. Behavioral Ecology, 12 (6): 691-697. 池田報告．オウシュウキシダグモの婚姻贈呈の機能は交尾時の共食いを防ぐことにあると考えられていた．この仮説と二つの代替仮説、オスの交尾努力と父性投資がある．これらの仮説を無経験の雌雄を用いて室内実験で検証した．ひとつのグループはメスへのギフトを持たせないもの，ギフトを持たせたものはギフトを小・中・大のグループとした．82試行で食われたオスはいなかった．ギフトが提示されての出会いでさえメスの攻撃は観察された．ギフトを持たないオスはメスに求愛し，40%が交尾にまで至った．ギフトを持ったオスは交尾率90%だった．交尾時間はギフトのサイズと正の相関があった． 

一般的にメスは交尾を終えるとギフトを持って逃走する．受精率は交尾時間とともに増す．贈呈されたギフトの有無とサイズはメスの繁殖力や幼体サイズには影響しなかった．
実験結果は性的共食いと父性投資の仮説を支持しなかった．婚姻贈呈ギフトはオスの交尾努力の現れである．メスを交尾に誘い，交尾の間カップルを維持し，精子量を増やすべく交尾を延長しようとする．私はアズマキシダグモの婚姻贈呈ギフトは性選択によって維持されていると結論した．
［コメント］Itakura, 1993.Insectariumも引用されている（池田）．
　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　

Maria J. Albo, Søren Toft and Trine Bilde, 2011. Condition dependence of male nuptial gift construction in the spider Pisaura mirabilis (Pisauridae). Journal of Ethology, Volume 29, Issue 3, pp 473-479. 池田報告．オウシュウキシダグモの雄は糸でラップした餌をオスの配偶努力として機能する婚姻贈呈物として差し出す．もしギフト作りがコストならば、プアな食事状態にあるオスはグッドな（良好）状態にあるオスと比べてこの行動への投資を減らすだろう．私たちは性的刺激や食事状態などの条件を違えてギフト作りの頻度や特性を調査した．3処理（メスの糸（Ｓ），メスの糸とメス（ＳＦ），メスの手がかりなし（Ｃ；対照））に曝されたオス17匹のギフト作り行動を分析した．同じ個体を最初はグッドな食事状態（若齢/満腹）でテストし，次にプアな食事状態（老齢/飢え）でテストした．オスの齢の効果を制御するため良好食事状態で別のグループがテストされた（老齢/満腹）．
メスの手がかりの存在 (S and SF)は，対照群と比べてオスのギフト作り反応を強く引き起こした．満腹オスは飢えたオスよりもギフトをよく作った．ギフトを作る時間も長かったし使う糸も多かった．私たちの発見が示したのはプアな食事状態は交尾前ギフト作り行動に影響するということである．ギフト作りはオスの状態とメスの選択のターゲットの正確な指標になるだろう．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

Prokop, Pavol and Michael Maxwell, 2012. Gift carrying in the spider Pisaura mirabilis: nuptial gift contents in nature and effects on male running speed and fighting success. Animal Behaviour, 83: 1395-1399. 池田報告．オウシュウキシダグモのギフト運び：野外のギフトの内容物と，走行速度と闘争成功への効果：本種のオスはメスへ餌を婚姻ギフトとして差し出す．これらギフトの生態的な意義はほとんどわかっていない．最初に私たちは野外でのオスによるギフト運びの度合いを調査した．フィールド・データが示したのはギフト運びは野外でかなり見られること（捕獲オスの40%）と，すべてのギフトが新鮮な節足動物餌だったことである．ギフト重量はギフトの最大長と正の相関があった．結果はオスは食べられない餌や空気，あるいはルーズに糸をかけてギフトを膨らまして「だます」ようなことはしなかった．二番目に私たちはギフトを運ぶオスの生態的コスト（オスの走行速度と闘争成功度）を調査した．ギフト運びは走行速度を遅くしたが，オスの争いでの闘争成功度には影響しなかった．前者の結果は節足動物のギフト運びに関連して移送コストに関する最初の提示である．野外で捕獲したオス53頭のうち，23頭がギフトを運んでいた．餌は咬まれバラバラにされていて詳しく分類することが出来なかった．ギフトの最長径（平均3.18ｍｍ）は重さ（平均9.6ｍｇ）と正の相関があった．
ギフトを持つオスと持たないオスで体重や背甲幅に違いはなかった．1ｍの枝の間を走る時間はギフトをもつオスのほうが時間がかかった（25秒ｖｓ60秒）．
ギフトもちオス同士（ＧＧ），ギフトもちオス対ギフトなしオス（ＧＮ），ギフトなしオス同士（ＮＮ）で対面実験を行った．47試合でつかみあいは5秒かそれ以下．闘争の潜伏時間は平均158秒．勝負にギフトの有無は関係がなかった．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

M. J. Albo, L. E. Costa-Schmidt  and  F. G. Costa, 2009. To feed or to wrap? Female silk cues elicit male nuptial gift construction in a semiaquatic trechaleid spider. Journal of Zoology. Volume 277, Issue 4, p.284–290. 池田報告．食べるべきか，ラップすべきか？メスの糸の手がかりがオスの婚姻ギフト作りを誘起する：餌をラップし婚姻ギフトとして差し出すことによって，オスは配偶機会を得るし､親となる利益を得る，多少のコストはあるが．新熱帯区の半水辺のクモParatrechalea ornata ＜カザリサシアシグモ（新称）＞(サシアシグモ科)のオスはメスに餌を糸で巻いた婚姻ギフトを渡す．どんな刺激がオスの捕食を抑制し，ギフト作りを誘引するのだろうか．私たちは仮説を立てた．メスの糸に関連するシグナルがオスの決心に影響していると．条件を変えた三つのオス・グループで実験した．S処理はアリーナでメス糸に曝す．SF処理は糸とセル内に閉じ込めたメスを曝す．対照群はクリーンなアリーナに出す．ギフト作りはS区とSF区で同率に見られた．メスに触った後 (SF区)も オスはギフト作りのパターンを変えなかった．ギフト作りは雌雄の齢によって増えた．結果によって仮定されたことはメスの糸と関連する化学的な手がかりの存在がオスの探索行動とギフト作りを誘起したということである．オスは性的な出会いが予想されることで食べるかラップするかを決める．ギフト作りを先行させてオスは交尾準備をして捕食の危険やメスの逃走，オスどうしの先を争う競争といったリスクを減少させる．行動の差異の齢の効果やギフト作りの率について考察した．
［コメント］サシアシグモ科は日本ではシノビグモのみ．中南米に多いクモである．婚姻贈呈をするParatrechalea ornataは，なかでも注目種（池田）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Maria Albo and F. G. Costa, 2010. Nuptial gift-giving behaviour and male mating effort in the Neotropical spider Paratrechalea ornata (Trechaleidae). Animal Behabiour, Volume 79, Issue 5, p.1031–1036. 池田報告．クモでの婚姻贈呈は稀である．よく知られているのはオウシュウキシダグモ Pisaura mirabilis だけである．オスは餌の提供なしに配偶可能だが，本種にとってギフトはオスの配偶努力と考えられている．オスのギフト提供が最近記述されたカザリサシアシグモはサシアシグモ科の新熱帯区のクモである．私たちは配偶努力仮説と二つの他の排他的でない仮説，性的共食い回避仮説と父性投資仮説によって本種のギフトの機能を研究した．二つのグループのオスは処女メスに曝された．23頭は餌なし（ＮＰグループ），21頭は餌あり（ＣＰグループ）である．繁殖成功, 求愛,交尾,初回産卵が記録された．CPグループはＮＰグループに比べて，繁殖成功, 長い交尾, 長いパルプ挿入などで優っていた．交尾が長いほど卵嚢作りが早く，早い産卵にも関連していた．ＮＰの未交尾オスは試行後，飼育器に戻って餌死体をラップした．私たちの発見が示唆するところでは，婚姻ギフトは本種オスの配偶努力の現れである．婚姻ギフトはオスの交尾時間をコントロールするし，メスの産卵を促進する．精子供給と父性を改善するとともに，再交尾して多父性になるメスのコストを最小化することによって．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋Mariana C. Trillo, Valentina Melo-González, Maria J. Albo, 2014. Silk wrapping of nuptial gifts as visual signal for female attraction in a crepuscular spider. Naturwissenschaften ，Volume 101, Issue 2, pp 123-130.．池田報告．婚姻贈呈は無脊椎動物に広く知られているが，餌を糸で巻くユニークな習性は昆虫とクモにわずかに見られる．クモの場合，オスが差し出すギフトを受け取ったメスのほうがギフトを持たないオスよりも長く交尾できる．ギフトを糸で巻くことは交尾を得るのに必須ではないものの，この形質を特に交尾の引き金とする機能を持ち，交尾の機会を増すとみられる．
結局，二次的な性徴のひとつとしてギフトがメスによってオスの質を示す情報として用いられているならば，糸巻きは性選択の下での重要な形質と考えられる． 私たちはラップされたギフトの白色が視覚的なシグナルとして使われているのかどうかをParatrechalea ornata＜カザリサシアシグモ（新称）＞を使って調べた．メスにさらされたときにオスの上顎の白いペイントのパッチがメスへの誘引となっているかどうかを研究した．顎を白く塗ったもの，塗らないもの，胸板を白く塗ったもの（対照）．
メスは白い顎のオスにより多く接触した．その結果, 私たちは糸巻きが条件依存的な形質であり，メスの視覚的な誘引の動因であることを明らかにした．
私たちは良好な（グッド）状態のオスとプアなオスに餌を持たせてメスの糸に曝した．プアなオスは餌に巻く糸の量が少なかった．これらの結果は，ギフト・ラッピングがオスの質の指標になっていて，配偶相手を見定める情報を得るのにメスが使っていることを示唆する．
［コメント］Crepuscularは「薄暗い」という意味である（池田）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Kayashima, I., 1991. Process of Nest Building by Water Spider Argyroneta aquqtica (Clerck)(Araneae: Argyronetidae). Korean Arachnol., 7(1):73-86. 池田報告．水槽で飼育した釧路湿原産ミズグモの造巣過程を観察・記録（夏と冬）．1988年6月2日に採集，6月3日に飼育を始めた．翌日藻の間に巣があって驚いた．空気室を作ると思い込んでいたからである．1）6月6日午後3時．クモは腹部の毛に貯めた空気をつけ激しく動き回る．近づいて見ると，糸疣をタンク内側に打ち付けている．明かりで付着点が目立つ．腹部を5分間水面に出し、空気を取り込む．
2）同日8時（観察開始5時間）．クモはタンクの下から5cmの高さに藻を6片釣り上げた．18本の糸で支えられている．3）6月7日午前1時（10時間後）．下から8cmのところに藻11ピースをくっつけ合わせて吊ったがまだ巣ではない．支持糸は25本．クモが動くたびに数本が切られ，新しい糸で修復される．次第に藻の塊が大きくなる．
4）6月7日午前6時（15時間後）．26片の藻の塊になる．上部は筒型になり下部には4空気室がある．藻の周囲には38本の糸．クモがドーム型の大きな空気室を完成させたのは観察後336時間後（2週間後）だった（summer図12）．実際に釧路湿原でも同様の空気室を確認した．
タンクの底に新しい巣を作ることもあり、このときの巣は小さく25時間で出来た．これは冬の巣に相当する(winter図4)．
［コメント］メーテルリンク『ガラス蜘蛛』（工作舎）にはミズグモの釣鐘の建設方法として，“（おい茂った植物の）茂みの中でいくつもの葉の先端をたわめ、それらをクモ糸でくっつけ合わせ”，“透明な糸はまったく目に見えず”“キャップ帽のようなものを織りあげ”といった記述がある．「ミズグモの生態を描いた博物画1900年頃」にはミズグモの空気室の周囲にある糸が描かれている．糸の写っている写真はなかなかなかったが，Adrienne Mason 「The World of the Spider」（A Sierra Club Book）に見つけた．ミズグモの系統的位置はRTAクレードのタナグモやナミハグモに近い位置にある．クサグモ（タナグモ科）の迷網が大瓶状腺，シート網がブドウ状腺で出来ている（吉倉『クモの不思議』岩波新書）ことから類推するとミズグモの支持糸は大瓶状腺，空気室の周囲の網はブドウ状腺由来の糸か（池田）．萱島の報告のクモは水槽の下に落ちた藻を綴り合わせ，浮かべることをしているが，普通は水草などの手がかり足がかりのある草の茎を伝って水に潜る．泳いで水中を移動するのは下手である（新海）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　NHKエデュケーショナル『ダーウィンが来た！ミズグモ篇』．池田報告．ミズグモの空気室作りや腹部の水をはじく構造，後脚を使って空気を切る行動の重要性などが描かれる（米村伝次郎先生の実験もあり）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

新海明，2014．サラグモの網に粘球があった例．新海報告．池田はサラグモの糸に粘球がなかった論文を報告しているが，「Ecophysiology of Spiders」のPetersの論文Fine Structure and Function of Capture ThreadsのFig.60a-dのcにLyniphia triangularisの粘球のSEM画像が掲載されている．粘球は著しく小さく，しかもまばらだそうである．
［コメント］粒の大きさは5.4μm，これはニワオニグモ30μmの6分の1である（池田）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Briceno, R.H., 1985. Sticky balls in webs of the spider Modisimus sp. (Araneae; Phlcidae). J.Arachnol., 13: 267-269.　新海報告．（1986年5月3日クモゼミにて報告）ユウレイグモの一種の粘球の報告．モディシムスの造網行動は枠糸張り（Frame lines. 第3脚を使って付着した）と埋め込み（Fill in.　第4脚を用いて既に張ってある糸に押し付ける）の二つに区別できる．ひとたび埋め込みが始まると枠糸張りに戻ることはない．二つの段階で引かれる糸は異なっていて，粘球なしの太い糸は第一段階でよく見られた．糸には細い糸と太い糸があり，埋め込み段階の細い糸の40.7％，太い糸の6.9％に粘球があった．この粘球の割合は完成した網でもほぼ同じだった．補修した網には粘球は少なかった（粘球ありは細い糸の3.8％，太い糸の3.5％）．この種のラッピング・スレッドには粘球はなかった．
　造網の初期段階に太い糸が多いのは，このときに網の枠や足場が作られていることを示している．また完成後の網において，粘球の有無に関わらず細い糸が多かったのは，粘性によるのと同様に糸をからみつかせることによって餌を捉えることを示唆している．補修した網には粘球のついた糸が少なかったがこの理由は不明だ．イエユウレイグモは瓶状腺を二対持つことが知られている（Kovoor, J., 1977）

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

新海明, 1986. ユウレイグモ科のクモの網構造について．新海報告．シモングモ，イエユウレイグモ，ユウレイグモの一種についてシート状不規則網の四方の末端にはガム・フットがあること，このガム・フットは昆虫が触れると切れるLow Shear Jointが存在することが判明した．イエユウレイグモの第4脚付節にはヒメグモ類の櫛毛に似た毛が存在することも分かった．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

安藤昭久，2014．ワシグモの卵嚢作成2014．安藤報告．近日，メキリグモ（アシハラメキリグモ？．まんじゅう形の卵嚢を親が保護する．メキリグモと同じパターン），ケムリグモの一種（おおいは二層式，1層めは泥塗り，2層めにはゴミ付けをした．クロチャケムリグモに似るが花弁様の縁取りをつくらず），ハイタカグモ（ムサシハイタカグモ？　メキリグモと同じパターン）．ワシグモ科には卵嚢形成にさまざまなタイプが見られる．これをいくつかの類別に分けている．上記のビデオのほか「クロチャケムリグモの卵嚢作成」「シボグモの卵嚢作成」も動画がある．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男・新海明､ 2014. キシノウエトタテグモの分布状況と集団構造．Kishidaia予定．新海報告．八幡明彦氏に捧ぐ．＜キシノウエトタテグモの系統解析＞ミトコンドリアのCOⅠ遺伝子によって行うと本州・四国・九州の個体はきわめて近縁であることが分かった．九州周辺の島々-天草・屋久島・種子島の個体は遠い．今後の議論は本州・四国・九州の個体群に限って進めていく．＜森にはいない＞理由は不明．＜分布が偏っている＞関東には生息数が多いが，関西には少ない．＜本州では系統と地理的分布は一致しない＞＜奇妙な飛び地がある＞キシノウエトタテグモは分散力が小さいのに本州全体は均一である．かといって集団内に盛んな遺伝子交流があるとは考えられない．＜すでに人為的攪乱を受けている＞と考えるのが妥当であろう．
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＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男，2014．Asian Society of Arachnology報告．谷川報告．2014年7月にタイのチェンマイで行われたアジア・クモ学会大会の報告．発表はこんな珍しいクモがいるといったクモの魅力を語るものが多く，東京蜘蛛談話会例会をおもわせるような楽しいものだった．日程は一日の演題が3題から8題とゆったりと組まれており，リラクゼーションタイムやブレーキングが多く，のんびりしたものであった．来年はインドで11月に開催される．
　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　

Greene, Orsak and Whitman, 1987. A tephritid fly mimics the territorial displays of its jumping spider predators. Science, 236: 310-312.　池田報告．高校「進化」学習の教材を探す一環で「Evolutionary Analysis 4th edition」という本を見ていたところ，Chapter 10  Studying Adaptation: Evolutionary Analysis of Form and Function.10.2 Experiments  p.367-372に良い実験デザインの例として紹介されていた．本論文に関しては，東京クモゼミ報告No.92（1996年3月3日）で既に新海明が「ハエトリグモに擬態するミバエたち」として報じている．4篇のうちのひとつ，「ミバエの翅模様と翅を動かすdisplayの目的を実験により調査．ミバエの擬態はハエトリグモだけに効果があることが分かった」が該当の論文である．グリーンらはミバエがその翅のマーキングと翅振りディスプレーを使ってハエトリグモ自身を威嚇していると仮説を立てた．良い実験は代替仮説を揃えている．仮説は3つ考えられた．「仮説１：ミバエはハエトリグモに擬態していない」「仮説２：ミバエはハエトリグモに擬態している．擬態によってクモ以外の他の捕食者を威嚇している」「仮説３：ミバエはハエトリグモに擬態している．擬態によってハエトリグモを威嚇している」である．ミバエの翅を切り落とし，イエバエの透明な翅をのりづけすることで5類類のハエを準備し，実験した．5種類のハエとは，（A）手術しないミバエ・（B）翅を切り翅を付け直したミバエ・（C）翅を切りイエバエの翅を付けたミバエ・（D）翅を切りミバエの翅を付けたイエバエ・（E）手術しないイエバエ．これらはそれぞれ，対照実験としての（A）（B）．翅振り行動はするもののマーキングなしの（C），翅振り行動はせずマーキングのみの（D），類翅振り行動もマーキングもなしの（E）となる．ランダムにハエトリグモ，または他の捕食者と見合わせた結果，ハエトリグモは翅のマーキングがあり翅振りディスプレーをするハエからは退却する傾向があったのだ．マーキングか翅振りを欠くか，両方を欠くハエは攻撃された．他の捕食者を試した（A）（C）（E）の実験区において，他の捕食者はテストしたハエをすべて捕獲し食べた．結果を比較すると，仮説３に一致する．Greeneらの実験はミバエがハエトリグモの捕食を避けるために擬態したという仮説を強く支持するものであった．良い実験をデザインするのに注意すべきことを挙げておこう．（１）効果的なコントロール・グループを設定し検証すること．（２）実験処理のすべてが正確に同様の条件で取り扱われること．（３）対照区と実験区をランダム化すること．（４）多くの個体でテストを繰り返すこと．（５）繰り返しの実験では個体が消耗する場合がある．（６）データの変異量の測定に伴う予測の変動を見積もっておくこと．グリーンらの実験はデザインの優れた例であった

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　

Bond, Garrison, Hamilton, Godwin, Hedin and Agnarsson. 2014. Phyligenomics resolves a spider backbone phylogeny and rejects a prevailing paradigm for orb web evolution. Current Biology, 24. 1765-1771. 池田報告．谷川・馬場両氏の厚意により論文を入手．論文の系統樹を紹介した．コディントンらが以前に形態や分子を総合して示した系統樹は円網の単系統性を示していたが，40種のクモの核遺伝子を次世代シーケンサーで網羅的に分析した結果，円網の単系統性は否定された．分岐はまずハラフシグモとオオツチグモ系統と，単性域類およびエボシグモと普通クモ系統が分かれた．普通クモ系統のなかの分岐は最初にイワガネグモ系統が分岐，その後にコガネグモ上科とRTAクレード及びメダマグモ上科が分岐した．円網が多系統であり原始的な形質であることが判明した．
［コメント］コモリグモのオスの触肢にRTAはないがRTAクレードに入っているのはなぜか（輿石）．二次的に消失したとみなされている（谷川）．mRNAからcDNAを作って分析する技術では標本もそのために用意した新品が必要で時間も人手もお金もかかる．このような総合的・網羅的な分析はこれが決定的になるのではないだろうか．この分析の結果，ヒメグモとホラヒメグモも単系統ではなかった点が意外だった（谷川）．同じときに同じCurrent BiologyにHormigaら別のグループが次世代シーケンサーで同じテーマの別の論文を出したが，結果は同じだったことが興味深い（谷川）．別の論文とは，

Fernanndez, Hormiga and Gilbert, 2014. Phylogenomic analysis of spiders reveals nonmonophyly of orb weavers. Current Biology, 24, 1772-1777.

［コメント］池田が日本蜘蛛学会ニュースレター「遊糸」の「クモの進化（後篇）」で示した進化図でも円網は単系統ではなかった（池田）．その段階での系統樹の元になった論文ではまだ推測に基づいた分岐が多かった．今回の論文はかなり証拠固めになっている（谷川）．
　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　

池田博明，2014．高校進化生物学の展開．池田報告．雑誌「遺伝」に高校教員向けに新しい進化学についての紹介を6回連載することになった．その概要の紹介．第1回「ヒトとサルの祖先は共通」，第2回「ダーウィンフィンチの自然淘汰」，第3回「突然変異」，第4回「集団遺伝学」，第5回「進化発生学」，第6回「進化を見る」．第5回にクモの付属肢の進化を取り上げる．第6回では進化現象を観察するのにクモは最適な生き物という観点を打ち出す．
　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　

新海明，2014．ナゲナワグモは円網だった．新海報告．南陽市で行われた日本蜘蛛学会大会シンポジウムでの発表．ナゲナワグモの網の進化をRobinson夫妻やEberhardは「単純化」の方向で理解していた．それに対して新海は「複雑化」もあり得るのではないかと提示した．また，新海は円網作成過程における行動単位の出現頻度を模式化してトリノフンダマシの行動とナゲナワグモの行動を比較した．
［コメント］スズミグモの網の主部は足場糸である．福本伸男・中平清も同意見だった（新海）．破網の際にトリフンが残すのは縦糸，オニグモは枠糸を残す（新海）．
　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　

輿石紗葉子，2014．佐渡島で採集したアライトコモリグモ卵嚢に寄生していたハチ．輿石報告．2014年6月20日に採集．アライトコモリグモは地中に産室を作るが，卵嚢前半から卵型（長径8mm）のアメバチまたはチビアメバチの越冬型まゆが出てきた．子グモは全滅していた．
［コメント］母親は子グモがいないにも関わらず，開のう行動をした（輿石）．
**********************************************************************************
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先月，10月6日のクモゼミは池田欠席のため記録なし．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

参加者　安藤昭久・新井浩司・池田博明・開発薫・加藤輝代子・加藤むつみ・輿石紗葉子・新海明・谷川明男・馬場友希・本多佳子．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　Folelix, 2011. Prey Capture. from Biology of Spiders, Third edition. p203から．池田報告．
［コメント］東京クモゼミ第１回で新海明氏によって紹介されたテーマが「ジョロウグモの餌捕獲がバイト先行である，クモの餌捕獲戦術にはラップ先行もある」という事実だった．「bite」と「wrap」の餌捕獲戦術は第1回以降は，ゼミ報告20号に若干扱われているが，それ以降は取り上げられてこなかった．絵本「たくさんのふしぎ」を作る過程で捕帯糸について確認を生じたことがきっかけでクモの餌捕獲戦術を見直すことになった．捕帯糸（swathing silk）はブドウ状腺から出され，英国蜘蛛学会の一般解説には「おおかたのクモがこの捕帯糸を有する」と記述されている．捕帯糸を出すブドウ状腺は腹部内にたくさんあり、出糸管も多い．餌に巻きつけるときはガーゼ状に巻かれる（観察のときに注視可能）．動画サイトYou-tubeにはニワオニグモやコガネグモのアタック・ラッピング（offensive wrapping）の例が見られる．攻撃ラッピングはHubでのdefensive wrappingと対語である．
［抄訳］徘徊性クモ類は網に頼らないので，場所を選び，餌を直接力づくで倒さなければならない．まずは徘徊性クモ類の捕食戦術をくわしく見たうえで数種の造網性クモ類の異なる餌獲得法の効果を比較してみるとしよう．ドクシボグモCupienniusは餌を直接狩るというよりは通常は待ち伏せである．攻撃は餌動物がごく近くに接近した時だけ起こる．印象的なのはその速さである．攻撃から屈服まで0.2秒もかからないだろう．餌獲得法の段階を追ってみよう．1）餌のいる場所に行く，2）餌のほうを向き前脚の先端でつかむ，3）上顎で引き寄せかむ（毒液注入），4）脚を離し上顎でくわえる，5）動かないように糸をかける，6）捕食．たいていの徘徊性クモ類にとっては，餌捕獲の主因は機械的な振動である．ぶんぶん飛ぶハエは振幅の小さい高周波（約100Hz）を出している．自然界の「バックグラウンド・ノイズ」は高振幅の低周波（1-10 Hz)である．コモリグモは餌の特定に視覚刺激を使っている．多くは虫の動きに反応する．視覚が導く餌捕獲といったら古くから知られているハエトリグモである．シボグモで注目される点は麻痺した虫を置いたり台上につなぎとめたりするのに糸を使うことだ．シボグモの捕獲戦術は一般的なものだが、徘徊性種すべてにあてはまるわけではない．
トタテグモやタランチュラでも捕獲戦術は多様である．餌に向かって飛び出すのもいれば、体の後半部を穴に残し、フタを引っ張って閉じてしまうものもいる．糸を穴の周囲に張り巡らすハラフシグモもいる．ジョウゴグモはシート網さえ張ってしまう．円網種(コガネグモ類)とヒメグモ類は特にちがった方法を見せてくれる．虫を噛む前に糸で巻いて餌を倒すのである．タナグモCoelotesは棚網の使い方の良い例である．棚網上でまごまごしている甲虫を主に餌にしている．クモは甲虫に近づくと背中に周り，顎で腹部に穴を開けようとする．
ニワオニグモは次のようである．(1)網の上の餌の位置を特定する，(2)素早く餌に接近，(3)餌の動きを封じる，(4)ハブへ餌を移す．最後の二段階には全く異なる戦術がある．ニワオニグモの主要ポイントは咬む前にラップすることである．これはたいていの徘徊性クモ類と比べられるところだ．とはいえ，餌がとても小さい時には(ショウジョウバエのように), 顎でくわえてハブに運ぶ．大形は網を激しくゆするので，まず最初にすぐ咬まれ，それから数秒あるいは数分も何度も咬まれる．こういった長い咬みは強い餌動物の逃走を阻止するためである．一方，攻撃的な虫には，例えばハチのような，最初にラップして次にバイトである．クモは危険な餌に距離を保つ．咬む行動は固定的なものではなく，餌の種類によりけりである．ギンコガネグモArgiope argentata の戦術例では，餌がバッタの場合にはWrap-Bite戦術が100％，ハエはW-Bが74％，Bite-Wrapが2％，Bite-Pullが24％．蛾ではW-Bが17％，B-Wが75％，B-Pが8％だった．ジョロウグモ Nephila は常に最初はバイトで攻撃する．ラップするのはハブに落ち着いてからである．「悪い」餌に遭遇したときにはこの戦術は効果がないばかりか危険でさえある．網にホソクビゴミムシを与える実験をしてみると, ジョロウグモは常に咬み攻撃一本槍で，成体のクモにとってはこれが唯一の真実である．実験的に幼体では新しい餌には糸を投げかけた．しかし，何度か経験した後ではこの行動を止めた(Linden, 2008)．一般的に獲物への攻撃ラッピングoffensive wrappingには二つの利益がある．ひとつは，強力な獲物（噛み付くバッタや刺すハチなど）で傷つけられる危険を減らして，長く咬むことを減らすことである．ふたつめの利益は短時間に複数の餌を捕ったときに重要になることだが，餌の「リザーブ」である．
円網グモの戦略として，＜戦略1＞バイト先行・・・餌が小さいときにはすべてのコガネグモ類

＜戦略２＞ジョロウグモに典型的．＜戦略３＞オニグモやコガネグモに好まれる．
ウズグモのような篩板類は＜戦略４＞である．獲物はすべてラップされ，咬まない戦略である．
攻撃ラッピングはおそらく進化の新段階のものである．それはハブで行われる防衛的なラッピングに由来している．要約すると表6.2.のような異なるレベルが区別される．獲物のラッピングは後脚を自在に動かして行われる．ヒメグモ類は粘球糸を採用した．
  ウズグモは毒腺がないので，餌を頑丈に包む．1時間以上，糸の長さは100ｍ以上にもなる．ラッピング糸の張力はとても強い．消化液がどのように餌の包みに入っていくのかははっきりしていない．脚や関節の膜が壊れたところから酵素が入るのだろう．消化には数時間もかかる．驚いたことにラップの糸は消化されていない．薄い糸は消化されリサイクルされるが厚い糸は消化液に抵抗性がある．　
一般的な模式図に入らない特別な餌捕獲をするクモがいる．
ヤマシログモは口から糸を吐く，オウギグモは扇形の網を張る，ナゲナワグモは投げ縄で蛾を捕る．幼体は投げ縄を作らないが化学的にチョウバエ(Psychoda)を誘引してつかみ取り．オスもつかみ取りをしている．センショウグモはクモ狩り．求愛を擬態する攻撃擬態を使う．これはオスの交尾糸と求愛信号を真似てメスを捕る戦略である．
ワシグモの一種ZodariumはアリCataglyphisを専門に狩る．アリの巣の入口で狩りをするのに他のアリが防衛しないことからワシグモはアリの巣の匂いを化学擬態していると信じられている．ハエトリやワシグモにもアリ専食が見られ，多くのヒメグモの餌はアリである．シロアリ専食もいる．マユミテオノグモ Callilepis nocturna は前脚でアリの頭部を探り、触角の基節を咬んで後退する．左の触角を咬まれるとアリは左回りをするようになる．化学擬態していない為、他のアリに攻撃されるが、麻痺したアリを引き寄せて隠れ場所に避難する．糸室（silken cover）の入口を閉じて食べ始める．餌は咬みくだかれることはなく、首と腹部から吸汁される．1、２時間後にはアリの殻しか残らない．咬みつくのは傷つきやすい触角に限られ、頑丈な顎から届く脚はすぐに切り離される．テオノグモの捕獲戦術は咬む攻撃をする前にアンテナの基節を切り離すよう厳密に「固められた」ものである．テオノグモがアンテナ基節の位置を特定できないときには咬む行為は高度に「ブロックされている」．一方，アリの腹部に2本のアンテナを糊付けすると，クモはそれを咬む．アンテナはクモの咬む行為の鍵刺激と考えられる．アリグモモドキは枝からしおり糸でぶら下がってアリを捕食する．
この章の終わりにメダマグモのユニークな狩りを紹介したい．夜間に徘徊性の昆虫に網を投げる方法で狩りをしている．飛ぶ虫は振動覚で、徘徊性の虫は視覚でキャッチする．夜明けの5時には網を回収し食べてしまう．昼間は枯れ枝に擬態している．実験室では、死んで数日たったつぶれた虫も食べることがある．野外でも腐食は数種の徘徊性種では観察されている（Getmann 1978）．社会性のムレイワガネグモ Stegodyphus mimosarumでは共食い性の腐食（cannibalistic scavenging ）が観察されている（Lubin and Bar Shahal 1995, personal comm.）．
第9章　EcologyのPrey Animalsの項：昆虫がクモの食事の最大の部分を占める．ワラジムシやムカデあるいはクモ自身もリストには上がっている．脊椎動物は普通ではない．オタマジャクシや小魚はある種のコモリグモやキシダグモでは食べられている．砂漠最大のクモLeucorchestris（体長3ｃｍ､体重5ｇ）はクモ自身と同じサイズの小形ゲッコーを捕るし、ハシリグモDolomedesは4～5倍の魚を倒す．大形のタランチュラはトカゲやヘビ、鳥も食べるというが、ほとんど伝説であって、野生では裏付けに乏しい．アンナ・シビール・メリアンが描いたタランチュラの画（1705年）は死んだ鳥をタランチュラが食べているところを描いていた．これが本当か虚構か長いこと議論となっていたが、現在の知識では、これは本当である．明らかに小形のコウモリは熱帯円網種の強い網にかかる．Argiope savignyiの記録がある．昆虫のなかでも、ハエと無翅のトビムシがクモの食事の大半である．トビムシの数ときたら膨大で、多くの小さなクモの餌となっている．甲虫やバッタ、チョウは別の豊富な餌資源である．しかし、特定の昆虫、サシガメ、アリ、カリバチは大抵のクモに忌避されている．ある種の甲虫や蛾、芋虫も同様である．これらは化学的な防衛物質を出し、まずい味がする．カタツムリやミミズも食べられることがある．網自体が潜在的な餌の選択フィルターである．飛ぶのが上手な昆虫は鋭い眼をもち、クモの網を避ける．花粉を運ぶ昆虫（ミツバチ、カリバチ、ある種のハエ、甲虫）がヒメグモやサラグモの網に捕まっているのを稀に見ることがある．植物を吸汁する昆虫（アブラムシ、同翅類、アザミウマ）は多く捕らえられている．
それにもかかわらず、「空中プランクトン」すべてがクモの網に付着される．ゴミ、塩の結晶、花粉や胞子など．円網の粘糸に付着した花粉は網をリサイクルする際に消化される．幼体にとっては意外な資源としてエネルギー源となる．しかし、実験的にサラグモにマツの花粉を与えたところ、食物の取り込みも体重増加もなかった．
オスのカニグモで花の蜜を飲む，糖分利用の例が発見された．植物食のハエトリグモの例がある．その食事の90％以上がタンパク質と脂質豊富なアカシアの実だった．ときどきアリとアリ幼虫も食べる．大抵のクモは餌のタイプを選ばない広食性（polyphagus）である．良い例はオウシュウシロブチサラグモで与えた153種のうち150種を受容した．それに比べて専食性（stenophagus）のクモもいて、アリしか食べないワシグモ（Zodarium，Callilepis）とか、クモしか食べないセンショウグモ（Ero）など．
クモの捕食が昆虫個体群に与える影響の評価がされている（これ以降2ページ分は訳を省略）．
［コメント］コガネグモで捕帯と称しているものが，他のクモのそれと同じものなのかどうかは不明瞭である．ジョロウグモの場合は密度がコガネグモより薄い捕帯に見える．しかし，ウズグモは捕帯ではない．ウズグモもラッピングの糸は捕帯だと思っていたのだが，梅林さんの電子顕微鏡撮影像を見ると，普通の糸であった（新海）．ナガイボグモは普通の糸で虫をラッピングしている（谷川）．蛾をそのまま与えるとバイトするが，ストッキングで巻くとラップしてしまう．つまり蛾の場合にはテクスチャーが問題（新海）．フタホシテオノグモは素早い攻撃で触覚を狙った後，脚を切り離すのではなく，アリの顎の基も咬む（安藤）．フタホシテオノグモがアリをくみしき顎を咬むのを撮影（輿石）．
　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　

　Garcia, L.F., M.Lacava and C.Viera, 2014. Diet composition and prey selectivity by the spider Oecobius concinnus　(Araneae: Oecobiidae) from Colombia. Journal of Arachnology, 42(2): 199-201.　池田報告．著者らはウルグアイのクレメンテ・エスタブル生物研究所生態実験室及びウルグアイ共和国大学所属．2010年11月から2011年1月までコロンビア郊外の建物壁などでチリグモ♀または亜成体の網の餌を調査した．チリグモは食べない餌はラップしない．網にかかったラップされた餌は捕食されるものと考えて間違いない．他に壁面を徘徊する虫を捕獲して調査した．午前10時から12時と午後4時から6時に．アリ以外の虫を調べた．網に捕らえられた虫223頭のうちの99％がアリだった．1％はユスリカだった．
[コメント]チリグモは好蟻食ではない．生息環境にたまたま蟻しかいないためにアリを食べている．アリを特別選択しているわけではないということを証明したのが論文の目的（谷川，2015年1月）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　

　Suter, R.B., and K.Benson，2014．Nocturnal, diurnal, crepuscular : activity assessments of Pisauridae and Lycosidae. J.Arachnology, 42(2): 178-191. 池田報告．動物は活動時間帯の違いにより夜行性，昼行性，薄明薄暮性に分けられる．重宝で使い勝手の良い分け方である．その度合がもっとよくわかれば，選択能力に関する私たちの知識も増すことだろう．コモリグモの行動性を知るべく私たちはハシリグモ3種とコモリグモ5種46頭のクモの実験室内での活動性を測定した．ハシリグモはコモリグモよりも半分の活動性しかなかった．ウオツリグモ等と5種のうち4種のコモリグモは強力に夜行性だった．カイゾクモリグモの一種Piratula minuta だけが昼行性だった．統計的には有意に昼行性または夜行性を示したものの，純粋に夜行性または昼行生性のクモはいなかった．曖昧さを示した１種，Dolomedes tenebrosusは明光下では強く夜行性を示したが，暗条件下では強く昼行性を示し，曖昧だった．コモリグモに比べてハシリグモが活動パターンで変異性が低かったことを考察した．個体のクモには超日の（１日より短い）周期性が偏在しないのが通常であり，クモの各個体には厳密な夜行性や昼行性がないという事実に意義があるのではないだろうか．
　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　

　池田博明，2014．外国の変わったクモ2種．（１）Mirror Spider (Thwaitesia sp.)とあだ名されたクモが，Nicky BayのシンガポールのクモMacro Photography in Singaporeで紹介されていた．オーストラリアのステンド・ガラス蜘蛛Thwaitesia argentiopunctata　である．本種は「八幡明彦，2002．ボルネオへ蜘蛛を見に（5）：樹冠のクモたち」でも紹介されていた．八幡では，Crysso sp.(Theridiidae)　コガネヒメグモの一種（ヒメグモ科）の未成熟個体と同定し，樹冠部の葉裏で捕食中だった．日本の近縁種と同様、刺激によって腹部の金色の鱗片が縮小すると紹介されている．（２）ゴライアス・バードイーター．鳥を食う写真（落ちたヒナを捕った？）がブログで話題という記事が写真週刊誌Flashに出た（2014年10月28日刊行）．全長30ｃｍ（体長15cm，冨水明『タランチュラの世界』による）で，ギネスに世界最大のクモとして掲載されている．Pinkfoot Goliath Bird-eaterのほうが大きいとされている（体長17cm，冨水明による）．Goliathはダヴィデに殺された巨人戦士．
　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　

池田博明，2014．網上の水滴と粘球の位置．池田報告．雨のあと、網にはビーズ状に水滴が並ぶ．水滴は糸上のなんらかの構造物の場所にできやすい．横糸上には粘球の場所にアンカーがあることからすると，仮説「水滴は粘球の場所に出来る」が導かれる．検証実験（１）網に水をスプレーする，実験（２）雨後の網上の水滴を観察する．必ずしも横糸だけに水滴がつくわけではない．水滴の大きさは雨後の場合には粘球よりずっと大きい．水滴が小さいとすぐに蒸発してしまう．
　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　

　池田博明，2014．カバキコマチグモの母親食い．池田報告．日本では有名な行動だが，海外では知られていない．最初の観察者は植村利夫で，報告はActa arachnologicaにしている．しかし，日本語なので海外に知られなかった．八木沼健夫は1955年以降，植村の観察をPRしている．英文によるPRが必要かもしれない．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

　八幡明彦，2003．クモを折るに挑戦．池田報告．八幡の「みるかし姫のページ」に出ていた折り紙の記録．ワードで作製しなおして公開することを検討中である．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

池田博明，2014．クモの常識？絵本作成の現場から．東京蜘蛛談話会例会発表予定．池田報告．「たくさんのふしぎ」2015年3月号で「クモと糸」が刊行．その過程でたくさんのクモ学常識がひっくり返った．思い込みによる間違い，勘違い，疑問を紹介する．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

加藤むつみ，2014．或るジョロウグモの物語．加藤報告．2014年8月13日に自宅の勝手口の近くにジョロウグモが網を張った．餌を与えるとハエを好んだ．ヒラタアブは食べたが，シジミチョウは無視した．10月中旬に脱皮をしたようだ．10月24日，与えた中程度のハエやシジミチョウを食べるようになった．11月2日に消失．
［コメント］ヤリグモの捕食と成長の記録を見直している．脱皮後しばらくしてよく食べるようになるが，次の脱皮が近くなると食べなくなる（加藤む）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男，2014．九州のキムラ．谷川報告．九州のキムラグモの生殖隔離の有無を調べるために適地を探し，採集を繰り返している．熊本県八代市でブンゴキムラグモとヒゴキムラグモの混在地を探し，鹿児島県でブンゴキムラグモとヒゴキムラグモ，キムラグモとの混在地を探して採集．形態での差異は小さいので核DNAで分析を試みる．結果は現在進行形．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Tanikawa, A., A. Shinkai and T. Miyashita, 2014. Molecular Phylogeny of Moth-Specialized Spider Sub-Family Cyrtarachninae, Which includes Bolas Spiders. Zoological Science, 31: 716-720. 谷川報告．トリノフンダマシの円網，ワクドツキジグモの三角網，ナゲナワグモの投げ縄粘球といった形質の進化をミトコンドリアDNA（CO１）と核DNA（18S､28S）で調査・分析した．その結果，まずCelaenia（つかみ取り捕虫）とMastophoraやOrdgariusの投げ縄捕虫の系統と，網を張る系統が分岐した．その後，ケラエニアと投げ縄グループが分かれ（この分岐点の信頼度はベイズ法で88％､最尤法で58％とやや低い），アカトリノフンの円網系統からワクドの三角網系統が分岐した（信頼度は100％と61％）．三角網の分岐後に投げ縄グモが置かれる可能性を検討したが，それは否定された．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

輿石紗葉子，2014．フタホシテオノグモとカラコモリグモ．輿石報告．渡良瀬川遊水地で，フタホシテオノグモがアリをくみふせている，アリの顎の付け根を咬んでいるのを撮影した．また，カラコモリグモとそれに似た種を捕獲した．
［コメント］シッチコモリ雄同士の威嚇誇示行動を動画撮影した（輿石）．
　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　本多佳子，2014．セアカゴケグモの分布拡大の現状．昆虫と自然，12月臨時増刊号（予定）．本多報告．2014年10月末現在で36都府県で確認されている．セアカゴケグモの生態・捕食法・毒性・危険度・分布拡大の原因（物資に付いて移動する・密度の増加で目に付くようになった）を解説．
［コメント］乾燥に強いといった適応力の強さに注目（加藤輝）．拡大の際にバルーニングが見られないが，オーストラリアのクモ図鑑には「環境条件がきびしいとバルーニングしない」という記述が見える（池田）．
　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

  馬場友希，2014．各地の水田のクモ相．馬場報告．今年は7月に北海道・石川県，8月に広島県，10月に石垣島の水田のクモ相を見取り法で調査．北海道（深川市）の水田のクモの平均9.6個体，優占種はキバラコモリグモとノコギリヒザグモ．広島県の水田は41個体，石川県は28個体．石垣島の水田ではキクヅキコモリグモ，ナガズキンコモリグモ，ヨツボシショウジョウグモ，ノコギリヒザグモ？，セスジアカムネグモ？，ミナミヨツボシヒメアシナガグモ，ヤハズハエトリ，ヤマトハエトリの一種を記録．
　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
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＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

安藤昭久，2015．東京湾埋立地巡り　その１　夢の島はワンダーランド．安藤報告．調査不十分な環境のひとつ埋立地の土壌性クモ相を調べた．夢の島公園（2014年12月23日）からは10種（タイリクカレハグモ♂♀，ケムリダニグモ♂♀？，マツモトオチバカニグモ♀，幼体のヤマネコウラシマグモ・チビアカサラグモ・タテヤマテナガグモ・チャクロワシグモが採れた．1978年に造成された公園なので，すべて移入種となる．移入原因は（１）風に飛ばされた，（２）建設資材，（３）橋を渡って来た，（４）覆土，（５）植栽が考えられる．
[コメント]夢の島付近は植物の移入種も顕著である（加藤輝）．葛西臨海公園も100種ほどのクモ相らしい．新しい公園は建設年が判るのでクモの履歴を把握可能（加藤輝）．
　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

加藤むつみ，2015．トゲグモの卵嚢位置の推移．加藤報告．丹沢の一地点で1996年から2002年まで主に林縁の樹木で卵嚢の有無や位置を調査していた．数の変動はあったが、トゲグモ卵嚢がゼロになることはなかった．2014年12月2日にも卵嚢は発見できた．
　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　

Vickers, ME., M. Robertson, CR. Watson and TE. Wilcoxen, 2014. Scavenging throughout the life cycle of the jumping spider, Phidippus audax (Henz) (Araneae: Salticidae). J. Arachnol., 42:277-283. 2014.　池田＆谷川報告．本種は北米で体長13～20mmのやや大型のハエトリである．英語名はBold　Jumper．著者らは本種が屍食者として生きることも可能であることを示した．11頭のメスのうち8頭が産卵し600頭の幼体を75頭ずつ3種8個の処理区に分けた．処理条件は生き餌と死に餌、足場の有無、飼育容器（ペトリ皿）大（直径15cm，1.5cm深）と小（直径10cm，1.5cm深）である．結果が示したのは死んだ餌でも生残することだが、生き餌を与えたときより生残率は低く、令期間は長くなった．頭胸幅の違いはなかった．選択試験では生き餌で育ったクモも死に餌で育ったクモも生き餌をよく選択したので特に選好性は無かった．光周期は12：12、週3回給餌．給餌は4令まではキイロショウジョウバエ，5令以降はイエバエ．死に餌はつぶしてすぐに与えた．著者らは屍食が進まない原因を「えさを発見するのに困難性があるため」と考察していた．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　

Taylor, L.A., D.L. Clark and K.J. McGraw.2014.　 From spiderling to senscence: ontogeny of color in the jumping spider, Habronattus pyrrithrix. J.Arachnlogy, 42:268-276. 池田報告．色彩の個体発生を調べる．写真はJ.Arachnologyの表紙に載った♂成体で目立つのが顔面の赤色・第１脚の緑色・触肢の白色毛である．反射光を測定するのにReflectance spectrophotometerを用いた．
顔の赤色は♂幼体から顕著だが，第１脚の緑色と触肢の白色は♂が成熟後に顕著になる変化で，加齢変化には先行研究があった．Residual face size index=剰余顔域指標=size of red facial patch（変化なしと記述）．顔の赤色はオスの栄養状態を表し，ひいてはオスの捕食能力を示す信号（シグナル）であるという見解がある．脚の緑色は栄養状態の信号ではない．特別な色素の沈着によるものかもしれない．加齢に伴い第１脚の輝度が増しているのは、餌捕獲に使っているために捕獲の際に刺毛（scales）に受けるダメージによるスケールの構造変化が原因かもしれない．輝度は白色光を反射する量に影響される．
[コメント]第１脚の緑色や触肢の白色はニ次性徴なのでこれらの特徴が♀の選好性に関連するのではないか（加藤輝）．
　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　

　David Hillがハエトリメーリングリストに31. Dec. 2014に「Unusual legs III of Australian salticid」という報告を出したところ，Jurugen Otto が5. Jan. 2015に求愛誇示行動に使用されていると報じた．池田報告．
　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　

Marie Trabalon, 2013. Chemical Communication and Contact Cuticular Compounds in Spiders.　IN　Spider Ecophysiology,　125-140. 池田報告．抜粋訳．クモの種名の箇所を中心に紹介．
序：繁殖や社会的相互作用における化学的種内交信の重要性には多くの報告が焦点をあててきた．クモはその生活にふたつのモードを示す：大半は孤立性だが､一生の最初の数日は集合性である．
10.2　化学的コミュニケーション

10.2.1 分子による嗅覚物質の移送Molecular Olfactory Transfer

揮発性フェロモンに必要な分子的特性といったものがある．例えばたいていの塩は揮発性ではないが、いくつかの高分子ではあるが非極性化合物は化学的交信に使える程度には揮発性となる等．
10.2.2　クモのコミュニケーションに含まれる化合物の生産　Production of Compounds Involved in Spider Communication．糸は化学的交信に利用されている．
10.3　化学受容器　

10.3.1　嗅覚と味覚は同じシステムで受容される．化学受容のヘアはカーブしており，外に開いた短太なチップを持っている．効果のある刺激は塩または砂糖溶液、多くのアミノ酸である．Tegenaria atrica のセンシラは0.01から1モルまでの濃度を5段階で評価できる．
最近，オスのハラフシグモで観察された化学感覚毛は非常に高密度で１本の附節に2000本もあった．♀や幼体にはない．毛は背側と腹側、末端と基部で違いがあるが、これは接触フェロモンの受容と関連がある．歩脚の腹面にある毛は歩行しながらの感覚受容に関連している．
10.3.2　社会的接触化学コミュニケーション

社会性のクモは25種だけである．Kullman (1972)が発見したのは化学感覚受容のみがムレイワガネグモの餌と仲間を識別するものだったということ．ムレアシブトヒメグモAnelosimus eximiusではクチクラの化学的なプロフィールがコロニーごとに量的変化していたが，これは社会性クモではクチクラの化学的構成がコロニーの識別の情報になっていることを示唆している．非コロニー成員には情報はない．
群れ相から孤立相へに移行は母親の寛容度の変化と連関している．寛容度は子供のクチクラ化合物の構成物の変化と関連する．イエゴミタナグモ（仮称）Tegenaria atricaの母親の5種の化合物(n-eicosane, 2-methylhexacosane, n-octacosane, n-nonacosane, n-tritriacosane ) が許容された群れ相の子供のクチクラにもある．この化合物は分散に伴い変化する．20日めの子供はお互いを忌避するようになるが，そのときの子供のクチクラの化学的プロフィールは変化し始める．結果的に新しい2種と異なる4種の化合物が生合成されて放出される．ムレイワガネグモStegodyphus lineatusでも分散前後の物質が化する．コモリヤチグモ（仮称）Coelotes terrestrisでは体表だけでなく網の化学物質も幼体の行動を変化させる．
10.3.2 　パラソーシャル・グループの化学的コミュニケーション

イエゴミタナグモTegenaria atrica の幼体が分散を抑止された場合，満腹にされれば共食い率は有意に低下する．
10.3.3 孤立性のクモの種内認知の化学的コミュニケーション

オオツチグモの一種Brachypelma vagans のメスは頻繁に同種の他個体メスの巣を見つけては侵入し捕食する．実験室内の研究が示したところでは，これら2種B.vagans and B.albopilosum)の攻撃・捕食行動はそれらメスの栄養状態に依存することが分かった．メスの卵の成熟状態によって放出する化学物質や量が変わる．それによってオスもメスも行動に影響を受ける．
10.4　接触フェロモンとメスの生理的状態

オオツチグモの一種Brachypelma albopilosum のメスは栄養状態，特に体の脂質のレベル（levels of circulating lipids）と関連して攻撃行動の強さを変換する．クチクラ化合物の生産は性や令や栄養状態に依存する．
10.5　結論

クチクラの脂質の量的ないしは質的変化がクモの種内・種間相互作用に重要な役割を担っている．クチクラ生産物の内分泌調節の詳細は分かっていない．
[コメント]カバキコマチグモの母親食い行動にも体表の化学的成分が関連していると思われる（池田）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Gabriele Uhl, 2013. Spider Olfaction : Attracting, Detecting, Luring and Avoiding. Spider Ecophysiology, 141-157. 池田報告．抜粋訳（クモの種名が登場する箇所を中心に訳し紹介している）．
11.1 Introduction

本論で言及するのは個体間でやりとりされる情報伝達のための生物的機能分子，いわゆる信号化学物質（semiochemicals）に関する近年の研究である．特に揮発性物質に焦点を当てる．
11.2 　配偶相手を発見探索する揮発性フェロモン

セアカゴケグモLatrodectus hasselti のオスは遠くから処女メスの網の位置を特定する．遠くのオスの誘引に関係する接触フェロモンとして放出されるのはアミノ酸である．
オウシュウシロブチサラグモLinyphia triangularisの処女メスからの抽出物を幼体あるいは交尾済のメスの網にスプレーするとオスは処理された網に侵入したとき，興味深い網減退行動をする．
性フェロモンの化学がよく研究されている三種に注目してみよう．
ヒナタクサグモAgelenopsis apertaは求愛行動に処女メスが出す, 8-methyl-2-aonanoneを用いている(Papke et al., 2001)．ナガコガネグモArgiope bruennichiは処女メスと網にtrimethyl methylcitrate，交尾後メスはこの物質を出さなくなる(Chinta et al., 2010)．片方だけ交尾したときはどうなるのか，性的共食いとの関連はといった課題はゼミ次回に．ユウレイグモの一種Pholcus beijingensis では処女メスと交尾済のメスの双方からの抽出物と糸にある(Xiao et al., 2009; see Gaskett 2007)．
11.3　餌の発見と餌にされることを避ける

11.3.1 　Site Selection　餌場所の選択

アズチグモの一種Thomisus spectabilisは餌場として花を識別するのに嗅覚的手がかりを使っているのに対し，ヒメハナグモMisumena vatia は花にも花からの抽出物にも好みを示さない花の匂いを避けるオウシュウキシダグモPisaura mirabilisのような例(Junker et al., 2011)もある．
11.3.2 The Smell of Prey　餌の匂い

ブラジルドクシボグモCupiennius salei は遠くからでも餌の匂いを感じる．ツヤクロゴケグモLartrodectus hesperusは餌の匂いのする微環境を選択する．コモリグモの一種Trochosa partheusやササグモの一種Oxyopes salticusは自然条件で長く過ごした個体は未知の餌より既知の餌に反応するが，飼育個体は好き嫌いしない．マミジロハエトリの一種Evarcha culiciboraは吸血した蚊Anophelesを好む．間接的に血液を好んで食している．
11.3.3 　Luring Prey　餌をおびき寄せる

ナゲナワグモ（Mastophora cornigera and M.hutchinsoni）の捉えた餌の90％に使われた性フェロモンは2種の異なった成分をブレンドしている．このフェロモン成分は生合成に必要な酵素反応も異なる別の物質である．ブレンドの比率が餌となる蛾の好みの違いになっている．   

11.3.4　Avoiding Predation　天敵を避ける

小形のミルヴィナコモリグモPardosa milvina は天敵である大形のホグナコモリグモHogna helluo のカイロモンによって探索される．そこでミルヴィナはホグナの空気伝達物質に対して対捕食者反応を示す．ミルヴィナはホグナの雌雄のベイト・トラップは避けるがコオロギの入ったトラップや空のトラップは避けない．ポルティアの一種Portia labiata はヤマシログモの一種Scytodes pallidaを捕食する．そこで，ヤマシログモはポルティアの揮発物質を感受すると孵卵期間を短縮する．  

11.4 Info-disruption　情報妨害

野外でも実験室でもグリホサート系除草剤を撒かれるとオスの定位やメスの空気伝達信号を妨害することになる．除草剤自体は毒性はなくても．グリホサート系除草剤はこれからのミルヴィナの捕食能力に影響し活動性を低下させる恐れがある．
11.5　 Where Are Chemical Signals Produced and Perceived?　 化学的信号の生産や認知はどこで

私たちは化学物質がどこで生産されているのか，認知されているのか，ほとんど知っていない．化学信号の受容器はチップ穴の感覚子だろうが．
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 Nara Rodgers, 2014. Smell of sex lures to motus to a spider doom. 谷川報告．蛾の研究者であるAndrew Warren氏は珍種の蛾を誘引して捕獲するのにコガネグモの一種 Argiope aurantiaのメスを使っている．このメスを網室に入れて野外にセットすると，昼行性の珍種の蛾が寄ってくるのだ．このクモは蛾を誘引するフェロモンを放出していると推測される．
[コメント]　ナゲナワグモ以外にも蛾を餌として誘引するクモがいたことに驚いた（谷川）．好蟻性のチリグモの論文紹介に誤解があったので補足しておく．前号に追記（谷川）．
　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

山本鷹之，2012．クモの肢先の形態からクモの進化を考察する．山本報告．地中性のクモが上陸して徘徊性のクモや造網性のクモが適応放散した．その際に進化した形質として歩脚先端の形質に注目した．原始的な形質として爪が小さい，櫛が少ない，三爪，末端毛束や鋸歯状毛がないを置き，各科の系統樹を模索した．中学２年から高校１年にかけて行った研究．
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池田博明，2015．カバキコマチグモの母親食い．遊絲，（36）：予定．池田報告．植村利夫のカバキコマチグモの子グモによる母親食いの報告（1940）は「母親食い matriphagy 」の世界初の報告だったが，英文でなかったために知られなかった．八木沼健夫（1955，1960）も日本語の紹介だった．子グモが母親を食べ始める齡は2齡とするものと3齡とするものがあり，不一致である．いったん母親と子グモを離すと母親食いをしなくなるという中平（1966）の実験がある．親子間の寛容についてはTrabalonのレビュー（2013）にイエゴミタナグモ（仮称）Tegenaria atricaで親子の体表化合物に至近要因を求める研究が紹介されている．集団モードと孤立モードで炭化水素を主とする体表化合物は変化し，母子間の攻撃行動や寛容に重要な役割をしていた．同様なことがカバキコマチグモでも起こっている可能性があるが，研究されていない．
［コメント］セスジガケジグモのような亜社会性のクモが日本にもいるが研究されていない（池田）．亜社会性の行動形質には段階がある．最初は母親が吐き戻し給餌を行う，次に母親が取った虫を与える，子供たちが協同で餌捕獲をする（新海明）．普通のクモは2齡で出のう（口器が未完成なため，まどいをする）が3齡で口器ができて分散（池田）．サラグモは出のう後にまどいをせず，虫も食べる（安藤）．親子の寛容に糸の振動が関係しているかどうかをレーザードップラー機器で調査しようと試みたが，どの糸が鍵となる振動を送っているのかが特定できなかった例がある．また，コガネヒメグモで吐き戻し給餌をする母親を除去する実験のとき，母親を除去されたコガネヒメグモの子グモたちはオオヒメグモの網に行ってしまい，オオヒメグモの母親に食われてしまっていた（新海）．コガネヒメグモの例と同様に母親をなくしたイオウイロハシリグモのまどい幼体がヒメグモの網に侵入し，ヒメグモに食われた例を観察（山本）．
　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Gabriele Uhl, 2013. Spider Olfaction : Attracting, Detecting, Luring and Avoiding. Spider Ecophysiology, 141-157. 池田報告．ナガコガネグモArgiope bruennichiの揮発性の性フェロモンの詳細．
ナガコガネグモの処女メスと網はトリメチル・メチルシトレートというクエン酸の誘導物質の一種を性フェロモンとして利用しているが，この物質は交尾すると発信停止される．この物質は天然には二つの異性体があり，多い方はトリメチル（2R，3S）メチルシトレート，少ない方は2S，3Sの方である．天然の抽出物にはこれらの異性体は比率6：1から25:1の間で見られる．異性体の比率を変えて比較したところ，より多くのオスが2：1よりも6：1のトラップに来たが，この差は統計的に有意ではなかった．この性フェロモンの参考文献はChinta SP, Goller S, Lux J, Funke S, Uhl G and Schultz S (2010) The sex pheromone of the wasp spider Argiope bruennichi. Angew Chem Int Ed. doi: 10.1002 / anie.200906311．ただし，異性体比がメスの状態に依存するものかどうか，オスの配偶者選択の手がかりを提供しているかどうかについては未だ不明である．性フェロモンとしてクエン酸の誘導物を使うことは，生産コストが無視できないことを示唆している．クエン酸はクレブス回路（高校生物ではクエン酸回路と称す）に使われている．
他のクモでもクエン酸の誘導物が使われている例がある．ブラジルドクシボグモのメスは糸に接触フェロモンを付ける．非対称の（S）ジメチル・シトレートはオスの求愛行動を誘発し，化学感受性感覚子に接触させると神経応答を引き起こすことが示された(Tichy et al.  2001)．これら２種以外の動物からはフェロモンとしてクエン酸の誘導物の使用は知られていない．
ユウレイグモの一種の場合Pholcus beijingensis の揮発性性フェロモンは処女メスと交尾済のメスの双方からの抽出物と糸にある(Xiao et al., 2009; see Gaskett 2007)．最後に交尾したオスの父性が高いことが，他種のユウレイグモで発見されている．単性域類のメスの生殖器は先オスの精子を置換できる構造になっている．ユウレイグモでは，卵嚢を顎で運ぶ期間にもフェロモンを出す．2種の酢酸塩を2：1の比率でブレンドしたフェロモンであった．また，ヒナタクサグモの場合には最終脱皮後二週間してから初めてフェロモンが見られる．最終脱皮と性フェロモンの発信の間にタイム・ラグがあった．タイム・ラグにどのような意義があるのかは説明できていない．
長期間にわたって性フェロモンのような信号を発信することは，信号が捕食者や寄生者を誘引する場合には，コストになる．また，受精管の形態から最初のオスの精子が選好される場合や，交尾栓をメスの交尾口に付着させて後の交尾の成功度を強く減少させる場合には無効と思われる．
大抵の完性域類のメスのクモは，貯精器官に精子を導く二本の交尾管を持っている．「交尾済」のメスは１個ないしは2個の貯精嚢に精子を送り込んでいる．もし交尾が１回だけの挿入だったならば，1個の貯精嚢だけに精子が満たされて，メスは「半交尾half-mated」状態となる（両方の貯精嚢に精子が送り込まれるのは「完交尾fully mated」状態）．その場合には信号の発信を停止するメスのメリットはないだろう．異なるオスとの交尾はメスにとっては高品質のオスの精子を選べる機会が増え利益となるものの，オスの視点からみると，精子移送オスは交尾メスには他のオスを誘引するようなことは止めて欲しいはずである．
メスの脱皮直後の交尾は「都合のよい交尾 opportunistic mating」という用語で呼ばれる．これは性的共食いの確率が高い種においては，とくに利益があると考えられた．実際には，硬化したゲニタリアの処女メスとの交尾時には最初の挿入で，ナガコガネグモのオスの80％が生残しない．メスがオスの交尾中に例外なく攻撃するためである (Schneider et al. 2006)．しかし，オスが脱皮中のメスと交尾するときには，共食いは起こらず，生き残ったオスは同じメスか，あるいは別のメスへ二回目の挿入を行う (Uhl and Renner, unpublished)．生残と交尾頻度の文脈では，「都合のよい交尾」はあきらかにオスにとっての利益である．
しかし，オスがどのようにして最終脱皮が迫った亜成体メスを発見するのか，揮発性信号や手がかりがどんなものかは，はっきりしていない．亜成体状態のメスはクエン酸塩を放出しなかった．しかし，揮発性物質は脱皮が始まる前のごく短時間に放出されると思われる．しかし，「都合のよい交尾」がメスにとって不利益であるならば，脱皮過程と発信開始の間にタイム・ラグが期待されることだろう．メスの発信開始時期はメスの交尾制御のもとに置かれているからだ．
［コメント］Hayashi and Miyashitaの脱皮液がフェロモンとして作用するという説が参照されていない（池田）．
　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　

　Arthur Decae,1987. Dispersal : Ballooning and Other  Mechanisms. IN Nentwig (ed.) Ecophysiology of Spiders. は東京クモゼミ報告第29号（1987/12/06）と第32号（1988/04/03）に報告されている（加藤輝代子報告）．この論文の第5章「Distribution Patterns in Spiders」は，熱帯のクモはバルーニングをしないという説がある（例えば『毒グモ騒動の真実』）が，パナマのクモで実験してみると，19種のうち13種でプレバルーニング行動が見られ，10種では実際のバルーニングが観察された．したがって，熱帯のクモだからバルーニングしないということはないという報告である．
　一方，熱帯のクモは低温に弱いと言われている．卵嚢から出嚢した幼体を0℃前後，または4℃前後で24時間保管し，クモが死なないかかどうかを調査した．その結果，熱帯種でも低温に耐性のある種が見られ，すべてに当てはまる低温条件は無かった（池田報告）．
［コメント］ネントウィッヒの実験は詳細が不明．たぶん卵嚢（幼体が孵化したもの）を24時間冷蔵庫で処理した後で，一定期間後に出嚢するかどうかを観察したものだと推測（＋を全幼体が生存する処理と記していることからの推定）．Hatchは卵の孵化にも卵嚢からの幼体の出嚢にも使われる．Hatching from egg と Hatching from egg sacと使い分けする例もある．高緯度地域が冬であれば，そこへ分散した熱帯種が産卵しても幼体が生存不能ということになるが，分散時期が冬でなければ生存可能ではないだろうか．卵嚢内の幼体が低温耐性が低いとしても，それだけで熱帯種が北方へ分散困難とは言えない．同じ種であっても，初期幼体と後期幼体では低温耐性も異なるのではないか．田中のオオヒメグモの耐寒性の地域的変異の研究がある（『クモの生物学』より）．．耐寒性にも地域的な変異があることが分かってきた（池田）．バルーニングをするかしないかの環境を考察する場合に，植生環境を重視する必要があるのではないか．熱帯といっても高木林と草原では同等ではない．高木林環境はバルーニングしにくいと言えるのではないか（安藤）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　

池田博明，2015．餌による体色の変化とその利益に関する報告．池田報告．ヒメグモでは母親が取った餌を食べた子グモの体色（腹部）は茶色に変化する．食べない子グモは黄色である．黄色だったり，オレンジ色だったりするヒメグモの仲間では，ハワイのニコヤカヒメグモ（Gillespie 1989）や，ヤホシサヤヒメグモ（小笠原 1989）の報告があった．ニコヤカヒメグモの例では，ショウジョウバエやヒメグモ捕食2日後の体色はオレンジ，蛾成虫捕食4-6日後の体色は濃いオレンジ，鱗翅類幼虫又は同翅類捕食2-3日後の体色は緑色だった．野外個体群ではオレンジ色が81％，緑色が17％，チョコレート色が2％で餌捕食の個体がほとんどだったことを示している．捕食させないとオレンジ色の個体は2-4日でもとに戻ったがチョコレート色の個体は7日ほどかかった．ギレスピー女史はこのような色変化の意義は鳥の捕食を避けるものだろうと考察していた．他のクモでの研究例はどうだろうか．
　Victoria R. Schmalhofer, 2000. Diet-induced and morphological color changes in juvenile crab spiders (Araneae, Thomisidae). J. Arachnology, 28: 56-60.　池田報告．
　ヒメハナグモ Misumena vatia やシロオビカニグモ（仮称）Misumenoides formosipes，キタカニグモ（仮称）Misumenops asperatus（現在は転属されてMecaphesa）の幼体に赤眼キイロショウジョウバエを与えて腹部の色変化を調べた．2-4齢の腹部はピンク色に変わった．変化後4-6日を過ぎるとノーマルな白色に戻った．5-7齢では赤眼を食べても白いままだった．どの齢でも対照とした白眼を食べたときは白いままだった．M.asperatus野外個体群では７月（2齢）の82％，8月（3-4齢）の93％，9月（5齢）の8％が腹部色はピンクかオレンジまたは茶色だった．野外には黄色幼体も見られる．M. asperatus の5％（8月），57％（9月）が黄色である．M. formosipes の黄色幼体も野外に見られる．黄色は食事の色素由来ではない．おそらく形態的な色素変化である．腹部だけでなく，頭胸部や脚の変化も含まれている．
［コメント］この論文では黄色は食事由来ではないという．佐藤有恒（1987）の白色と黄色個体の違いは紫外線反射率の差だったという実験結果がある．Herberstein and Gawryszewski（2013）のカニグモ体色のレビューによれば，同じ種でもアジア・オーストラリア産の個体とヨーロッパ産の個体ではUV反射率が違う，その原因は下皮層に色素を含むか含まないかの違いによるという．体表は表層からクチクラ層，下皮層，グアノサイト層とあるが，UVを反射するのはグアノサイトであるため下皮層に色素を含まない場合にはUV反射個体となるものの，下皮層に色素または結晶がある場合にはそれがUVのフィルターになってしまい，UV無反射個体となる．この場合の体色は黄色．これらの実験結果やレビューからは黄色が食事の色素に基づく変化ではないという結論は納得のいくものであった．ところが，黄色に変化するのも食事のせいだというヒメハナグモによる実験結果も報告されている（池田）．
　Marc Théry, 2007. Colours of background reflected light and of the prey's eye affect adaptive coloration in female crab spiders. Animal Behaviour,73:797–804. 池田報告．ヒメハナグモに赤眼または白眼のキイロショウジョウバエを食べさせて，背景が黄色と白色の人工光の場合の色の一致度を分光放射計で計測すると，白眼のハエを食べたクモは白光背景で反射する光とよく一致したし，赤眼のハエを食べたクモは黄色反射光によくマッチした．ただし，黄色反射光に曝されたクモと赤眼のハエを捕食したクモだけが，膜翅目で算出されたthe colour detection thresholdに近づくことができた（Abstractからはよく理解できないものの，ハチの眼から見て背景とクモの色が同じように見えるということではないか）．
［コメント］この実験では餌由来の色素が体色変化に関係して捕食するとかえってハチに見えにくくなるという結果になっている．餌となる昆虫の目から見て体色変化の関係は？（池田）．
　Alissa G. Anderson and Gary N. Dodson, 2014. Colour change ability and its effect on prey capture success in female Misumenoides formosipes crab spiders. Ecological Entomology, DOI: 10.1111 / een.12167. 池田報告．これもアブストラクトのみ．キタカニグモ♀を白色花および黄色花の間で♀を移動させ，その背景にマッチしたりあるいはマッチしなかったりによってクモの餌捕獲行動に影響したかどうかを試した（クモが餌を捕食したことで体色が変化したかどうかは研究していない）．黄色いメスは白花を放棄したのに対し，黄色花の上で色彩変化しつつも白いメスは残った．昆虫訪花率はクモがいてもいなくても白花のほうで高かった．黄色花の上で白色から黄色に変化するほど餌捕獲成功度が高まったという結果は体色変化が餌となる虫の眼を欺くためだという仮説を支持した．
　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　

加藤むつみ，2015．「トゲグモの道」追記．加藤む報告．（1）トゲグモの卵嚢の色：『クモ』（東海大学出版会，フィールド図鑑）の高野伸二の写真ではトゲグモが茶色の卵嚢をガードしている．実際にトゲグモの卵嚢を探査してみると，通常はトゲグモの卵嚢は抹茶フラッペ様である．つまりモスグリーンの上に白い糸をフワッと被せたかき氷のようなもの．2001年3月までに観察した370個の卵嚢のうち茶色の卵嚢は1個だけであった．この茶色の卵嚢は地蜂の巣の上方にあった．餌の種類で卵嚢色に影響が出るので（黒いタイプのヒラタアブだけを捕食させると，やや卵嚢の糸が黒ずむ），ハチ捕食が影響したのかもしれない．(2)トゲグモの生活史：飼育下でオス成体は6月30日から7月30日に出現．メス成体は7月中旬から9月中旬に出現．野生のメスの観察は7月初旬から10月23日に見られた．出現期の晩期のクモは繁殖に参加できない可能性があると思われる．卵嚢内に子グモを見ることができる時季は5月1日前後から5月中旬まで．(3)トゲグモの道：林縁は風の通り道であるとともにクモの移動分散の道でもある．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

安藤昭久，2015．東京湾埋立地巡り　その2　．安藤報告．ツツジの植え込みの下からキシノウエトタテグモ幼体を発見．大井埠頭中央公園では笹の植え込みの下からもキシノウエが発見された．八幡明彦の「ツツジとともに全国へ拡大」仮説が検証された？ 

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男，2015．ウズグモの系統推定．　谷川報告．ナゲナワグモの網型と系統関係の課題と同様の問題がウズグモ科にも見られる．円網を張るウズグモ，三角網を張るオウギグモ，条網を張るマネキグモの系統を遺伝子（mt-COⅠ, 18S-rRNA, 28S-rRNA）で分析した．外群はチリグモ．
　その結果，祖先的な円網種からまずオウギグモの三角網が分岐したことが分かった．次に祖先型から分岐したのはマネキグモやミドリマネキグモなどの条網だった．祖先的な形質のままウズグモの円網は残った．
［コメント］分析に着手する前からオウギグモの遺伝子がきわめて長く特異的であることは分かっていた．したがって，オウギグモが系統的に遠いことは予想できた（谷川）．
　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男，2015．ヒナハグモと赤いハグモは同種か．谷川報告．ミトコンドリアのCOⅠで分析の結果，ヒナハグモと赤いハグモは同じ遺伝子グループに属した．ただし，大阪城から採集されたヒナハグモ幼体は別のグループとなった．10月に成体になるという西日本の個体がこの幼体と同種かどうかは不明．
　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男，2015．九州のキムラグモ．谷川報告．ブンゴキムラグモとヒゴキムラグモの間で生殖隔離があるかどうかを核遺伝子の分析により進めている．二種が同所的に生息する地点を発見，その地点ではブンゴ36頭＋ヒゴ3頭だったが，ヘテロ個体を複数見出した．ブンゴ生息地域とヒゴ生息地域が重なってはいないという既知の事実と重ね合わせて考察すると，自由な交雑はないものの交雑帯をもつ別種という取り扱いになる．
［コメント］ハウプトはオキナワキムラグモがキムラグモとは別種であるという検証をオスがメスの扉を触肢でたたく周波数で行った．しかし，このような研究には相応の機器が必須である（谷川）．
　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
**********************************************************************************

東京クモゼミ報告　第235号　　加藤家　　2015年4月4日

**********************************************************************************

参加者　安藤昭久・池田博明・市川武明・加藤輝代子・加藤むつみ・輿石紗葉子・須黒達巳・鈴木祐弥・谷川明男

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明，2015．投げ縄グモの粘球とヒメグモ類の投げつけ粘球．池田報告．『クモと糸』の読者から投げ縄グモの粘球はヒメグモ類の投げつけ粘球と呼んだほうがふさわしいのではないかという質問があった．投げ縄グモは英語ではBolas spiderと呼ぶ．この場合のBolasはなわの先につけた鉄球を獲物に投げつけて狩る道具であって，丸い縄を回すいわゆる投げ縄ではない．したがって英語の表現は粘球の実体をよく表している．糸腺から考察すると投げ縄グモの粘糸は鞭状腺，粘球は集合腺由来，ヒメグモの投げつけ粘球の粘糸は鞭状腺，粘球は葉状腺（集合腺の発展型）であり，両者の粘球は相同形質と考えられる．
　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

片山詔久・矢部寛延，2015．クモ網の横糸とその粘球に関する化学成分と分子構造の解明．中部蜘蛛懇談会総会発表（2015年2月11日）．池田報告．講演要旨「ジョロウグモの横糸について，化学構造を顕微赤外分光法により検討した．紫外線や熱に対する横糸の分子構造の安定性を検討したところ，粘球の中心部と外側で変化の挙動が異なっており，横糸は粘球に覆われることで糸蛋白質の構造や物性が影響を受けていることがわかった」．クモ糸の物性的研究は主に牽引糸で行われてきた．横糸の弾性はしおり糸の2～3倍にもなるが，その物性はこれまでは研究が薄かった．横糸の粘球には中心部（core）と外側（viscid droplet．糖タンパクやGABAを含む）がある．顕微赤外分光法で分析するに当たっては粘球構造による屈折率の違いに由来するベースラインの不安定化をCaF２板を敷くことで解決した．ジョロウグモに衣装ケース内で造網させ金魚すくいの道具で網をすくい，線香の炎で焼き切って（新海明法）サンプリングした．赤外分光法ではピークの位置により水分によるもの，成分によるものが判別できる．粘球成分はαヘリックスに富むことや，水で洗ったときの粘球析出物の80％はプロリンであること等が分かった．横糸の耐久性を調べた．紫外線を照射すると中心部の成分が減少した．これはベータ・シート強度の減少をもたらすと考えられる．加熱したところ粘球ありの横糸の場合には160℃までは安定だったが，粘球を除くと80℃まで安定と変化した．粘球の有無により構造安定性が変化するという結果が得られた．
[コメント]「粘球の核部と周辺部の成分の差はあるのか（池田）」と質問したところ，「水分の含有量は異なるがほぼ同じ成分でできている（矢部・片山）」との回答を得た．
　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　

池田博明，2015．藤沢市新林公園のクモ相．池田報告．藤沢市のクモ相は未調査だった．2014年度の東京蜘蛛談話会観察会（5月，7月，10月，2月）の結果，152種（成体を確認した種）＋37種（幼体）＝189種を記録した．一日の記録種数は平均60種程度．観察会後に落葉サンプルから得られたコサラグモ類（安藤による）が毎回15～26種追加された．ほぼ似た種数が採取されている大和市（調査者は池田・谷川，170種）および皇居（調査者は小野，191種）と比較してみると，採取されたクモの占める科の割合は共通していた．ヒメグモとサラグモで全種数の約5割を占める．残り4分の1をコガネグモとアシナガグモ，4分の1をハエトリグモとカニグモが占有した．里山のクモ（愛知県旧豊田市）と比べてみると都市公園ではヒメグモの優占とコガネグモの割合の低下があった．里山はさまざまなタイプのパッチの集合で、クモの種数を高める［吉田真2015］．
　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明，2015．高校生物の進化学3　突然変異．遺伝（予定）：池田報告．染色体突然変異は種分化の機構としての評価が低かったが，ゲノムが明らかになると倍数化という一種のゲノム重複が被子植物の種分化では重要であること，シダや酵母でも倍数化が起こっていること等により，その意義が高まっている．突然変異説を立てたド・フリースの再評価を根井正利が行っている．
　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　

谷川明男，2015．最近のクモ写真から．谷川報告．（1）ダンゴムシを食べるイノシシグモの写真がネット上にあった．（2）ペナン島の最大級のハラフシグモの戸蓋．（3）沖縄島のキジロオヒキグモ．（4）28年ぶりのニホンミナミアシダカグモ．1985年に♂，1987年に♀を発見．今回3頭目と4頭目を発見．プレエピジナムを持つ亜成体．（5）ヤエヤマナガイボグモの交尾．（6）ケナガサラグモ．（7）タイワンサソリモドキの交尾，体勢の反転や精包・精包台（？）を観察した．そのほか満潮と干潮のマングローブなどBefore　Afterの写真を紹介．
　＋＋＋＋＋＋＋＋＋　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

谷川明男，2015．日本産キムラグモ類の系統地理と分類．生物科学．66(2):69-78.谷川報告．Haupt(2003)の外部形態による系統推定の結果では，ハラフシグモ科に属するキムラグモはオキナワキムラグモと姉妹群にはならず，日本には縁遠い2つの系統が生息するとされた．キムラグモが中国大陸起原はいいとしても，オキナワキムラグモがベトナムや東南アジア起原という結論には疑問を抱いた．
　そこで，分子形質による系統解析を試みた．CO1遺伝子と核28S-rRNA遺伝子を用いた解析の結果，中国とベトナムのキムラグモの系統が姉妹群を形成し，日本のキムラグモ系統はオキナワキムラアグモと姉妹群を形成した．この結果からハラフシグモと分岐した後のキムラグモは最初に中国・ベトナム系統と日本系統に分岐し，その後，後者がキムラグモ属とオキナワキムラグモ属に分岐したと推定された．
　キムラグモはバルーニングによる分散をしないため，地理的集団に分かれている．遺伝子流動は徘徊するオスによって行われているが，オスの徘徊範囲は未調査である．地理的分布からはキムラグモ類の系統分化は海峡形成よりも古い時代に起こったと推定される．
　さて，キムラグモ類の種については2属2種（Haupt 2003）と2属16種（小野 2009）がある．オキナワキムラグモ属について小野は7種を認めていた．標本数を増やしてオスの触肢構造およびメスの貯精嚢による外部形態の検討を行った．貯精嚢の形態には個体変異が大きく，多数の標本からはギャップが見いだせず，オス触肢でも識別できなかったキタクメジマキムラグモ・トカシキキムラグモはクメジマキムラグモと同種と判断し，同様にイリオモテキムラグモはイシガキキムラグモと同種と判断した（Tanikawa 2013）．この結果，オキナワキムラグモ属は4種（オキナワ，イヘヤ，クメジマ，イシガキ）となった．イリオモテキムラグモはオスの触肢でイシガキキムラグモと区別できるという見解がある（小野2009）が，イシガキキムラグモのオス触肢には中間的なものが見られる．
　日本のキムラグモ属について小野は9種を認めている．その他に沖縄島北端からヤンバルキムラグモの隠蔽種を発見した．混在地域で遺伝子を分析し，生殖的隔離を確認している（Tanikawa & Miyashita 2014）．奄美大島と徳之島，九州のキムラグモに関しては分析途中である．アマミキムラグモとトクノシマキムラグモはCO1と28Sからは多系統群（ヤンバルキムラグモ），九州のキムラグモ，ヒゴ，ブンゴ，ヒュウガ，ヒトヨシは同種の集団内の変異ではないだろうか．混在地点で核DNAを比較できればいいのだが，なかなか混在地点が見い出せない．
　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　
須黒達巳，2015．科不明のクモ．須黒報告．夜間・樹幹に静止する．雌雄とも体長3～4mmの小形種．
　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

加藤むつみ．2015．裏高尾にもトゲグモは生息している．加藤む報告．蛇滝に向うスギ樹幹表面に卵嚢を見た（3月）．ただし卵嚢は空だったかもしれない．
　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　

安藤昭久，2015．ハタケグモいろいろ．1.1～1.3mmの未記録3種のうち，北海道知内川の透明な眼をもつ（退化傾向？）種はコア・サンプラーで地中から採集した種だった．2006年に同地点でリターを採取したが，そこからは発見できなかった．眼の様子からも地中性ではないか．ヒトツブハタケグモについてはゼミ報告No.137（2003年5月4日），No.139（2003年7月5日），No.143（2004年1月11日），NO.174（2007年6月3日），No.228（2014年5月3日）に既出，タロウヤマハタケグモについてはゼミ報告No.228に既出．
[コメント]コサラグモの採集方法．林床で表層土を採取し，大きなポリ袋に入れて広げる．落葉を戻し入れて隠れ場所を作り共食いを防ぐ．アルミ皿に広げて100Wの電球で照らし，出てくるクモを吸虫管で取る．クモが生きているうちに行うこと．解剖した外雌器の顕微鏡観察にはスライドグラスにグラインダーでくぼみを作ってホイヤー液で封入して処理する．撮影・観察後は，ホイヤー液は水溶性なので水に浸けておけばサンプルの回収は可能（安藤）．
　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　

鈴木祐弥，2015．ヤリグモの生活史調査（計画）．鈴木報告．ヤリグモとヒゲナガヤリグモの混在地域で幼体期でこの2種を区別し，生活史で2種がすみわけをしているという仮説を検証できないかと思っている．3月～5月に出現する脚の白い幼体がヒゲナガヤリグモの幼体ではないかと推測．クモ食いのクモが獲物に達するまでの戦略にも興味がある．幼体時の餌捕獲についてはどうか．
[コメント]ヤリグモを飼育すると年4世代を得ることが可能．Kishidaiaに既報（加藤む）．
　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
**********************************************************************************

東京クモゼミ報告　第236号　　加藤家　　2015年5月2日

**********************************************************************************

参加者　池田博明・加藤輝代子・加藤むつみ・輿石紗葉子・新海明・鈴木祐弥・谷川明男・馬場友希・山本鷹之・渡部章

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

鈴木祐弥，2015．飼育・採集で気づいたこと。鈴木報告。(1)浜松市天竜区で発見した謎のクモ。体長18mm,渓流脇の石の下から得た。周囲は杉林。本日帰省するので探索する。（2）クモを捕食したサラグモ。2月頃オオヒメグモを捕食しているのを観察。また，小さなチビアカサラグモに似たクモがシロカネグモ幼体を網の外から襲撃体勢に。糸上でシロカネ幼体が駆け寄ってくるところを捕食した。（3）ヤマトカナエグモの捕食行動。（4）ヤリグモによる死骸食い。チュウガタシロカネグモを捕獲した後で死亡していたトガリアシナガグモをラップし，やがて2頭をまとめてしまった。2日間かけて捕食した。(5)ワスレナグモとその捕食行動。足を取ったモリチャバネゴキブリを与えたところ穴に引き込んだ。（6）オープンラボへの参加。(7)宝筐山散策。大学の野生動物研究会で散策。

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

加藤むつみ，2015．ヤリグモの飼育での餌。加藤報告。1993年頃の飼育データを探索。オオヒメグモ幼体やクサグモ卵嚢内幼体などを与えた。与えた餌をすぐに食べない場合でも，放置しておくと食べることがあった。クモの食欲がないとき，加水・湿性環境にすると食べやすくなる。

[コメント]飽食条件や貧食条件の基準はなにか（加藤む）。飼育下での成長が自然条件での成長と比較して早かった場合などは飽食だったからと考察される。貧食はその逆（池田）。

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　

池田博明，2015．『クモハンドブック』コメント。池田報告。文一総合出版刊『クモハンドブック』は身近なクモ100種雌雄を交尾器写真で紹介した画期的な図鑑である。Amazonの昆虫部門ベストセラー。春夏秋冬を定義するときに通常の季節分類より「ひと月遅れ」に設定している（例えば春を4～6月と定義。通常は3～5月）が，これは単なる記述ミスとのこと。各種の成体出現期は通常の季節で理解して良いそうだ。記述ミスは再版があれば修正する予定とのことだが，修正ついでに採集観察記録データによる適正な成体出現期に訂正して欲しい種があった。例えばヤミイロカニグモは「春」に最も早く成熟するヤミイロカニグモ属として有名な種だし，チュウガタシロカネグモは4月に交尾期があるから「春」から出現している（二化性）。多くのハエトリグモは4月5月の「春」には成体である。

[コメント]『クモハンドブック』や『クモ基本60』を用いてこどもの同定力を評価するクモ検定を創設してはどうだろうか（池田）。意図は理解できても，評価するためのコスト（時間と手間）が大変（多く）。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　

池田博明，2015．山根一眞さんの百科事典のクモ。池田報告。1905年刊の古いドイツの百科事典のクモのページからつぶれたクモと生きたクモが見つかった。この百科事典には詳細なクモ目の図もある。これらのクモの同定を依頼された。つぶれたクモはユカタヤマシログモ，生きたクモはミスジハエトリ幼体と同定した。クモ図版に掲載された種はニワオニグモ、イエタナグモ、ミズグモ、ハラビロアシナガグモ、タランチュラコモリグモ、ハナグモなど。スキャナーで昆虫図鑑を作るテクニックは1990年代後半に山根発案とされている。クモゼミでは2001年に吉井光氏がアカオニグモを紹介していた。

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　

中田兼介，2015．食う食われる中でのクモの「見た目」。生物科学，66（2）：79-88.池田報告。

カニグモの「見た目」。ヒメハナグモの隠蔽効果について→白色個体はセリ科の白色花弁と同一だが、黄色個体はキク科の黄色花弁とは異なる（クモはUV反射しないため）[Chittka　2001]。ただし明るさのコントラストはマルハナバチの識別レベルを下回る（遠方からは識別できない）が近距離からは識別できる。ミツバチやマルハナバチを使った実験からはクモがいる花の訪花率は低下する（Dukas and Morse 2003）。

オーストラリア産アズチグモはセイヨウミツバチ（200年前に導入された種）を誘引←　クモがUV反射するため（花弁は反射しない）。在来種ハナバチには誘引効果がない。UV反射するクモはヨーロッパにはいない。クロバエは近距離からもヒメハナグモを識別できない。餌昆虫群集との複雑な関係があり，一義的に効果があるとかないとかは断定できない。

（円網の）網の「見た目」を考察したとき，網の糸は餌昆虫の視認性は低く、捕獲効率は高くなるように進化。さらに白帯の機能に注目が集まった。白帯は昼行性クモが付けるため，視覚的シグナルである[Herberstein et al., 2011]という見解に注目。誘因効果は餌昆虫と同時に捕食者もひきつける結果となる。「餌誘因仮説」「対捕食者防御仮説」「網破壊回避仮説」の三説が種によって立てられている。

Chen & Tso(2007)の仮説「白帯が地面となす角度が重要」と思われるが注目される。垂直な直線状の白帯は対捕食者防御仮説を支持し、X状の白帯は餌誘因仮説を支持（対捕食者防御仮説を否定）する傾向にあるものの，X状の網を45度回転させて十字にすると、網に衝突する餌量が減る（Cheng et al., 2010)という実験結果が得られている。対捕食者防御として機能している

ゴミグモのゴミリボンは隠蔽効果がある。ゴミとクモのコントラストは鳥やハチには識別できない（Gan et al., 2010）。それと同時にゴミリボンの誘因効果は視覚ではなく匂いによるものかもしれない。アメリカジョロウグモやショクヨウジョロウグモでは匂いの効果があるからだ。

クモ本体の「見た目」。トゲグモの一種、オオシロカネグモ、ナガコガネグモで黒一色に塗ると、餌捕獲量が低下するという実験結果がある。オオジョロウグモやコゲチャオニグモでも同様の結果が得られた。しかし，これに反対する結果もある（Micrathena gracilisやナガコガネグモで）。二型があるクモを使っての実験で，Nephila maculata では黒色型のほうが餌捕獲量減少したが、ギンメッキゴミグモでは黒色型のほうが餌量が増加した。

対捕食者防御効果に関する実験では，カマキリは黒く塗ったナガコガネグモに誘引された（つまり，体色には隠蔽効果がある[Hoese et al., 2006]）。ハワイ島のニコヤカヒメグモ（happy face spider）の黄色個体は鳥に捕食されるようになる負の頻度依存選択がある。また，カニグモに襲撃されたことを覚えているハチは同じ体色のクモのいる花には近づかない[Ajuria Ibara & Reader 2013]。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明ほか，2015．『クモ基本60』紹介．池田報告。ようやく印刷製本の段階に入った『クモ基本60』をPDFで紹介。東京蜘蛛談話会会員には１部進呈される。

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

新海明，2015．「東京クモゼミ」発足から30年。新海報告。今年の3月で30年を迎えた東京クモゼミの経緯を振り返ってみた。

[コメント]スナップ写真がある（谷川）。・・・2001年11月・2005年3月15日・2012年10月。

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男，2015．九州のキムラグモたちは何種と記載するのが良いか？。谷川報告。九州のキムラグモは形態差では5種（ヒゴ・ブンゴ・ヒュウガ・ヒトヨシ・キムラ）になっていたが，これらは外部形態では区別できなかった。ミトコンドリアDNAによる分析では4つの系統（ヒゴ・ブンゴ・キムラ・オオスミ）が記載可能だった（ヒュウガとヒトヨシはヒゴと同系統）。

　種の区別は生殖的隔離によって引くのがいちばん説得力がある。そこでこれら4種の系統に関しては対象集団で同所的に生息する地点で核遺伝子を比較する方法を取った。この方法はオキナワキムラグモでは効を奏した（クンジャンとヤンバルは生殖的隔離が証明された）し、種子島のキムラグモ（ヒゴとヤクシマ）でも生殖的隔離が証明された。

　混生集団を発見するのが難しかったが、ヒゴとブンゴの混生地点があり、そこで解析した結果からはこの二種のヘテロが生息していて、生殖的隔離は不十分という結果を得た。ヒゴの核遺伝子はブンゴに浸透しているのではないか。

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

馬場友希，2015．耕作放棄地のクモ相：植生遷移との関係。馬場報告。放棄に伴い生物相はどう変化するかという課題を検討した研究は少ない。放棄地の環境は多様であり，遷移に伴って植生は変化する。

　筑波に６地点（放棄後の植生遷移の初期段階・中期段階・後期段階、土壌水分の乾湿）の調査区を設定し，2014年7月8月に20振2セット（スイーピング調査）の結果を解析した。放棄前の慣行水田とも個体数と種（クモ相）の比較を行った。個体数は放棄直後には増加した。遷移が進むにつれ減少した、これには植生高が負の影響を強く示した（日陰になるため）。湿潤環境のほうが個体数が多かった。

　クモ相に関しては種数自体は遷移段階での差はほとんどなかったが、遷移が進むにつれアシナガグモよりも徘徊性のクモ（ネコハエトリなど）が優占した。慣行水田から遷移初期、中期・後期と一定の方向に進む傾向が見られた。

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

輿石紗葉子，2015．佐渡島で採集したアライトコモリグモに寄生したハチ。輿石報告。2014年6月20日に採集したアライトコモリグモが付けていた卵嚢からは寄生バチの繭が出てきた。ハチの専門家に聞いたところ，繭の形状からはヨーロッパトビチビアメバチかその近似種だろうという。ミズゴケによる飼育容器ではカビが発生したので，管びん内に放置しておいたところ，2015年4月18日に羽化した。同定依頼中。

[コメント]このアメバチはもともとアルファルファタコゾウムシの天敵として導入されたハチだという。なぜタコゾウムシの幼虫でなくコモリグモの卵嚢に産卵したのかは不明（輿石）。
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＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明，2015．アシナガグモは足場糸を一周だけ作り垂直円網を張った。池田報告。神奈川県中郡中井町厳島湿性公園の葛川沿いの鉄の欄干でアシナガグモの造網行動を観察。アシナガグモ（幼体）が欄干の間に垂直円網を張るだけでなく，足場糸を一周しか作らないことを観察した。新発見というわけではなく，平松によるトガリアシナガグモでの造網行動の報告（2001）に足場糸一周の例があった。

［コメント］成体ではアシナガグモの足場糸は二周または二周半あった（谷川）。こしき糸を張り終わってからクモはタテ糸の間隔を測っている。その後に足場糸を張り始める（新海）。

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Eberhard, 2007. Miniaturized orb-weaving spiders: behavioural precision is not limited by small size.　Proc. Biol. Soc., 274: 2203-2209.　池田報告。行動の精密さは小さなサイズにより限定されなかったという報文である。神経系デザインについて，とても小さな動物が直面する特別な難題は行動と進化に限界が生ずることであると思われる。このような観点での小形種の行動観察は不十分であった。円網グモは最小の種は0.005mgで大形種は50-100mgと幅が大きいのでこの手の研究には好都合。体の小さい動物は脳も小さい。脳は代謝も盛ん。小形脳は神経細胞も小形化せざるを得ない。行動も制限されると予想される（the “size limitation hypothesis”）。［これをサイズ限定仮説と呼ぶ］。円網グモでこのサイズ限定仮説を検証した。注目したのはヨコ糸間隔である。Leucauge mariana　(6mm, 30mg),  Allocyclosa bifurca　(1mm, 0.8mg), Anapisona simoni　(0.6mm, 0.005mg)の３種で，最長タテ糸のヨコ糸間隔を隣接する区画と比べて差を取る。差をMean imprecision value（不正確性の数値）として比較した（数値は小さいほど正確性が強い）。Anapisona （42webs）のfirst instar nymphs のMIVは0.154，adult females（75webs）は0.164，adult males（24webs）は 0.171。Allocyclosa（49 webs）の first instar nymphsは0.216，adult females（26webs）は0.193，Leucauge（35webs）のadult femalesは0.154。

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　

Eberhard, W.G., 1982. Behavioral characters for the higher classification of orb-weaving spiders. Evolution, 36(5): 1067-1095.池田報告。行動形質を分類的標徴にするたくさんの研究があるが、網と造網行動は複雑だが定型的だし、分類指標として有用と見込まれた。とはいえ、（Leviも言うとおり）この見込みは十分ではなかった。本稿は網と造網行動を高次分類（特に属およびトライブ・レベルで。そして科の分類にも）にいかそうという試みである。使った行動形質はA「横糸の付着点の決めかた」。A1：内側第1脚で付ける（Tap）[アシナガグモ類（ときにA2）]，A2：外側第１脚で付ける[コガネグモ類（ときにA４とA3）][ウズグモ類]，A3：外側第4脚で拡げる[ジョロウグモ類]，A4：ふれない[カラカラグモ類ヨリメグモ類（A1もあり）]。B「付けるときの付着点のそばの糸を支える脚」。B1：外側第3脚、B2:外側第4脚[ウズグモ類のみ]。C「タッチ直前に内側第４脚でCurrent節をプッシュする」。C1：糸をプッシュする、C2：脚で粘糸をプッシュしない[ウズグモ類のみ]。D「Contact with temporary spiral as lay sticky spiral （横糸を張るとき足場糸への接触）」。D1：Lose contact（粗雑な接触）[アシナガグモ類（ときにD3）][ジョロウグモ類・ウズグモ類（D2もあり）][カラカラグモ類（D3もあり）]、D2: Maintain contact（接触保持）[コガネグモ類（ときにD1，D3もあり]、D3: No temporary spiral（足場糸なし）[カラカラグモ類（D1もあり）。E「Attach sticky spiral to each radius crossed」。E1：Attach to each one.，E2: Skip some radii.。F.「Order of thread placement」。F1: One trip from hub – one radius laid.[多くのクモ]、F2: One trip from hub – two radii attached at two points on the frame.[ジョロウグモ類]、F3: One trip from the hub – two radii attached at a single point on the frame.[コガネグモ類の一部]、F4: One trip from the hub – one double radius.[ウズグモ類]。

ハブ壊しと作成について。G1：完全に残す，G2：中央開く，G3：中央を取り除き作り直す，G4：完全に除去，G5：無こしき[コガネグモ類は2＆3（１）][アシナガグモ類は２（１，3）][ジョロウグモ類は1][カラカラグモ類は4＆5][ウズグモ類は1]。足場糸の形状。H1：Spiral[コガネグモ類（ときにH3）][アシナガグモ類（ときにH3）][ジョロウグモ類][ウズグモ類]，H2：Circle[カラカラグモ類（H3もあり）]，H3：No temporary spiral[カラカラグモ類（H2もあり）]。

アタック行動について。I1：全餌を咬む攻撃[ジョロウグモ類][カラカラグモ類（I2もあり）]，I2：網上で回してアタック・ラップ[アシナガグモ類][ウズグモ類]，I3:網上で回さずにアタック・ラップ[コガネグモ類]，I4：特化せずに回してアタック・ラップ[なし]。

J「オスによるTarsal　Rubbing」。J1：なし[ジョロウグモ類]，J2：あり[コガネグモ類]，[アシナガグモ類は?1（Bristowe1958によるとアシナガグモとアゴブトグモではTRなし、シロカネグモｓｐとアシナガグモｓｐでは観察）]，[カラカラグモ類は?][ウズグモ類は?]

［コメント］ジョロウグモの造網行動の論文の反応でエバーハードからこの論文が送られてきた（新海）。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　

池田博明，2015．ハタチコモリグモの同定は困難。池田報告。長崎県平戸市で採集されたコモリグモを同定するにあたって『日本産クモ類』の図に疑問が生じたので田中穂積氏に同定を依頼した。岡山県のハタチコモリグモを比較のために送って下さった。メスの外雌器はノッポロコモリグモのそれによく似ていた。オスのパルプの中部把持器の形状は変異があった。コモリグモの標本は複数を採集する必要があると思われた。個体差を把握するためある。

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　

池田博明，2015．オオヒメグモのオス亜成体が網を張らずにコオロギを攻撃。コオロギの後足の先を咬んだ。コオロギが弱るとラップした。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

新海明・谷川明男，2015．「クモ基本60」を上手く活用するために＆完成形をめざしての注文も。新海報告。『クモ基本60』について改善の提案を(1)明らかな誤り，(2)レイアウトの工夫や引用があったほうが良い部分，(3)成熟期の示し方，(4)疑問点，(5)その他に分けて指摘した。

［コメント］誤記・誤認はすみやかに修正する。正誤表を「通信」に発表する予定。成熟期に関してはこれまでに提示されたことが無い概念なので理解されていない点がある（池田）。

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

鈴木祐弥，2015．コサラグモ類のクモ食いを考える。鈴木報告。浜松市天竜区でオオヒメグモを捕食したコサラグモを観察（2015/03/07）。筑波大構内でテングヌカグモ♀がシロカネグモ幼体を捕食したのを観察（2015/04/28）。浜松市天竜区でチョンマゲズキンヌカグモ♀がジョロウグモ幼体を捕食したのを観察（2015/05/03）。

［コメント］幼時は食性が異なるかもしれない（加藤輝）。チョンマゲズキンヌカグモは網を張るが，同じ網をずっと利用し続けてはいない。つまり放浪すると考えられる。卵のうをガードする行動も見られる。コサラグモ類では個体数の多いアカムネグモ類が研究しやすいのではないか（安藤）。

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男，2015．クモ目内の系統分類/さらば円網グモ類。谷川報告。蜘蛛学会大会シンポジウム予定。

系統の推定には困難さがつきまとう。系統分類の結果には違和感を感じることが多い。人為分類のほうが理解しやすいのだ。しかし系統分類こそ目指すべきゴールである。八木沼（1960）の体系は理解しやすかったが現在の視点からみると人為分類だったといわざるを得ない。その時点ではまとまっていた篩板類や三爪類はその後の分類によってひとつにまとまらず系統樹のなかで分散してしまった。

　コディントン（2005）はたくさんの形質を使って系統を推定したが，行動形質に重点がかかる結果となり，円網グモ類（メダマグモ上科、コガネグモ上科）をひとつにまとめていた。

　分子系統の時代に入り，Garbら（2006）の仕事があった。メダマグモ上科とコガネグモ上科でMaSp2とFlagを発見したのだ。これは円網グモ類の単系統を示したかのように思われた。しかし注目すべきはウズグモではFlagは未発見だったことである。その後Flagはタランチュラでも見つかった。だとするとFlag遺伝子は古い形質なのである。

　Blackledgeら（2009）は形態データとDNAデータを一緒にして考察した。全処理では円網グモが支持されたものの，DNA情報だけではウズグモ科がはずれた。

　支持率の低いDimitorov（2012）を経て，Agnarsson(2013)は円網グモが単系統にまとまらないことを示した。

　次世代シーケンサーを使い、Bondら（2014）とFrnandesら（2014）は円網グモは単系統にまとまらないことを示した。ウズグモはRTA群に入る。

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

輿石紗葉子，2015．対馬訪問。2014年5月下旬に対馬へ。輿石報告。國本神社にトタテグモの空き巣があった。三宇田海水浴の砂浜でカガリビコモリグモの雌雄を発見。

**********************************************************************************

東京クモゼミ報告　第238号　　加藤家　　2015年7月4日

**********************************************************************************

参加者　安藤昭久・加藤輝代子・加藤むつみ・輿石紗葉子・新海明・谷川明男・長野宏記・渡部章ほか

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田欠席のため記録はありませんが、渡部さんより「谷川さんは分類、新海さんは網の張り方，安藤さんは地質の層の話をされました」という連絡をいただきました。加藤輝代子さんからは「クモゼミには（池田さんから）話題を提供いただきありがとうございました。新海さんが来ていたので、造網過程の話が弾みました。八幡さんのご本、クモゼミで披露しました。」との連絡を受けています。

　新海明さんの報告，池田の話題，八幡さんの本はファイルがありますので以下に簡略版（池田による）を添付します。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

新海明，2015．橋糸はワク糸にならない。新海報告。「クモ基本60」6頁の図に橋糸と書かれている。吉倉眞「クモの生物学」358頁，「クモの巣と網の不思議」24頁，小野「クモ学」も「橋糸」とあった。

さらに調べると、細野「クモの習性」75頁「Ａは外枠。ゴミグモの場合は、この糸はいったん張り渡すと、めったにこわさない。そして時々ここを見回って補強するから、糸も太く強いものになる。この糸を橋糸と呼ぶ人もある。私も使うけど、それは造網初期に限ることにして、いったん網が出来てしまい、その後も半永久的に利用されるばあいは外枠と呼ぶことにしている」と記述。「そうそう、その通りだ」というのが、私の感想であった。円網の上部を構成する糸を「ワク糸」と記述していたのは「クモの生活」（常木1967）や「Biology of Spiders」（Foelix1982）などで，二著共に円網上部の糸の説明はなく、円網外周の糸として「ワク糸」と記載してあっただけである。

「クモの巣図鑑」106頁の図を見ると「橋糸」は造網途中で「ワク糸」にきちんと変換されていた。

円網の造網初期の過程はかなり複雑だ。橋糸は円網を作成するときに、もっとも最初に樹間などに張り渡される糸である（「クモの巣図鑑」106頁の図①②）。その後すぐの段階で「Ｙ］字型の基本構造となるさいに、縦糸として吸収される糸なのだ（同じく図③）。そして、そこに新たに「外枠」となる糸と１本の縦糸がセットになって（Ｔ構造）、円網上部の「いわゆる橋糸」正確には「外枠」が作成されるのである（同じく図④）。図鑑などの解説なら単に「ワク糸」で良いと思っている。

［コメント］『クモ基本60』『クモの巣と網の不思議』はSavoryの「The Spider’s Web」である（池田）

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明，2015．アシナガグモの足場糸に関する追加の観察（速報）。谷川報告。

　7月1日・2日の夕方19時前後に中井町厳島湿性公園で調査をおこない、アシナガグモの足場糸を5例、観察することが出来ました。まだ十分とは云えませんが、この段階で気づいたことを箇条書きでお知らせ致します。

（１）足場糸を観察したクモは体長が約8mmの幼体。垂直円網が一例、ほか四例は斜め円網。

（２）網のタテ糸は12～14本。

（３）足場糸はそれぞれ、一周と二区画、二周弱（二周に一区画不足）、二周と三区画、二周半、三周弱（三週に二区画不足）

（４）足場糸の開始点は網の上方かやや上方、終点は上方もあれば下方もある。網の下半分のほうが足場糸間のスペースが広い（これは足場糸が上方から始まるらせん状だから当然の傾向である）。

（５）足場糸の造網動作はオニグモとは異なり、頭の向きを外側にいちいち反転してタテ糸を外側に向き、やや離れた箇所に付着してから内側に向き直り中心方向へ戻って隣接するタテ糸に移る（ヨコ糸を張るときの動作と同様である）。したがって網の下側ではこしきからかなり離れた位置に足場糸が来ることがある（重力の影響でクモの位置が下がるため）。

（６）足場糸の終点からタテ糸を伝って外側の枠糸まで向かい、そこから横糸を張り始める。したがって、横糸張りは必ず足場糸と逆回りに始まる。

（７）横糸間のスペースは下半分のほうがやや広い。同じくらいの体長7mmのオニグモ幼体（同じサイズの網の別のオニグモの足場糸は四周）の横糸数は25-26本、スペースは3.2～3.6mm。体長3mmのズグロオニグモ幼体（足場糸六周）の外側の横糸スペースの平均は3.44mm。これと比較するとアシナガグモの横糸スペースは3.00～3.57mmでさほど変わらない。

（８）同じくらいのサイズのクモの足場糸がほぼ一周（小さい垂直円網）から三周（大きい斜め60°で垂直に近い円網）まで変異があった。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

八幡明彦，2015．『蜘瀧仙人　僕が歌津にいた理由』紹介。加藤輝報告。八幡さんがボランティアとして歌津に入った頃のことから亡くなるまでのドキュメント。フェイス・ブックやブログ，新聞の記録などをボランティアがまとめた本。復興支援基金として2000円で有償配布される。
**********************************************************************************

　　　　　東京クモゼミ報告 第239 号 加藤家 2015 年9 月5 日

**********************************************************************************

参加者 安藤昭久・池田博明・加藤輝代子・加藤むつみ・輿石紗葉子・新海明・鈴木祐弥・谷川明男・

千田高史・

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明，2015．アシナガグモの足場糸は少ない。Kishidaia（108）予定．池田報告。

アシナガグモの足場糸は１周の例から3 周3 区画の例までが見られた。体長に伴って減ったり，増え

たりする傾向は見られなかった。足場糸が少ないと，横糸張りの際に張ろうとする予定の距離より遠いため，クモはタテ糸を下行・上行する。このような往復行動はオニグモの造網過程でもたまに見られるが，アシナガグモでは普通に行われる。このような行動はEberhard（1982）や福本信男（1981）が報じている。なぜタテ糸を往復する造網行動になるかに関して示唆的な記述はSavory（1952）にあった。

タテ糸が少ないからである。タテ糸が少ないとタテ糸間の距離が長い。そのため，オニグモが通常行っているような横移動の横糸張りができなくなるのである。足場糸を張る際に足場糸の間隔を決めているのはどうやらクモの体長と第１脚長である。アシナガグモはこの距離が長い。体長+第１脚長を「らせん糸・体指標」（Spiral Thread Body Index）とよぶことにすると，アシナガグモはこしきから「らせん糸・体指標」距離だけ離れた点での横糸長が体長より著しく長い。オニグモは体長より短い。アシナガグモの行動がその脚の長さと体長の長さに関連していることは明らかだが，要因については確定することができていないため，今後の課題である。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

鈴木祐弥，2015．造網性クモを襲ったコサラグモ類－その習性はクモ食とみなせるか？．日本蜘蛛学会大会にて発表。鈴木報告。テーマに取り組むきっかけはコサラグモの一種がオオヒメグモを捕食した観察だった。このときのコサラグモの一種は逃走した。

4 月下旬にコシロカネグモ幼体の水平円網の一端にテングヌカグモ（体長2.2ｍｍ）が侵入しているのを発見，両者を確保して飼育カゴに入れたところ，コシロが動いたことをきっかけにテングヌカが接近，落下して逃走しようとするコシロにかみつき，捕食した。このテングヌカグモは飼育期間（20 日間）中に網を張らなかった。

飼育下でチョンマゲズキンヌカグモ（？）がジョロウグモを捕食した例を観察。

6 月下旬不明のコサラ種がジョロウグモ幼体を捕食。

これらクモ食は偶然だろうか，必然だろうか。必然とは生育・繁殖においてクモが必須の栄養源であ

るといったことがあるのだろうか（コサラグモがトビムシやタマバエといったメニューだけでは栄養不足になるなどということがあるのか）。あるいは，慎重な他個体の網への侵入や攻撃的擬態といった特殊な採餌行動とみなせるのか。

実験的に徘徊性の性質を見せるという記録があるセスジアカムネグモをスソグロサラグモと同居させてみた。セスジはスソグロを追い出したが捕食はしなかった。オオヒメグモの網に侵入したときには落下して逃走したオオヒメを網に戻してやったらセスジに襲われてしまった。

［コメント］幼体から育てると網を使わないかみつき行動でも飼育できる例がある。幼体時からいろいろな特性の虫を与えると戦略が多様化する。与える虫を限定するとその餌は採るものの他の虫は採れなくなる（加藤む）。アカムネグモはシート網を張るときもあれば，張らずに徘徊するときもある。自然の条件下で採る虫を多様化する必要があるのかが疑問である（安藤）。イソウロウグモでは偶然から必然のものさしにきちんとは並ばない。偶然の要素が強いのではないか（新海）。クモ食いだけに絞らずにコサラグモ類の捕食習性という観点でテーマを広く設定しておいたほうが生産的ではないか（新海）。Paikinia 属はシェルターは作るが網を作らない。網も張るし徘徊もするという種類を扱うと特性を絞り込むのに難点がある（安藤）。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

鈴木祐弥，2015．静岡県浜松市天竜区のクモ。鈴木報告。阿多古や水窪町で採集・調査を行った。8 月

下旬には鍾乳洞でも採集。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男，2015．書評『Spider Families of the World and Their Spinnerets』by John A. Murphy and

Michael J. Roberts. British Arachnological Society. 谷川報告。

クモは原始的な中疣亜目と，トタテグモ亜目，クモ亜目に分けられてきた。クモ亜目は篩板類と無篩板類に分けられてきた。しかし，Lehtinen は1967 年にこの分類は無意味だとした。それ以降，クモの分類は混とんした状態にある。

篩板と間疣は祖先の前内糸疣に由来する。クモ亜目は旧篩板類と篩板類と間疣類に分けられるべきである。また，excribellate は篩板類の系統で篩板を消失したもの，excolulate は間疣類の系統で間疣を消失したものである。SEM や分岐分析は役に立たない。

「コメント」結論を導くための方法が書かれていない。感情的な言葉が目立ち納得のいく論理展開になっていない。SEM や分岐分析に関する敵意は理解し難い。糸疣の特徴だけに分類の根拠を置くから篩板類と間疣類というグルーピングになってしまう。他の特徴を合わせた解析や分子形質による解析では一貫して篩板類，間疣類は多系統群であることが示されている。分類学が科学である限り，人為分類ではなく系統分類を目指すべきではないか（谷川）。代表的なクモの形態図は見事なものである（谷川）。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明，2015．オニグモの糸の強度と体重－「飛行石の謎」撮影記録．池田報告。TBS テレビの「世界なんでもランキング なんで？なんで？なんで？」でYou-tube で話題になっているFlying Stone（飛行石）を取り上げることになり，それはクモの糸の仕業だったという番組を制作するにあたって解説と実験を指導して欲しいという依頼があった。足柄上郡中井町の厳島湿性公園でオニグモのワク糸に重りをかけるという実験が可能そうだったのでその旨ガイドした。8 月26 日の夜間に撮影・8 月31 日に放送された。放送とは別に大崎茂芳『クモの糸のミステリー』（2000）でジョロウグモの牽引糸の破断強度は体重の5～6 倍としている点に興味があったので，オニグモの体重やワク糸の強度，ジョロウグモのワク糸・しおり糸の強度や体重を測定してみた。必ずしも体重の5～6 倍とはならなかった例もあったが，糸の太さが測定できないので考察は無益であろう。クモの糸がかなり強い場合があることは安全ピンの重さ15ｇを支えられることで理解できる。

［コメント］動画の飛行石はクモの糸で吊っているとは限らないと思われる。ただし，クモの糸と断定している動画もある（池田）。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Liznarova and Pekar, 2015. Trophic niche of Oecobius maculatus (Araneae ː Oecobiidae) ːevidence based on natural diet, prey capture success, and prey handling. J.Arachnology, 43ː
188-193. 池田報告。クロアチアでチリグモの一種の採る虫に関する報文。網にかかった虫（Actual）と網の周辺にいる虫（Potential）を比較する。網の外（91％）にも網内（87％）にもアリが多い。3 種類のアリが捕食されていた。9 種類の虫で捕獲確率を調べてみると，アリは決して捕まえやすい虫ではない。百％近く捕獲されるのはシロアリであった。アリとショウジョウバエで操作時間，かみ回数を求めるとアリはハエの2 倍の時間がかかる。著者らはチリグモを狭食性のジェネラリスト(stenophagus　generalist)と結論づけている。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

寺北明久，2015．ハエトリグモの光を感じるしくみ～ピンボケで距離を測る～．加藤む報告。ハエトリグモは正確に獲物との距離を見積もっている。しかし，通常の立体視ではない。ハエトリグモの主眼には4 層の網膜がある。深い層Rh1 は緑色光をフォーカスする。第2 層は青色光をフォーカスする。第3 層と第4 層はUV 光をフォーカスしている。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

馬場友希，2015．居候先に合わせて進化するイソウロウグモ．自然保護，（547）；32-34．池田報告。チリイソウロウグモのスズミグモ利用個体群とクサグモ利用個体群のちがいを明らかにした。スズミグモ利用個体群のほうが体が大きく，脚が長い。歩行速度は複雑な網ではクサグモ利用個体群のほうが速かった。餌利用についてはクサグモ利用個体群は餌サイズが小さく，餌獲得量も著しく少なかった。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

安藤昭久，2015．南アルプス・早川町の地面にいたクモ．安藤報告。2015 年度の談話会合宿地・山梨県早川町にて耕作放棄地でアイチアリマネグモSolenysa ogatai を採集した。既産地は愛知県のみ。オスは触肢を解剖しないと識別できないし，メスの外雌器では識別困難である。標高400-500ｍよりも下に住み，移動の小さい種なので，分布範囲が限られている。ムロテは関東地方に分布。談話会合宿（和歌山，徳島）でアリマネグモと同定した種は別種だった。マシラグモの一種，サラグモの一種，イナズマクサグモ，アバタムナキグモなどを紹介した。

［コメント］イナズマクサグモは山の蜘蛛という常識はくつがえった。クサグモと似ているがコクサグモとは似ていない。コクサグモと似ているのはヒメクサグモ（谷川）。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
**********************************************************************************

　　　　　東京クモゼミ報告 第240 号 加藤家 2015 年10 月3 日

**********************************************************************************

参加者 安藤昭久・池田博明・加藤輝代子・加藤むつみ・輿石紗葉子・新海明・鈴木祐弥・谷川明男

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　池田博明，2015．クモから見た生物の進化（前半）。高校１年への講話予稿．池田報告。

　クモは身近な環境で多くの種数を観察できる生き物であり、野外で手軽に古生代から新生代までの代表種をあげることのできる生き物である。つまり、庭先で進化のパノラマを展開することが可能である。高校１年への講話を依頼されたので、取り上げる話題と展開を工夫してみた。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　新海明，1998．落葉落枝に支えられた円網の記録．kishidaia,（75）：21-23．新海報告．

　カラフトオニグモ幼体が垂下するワク糸に枯れ葉を釣り上げていた例、ミナミノシマゴミグモの♀が垂下するワク糸に落枝（15ｃｍ長）を釣り上げていた例、ジョロウグモがアジサイの落枝を釣り上げていた例を報告した。過去に釣り上げ、または糸の下端が支えられた記録として舟津金松（1951）の石、松山紘一（1957）の石、植村利夫（1957）の落葉、松本誠治（1963）の落葉がある。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　松山紘一，1957．石を吊したクモの網．Atypus，（14）：18-19．PDF化したAtypusを参照して松山の報告を見る。小石を吊るしたクモについて松山はオニグモかヤマシロオニグモと推測していた。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　加藤むつみ，2015．トゲグモの飼育．加藤む報告。飼育したクモについて、日付・体調・管理・備考をエクセルに記録。2014年12月2日に野外から採取した卵嚢からは2015年3月7日に2頭が出嚢したが飼育の甲斐なく3月29日に死亡。さらに出嚢した6頭のうち1頭が親にまでなった。飼育者が飼育日記を公開することで飼育データが共有されるようになるのではないか。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

　鈴木祐弥，2015．西表島クモ紀行．9月13日から16日まで観察・採集。鈴木報告。

　ホソミアシダカグモ・アシダカグモ・ホシスジオニグモ・コガタコガネグモ幼・ハナナガイソウロウグモ・ヤエヤマシボグモ・ササグモ亜・ヒメユウレイグモ・サラグモの一種・ホシズナワカバグモ・ナガズキンコモリグモ・カラオビハエトリ・オオジョロウグモ・ミナミノアカイソウロウグモ・ヒメグモ・ヤエヤマジョウゴグモ・カマスグモ・イシガキアオグロハシリグモ・スズミグモ・チ＋サトゲグモ・ヤエヤマトタテグモ幼・リュウキュウセンショウグモ・ツツゲホウグモ・アマミハグモ・サキエダオニグモ・イシガキキムラグモ・クロヤマシログモ・マツガエウズグモ・シマササグモ・キヌアミグモなどを観察した。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　鈴木祐弥，2015．静岡県未記録のクモを採集。鈴木報告。キエビグモ♀・ヒトリコゲチャハエトリ♀・ヒメカラスハエトリ♂・ムツトゲイセキグモ♂・ムネグロヒメグモ♀・ヒシガタヒメグモ♀。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　鈴木祐弥，2015．筑波大学周辺のクモ。鈴木報告。オオクマヒメドヨウグモ幼・ゴマジロオニグモ♂・ハラダカツクネグモ♂・ヒノマルコモリグモ♂・スズミグモ・ワスレナグモ25頭・キシノウエトタテグモ筑波大学個体群。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　鈴木祐弥，2015．ヤリグモ幼体の捕獲した餌14例。鈴木報告。ヒメグモ・ハツリグモ・カタハリウズグモなどクモのほか、昆虫も餌としていた。例えばハエ・アリ・タマバエなど。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　輿石紗葉子，2015．朝日新聞デジタル版より「小鳥がクモの巣に。ピンチ！迫るクモ」。輿石報告。ナガコガネグモの網にセッカ幼鳥がかかった。神奈川県平塚市での記録。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　輿石紗葉子，沖縄クモ紀行．9月22日から25日まで。主にヤンバル地域で採集。輿石報告。

　スナハラコモリグモ♀＋卵嚢・リュウキュウコモリグモ・オキナワカワリアシダカグモ・オオハシリグモ・ケアシハエトリ・コガタコガネグモ・ヤンバルコモリグモ・ネッタイコモリグモ・ナガズキンコモリグモ・オキナワナガイボグモ♀＋卵濃3個などを観察。　

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

**********************************************************************************

　　　　　東京クモゼミ報告 第241 号 加藤家 2015 年11 月8 日

**********************************************************************************

参加者 安藤昭久・池田博明・市川武明・加藤輝代子・加藤むつみ・谷川明男

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　池田博明，2015．野外で実験/クモ観察会．池田報告。2015年の秋のクモ観察会の指導をする機会があったので，野外でできる実験を複数工夫した。単に名前を教えるだけの観察会ではなく，参加者が参加するかたちとなり，意欲的な取り組みが見られた。

［コメント］網をホワイト・ラッカースプレーで染色する方法は環境を汚す怖れがある。霧吹きの水なら安心。シッカロールは直接糸にふりかけるのではなく，パフをたたいて粉を糸の方向に漂わせる方法である（谷川）。霧吹きでも掌に当てて霧の勢いを弱めてからかけるという方策もときには必要（安藤）。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　池田博明，2015．卵嚢で識別．池田報告．10月18日観察会で葉裏にリュウキュウヒメグモ♀を発見（泉宏子氏による）。オオヒメグモに似た白い雫型の卵嚢。その後78頭出嚢。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　大利昌久，1967．蜘蛛の世界．内外出版．池田報告。大利氏が中学・高校時代におこなったクモの研究を25歳時にまとめた著作。

［コメント］クラッチ内の卵数，クモ毎の産卵期などが自分の観察を基本にまとめられているのが驚きだった（池田）。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　池田博明，2015．大井町のクモ．池田報告．2015年7月から10月中旬まで大井町民による自分の家の屋内・屋外のクモ調査を行った。捕獲したクモをジップロック袋に入れて持参してもらい，池田が同定した。2013年までは191種を記録していた。今回は42名の調査員により79種が記録された。このうち13種が大井町新記録だった。写真でもいくつかの種類を紹介した。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　Ingo Grawe, Jonas O. Wolff and Stanislav N. Gorb. 2014. Composition and substrate-dependent strength of the silken attachment discs in spiders. the Royal Society. DOI: 10.1098. 池田報告.

　二種のナシ状腺分泌物（糸タンパク質であるスピドロインと炭水化物に富むセメント様物質）は基板（土台）と他の糸を付けるノリとして使われている。これがattachment discs（付着盤）と呼ばれる構造を造っている。attachment discsの詳細や異なる基板での動態は不明なままであった。五種のクモ・三種の基板（土台）でのattachment discsの造作や剥離力と接着メカニズムを分析した。その結果，ナシ状腺のノリの接着力はほとんど基板によって影響されていること, テフロン上ではクモの体重を支えるのに十分な強さであるということが分かった。

　attachment discsはクモの生活に頻繁にかつ広範に使用されている。例えば異なる場所へ移動する際に登ったり降りたりする際の体の確保，網やリトリート・卵嚢を固定する際の頑丈なアンカー，跳躍時の体の安定，水上での動作，子供の世話，トラップドアなどなど。

　Schütt（1996）は異なるクモのattachment discsの形態を研究し（コガネグモ・サラグモ・カヤシマグモ・ハエトリグモ・ユウレイグモ），付着盤は系統と狩りのスタイルに依って構築形が異なることを発見していた。

　透過光・反射光顕像や走査電顕像，それに糸の分析を勘案してattachment discsの基本的な構造を調べた。attachment discsは，しおり糸にまきつくconjunction（連結部），土台に接着するbaseplate（基板部），その2つをつなぐbridge（橋部）から出来ている。しおり糸は大びん状腺の糸で，前いぼでは大びん状腺の吐糸管と多数のナシ状腺の吐糸管は近接しており，このような複ざつな構造もた易くかつ素早く達成できると考えられる。

　実験に使用したクモ5種はシマコガネグモArgiope trifasciata，セネガルジョロウグモNephila senegalensis，オオヒメグモParasteatoda tepidariorum，ブラジルドクシボグモCupiennius salei ，シロアズチグモThomisus onustus で，接着土台3種はガラス（親水性で表面自由エメルギーが高く，先行する実験で使われているので対照面として使用），テフロン（表面自由エネルギーが低く，非常に接着しにくい）, セイヨウカジカエデ sycamore maple (Acer pseudoplatanus)の表面。

　シロアズチグモでは基板部がやや丸く幅が広いといった違いはあるが基本的な構造は同様であった。剥離力は上方へ引っ張って試験した。attachment discの接触面積は種の体重と関連し, オオヒメグモの40 µm² からブラジルドクシボグモやセネガルジョロウグモの1400 µm² までレンジがあった。

　付着強度（The attachment strength）は剥離力を接触面積で割って算出される。付着強度はコガネグモ・ジョロウグモ・シボグモの間では有意に異ならないが，小形のシロアズチグモとオオヒメグモでは三倍にも強くなる。平均値は土台の種類によりけりで，3.4から7.8 N cm−2 になる．
　剥離力を体重で割った安全因子（the safety factor）は郊外の造網種セネガルジョロウグモと低層植生に住むシマコガネグモでは異ならなかった(ガラス面で4，葉面で3，テフロン面で0.8)。郊外の大型徘徊性種 シボグモでは安全因子は有意に低かった (ガラス面や葉面では約1，テフロン面では0.4)。小形種のシロアズチグモとオオヒメグモでは他の種よりも有意に高かった（ガラス面でアズチグモは7.5，オオヒメは13，葉面では7ないし8，アズチグモのテフロン面では3.6）。安全因子が1以上だと，ひとつで体重を支えられることになる。

［コメント］ジョロウグモの卵嚢を支える付着盤について山根一眞さんから写真の提供があり，検索による論文紹介があった（池田）。体重が増えるわりには接着強度が増えないのは生活様式に関連がある（安藤）。徘徊性のクモでは足先の毛が接着力と関連していると言われている。タランチュラやハエトリではクモが死ぬと接着力が失われるのが不思議（谷川）。オオヒメグモの付着盤について分子的分析もあるようだ（池田）。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　加藤むつみ，2015．続・飼育者の記録（記憶・気持ち）．加藤む報告。「飼育者の記録」前扁では飼育ノートを公開しましょう，そのことで飼育データが共有されるようになるのではないかという提言をしている。飼育による生態は野外での生態と一致していないことがある。しかし飼育の結果もその生き物に内在する（隠された）生態を表しているものと考えられる。生き物を理解するには小さな情報でも意義のあることが十分に理解されていないのではないか。

［コメント］生データの提供が大切な場合もあるし，一般化を目的とする場合には変異がネグられることもある。研究者の主張点のありかたによりけりでは（安藤）。自身のホームページなどで生データを発信する・情報の提供をよびかけるといった方策が可能ではないか（谷川）。誤解しあって成り立っているのが人間社会の常だから，他人の理解を求める姿勢をつらぬいてはザセツ必至。自分の生き方は二十歳を過ぎたらもう変えられない。理解しない人や誤解する人がいて当然。他人には人（自分）を誤解する権利（？）だってあるのだと思わないと人間関係がツライものになります（池田）。「ヒトと動物の関係学会誌」に載った瀬戸口明久「家畜・家畜化再考」（2015）に家畜化した動物に実は人間のほうが依存するようになっていっているのではないかという見方があります（加藤む）。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

安藤昭久，2015．すぱいだー曖昧検索図鑑企画書．安藤報告．紙による検索はどうしても分岐的にならざるを得ない。ネット上で論理積による重ね合わせ検索の可能性を検討している。収集マニア向けでない初心者を想定，虫メガネ・物差しレベルの道具で種レベルの同定は主目標にはしない。検索項目は分布（都道府県）・生息環境・体型・体長・色彩・網など。クモの体長は『日本産クモ類』に依拠した（キクメハシリグモ・ヤエンオニグモに誤植あり）ところ，1312種。体長の最頻値は6.2ｍｍ。体型はシルエットで検討中。

［コメント］2008年以降，更新していないが，「アトリエ図鑑」を作成したことがある（加藤む）。

http://www.d6.dion.ne.jp/~mutumi/zukan/kumo/kumozukan1.htm
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

**********************************************************************************

東京クモゼミ報告　第242号　　加藤家　　2016年1月9日
**********************************************************************************

参加者　安藤昭久・池田博明・岩田基晃・加藤輝代子・輿石紗葉子・新海明・荘司康治郎・鈴木祐弥・高保純樹・谷川明男・本間李花
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
　片岡佐太郎，1939．井之頭公園の生物（五）．理科教育（啓文社），8（9）：60-61．池田報告．カバキコマチグモの子供による母親食いを世界で初めて報告した文章．「新興理科研究会」名で発表されているが末尾に「片岡佐太郎記」とある。7/24エドコマチグモの巣を採集，7/27卵が孵化，7/28共食いあり，7/31第1回脱皮，8/1母親食われ始める，8/2母親の腹部から食われ夕方には腹部は食い尽くされた。
[コメント]安倍弘氏より提供していただいた（池田）。
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
　池田博明，2015．おおい自然公園ギャラリー・トーク資料．池田報告．足柄上郡大井町の生涯学習センターにて「おおい自然園」クモ展示会が開催された（2015年11月前半）。11月14日に展示解説を行った．今年行った大井町クモ調査の報告を行った。
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
　Wolff, J. O., I. Grawe, M. Wirtha, A. Karstedta and S. N. Gorb, 2015. Spider's super-glue: thread anchors are composite adhesives with synergistic hierarchical organization. Soft Matter, 11, 2394-2403. 池田報告。付着盤の基本構造に関しては，前回に紹介した。しおり糸とブリッジをつなぐ接合部，基板に貼りつけられるベースプレートがあった。特に接着力において重要なのはベースプレートである。そこでは梨状腺からの分泌物が作る「階層的構成による相乗効果」が見られる。セネガルジョロウグモでは，土台に接着する基板は梨状腺分泌物のスピドロインとコロイド状のセメントで出来ていた。また．スピドロインはタンパク質の糸，セメント部分の成分もタンパク質と炭水化物で，構造はナノフィブリル（超微細繊維構造）だった．このナノフィブリルの基本粒子は未知の酸性タンパク質である．筆者らはスライドガラス面の親水度を変化させる処理をして接着度を調べて，梨状腺糸の接着力に重要な働きをしているのは水素結合であると結論した．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
Sahni, V., J. Harris, T. A. Blackledge and A. Dhinojwala. 2012. Cobweb-weaving spiders produce different attachment discs for locomotion and prey capture. Nature Communications, 3, 1106.

池田報告。オオヒメグモのトラップ・スレッドとなるガムフット構造にも付着盤は重要な貢献をしていた．このガムフットを支えている付着盤は地表を徘徊している虫がかかると接着面から剥がれる構造．しかし，不規則網を支えている支持糸のほうはそう簡単には切れない。では，ガムフットの付着盤と支持糸の付着盤は異なるものなのか．支持糸を支える付着盤を足場ディスク（scaffold disc），ガムフットを支える付着盤をガムフットディスク（gumfoot disc）と区別して調べてみると，ガムフットディスクは足場デイスクに比べてきわめて弱い接着力しかなかった．彼らはしおり糸の代わりにナイロン糸を付着盤で押さえさせて実験している。接着力の違いは，いわゆる「基板」と「橋」が作る（2012年の段階ではまだbaseplateやbridgeという用語が提唱されていない）デザインの違いに関係していた。足場ディスクは「ホチキス止め」（staple-pin）様式，ガムフットディスクは「樹枝状」（dendritic）様式。ホチキス止め様式では基板の層を並べてしおり糸を押さえたが，樹枝状様式ではしおり糸に対して基板を放射状に配置した．ホチキス止め様式では接着度は層数＝梨状腺糸数，つまり「基板」の接触面積の広さに比例した．ツヤクロゴケグモの足場ディスクおよびガムフットディスクの構造についてはBlasingame. et al. 2009がある。
Blasingame. et al. 2009. Pyriform spidroin 1, a novel member of the silk gene family that anchors dragline silk fibers in attachment discs of the black widow spider, Latrodectus hesperus. J. Biol. Chem. 284, 29 097–29 108.

[コメント]光学顕微鏡で足場ディスクとガムフットディスクを比較したことがあった。ロウ・シア・ジョイントとも比較した。ヨリメグモの流水面にも付着盤は作られる（新海）。
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
 Nagata, T., K. Koyanagi, H. Tsukamoto, S. Saeki, K. Isono, Y. Shichida, F. Tokunaga, M. Kinoshita, K. Arikawa and A. Terakita, 2012. Depth perception from image defocus in a jumping spider. Science, 335, 469-471.　池田報告．ピンボケ画像を利用したハエトリグモの奥行きの知覚の論文を「ライフサイエンス新着論文レビュー」（永田崇・小柳光正・寺北明久）で紹介したもの。クモゼミ第239号に紹介されている（加藤むつみ報）寺北明久による短報の詳細版。
　動物が奥行きを知覚する方法には3通りがあった。左右の眼の見え方の違い（両眼視差）を利用、レンズの調節度合いを利用（カメレオンなど）、頭を左右に振ったときの対象の動き（運動視差）を利用（カマキリなど）である。このほかにピンボケを利用する方法も原理的には可能だが実際の動物では知られていなかった。アダンソンハエトリでそのような奥行き知覚を発見した。
　ハエトリグモの主眼は視野が重なっていない。運動視差による動作もなかった。主眼は1個だけでも正確に対象までジャンプした。4層の網膜のうち、第2層と第1層に緑色光に高感度な視細胞が発見されたが、緑色光が焦点を結ぶのは第1層である。第2層はピンボケ画像を受け取っているのだ。第2層は青色光が焦点を結ぶのだが第2層は青色光に感度のある視物質がない（したがって、第2層では焦点を結んだ像は知覚できない）。ハエトリグモは第1層のピントの合った画像と第2層のピンボケ画像を比べて奥行きを知覚しているのだ。赤色光下で実験すると、ジャンプ距離が短くなった。これは赤色光での第2層のピンボケ画像がより近い緑色光の画像サイズと同じになるからである。
　このようなボケ量から奥行きを知覚する手法「depth from defocus」はコンピュータ・ビジョンで注目されている。動物では初めて発見された方法である。
[コメント]ピントのあった画像にオーラが重なり，そのオーラのサイズと比べて奥行きが分かるようなしくみと喩えられる（谷川）。
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
　池田博明，2016．同定記録．池田報告。同定依頼された標本等のなかで初めて見た種を紹介。
ナガズキンコモリグモ♀（愛知県武豊町），チシマカニグモ♂・クロケシグモ♂（大井町），シャラクダニグモ♂（厚木市），クスミダニグモ♂（藤沢市），オオイオリヒメサラグモ♂・サイトウヌカグモの一種♀・エビノマルサラグモ♀・ナナメケシグモ♂・キュウシュウアリマネグモ♀（平戸市），トカラハエトリ♂♀（愛媛県八幡浜市）．
[コメント]沖縄県に本州型のナガズキンコモリグモが生息していることが判明．沖縄型とはすみわけしている（谷川）。
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
　鈴木祐弥，2016．ズグロオニグモ♂がオオヒメグモの網内でカニグモ類を捕食．鈴木報告。2016年1月4日，筑波大学宿舎にて観察．ズグロオニグモに関してはオオヒメグモ卵嚢を捕食例もあり。
2015年10月16日筑波大学植物見本園にてジョロウグモの網にかかったトンボをハナグモが捕食した例を観察。
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
鈴木祐弥，2016．採集報告．鈴木報告．浜北市にて1月にアキヤマアカザトウムシ，カチドキナミハグモ♀，ゴマダラウスバカゲロウ，ミナミトゲヘリカメムシ，ムロテナミハグモ？♂など。
つくば市桜川河川敷にてデーニッツサラグモ♂，スジボケハシリグモ？幼体，コカニグモ♂，シッチコモリグモ♂♀，エビチャコモリグモ♂，イズツグモ♀，ハラジロムナキグモ幼体，ウロコアシナガグモ幼体，ヨツボシヒメアシナガグモなど。岩場にてウヅキコモリグモ，ハイイロヒメグモ，マダラコウラナメクジなど。
2015年12月宝キョウ山にてアズマキシダグモ，ウヅキモリグモ，キクヅキコモリグモ，クマダハナグモ♂亜，クロココモリグモ♀，コアシダカグモ，ムロテナミハグモ？，タニマノドヨウグモ♂亜，ヒタチヤマヤチグモ♂，狩りバチに狩られたデーニッツハエトリ。
12月27日にアオグロハシリグモ，カネコトタテグモ幼体，ヤマトフクログモ♂，アシヨレグモ♂，ハナグモ幼体，ミヤグモ。
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
Suzuki，Ｙ．，2016．Spider is not insect.　鈴木報告．英語のプレゼンテーションの練習課題として製作．クモの付属肢と昆虫の付属肢の相同性を比較する。
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
鈴木祐弥，2016．手ごろに高倍率マクロ撮影を．Olympus　TG4　Toughを使ってみて．鈴木報告．クモの撮影にオリンパスのコンパクトデジカメラTG4を使ってみた．白背景では光量不足があるが生態写真・標本写真ともそこそこ満足のいく写真を撮影できた。
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
安藤昭久，2016．安価デジタルマイクロスコープは実体顕微鏡の代わりになるか．安藤報告．約2万円でPanrico　MSP-3080という機種が市販されている．対物ミクロメーターを撮影して分解能を調べてみると約5μｍ．これは実体顕微鏡SZX9の2μｍには劣るがTG4の10μｍ（以下）よりは良い。ただし視野の中心部に焦点を合わせると周辺がボケる。レンズの平面性が均一でない。公称200倍だが，実際には130倍くらい．短期間の小中学生の自由研究などにはじゅうぶん使用可能といったレベル。
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
安藤昭久，2016．小さなカメラ（コンデジ）で小さな物がちゃんと見える．安藤報告．分解能は白黒の線が識別できる本数で表される．TG4では100本／mm＝10μｍくらい。ズーム比の小さなカメラは画角の小さな側でのマクロ撮影ができる。それがTG4のようなコンパクトデジカメの強み。
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
新海明，2016．ヨコ糸を張るときの足場糸の役割～足場糸の切断実験．新海報告．1982年4月千葉県天津小湊町清澄山の本沢林道でカラフトオニグモ（一部はオニグモの一種幼体）の網で足場糸を切断した区画で横糸をちゃんと張ることができるかどうかを実験した。網の3区画2本の足場を切断したり，1区画の足場を1本切断，2本切断，3本切断してみたり。どの場合にもヨコ糸は正常に張られた．足場糸を深く切断したときにはヨコ糸を省略する例が見られた．ヨコ糸の間隔を知るのは足場糸からの長さによって機械的に知るわけではない．足場糸が無くてもヨコ糸は張れるのだった．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
池田博明，2016．アシナガグモの造網は意外な行動の連続だった．池田報告．2015年5月～8月にアシナガグモ幼体が垂直円網を張ること，足場糸が少ない（１周～3周）こと，ヨコ糸張りの動作にタテ糸を上行下行することを観察した．タテ糸を減らしたことがアシナガグモの特異な造網につながるのではないか，アシナガグモの脚が細長いのも体形が細長いのも特異な造網と関連がありそうだ。
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
**********************************************************************************

東京クモゼミ報告　第243号　　加藤家　　2016年2月6日

**********************************************************************************

参加者　安藤昭久・池田博明・加藤輝代子・加藤むつみ・新海明・谷川明男・渡部章

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Maddison, W.P., 2015. A phylogenetic classification of jumping spiders (Araneae: Salticidae). J.Arachnology, 43: 231-292.　池田報告．ハエトリグモに形態情報・分子情報を合わせて適用し，系統分類を行った60ページ（うち20ページは写真）の大論文．マディソンはハエトリグモ科のなかに7亜科を置いたが，93％はハエトリグモ亜科（Salticinae）に属する．亜科内にいくつかのクレードを置き，さらにトライブ（族）やサブトライブ（亜族）を設定している．ハエトリグモの写真を中心にクレードやトライブ内の属を紹介した．

［コメント］日本国内には派生的なトライブに属する種が多い．しかし，カノウハエトリやタニカワヨリメハエトリ，ケアシハエトリ，ムツバハエトリ，クチバハエトリなど沖縄には数種類の原始的なハエトリも生息する．これら原始的なハエトリグモの特徴に関しては池田（2000）「原始的なハエトリグモの特徴とは何か」を参照（池田）．

また，東京クモゼミ報告第155号（2005年3月5日）で「宮下直報告，明環境への進出」としか記録されていないが，この日，宮下氏が紹介した文献のなかに，David Penneyの蜘蛛の進化見取り図があった．紹介された論文はPenney, D., C.P. Wheater and P.A. Selden, 2003. Resistance of spiders of cretaceous – tertiary extindtion events. Evolution, 57(11): 2599-2607. のFigure 11であった．Penneyはその10年後に『Spider Research in the 21st Century. Trends & Perspectives』（Siri Scientific Press）を編集している．この本のなかにPenney自身も論文「Paleontrogy. Interpretation and application of the spider fossil records」（ｐ.282-313）を寄せ，クモ化石をもとに新しい進化見取り図を提出している（Figure 11．Penney & Selden, 2011による）．Bond et al.,（2015）以前なので，円網グモがジュラ紀にカヌー型タペータム類から分岐した単系統群となっている．ハエトリグモ科は新生代第三紀に分割篩板類から分岐したという系図になっている．分割篩板類はRTA群を含み，白亜紀前期に分岐している図式である．Penneyは本文で，Ayoub & Hayashi(2009)は普通クモ類-トタテグモ類の放散がデボン紀，トタテグモ類-単性域類の放散がペルム紀-石炭紀，完性域類の放散を三畳紀と判断していたが，Figure 11(2011)では，もっと時代を下げて，普通クモ類-トタテグモ類とトタテグモ類の放散を三畳紀，単性域類と完性域類の放散をジュラ紀と推定している．

　Penneyが編集した本にはGarbが「Spider Silk. An ancient biomaterial for 21st century research」(p.252-281)を寄稿していて，糸腺の進化を論じている．単純化したシェマがFigure 3として出ているが，中疣類のブドウ状腺様糸腺が最も原始的で，そこから（エボシグモなど古篩板類の）ブドウ状腺・梨状腺・篩板腺・大瓶状腺→（完性域類の）小瓶状腺→（RTAクレードの）管状腺→（メダマグモ上科の）偽鞭状腺→（コガネグモ上科の）鞭状腺・集合腺と進化したという図式である（池田）．鞭状腺遺伝子に相当する遺伝子がタランチュラでも発見され，糸腺の進化系統図は混沌としてきてしまった（谷川）．相同な遺伝子があっても糸タンパクとして機能の等しい形質があったかどうかはまだ不明である．例えば眼のレンズを作るクリスタリンは酵素LDHの転用だったという例もある（池田）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Valerio, C.E., 1970. Ability to store sperm by the female Achaearanea tepidariorum (C. L. Koch) (Araneae: Theridiidae). Bull.Br.arachnol.Soc. 1(6):88-89.　池田報告．ヴァレリオは中米のコスタ・リカ大学構内で産卵直後の卵のう1個を持ったオオヒメグモ・メスを採集し，飼育した結果を報告していた．クモは採集後23日めに2個めの卵のうを産出し，101日間に計9個の卵のうを産んだそうである．採集時に既に交尾ずみだったらしく，初めの卵は受精卵だったが，受精率はしだいに低下した．第1卵のうの卵数は数えていなかった．第2卵のう（受精卵数60／産卵数73＝受精率82％，以下同），第3（20／100＝20％），第4（80／107＝75％），第5（45／88＝51％），第6（10／95＝11％），第7（15／80＝19％），第8（0／72＝0％），第9（数えていない，0％）．追加の交尾はさせない条件で，少なくとも250頭の幼体が誕生したという

［コメント］これではオオヒメグモの一生の産卵数としては正しくない．採集時に母グモが持っていた卵のうが第1卵のうかどうかも分からない．そこで彼は第2報を出していた（池田）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Valerio, C.E., 1976. Egg production and frequency of oviposition in Achaearanea tepidariorum  (Araneae: Theridiidae). Bull.Br.arachnol.Soc. 3(7):194-198.　池田報告．亜成体メスを採集して飼育し成体に育てて，週に2度給餌，一部は未交尾だが残りは交尾させて生涯の産卵数を調査したのが第2報である．データを記した表1の数値を見当してみると，卵数合計ミスが2ケ所あった．これらの卵数合計値は明らかに加算ミスであった．以下は修正値をエクセル入力し，計算し直したデータで報ずる．9頭のメスの生涯産卵数は平均3233±1189.3卵（範囲2081～5545卵），産出卵のう数は平均14±2.7個（範囲11～20個），1卵のう当りの卵数は平均229±105.7卵（範囲61～636卵）だった．このデータからは，かなりの多産ではないだろうか．
成熟してから第1卵のうを産出するまでは平均11.9±1.62日（範囲9～14日）かかっているが，その後第2卵のうから第8卵のうまでは産卵間隔が平均8.2日（範囲4～15日）とやや短縮していた．100日を過ぎると卵のう内の卵数が低下傾向になり，これは加齢の影響と推測された．成熟から最後の産卵までの日数は平均132.0±18.71日（範囲103～156日）だった．死亡時の記録がないため，寿命のデータではないものの，4～5ケ月間は産卵期間であることが分かる．
［コメント］ヴァレリオは方法に記していないので，Ａメス～Ｉメスのうち，どの個体が未交尾なのかは分からない．また，卵数を正確に計測するためにおそらく産卵直後にクモから卵のうを取り上げていると思われる．飼育下好条件のもとでの結果であるが，オオヒメグモの潜在能力の高さが印象的である（池田）．関連論文を「オオヒメグモ産卵資料」としてpdf化しクモゼミ資料を公開提供した（池田）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Valerio, C. E., 1974. Feeding on eggs by spiderlings of Achaearanea tepidariorum (Araneae, Theridiidae), and the significance of the quiescent instar in spiders. J.Arachnol., 2:57-63.　池田報告．発育齢についての研究がされていた．ヴァレリオは，第1脱皮前に隔離した幼体の生存率は餌を与えないでおくと，日がたつにつれて徐々に下がっていき，23日後には全滅してしまう．しかし，幼体の隔離を第1脱皮後3日（Ⅰ齢の期間は2日間）たって，出のう後に行うと，23日後でも25％は生存し，3%強の幼体が脱皮してⅢ齢になったという．それは卵のう内で幼体が未孵化卵を捕食しているからだというのである（Valerio 1974）．孵化に続いての不活動期の幼体を，Ｈolm（1940）は「incomplete stadia（不完全状態）」，Vachon（1953）は「nymphs（若虫）」，Gertsch（1949）は「deutova（第二若虫）」と呼んでいる．この時期は付属肢の分節化がまだだし，ある種類では腹部の体節痕が残っている．毛や色素を欠き，動作もにぶい．しかし，未孵化卵を捕食していることがヤマシログモ・フクログモ・ワシグモ・カニグモ各科のクモで観察されていた．オオヒメグモでも卵のう内の＜静止期幼体（quiescent instar）＞のⅡ齢幼体（卵のう内で4日間）でもこのような捕食が起こっているという．ただし，卵捕食しなくとも大部分のクモは次の齢に発生する．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
Valerio, C. E., 1977. Population structure in the spider Achaearanea tepid:ariorum (Araneae, Theridiidae). J.Arachnol., 3:185-190.　池田報告．ヴァレリオは1977年の報文で，バルーニングして分散する時期をⅡ齢としている．まず，彼はコスタ・リカ大学構内で幼体を捕獲した．オスはⅥ齢で成熟することがBonnet（1935）によって判っていたのでⅥ齢やⅦ齢（亜成体）のクモは採集しなかった．頭胸部長によって幼体をいくつかに分けた．Ⅰ齢のクモは98％がⅡ齢になったという（この発育に餌は不要である）．ヴァレリオは個体群（population）を二種類に分けることを提唱している．Floating（不確定個体群）とEstablished（確定個体群）である．
　Floating Population（不確定個体群）：この個体群はほとんどがⅡ齢幼体で構成されている．孵化後，幼体は卵のう内に4日間留まり，未発生の卵を捕食する（Valerio 1974）．出のう後には卵のう近くに集合している（［池田註］日本では「まどい」と呼んでいる）．その後しだいに幼体は活発になり，母親の網の中心に共同のまどい網（communal web）を作り，分散を始める．10日間までにすべての幼体が網を離れる．捕食させないⅡ齢幼体では二山の死亡が観察された．卵のう付近でのまどいの時期と，出のう後13-14日の時期（分散開始後）である．この齢では共食いは起こらない．幼体はお互いを攻撃しようとはしないし，死亡した仲間を食べることも無い．
　Established Population（確定個体群）：この個体群は活発な幼体から雌雄の成体までの個体を含んでいる．この齢では固着習性とトラップ網が特徴である．新たな適当な生息地は不確定個体群からのⅡ齢幼体による侵入である．侵入の時期には種間競争がとても強い．コスタ・リカでは，10種類のクモの幼体がヒトの住居にすみつく．
脱皮すると，幼体は大きな網面積を必要とする．種内競争が始まり，個体数は低減する．しかし，減った個体の生重は増加する．

［コメント］Valerio（1977）のTable 2には齢ごとの幼体の生重が記されている．単位はmgの－4乗と表記されているが，この値は奇妙である．データ値は卵＝1.36，Ⅰ齢＝1.37，Ⅱ齢＝8.00，Ⅲ齢＝25.16，Ⅳ齢＝62.22，Ⅴ齢＝104.38，Ⅵ＆Ⅶ齢（亜成体）＝127.41，成体メス＝158.30，成体オス＝69.92．この単位表記に従うと，成体メスの生重は15.8μgになってしまう．これはいくらなんでも小さすぎる．

Anderson, J . F. 1990 . The size of spider eggs and estimates of their energy content . J . Arachnol., 18 : 73 -78 .このAnderson（1990）によれば，オオヒメグモのメス成体の生重は37.7±19.3mg，卵の生重は0.12±0.01mgだから，これから推測すると，正しい単位はgの－4乗でなければならない．その観点での修正値は卵＝0.136mg，Ⅰ齢＝0.137mg，Ⅱ齢（確定個体群）＝0.800mg，Ⅲ齢＝2.516mg，Ⅳ齢＝6.222mg，Ⅴ齢＝10.438mg，Ⅵ＆Ⅶ齢（亜成体）＝12.741mg，成体メス＝15.830mg，成体オス＝6.992mgとなる．確定個体群の現存量（生重）の65％は成体が占めている．残りの35％はⅡ齢から亜成体までの幼体の合計である．生重のデータが奇妙な点は，不確定個体群の「Ⅱ齢は捕食しない」と記述しているのに，確定個体群のⅡ齢では「生重が0.800mg」とⅠ齢の生重の約6倍に増えている点である．ヴァレリオは捕食しない時期をⅡ齢幼体，餌捕獲・捕食を始める時期もⅡ齢幼体としている．ヴァレリオ自身，Table 1でⅡ齢個体群を不確定個体群9791頭（0.8765mg，前述したように，この重量の単位も変である．正しくはｇであろう）と確定個体群127頭（0.1016mg）のふたつの時期に分けて，個体群全体の重量を測定している．幼体1頭の生重も個体群全体の重量を頭数で割って算出している．その算出結果からは確定個体群のⅡ齢幼体の生重は不確定個体群のⅡ齢幼体の約9倍になっている．同じⅡ齢幼体と呼ぶ個体の生重が捕食もなしに9倍になることは不自然である．もしも確定個体群のⅡ齢が実際にはⅢ齢だとすると，成体メスはⅨ齢となってしまう．この齢数は宮下の日本での結果とほぼ同じである（池田）．

吉倉眞『クモの生物学』（1987）によると，ヒメグモ科はコガネグモ・アシナガグモ・サラグモ各科同様，孵化直前はpreLarvaの状態で，孵化と同時に第1回脱皮が起こり孵化時はLarvaである（これをⅠ齢と呼ぶことが多い）．その後，脱皮をして（Ⅱ齢で）出のうする（池田）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Miyashita, K., 1987a. Development and egg sac production of Achaearanea tepidariorum (C. L. Koch) (Araneae, Theridiidae) under long and short photperiods. J.Arachnol., 15:51-58.　

Miyashita, K., 1987b. Egg production of Achaearanea tepidariorum (C. L. Koch) (Araneae, Theriidiidae) in the field in Japan. J.Arachnol., 15:130-132.　池田報告．コスタ・リカは熱帯地域である．温帯地域の日本のオオヒメグモの産卵数はどうなっているのだろうか．それについては，宮下和喜の報文がある（Miyashita 1987a, 1987b）．このうち，千葉県我孫子市の空き家のベランダの壁際で，メスが初めて産卵してから消失するまでを追跡して得た結果を見てみよう（Miyashita 1987b）．産卵は6月上旬から始まり，7月中旬に産卵のピークを迎え，9月上旬に終わった．5月中旬や10月下旬にも散発的な卵嚢産出があったが孵化しなかった．1メス当りの卵のう数は平均2.9個（22頭のメス，範囲は1～5個）．1卵のう当りの卵数の平均は310.8卵（範囲150～650卵）で，メスの生涯総卵数は平均881.7卵（範囲242～1866卵）だった．実験室内での結果では（Miyashita 1987a），産卵された卵のう数は平均9.7±2.9個（範囲5～15個），メスの寿命は平均116.5±10.3日間，オスの寿命は33.9±4.4日間．総卵数の平均は1812.7卵だった．
これらの卵数はヴァレリオの3211.9卵と比べると少ない．宮下（1987a）は，メスの生涯の3分の2の期間が産卵期間ではあるものの，後半は未受精卵の頻度が高まることに注目し，数匹のメスは不完全な卵を含む卵のうを産むと網から落としてしまうことがあると付記している．
日本では，発育齢についての宮下和喜の報文がある（Miyashita 1987a）．野外で採集した個体をⅠ齢としているので，ヴァレリオ報告とは齢数のカウント差がある．採集した幼体を25℃の長日条件（16Ｌ8Ｄ）と短日条件（10Ｌ14Ｄ）で飼育して，オスは成熟までに4-6回脱皮（5回脱皮が20頭／全27頭，分散個体をⅠ齢とすると成体の齢はⅤ齢～Ⅶ齢で主にⅥ齢．生育に30-80日間），メスは成熟までに5-7回脱皮（6回脱皮が12頭／全16頭，成体齢はⅥ齢～Ⅷ齢で主にⅦ齢．生育に40-100日間）を記録した．脱皮回数のこの程度の可塑性は珍しくない．長日条件で生育がやや早まったが，その理由は短日条件で成体期間，または成体・亜成体期間が延長したことに依る．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Toft, S., 1978. The life-history of Achaearanea lunata (Cl.) in Denmark, with a note on Theridion varians Hahn (Araneae: Theridiidae). Bull.Br.arachnol.Soc. 4(5):197-203..池田報告．カグヤヒメグモの近似種Achaearanea lunataで，デンマークのトフトにより報文データがあった．トフトは分散を始めた幼体をⅠ齢，越冬集団をⅡ齢としていた．Ⅲ齢で雌雄の区別が可能になり，Ⅳ齢が亜成体，Ⅴ齢が雌雄とも成体だったという．なお，カグヤヒメグモの一種の1メス当りの卵のう数は3～4個，総卵数は250～300卵である（調査卵のう数は，209個）．

［コメント］オオヒメグモに比べてだいぶ少ない卵数である（池田）．齢数に関しては，発育段階がクモの種類によって異なる点を考慮して，生活史研究においては出のう幼体をⅠ齢とするのが良いのではないか．卵のう内の発育は外から見えないし，生活史の観点からは重視することが困難である（安藤）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明，2016．ヒメグモの発育齢．池田報告．ヒメグモ（ニホンヒメグモ）の生態に関する石本・金田・池田の報文（2008）から野外の背甲幅の平均値データを拾ってみると，出のう直後幼体362μm（Ⅱ齢幼体）は11月に373μmとほとんど成長していない．翌年4月に423μmでせいぜいⅢ齢といったところか．6月661μｍ，7月♂成体854μm（Ⅴ齢？），7月27日♀亜成体（Ⅵ齢？）1033μm，同日♀成体（Ⅶ齢？）1552μm．ヒメグモの成体サイズはオオヒメグモより小さい．出のう後の脱皮回数は♂3回，♀5回か．

［コメント］体が小さい割に，意外に多い脱皮回数である（池田）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

 Mouginot, P., J.Orugel, U. Thom, P.O.M. Steinhoff, J. Kupyjanowicz and G. Uhl, 2015. Security paternity by mutilating female genitalia in spiders. Current Biology, 25:1-5. 谷川報告．精子競争の一例として，オスが交尾の際にメスの外雌器の垂体を破壊してしまい，後オスの交尾を不可能にする例がある．キタコガネグモダマシ Larinia jeskovi を用いて実証した研究が発表された．交尾途中の雌雄を液体窒素で固定し，その後連続エタノールによる脱水操作を経て走査電子顕微鏡で観察．交尾実験も行った．オスは触肢のコンダクターとテグラムで外雌器の垂体（scape）をはさむ．テグラムがナイフのように働いて垂体を切断する．１回めの交尾で垂体の半分に切れ目が入る．2回の交尾で完全に垂体が切り離され，後オスは交尾できなくなる．実験で垂体を切除した処女メスも交尾は不首尾に終わる．

［コメント］垂体をもつゴミグモの種類であっても，交尾において必ず垂体が取れるというものでもない（谷川）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明，2015．クモと植物．厚木市の植物調査会での講演より．池田報告．過去のクモゼミ報告を参照．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　渡部章，2016．牛舎のクモ相．放送大学大学院修士課程第二報．牛舎内外のクモ相を調査．

［コメント］自身が感動した点が重要（谷川）．見えないものを見るという観点が大事．例えば幼体は見られるのに繁殖しない種に注目するとか（安藤）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
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＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Dalton, 2008. Spider. Firefly　Books. 池田報告．ハエトリグモに関する記述のなかに「自分自身の体長の20倍以上のジャンプができる」や「頭胸部の血リンパを脚へ押し出すことで歩脚を伸展する」というものがある．

［コメント］NHKの「ダーウィンが来た！」でオーストラリアのpeacock spiderの番組が取材・製作中である．ディレクターからハエトリグモの生理生態に関するいくつかの質問を受けた．そのなかに「ハエトリのジャンプ力は？」「クモは最大何ｍぐらい糸が出せるのか？」「ジャンプ力を生みだす特殊なシステムとは何か？」といったものがあった．即答できない質問ばかりで文献を調査して答えることになった．ハエトリグモのジャンプ力については，上記Daltonの他，吉倉眞『クモの生物学』（学会出版センター，1987）にも記述がある．p.52に「砂丘にいるハエトリグモのAttulus saltatorは25cmも跳ぶという」．「オーストラリアにいるムササビハエトリ（Saitis volans）はきれいなクモであるが，まだオスしか見つかっていない．腹部の両側に垂れひだがあり，それに長い毛のふさを生じている．静止しているときはそれを腹面につけているが，跳ぶときにはそれをあたかもムササビの飛膜のように広げて空中を滑走する．クモの体長は4～5mmに過ぎないが，滑空距離は17cmにも及ぶ」と紹介されている．Attulus saltatorの現在の学名はSitticus saltator（コゲチャハエトリの一種）で体長は3-4mm．3mmとすると25cmは体長の83倍．また，Saitis volansの現在は，Maratus volansで20種いるpeacock spiderのうちの一種．Foelixの『Biology of Spider』には「自身の体長の25倍以上」という記載がある（池田）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Julianne M. Waldock，2007．a poster presented at the International Congress of Arachnology, Brazil, WaldockはWestern Australian Museum所属．Referenceは Australasian Arachnological Societyの online: http://www.australasianarachnology.org/myths/maratus_cannot_fly/
Saitis　volansはCambridgeの記載時に採集者がムササビのように飛ぶと話したことが信じられてきたが、それは都市伝説（urban myth）だった．「Maratusは飛べない」．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Kropf, 2013. Hydraulic System of Locomotion. IN Nentwig ed., Spider Ecophysiology. Pp.43-56.

池田報告．クモの脚の動きは関節にある伸筋と屈筋で制御されているが，伸筋を欠いている関節（joint）がある．それはfemur-patella間とtibia-metatarsus間である．これらの関節が伸びる際には，頭胸部の二種類の筋肉（側方筋と胸板内懸垂筋）がひとつ，あるいはふたつ同時に収縮して背腹方向に圧力がかかり，血液（体液）を一気に脚の方へ押し出す．その液圧で脚は即座に伸展する．このような液圧による運動のしくみは比較的大形のクモやウデムシ等で研究されていて，ハエトリグモに特有なしくみではない．頭胸部が硬くて，筋肉では動かない種類もいる．その場合には腹部に血圧を変化させる構造がある．腹柄は細いので脚に影響が及ぶにはラグがある．

［コメント］吉倉眞『クモの生物学』ｐ.48＋ｐ.111にはつぎの記述がある（池田）．“触肢，歩脚の固有筋で特に注意したいことは，各肢節において挙筋が少なく，下制筋が圧倒的に多いことである．このことは，脚を曲げることはもっぱら筋によって行われるが，脚を伸ばすことは血体腔の血リンパ圧—物理的には静水圧（hydrostatic pressure）によって行われ，筋によることが少ないことを示すものである．・・・血液が流体静力学的骨格（hydrostatic skelton）として働いていることについて述べよう．クモの触肢や歩脚の屈曲は屈筋の働きによる．しかし，伸張には，伸筋があまり発達していないので，別な方法によらなければならない．頭胸部諸筋の収縮によって血体腔を圧縮し，それによって生じた内圧の増加を利用するのである．ハエトリグモが跳ぶときに使う脚は，もっぱら第四歩脚である．跳躍に踏み切るとき，脚の先の方の血圧は瞬間的に非常に高くなる．Sitticus pubescensでは，ふつう500mmHg以上で，ときに1000mmHgを超えることさえある（Parry & Brown 1959b）．跳んでいるときには血圧が上がっているので，脚の刺毛はみな起立している．タナグモTegenaria atricaでは，平常の血圧は，静止時約50mmHgである．ところが，クモに空気を吹きかけたり，筆の穂先などで触って刺激すると，400mmHgにもなる（Parry & Brown 1959a）．カヤシマグモでは脚における血圧は静止時平均38mmHg，活動時195mmHg，刺激して驚かすと460mmHgにもなる．”
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Parry, D. A. and R. H. Brown.1959. The jumping mechanism of the salticid spiders. J.exp. boil, 36: 654-664.plate 13-14.　池田報告．ハエトリグモがジャンプするときの体の支点の動きをトレースして示している．この論文はfreeで読めるが，体内のリンパ圧などのしくみには触れていない．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Foelix, 2011. Biology of spider. <Jumping>.  Pp.195-197. 池田報告．跳躍はハエトリグモでもっとも際立っている．他の狩猟性クモ（コモリグモ，フクログモ，ササグモ）が短い跳躍能力しかないのに比べて、そのハエトリグモのジャンプのしくみに接近してみよう．かつて信じられていたのは，強い前脚を跳ぶ際にはプロペラのように回すということだった．しかし，実際のところ，前脚はクモが離陸する前には地面から上に持ち上げられるにすぎない（fig.6.7）．前脚は着地の際に獲物を捕えるときには役割を果たす．離陸のひと押しは後脚（第3脚か第4脚、ときにはその両方）のすることである．どんなテクニックが使われているかは種によりけりで，マミジロハエトリグモ属Evarchaのジャンプ・オフでは第3脚が，ゼブラハエトリグモ属Salticusでは第3脚と第4脚が，コゲチャハエトリグモ属Sitticusではたいてい第4脚だった．離陸直前に，クモは地面に命綱（safety thread）を付ける．それから，脚を体の近くにひきつける（fig.6.2b）．第4脚一対の非常に速い伸展(extension)，第3脚一対のねじれ(torsion)と伸展が跳躍を開始させる．脚の伸びは大部分は血リンパ圧の増加とそれに伴う屈筋の急なし緩に原因がある．

　ハエトリグモの跳躍を技術的な観点から見ると印象深いことがある．距離が5-10cmのふつうの水平面のジャンプでは，離陸速度は秒速80－90cmで加速度は50m／s2そこらである（fig.6.8）．着地前には，はっきりと後ろ向きのピッチをスロー・モーション・フィルムから見てとることが出来る．これは獲物をつかむのに好適なポジションを保証する（fig.6.9）．それに加えて，跳んでいる間に常にうしろに引かれている命綱がある程度ジャンプの終点でブレーキをかける効果，それと同時に体を上方へ傾ける（tilt）効果を発揮している．このような標的に合わせたジャンプに必要な正確な制御はバスケットボールの選手がボールを投げる際に正確に向きと速度を注意深く定めるのに比べられる．上下逆方向のジャンプでさえ（すなわち葉の下面からの），水平面での通常のジャンプと同様の正確さである．

　さらに獲物をつかむときには，ハエトリグモはジャンプ離脱力を用いる．通常ではハエトリグモは2，3cmしかジャンプしない．しかし，ある例では自分の体長の25倍も跳ぶ（Ehlers，1939）．数種の昆虫（例えばバッタやノミなど）のジャンプと比べた時，これは穏当なパフォーマンスと思われるものの，ハエトリグモは過長な跳躍脚を持っていないのである．そして，さらに重要と思われることだが，バッタには大きなジャンプ・レンジがあるのに対して，ハエトリグモには正確性がある：ハエトリのジャンプは「標的に対する」ものである（Hill, 2006）．短い跳躍は植生に優占的に生活する他の徘徊性クモにも見られる．再びであるが，離陸は第2・第3・第4各一対の脚の活動に原因がある．第1脚はジャンプの前には上に振り上げられている（Ehlers 1939）．徘徊性のブラジルドクシボグモ属Cupienniusでは，記録された例では40cm以内の距離と秒速1m以内の速度に制御されている（Karner, 1999）．

＜Figure 6.8＞は，ハエトリグモの一種Phidippusの6cmのすきまの水平面のジャンプで15ミリ秒毎の記録．注目は離陸後の後ろ向きのピッチ（左矢印）と着地直前のやや前向きのピッチ（右矢印）．これはしおり糸のブレーキ効果によるものである．

＜Figure 6.9＞は，縦方向の跳び．(a)注意すべきは全部の脚を開いていることでやや着地前に後ろ向きのピッチがある．(b)繋留されたハエに垂直面から跳んだところ．注意すべきは離陸後の後ろ向きのピッチと餌に達した時に脚を閉じていること．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
Chen, Y.-K., C.-P. Liao, F.-Y. Tsai and K.-J. Chi, 2013. More than a safety line: jump-stabilizing silk of salticids. J.R.Sco. Interface 10: 20130572.　池田報告．＜1.Introduction＞ハエトリグモは跳躍に当ってしおり糸を引くことが知られている．しおり糸のスタビライザー機能を調べるために，私達は（1）ジャンプの間の通常の動きと糸が無い場合の動きを高速度撮影して分析した．（2）運動エネルギーのデータから瞬間的な糸の力を見つもった．（3）糸の力のマグニチュード（大きさ）と向きと体の動きを関連させた．（4）糸の物性と糸生産の生理学的制御の状況に関する発見を要約した．
＜4.結論＞しおり糸は，その優れた特性で名高いが，クモの生態学と進化を形作る多面的な機能を提供した．この論文で，私達が提示したのは，ハエトリグモのしおり糸が減速の命綱として働いているだけではなく，より重要なことだが，ジャンプしているときの体の安定器（スタビライザー）として働いていることである．鋭い視覚とともに，特筆すべき捕食戦略とジャンプ能力，ダイナミックな安定性はハエトリグモのようなハンターの餌捕獲効率を高めている．付属肢をスイングするときの慣性とフラップする翼からの空気力学的力を使うことに加えて，私たちが提案したのは，新たに発見された三番目のしくみ，自然界で発見された大気中での（in-air）安定性の制御である．しおり糸は逆向きのピッチに対して適切に力を変更することでジャンプのあいだじゅう体を安定にしている．調整可能な糸の張力を打ち消すトルクは，将来の操作性にすぐれたロボット・デザインに対する生物学的なインスピレーションを提供する．［工学的な言い回しがよく理解できない］
＜2.Material and Methods＞で実験に用いられたHasarius adansoni  アダンソンハエトリの通常個体の体重は19.95±4.71mg，体長は6.1±0.3ｍｍ．糸無し個体の体重は21.14±2.83mg，体長は6.0±0.2ｍｍ．しおり糸があるときの着地姿勢はFigure3.の(a)だが，しおり糸が無いと着地姿勢は(b)や(c)のように体が立ってしまい，脚先が着いた直後に腹部から床に着いてしまう．Table2の結果にも，離陸の際には糸があっても無くてもθcは変らないのに，着地のときのθcは大きく（57度），頭が上を向いている（体が立っていること）ことが示されている．このような姿勢制御が可能な理論を考察すると，ジャンプしたとき，しおり糸がない場合には大気の無い理想的な条件では慣性によって離陸時の速度と着地時の速度は等しいのだろう．しかし，実際に大気のなかでは図の(a)のように次第に減速していく．しかし，このような速度の場合には体が回転してしまい［重心に対して体を回転させるようなモーメントが働くので］，重い腹部が下がってしまう（結果的に頭が上を向いてしまう）ということなのだろう．
しおり糸はそれを防ぐために後方へ腹部を引っ張って速度を減速している．しおり糸の後方へ引っ張る力は一定ではなく，クモの速度が減るにつれて変えざるをえない．Figure 5の緑色の線が表すSilk　forceを見ると，引っ張る力は次第に減ることになっている．
［コメント］David Hillにしおり糸とジャンプの制御に関係について問い合わせをしてみました．ジャンプの時、しおり糸にブレーキをかけることを「ジャンプ中に判断」することは基本的にしないものの（ジャンプが早すぎて間に合わない）、ジャンプする前に、目標の獲物までの距離を測定し、そこに

着地できるように、（飛距離を制限するために）しおり糸のブレーキを使うことを判断し、ジャンプ中に

そのブレーキを実行する、とされています．つまり、獲物に飛びかかるとき、第三脚の伸縮に加えて，しおり糸にブレーキをかけることで、着地点を調整しているということのようです（NHK浜崎）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

チナリー，1997（訳書）. クモの不思議な生活．晶文社．池田報告．「ある熱帯地域でジョロウグモ属の一種の糸が魚捕りに使われていて・・・クモの一個体から700ｍ以上の糸を引き出すことができます」と書かれている．

［コメント］この熱帯地域というのはニュー・ギニアのことで魚捕り用のクモ網の図は英国の大英博物館の広報官ヒルヤードの『クモ・ウォッチング』（平凡社）に出ています．網に使われた糸を出すクモはジョロウグモ属Nephilaの一種だそうです．この本には「ニワオニグモ１匹が網を造るのに20～60mの糸」とも書かれている．オニグモ19mm雌成体が作った直径80cmの円網の糸は全部で約81ｍと算出された（池田）．中部蜘蛛懇談会の「蜘蛛」円網に使う糸の総延長については，「しのびぐも」(30)：35-36に発表した(新海)．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Hill, D. E. and D. B. Richman, 2009. The evolution of jumping spiders (Araneae: Salticidae): a review. Peckamia, 75.1, 1-7.　池田報告．ハエトリグモの起原は中生代白亜紀と推測される．鋭い視覚と昼行性，それに伴う色覚の発達などが特徴である．

［コメント］Bondら（2014）の分子系統分析の論文には分岐の地質年代が示されている．中生代白亜紀には多くのクモの進化が起こった．ハエトリグモはワシグモと分かれたが，これは空間的には地上方向（ワシグモは地表方向），時間的には昼行性（ワシグモは薄明・薄暮か？偏光を識別できる眼をもつ）への進出である．白亜紀に被子植物が進化していることをふまえると，花の進化が送粉昆虫の進化をもたらし，それに伴ってハエトリグモも進化したと推測できる（池田）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明，2016．早春に造網するクモ幼体．池田報告．2月21日の観察会でシロカネグモ幼体・ムツボシオニグモ幼体・ヘリジロサラグモ幼体・メガネドヨウグモ雌成体が造網していた．中井町の厳島湿性公園の欄干では2月26日～3月4日にオニグモ幼体2～3頭やアシナガグモ幼体多数の造網が観察された．

［コメント］クスミサラグモが草本層で雪の間に造網している（安藤）．冬に活動するクモの報告を，Kishidaia，(88)：50-51に寄稿している（新海）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

輿石紗葉子，2016．タイ旅行記．輿石報告．2016年2月17日～29日までタイのクモ採集．アシダカグモ・キシダグモ・ジョロウグモ・コモリグモ・ゲホウグモ・メダマグモなどのタイ産のクモを観察．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男，2016．タイ王国クモ物見遊山の旅．谷川報告．タイ南部地域をボッパの案内で回った．

50種以上の多くの科のクモを観察，生態を撮影した．同定は現在，進行中．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

長野宏紀，2016．トタテグモ下目（クモ目）における胸部・脚の形態と捕食方法の関係．長野報告．東京農業大学卒業研究である．（Ａ）ジグモ科（ジグモ・ワスレナグモ），（Ｂ）トタテグモ類（カネコトタテ・キノボリトタテ・キシノウエトタテ），（Ｃ）ジョウゴグモ類（オオクロケブカジョウゴグモ・クメジマイボブトグモ）で，それぞれの触肢の刺の有無や大小が捕食方法に与える影響を考察した，（Ａ）は短い触肢に刺がない，（Ｂ）は刺あり，（Ｃ）は刺あり・少なからず，内突起の形態は（Ａ）板状，（Ｂ）Ｙ字状，（Ｃ）板状．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

安藤昭久，2016．夢の島のケムリダニグモはじわじわ拡がっていく．安藤報告．東京都内の埋め立て地からは本州に通常は生息しないクモが発見されている．「夢の島」では記載以来，一度1930年代に姿を見せた（植村による）ケムリダニグモ（体長1.7mm）を発見した．沖縄に住むヤマネコウラシマグモも夢の島公園でも発見．両種とも公園内で次第に勢力を拡大している．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
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参加者　池田博明・加藤輝代子・加藤むつみ・輿石紗葉子・新海明・鈴木祐弥・谷川明男・渡部章
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
鈴木祐弥, 2016. 沖縄クモ紀行・憧れのクモ，ケアシハエトリを求めて. 鈴木報告．2016年3/21～25に沖縄本島でクモ観察。クモ食いのケアシハエトリを見た。以下マクロ撮影できたクモは，オキナワトタテグモ・オキナワキムラグモ・カノウハエトリ・アシナガヒメグモ・タニカワアシナガグモ・オキナワカワリアシダカグモ・ヒゲナガヤリグモ・ムネグロサラグモの一種・ガケジグモの一種・ササキグモ・ケナガサラグモ（網は特異，捕獲法は不明）・オオハシリグモ♂亜・リュウキュウセンショウグモ・イソハエトリの一種・スナハラコモリグモ・クンジャンキムラグモ・オオクマアメイロハエトリ・オキナワホウシグモ・ヤンバルキムラグモ・カンムリグモ（落葉層にたくさん生息）・リュウキュウコモリグモ・オナガアシナガグモ・オオアシナガグモ・ナガマルコガネグモ。イボイモリやヒメハブなど両生類爬虫類にも多く出会えた。
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
鈴木祐弥，2016．最近観察したクモ．鈴木報告．2016年3/25平井海岸にてコトガリアカムネグモ，3/31天王台にてヒサカキの葉裏から体長2mmのクモ食いと思われるヒメグモ科のクモ，ヤマトミジングモ♂。4/2筑波山のガレ場にて，オガタモリヒメグモ♂，カネコトタテグモ♂，キシノウエトタテグモ，キノボリトタテグモ，ヒロテゴマグモ♀，オオクマコブヌカグモ♀。
〔コメント〕セスジアカムネとコトガリアカムネは連続していて区別ができない。トガリアカムネグモは区別できる（谷川）。ヤマトミジングモとアマミミジングモの違いは腹部側面の点模様のみ（谷川）。．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
鈴木祐弥，2016．静岡県で採集したクモ．鈴木報告。この春に静岡県の実家付近でのクモ。キジロオヒキグモ幼体（杉林で造網），ヤマトオオイヤマケシグモ，ウスイロヤチグモの一種♂♀，腹部の赤いザラアカムネグモ♀，キエビグモ幼体（橋の欄干で発見），ノジマモリヒメグモ♀，ナンブコツブグモ♂♀，オオクマヒメドヨウグモ，2mmのヤリグモ幼体（ヒゲナガヤリグモか？）がカラカラグモを捕食した。
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
鈴木祐弥，2016．オオヒメグモ網内でクモの死骸を摂食していたズグロオニグモ．Kishidaia予定．鈴木報告．ズグロオニグモ♂が2015年12/16及び2016年1/4にオオヒメグモ網内でオオヒメグモ卵のう及びカニグモの死骸を摂食。
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
Yoshida, H. 2016. Parasteatoda, Campanicola, Cryptachaea and two new genera (Araneae: Theridiidae) from Japan. Bull. Yamagata Pref. Mus., 34: 13-30.　池田報告。2新属（Nihonhimea　ニホンヒメグモ属とKeijiella　キヨヒメグモ属）と2新種（Parasteatoda corrugata　ハモンヒメグモ，Cryptachaea ogatai 　オガタヒメグモ）を記載。ハモンヒメグモはこれまでP. simulans (Thorell, 1875)と同定されてきたが，新種だった。日本産はオオヒメグモ属9種，ニホンヒメグモ属1種，キヨヒメグモ属1種，カネヒメグモ属1種，イワマヒメグモ属3種となった。
ニホンヒメグモ属がオオヒメグモ属Parasteatodaと異なる点は，(1)腹部の基盤の色がオレンジ色から淡褐色（オオヒメ属は暗褐色。以下カッコ内はオオヒメグモ属），(2)seminal ductのねじれがない（twisted），(3)embolusがthick（thin），(4)embolus baseが大きくない（large base），(5)median apophysisが凹concave（not concave），(6)tegulumがsmall（large），(7)網下部にシートあり（シート網なし）。
　キヨヒメグモ属がオオヒメグモ属と異なる点は，(1)腹部に心臓斑がない（ある），(2)seminal ductにねじれがない（twisted），(3)embolusがthick（thin），(4)embolus baseがcymbium内，(5)median　apophysisが不明瞭（明瞭）。
　ハモンヒメグモをリュウキュウヒメグモと区別する点はメスでは外雌器のdepression（中隔）後方のprojectionが大きい点，オスのcondctor先端に被いがある点。ハモンヒメグモはオオヒメグモよりサイズが小さく，山中の人工物に造網する。
　ハモンヒメグモは日本では北方系，リュウキュウヒメグモは南方系である。本州産のリュウキュウヒメグモと沖縄産のリュウキュウヒメグモは同種と判断した。
〔コメント〕ハモンヒメグモとオオヒメグモの識別は難しい。図からはseminal ductの長さがオオヒメグモでは長いように見えるが外からはductは見えないのが難点。オスの触肢の差も判断が難しい（池田）。千国図鑑のヒメグモ（ニホンヒメグモ）のオス触肢の写真はコンピラヒメグモの触肢と思われる（池田）。
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
Gillespie, R., 2013. Biogeography. IN Penny ed., Spider Research in the 21st Century; 　trends & perspectives. Siri scientific press. 154-185. 池田報告。現在の地理的分布は複数の要因が影響した結果である。地史的要因，大陸移動の歴史的な要因も大きく関わっている。Migidae（樹上性のトタテグモ類）やアゴダチグモ科の分布にはゴンドワナ陸塊の影響が見られる。クモにはバルーニングという特殊な分散法があり，飢えに対する耐性も合わせて分布に大きな影響を与えている。形態的・分子的情報を取り込んで地理的分布と系統を研究した例がある。ダニザトウムシ亜目の分布とスンダ列島の地史，イノシシグモの一種と地中海の地史，サソリの一種のコロラド山脈の地史など。
　島の歴史と分布が重ね合わせられる例もある。ハワイ諸島のアシナガグモ属やガラパゴス諸島のコモリグモHogna属などの例である。
　ハワイ諸島のアシナガグモ属では体色や網の生態型で収斂進化の例が見られる。地史的に古いカウアイ島やオアフ島と新しいマウイ島で同じ環境に同じ型のクモや網が見られるのである。緑色・栗色・暗褐色や，大きく密な網・大きいが疎な網・小さく密な網といった例である。
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
八幡明彦，みるかし姫の飼育日記(3)．加藤む報告。タランチュラに対するパワー・フィーディング（過剰給餌）の記録である。
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
Garrison, N. L., J. Rodriguez, I. Agnarsson, J. A. Coddington, C. H. Griswold, C. A. Hamilton, M. Hedin, K. M. Kocot, J. M. Ledford and J. E. Bond, 2016．Spider phylogenomics: untangling the spider tree of life. Peer J．谷川報告．次世代シーケンサーによるクモの系統分類の続報．3398個の遺伝子を分析している（ただし38.5％はmissing）。8種類のData setを設定して分析，完性域類のクモの分析の信頼性は必ずしも高いとはいえないものの，大きな枠組みは見えてきたのではないだろうか。クモ全体が中疣類と後疣類に，後疣類はトタテグモ類とフツウグモ類に分岐したという点が，外群を解析に加えることによって明確にされた。注目すべき点はイボブトグモ科が多系統，エボシグモ科とカヤシマグモ科が姉妹群で単系統となり有篩板単性域類というまとめも可能になったかもしれない，マシラグモ科が完性域類の姉妹群となっている，イワガネグモ科がコガネグモ上科の姉妹群になった，ヒメグモ科とホラヒメグモ科は単系統群ではなかった，メダマグモ上科は単系統群にならない（ウズグモ科はチリグモ科と近縁），二爪類という区分は次第に小さくなった，キシダグモ科は側系統群かもしれない。
〔コメント〕何がクモを多様化させたのだろうか。円網グモよりもＲＴＡ群の多様性が激しい（谷川）。クレイグは古生代のペルム紀末の大絶滅以降に多様な環境に適応し放散した徘徊性のクモという観点を提示していた（池田）。信頼性にはまだ疑問があるものの，時間軸を適用するとクモの多様化が起こったのは中生代（谷川）。ゼミ後に調べたことによると，著者らはAbstractで「This may reflect a major increase in biomass of non-flying insects during the Cretaceous Terrestrial Revolution 125-90 million years ago favoring diversification of spiders that feed on cursorial rather than flying prey」と記述している。Cretaceous Terrestrial Revolution（白亜紀の陸生革命）という概念は恐竜の化石が多数発見された時代で，この時期には生物の多様化が爆発的に起こり、植物や社会性昆虫、チョウ、現在のは虫類やほ乳類が繁栄し，恐らく鳥類も出現したと考えられている。ハドロサウルスやセラトプシアン、パキケファロサウルスなどの変わった化石も多数発見されていることから、恐竜もその際に多様化したとする専門家もいる。もっとも，2008年に英ブリストル大学のLloidらが発表した論文「Dinosaurus and the Cretaceous Terrestrial Revolution」ではそのような定説は幻想で，恐竜の大規模な進化は、約2億-2億2500億年前の三畳紀後期に起きたと研究チームはまとめている。白亜紀の陸生革命説はその時期の恐竜化石が多数発見されている「サンプル・バイアス」による可能性があると指摘している（池田）。
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
谷川明男，2016．キムラグモの研究10年史．谷川報告．ＤＮＡによる系統解析が南西諸島の地史と関連すれば面白いという予想で，キムラグモの系統を始めたが，キムラグモの種分化は南西諸島の分化より古いことが判明した。当初の予想は外れたが分類学上の問題点が分かった。キムラグモはメスの貯精嚢の形態で地域ごとに分けられたが，キタクメジマキムラとトカシキキムラはクメジマキムラと区別できないし，イリオモテキムラはイシガキキムラと区別できなかった。隠蔽種クンジャンキムラの発見や種子島の北にヒゴキムラ，南にヤクシマキムラの分布があるなどの発見もあり，九州のキムラグモはＣＯⅠ+28Ｓの分析によって，４つの系統に分れることが分かった。現在はこの4つの系統を別種とすべきか否かについて研究中である。
〔コメント〕分析の空白地点を埋めるべく研究を続行中（谷川）。
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＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Blackledge, T. A. and R. G. Gillespie, 2004. Convergent evolution of behavior in an adaptive radiation of Hawaiian web-building spiders. PNAS, 101(46): 16228-16233. 池田報告．ハワイ諸島のアシナガグモ属の円網構造を大型で密な網，大型で疎な網，小型で密な網と分けたとき，進化の古いオアフ島と中位のマウイ島に同じ型（大型で疎な網，小型で密な網）の網が見られる．それぞれの遺伝子を分析したところ，これらの型は収斂による進化であることが分かった．若いハワイ島と中位のマウイ島には大型で密な網が見られる．同じ生態の場所に同じ型が進化したと推測されるが，そのミクロハビタットの要因は不明である．網のサイズの進化と網の密度の進化にわけて考察すると，中位のサイズの網が祖先形質でそこから小形の網が進化，密度についても中位の密度の網が祖先形質でそこからルーズな網が進化したとみなせる。

〔コメント〕2003年の論文では餌種の違いに注目している。密な網からルーズな網になったと同時に経糸の本数が減っている（18本レベルから12本レベル）。そしてさらに網をなくした徘徊性種が進化したものだろうか（池田）．キンヨウグモ成体は網を張らなくなるというわけではなく，横糸を張るのをやめただけと理解できる。糸を手がかりにしていて捕獲動作は造網性の定形的行動を示す（新海）。
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

 Blackledge, T. A., G. J. Binford and R. G. Gillespie, 2003. Resource use within a community of Hawaiian spiders (Araneae: Tetagnathidae). Ann. Zool. Fennici., 40: 293-303. 池田報告．ハワイ諸島の同所的に生息するアシナガグモ群集と資源利用の研究である．クモがくわえていた虫を151個分析した．T. eurychasmia の大型で疎な網の餌の75％は双翅類ガガンボ科で，鱗翅類はわずか，T. stelarobustaの大型で密な網では75％が鱗翅類だった（ハシゴ網と同じ程度とはいえないが網の密度を高めることで蛾を捕る進化をしたと言える）．T. filliciphilliaの小型で密な網の餌は50％が双翅類ガガンボ科・鱗翅類15％・他の分類群30％だった．植生高や地表からの高さ，橋糸の長さなどを測定したもののミクロハビタットの差は不明瞭だった．

〔コメント〕アシナガグモの円網に蛾がかかるという結果が意外だった（新海）．ハワイ島の大型で密な網に相当する網は日本種では該当がない。セイロンアシナガグモやリュウキュウアシナガグモが比較的密なほう（加藤輝）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Binford､G. J., 2001．Differences in venom composition between orb-weaving and wandering Hawaiian Tetragnatha (Araneae). Bio. J. Linnean Soc., 74: 581-595. 池田報告．グレタ・ビンフォードはアリゾナ大学の生態進化学科所属．ハワイ島のアシナガグモ属（34種記載，60形態種）のうち21種（2年間5月～7月の夜間に採集）で分子量の低い毒素の成分構成を分析，円網性種と徘徊性種の餌となる虫に対する効果などを比較した．毒液は麻酔したクモを電気刺激で抽出．SDSゲル電気泳動にかけて分析した．自然界での餌はクモがくわえていた虫を採集した（1994年と1996年）．虫に対する毒の効果は実験室で行った．解剖顕微鏡下で虫を観察し，咬んでからcollapse（正常な反応をなくした状態）になるまでの時間とdeath（視覚的動きや拍動の消失）までの時間を測定した．

　毒素の違いでは，14ｋDa以上のタンパク質には円網性種と徘徊性種の差がなかったが，14ｋDa未満のタンパク質では違いが明瞭だった．濃度は35と80ｋDaの間の成分では（特に後者では）異なっていたが，虫の捕食行動をはっきりと左右するほどではなかった．また，系統を分析できるほどの差ではなかった．自然界で夜に捕獲していた虫は円網性種は飛ぶ虫で，徘徊性種は飛ぶ虫のほかに徘徊性の虫たとえば鱗翅類幼虫・双翅類幼虫・蜘蛛類（アシナガグモもかなり）なども捕獲していた．捕獲手順は円網性種（N=45）も徘徊性種（N＝69）も変わらなかった．アシナガグモ属のクモは虫と出会うと咬みつく（initial　bite），それからラップせずに虫が麻痺するのを待ち，次に咬み砕く（chewing），どの餌でもinitial　biteの場所の大半は胸部だった(119例中65％，8％は胸部と他の部域)．

　Initial bite（初咬み）時間と麻痺時間は，餌種によって異なっていたがやや徘徊性種が長く，餌種を合わせた標準誤差は円網性種のほうが大きかった．毒の効果をテストした実験では非動作までの時間・死亡するまでの時間は徘徊性種で長かった．網を失うことで徘徊性種（例えばブラジルドクシボグモ）は毒力を増強したという仮説があるが，本グループではそうとは言えなかった．分子量の低い毒素の濃度が徘徊性種アシナガグモでは少ないことが影響しているのかもしれない．

〔コメント〕吉田真のアシナガグモの捕食の研究がある。捕獲の際にコガネグモ科のような捕帯は使わない。自然状態ではユスリカ等体長3mm以下の双翅類昆虫を捕食した。下水溝の上に張られた網にかかった270頭の餌のうち64.4%が網から逃れた． 逃げた餌のうち，89.1%は自力で脱出したもので，他は網の引き(Plucking)によって落ちたものである．通常，網の引きによって餌の所在を確認し，走り寄って上顎で餌をくわえ(Seizing)， 網から引き離して(Pulling out)，餌をこしきに運び，摂食した(Seize-Pull out戦略)．大型の餌捕獲には適応していない．与えた大きな餌に対して，クモはSeize-Pull out戦略を含む3つの戦略を使用した．鱗し類は多くの場合，Bite-Wrap戦略によって，ガガンボとトンボはSeize-Pull out，Bite-Wrap，Wrap-Biteの3つの戦略によって捕獲された．Bite-Wrap戦略においては，餌はまずBiteによって固定され(immobilization)， その後で糸を巻きつけられた(Wrapping)． これに対してWrap-Bite戦略においては，餌はまずWrappingによって攻撃され，その後でBitingが行われた〔吉田真AC35(2)，AT87〕．アシナガグモのラップはポストラップで，麻痺した虫をこしきまで運んでからのラップ．アタック・ラッピングとは異なる（新海）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
Dodson, G. N., A. G. Anderson and L.M. Stellwag.2015. Movement, sex ratio, and population density in a dwarf male spider species, Misumenoides formosipes. J. Arachnol., 43: 388-393. 池田報告。カニグモ亜科ハナグモ類は特に性的二型が著しい動物である。オスの矮小化の選択はオスのサイズ小形化による運動性の利益に基づくもの（体重が軽い方が重力の影響が小）と考えられている。これに対する批判としてはオス間闘争において大きいオスが有利であることが挙げられる。私たちは予測を立ててそれを検証することにした。つまり，低密度でメスに性比が偏り，（離れたメスを探すため）オスの運動性が大きく，オス・オスの衝突が制限されると。これら複数の形質を関連させた研究は新たなものであった。2年間の繰り返しの調査により，日々の〔4日毎の〕メスのモニターとオスの採集から，オスに対するメスの低密度2.37：1が記録された。〔結果のグラフからは，7月24日はメスに比べてオスが少ないが7月28日からオスがメス数を上回り，個体数がピークの8月2日にはオスの性比は2以上となった。それ以降オスは漸減した。2005年と2006年はともに同様の傾向だった。〕マークされたオスの運動性については，再発見率をふたつの方法で調べた。ひとつは再発見位置からの個体の距離の追跡，特定のメスに対する〔東西南北2ｍに配した〕オスの動きである。メスの動きは待ち伏せ位置をマークして決めた。メスの運動性のテニュア（保留性）はオスのそれの二倍だった（5.05 days　vs　2.45 days）。そしてまた，マークされたオスの最初の動きはメスの動きの6倍に達した（1.76ｍ　vs　0.29ｍ）。メスの近くでのオス同士の衝突は頻繁で，ハナグモの一種では激しかったが，ヒメハナグモではオスの闘争は稀で，性比はメスに偏っていた。性的二型は著しかったが。著しい性的二型（ＳＳＤ）はメスの探索期間の小形オスの高い運動性と関連しているかもしれないが，オスの威嚇的衝突が多いからといって理論が排除されたというわけでもなかった。
〔コメント〕ジョロウグモではオスの小型化ではなく，メスの大型化が進化した（新海）．オスは脱皮回数が少ないため小さく成熟する。成熟時期の雌雄のズレは近親交配を回避する結果となる（加藤む）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
Brittany A. Hutton and Ann L. Rypstra, 2016. Courtship and the use of pheromones by Pholcus manueli (Araneae: Pholcidae). J. Arachnol., 44: 92-95.池田報告。多くの造網性クモが求愛に先立つ異性間コミュニケーションのために化学的および振動的な手がかり(cue）を使っている。マニュエルユウレイグモについてはほとんど知られていない。実験室で，私たちはメスの網内でオスの行動を調べた」。いくつかの網を洗い，空気中で乾かした。洗った網と洗わない網を使ってメスの有無との関連を検証した。全体として，オスの行動はほかの種と同様だった。求愛の頻度はオスのサイズに関連していた。洗った網は活動の開始を遅らせたし，腹部の曲げ(flex）を減らし，触肢の拡きと攻撃性の徴候を増した。メスの存在はオスが動作の開始を早めたり，糸引き行動を増やす原因となった。これらの結果が示唆することは，求愛がマルチモードであり，雌雄間の振動的対話が化学的コミュニケーションと同時に働いていることである。将来の研究のデータを提供する。
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Eberhard, W.G., and Gilbert Barrantes.．2015. Cues guiding uloborid construction behaviour support orb web monophyly. J. Arachnol., 43: 371-387. 要約のみ池田報告。行動は系統仮説を検証する有用な形質として利用可能である。円網作り行動のいくつかのディテールは特にクモの高次分類を特徴づけるのに有用である。網作り行動をガイドするために使われる手がかり（cue）とこれらの手がかりに対する行動上の応答は同様の裏付けを保っている。しかし，これまで系統的研究では使われてこなかった。この論文で私たちは仮説を検証する数個の技術を使った。その仮説というのは，円網グモの二つの主要な枝（コガネグモ上科とメダマグモ上科）が，単系統であるという仮説である。円網作りのガイドをする手がかりが両者で用いられ，それらの手がかりに対するクモの応答も共通であるというものだ。もし円網が一度だけ進化したのであれば，両者でこれら形質の進化の筋道は同じであることが期待される。この予測は支持された。すなわちふたつのグループの種はいくつかの同じ手がかりを使っていた。そしてそれらに対する応答も同じだった。これらの手がかりに含まれる二者で共通のものとは，粘性のらせん糸〔横糸〕の位置どりをする際の刺激；　粘性のらせん〔横糸〕のループの位置どりに影響する糸腺での適切な糸の供給；　円網の適正なスペースサイズに関連した刺激である。これらは7個の独立した円網デザイン形質を同様に改良するための引き金として使われている。粘性のらせん糸の位置をガイドする張力に関連する手がかりは使われていなかった。これらの比較は先の結論を勢いづけるものである。つまり円網は形態的・分子的・行動的形質から見ても単系統であるという。
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
Vetter, R. S., Linda M. Penas and Mark S. Hoddle, 2016. Laboratory refugia preferences of the brown widow spider, Latrodectus geometricus (Araneae: Theridiidae). J. Arachnology, 44: 52-57. 要旨のみ池田報告．南カリフォルニアの市街地でエピソードを収集しているとき，ハイイロゴケグモが手すりの下やパティオ家具の中といった鋭角的な場所に特によく住んでいるといった発見があった。そこで実験室で私達はハイイロゴケグモのメスがどんな場所を好むのかを検証してみた。実験はドーム形の昆虫カゴ内に紙で作ったレフュージア（避難所）で行った。ハイイロゴケグモが有意に好んだのは(1)30度の角度（60度や90度より），(2)75mmと100mmの深さ（25mmや50ｍｍより）の容器，(3)滑らかな面よりも片面を波形にした壁の容器，（4）あらかじめレフュージアとしていなかったものよりハイイロゴケグモの家として使っていたレフュージ。これらのデータは都市の害虫がどのような場所を好むかの詳しい情報を供給する。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Michalko, R., O. Kosulic, V. Hula and K. Surovcova, 2016. Niche differentiation of two sibling wolf spider species, Pardosa lugubris and Pardosa alacris, along a canopy openness gradient. J. Arachnology, 44: 46-51. 要旨のみ池田報告．チェコでの近縁なコモリグモのニッチ差（すみわけ）を研究したもの。私たちはニッチ分割に体長の差による規準軸があることを調べてきた。8カ所でキャノピーの開度勾配がニッチ分割に効いていることを明らかにした。15ｍごとに60ｍ長のトランセクトを設置し，5個のピットフォールトラップを置いてコモリグモを採集した。2種のコモリグモはシントピカリーに出現したが，明らかにキャノピーの開度による勾配に応じたニッチの違いを見せた。エゾコモリグモは密閉した森林ハビタットの閉じたキャノピーを好み，キャノピーが開いて明るくなるとalacrisに譲った。この２種は体長もちがう。〔エゾコモリグモが好む日陰にいる個体の方が大きい。アラクリスでは逆である〕。体長はニッチ分割の他の規準を表現していると思われる。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
Nogueira, A. do A., R. Pinto-da-Rocha, 2016. The effects of habitat size and quality on the orb-weaving spider guild (Arachnida: Araneae) in an Atlantic Forest fragmented landscape. J. Arachnology, 44: 36-45. 要旨のみ池田報告．自然界のハビタットの分断化（fragmentation）はグローバルな生物多様性の持続にとって最大の脅威となる。この研究では，私達は森林のパッチのサイズと個体数と種類数，生物量に対する植生構造の重要性と，アトランティック・フォレスト（ブラジルのサンパウロ州）域の円網性クモ類のギルドの種構成を検証した。16サイトでサンプルし（二晩行った，幼体は除いた），次のカテゴリーで4つにグループ分けした。連続した成熟林CM，連続した二次林CS，大きな（52-175ha）二次林断片LF，小さな（14-28ha）二次林断片SF。豊富さはサイト当り29種から55種の範囲にあるものの，森林サイズや植生構造とは関連していない。連続した成熟林からの集団は個体数は多いが他の森林カテゴリーより多様性は低い。しかし，多様性の低下は2，3の優占種（Micrathenaなど）によるものである。種構成の変化は，植生構造と関連している。示唆されることは，この変異性が円網性クモ集団の種構成にとって森林のパッチのサイズよりもより重要であるということである。全般的に，結果が示したのは，亜熱帯のこの地域の円網性クモ集団は断片化されても十分に豊富で多様であり，ジェネラリストの行動とすぐれた分散能力といった，クモのいくつかの特性に帰すことができるものである。にもかかわらず，私たちの結果が焦点を当てたのは，断片的な源（ソース）として供給可能な特に特徴的な円網性クモ集団が住む連続的な成熟植生の重要性である。

〔コメント〕Miyashita, T., A. Shinkai and T. Chida, 1998. The effect of forest fragmentation on web spider communities in urban areas. Biological Copnservation 86: 357-364.が序言部に引用されていた。「ハビタットの分断化の影響は最初セキツイ動物で研究された。クモでも研究報告がされ、集団のリッチネス（種の豊かさ）へのパッチ・サイズの効果が調査されてきた」という文脈での取り上げをしている（池田）。評価基準のRichnessはthe number of species in the site varied from 29 to 54.で，Abundanceは ranged from 88 to 311 individuals, few dominant species, Micrathena sanctispiritus and Chrysometa ludibunda in CM，Diversity; low diversity for M. nigrichelis & M. sanctispiritus in CM，Rarefield richnessは出典はあるが詳しい説明はない（池田）。森林カテゴリー毎の指標種をあげていた。円網種だけでなく連続的な成熟森林のほうの指標種にマネキグモも挙げている（池田）。日本の環境では連続した二次林の個体数が多い（谷川）。
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
Gomez, J., J. Lohmiller and A. Joern, 2016. Importance of vegetation structure to the assembly of an aerial web-building spider community in North American open grassland. J. Arachnology, 44: 28-35.要旨のみ池田報告。草原における適切なハビタットの空間的時間的異質性（heterogeneity）はユビキタスな造網性クモ類による応答を含む節足動物の機能的多様性と種多様性を増進する可能性がある。トールグラスプレーリー・ハビタットでの野外実験は網場所の構造（植生様式）の適切性により変化する空間造網性クモ類の個体数と網型のリッチネスの反応を調査する目的で行われた。植生構造がオープンな草原での造網性クモ類の個体数と網型に直接に貢献しているという仮説を検証する目的で、私たちは植生構造を普通の灌木の枯れた木本茎を足すことによって増やした。焼けた履歴と存在するハビタット構造が異なる3つの流域に引いたトランセクトにそって。操作の前後で空間造網性クモ類の視覚的調査を行い，私達は網の向きや高さ，網型，網と関連したクモの有無を記録した。研究期間中，7群の網型に遭遇した。そのうち中サイズの円網クモ類は，全流域でもっとも優占した造網性クモだった。一般的には，円網クモ類のうちでより高い個体数が観察されたのはなにも操作しないセクションよりも加えた構造のセクションだった。しかし，網型を減らしたのは操作したトランセクトだったことが分かった。木性茎によって供給される操作された様式はトールグラスプレーリーの造網性クモ群のすべてにとってふさわしく十分な網のアンカーの構造を提供しているわけではないことを示唆している。
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
Nyffeler, M., E. J. Olson and W. O. C. Symondson, 2016. Plant-eating by spiders. J. Arachnology, 44: 15-27. 池田報告．クモによる植物食。リーフ（葉）食，シュガー食，花粉食，種子食，胞子食，草食性の虫の腸を通しての植物成分の食などをまとめた。

〔コメント〕『クモと植物』という講演（2015年12月）をまとめたときにレビューしたが，さらに網羅的なレビューが出た（池田）。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
吉谷昭憲，2016．昆虫の体重測定．福音館書店．池田報告．「たくさんのふしぎ」シリーズの4月号。昆虫の体重を0.1mg精度で測定できる電子天秤で測定してみたら，面白いことがわかってきた。例えばなわばりをもつオオムラサキは翅が同じサイズのアサギマダラよりもずっと重い（生態の違いによる）とか，カブトムシの幼虫の体重30ｇは成虫10ｇよりずっと重い（完全変態の昆虫はみなそうだった）など。

〔コメント〕さすがに0.1mg精度の電子天秤は高価だが，10mg精度の電子天秤でも違いがわかって新しい観点を提供してくれそうである。調べてみると1mg精度のポケット電子天秤も4千円レベルで販売されていた。測定方法はジップ袋に入れて静止したところを測定するものでクモも同じ。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

「ニセのクモ」で鳥をだまして食べるヘビ．National Geographic.　加藤む・泉宏子報告．イランに生息するクサリヘビの一種の尾の先はヘビそっくりで，尾を動かすとクモが動いているように見える。そのニセのクモを捕食しようと接近して来た鳥はヘビに食べられてしまう。
http://natgeo.nikkeibp.co.jp/atcl/news/16/041300136/
恐ろしげな生物が苦手な人は知りたくないかもしれないが、この世にはクモのふりをする毒ヘビが存在する。イランに生息するスパイダーテイルド・クサリヘビ（Pseudocerastes urarachnoides）は、偽の“クモ”をくねくねと動かし、近くにいる鳥たちを引き付けて襲いかかる。まるで本物のクモのように見えるのは、ヘビの尻尾の先端に付いた、クモの脚のような形状をしたウロコのおかげだ。

　イラン、ヤースージュ大学の生物学者、ベフザード・ファティニア氏率いる研究者チームは、同国イーラーム州において、3年に及ぶ調査の中で初めて、このヘビが狩りをする姿を確認し、動画に収めることに成功した。研究者らはヘビが擬態によって周囲の岩に完璧に溶けこみ、クモに見せかけた尻尾をくねらせながら、獲物をじっと待ち伏せする様子を観察した。
　学術誌「Amphibia-Reptilia」に先ごろ発表された論文によると、鳥がその“疑似餌”に釣られて寄ってくると、ヘビはわずか0.2秒という電撃的な速さの攻撃を繰り出したという。

最初の発見では尻尾の「クモ」は異常とされた。2001年まで、このヘビについての記録は、1968年に米国の調査隊によってイランで発見され、誤った分類をされた例がひとつあるだけだった。尻尾に付いた奇妙な構造物については、他のヘビが持つどんな器官とも似ていなかったため、先天性か成長途中の異常として片付けられた。その後、複数の個体が発見され、いずれにも同じ特徴が見られたことから、2006年に正式に新種として認められた。
　学者らはかねてから、その特徴的な尻尾は獲物を誘うために使われるのではないかと予想しており、今回、見事に鳥を捕まえる姿が確認されたことによって、その説が正しいことが学術的に確かめられた格好だ。研究者チームによると、スパイダーテイルド・クサリヘビの成体が捕まえるのは、ムシクイ類を中心とした渡り鳥に限られていたという。

　留鳥が一切餌食にならないのは、おそらくそうした鳥がこのヘビの策略を見抜いているからではないかと推測される。

　今回の研究ではまた、ヘビの尻尾の疑似餌は生まれた後から発達しはじめ、成体になるまでは完全な形状にならないことも明らかになった。

　研究者チームは、発達途中の疑似餌を持つ若い個体がトカゲを誘って捕まえる様子を確認しているが、鳥を誘うのが成体だけかどうかはわかってない。スパイダーテイルド・クサリヘビの尻尾は、ガラガラヘビの“ガラガラ”と音を出す尻尾に似ているようにも見えるが、実際はまるで別物だという。「ガラガラヘビの場合、（尻尾付近の）椎骨の融合など、体の構造が大きく変化しますが、スパイダーテイルド・クサリヘビの尻尾の骨に変わったところはありません」とファティニア氏は言う。また、ガラガラが硬い角質からできており、脱皮のたびに強化されていくのに対し、クモ型疑似餌の丸いコブのような“本体”は、柔らかい組織からできている。
　疑似餌がまるでクモの脚のように見えるのは、獲物を待ち伏せするときに、尻尾から長く伸びたウロコが逆立つからだ。「ヘビはもちろんのこと、獲物をおびき寄せる戦略を使うあらゆる爬虫類の中でも、スパイダーテイルド・クサリヘビの疑似餌が最も精巧なものであることは間違いありません」。米サウスカロライナ州にあるアメリカマムシ研究所の進化生物学者で爬虫類学者のゴードン・シュエット氏は言う。疑似餌を使って獲物をとらえるヘビは少なくないが、通常、その作りはごくシンプルで、特に多いのは長い尻尾に白、黄色、黒などの色が付いており、これをくねらせておいしそうなエサのように見せかけるというものだ。「一方で、尻尾の動かし方は種によって大きく異なります。カエルや鳥、トカゲなどは、こうした疑似餌に非常に誘われやすいのです」
　獲物をだまし、自分の体の一部を食べさせるふりをするヘビの方にも、危険がないわけではない。研究者チームによると、スパイダーテイルド・クサリヘビの疑似餌は傷つきやすく、鳥につつかれてすっぱり切り落とされてしまった例もあるそうだ。
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鈴木祐弥，2016．クモを食べるクモ．鈴木報告．オオヒメグモの網内でクモの死骸を捕食していたズグロオニグモについては前回報告した．同所でズグロオニグモはガガンボの一種を捕食していた。

　本日朝，ヤミイロカニグモ♀がオオヒメグモを捕食していた。

　オナガグモがマイコフクログモ♂を捕食。ヤリグモの一種2mm幼体がヒメオニグモ？幼体を捕食。

　ムナボシヒメグモがアオオニグモを捕食，ジョロウグモ幼体を捕食。

　ケアシハエトリがオオヒメグモを捕食。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男，2016．イソコモリグモの集団構造解析．谷川報告．イソコモリグモには移動分散能力が備わっているのだろうか．日本の砂浜海岸46か所のイソコモリグモの遺伝子を分析した．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

0.00012秒の瞬時に閉じるクモのアゴの謎を解明．National Geographic.　谷川報告．パタゴニアアゴダチグモの素早い顎の開閉は強力な筋肉で支えられている．遺伝子分析からこのアゴは独立に進化したと考察された。

http://[image: image1.jpg]


natgeo.nikkeibp.co.jp/atcl/news/16/041100131　
チリの落ち葉の山の中で見つけた小さなクモに、特に変わった様子は見られなかった。当時、米カリフォルニア大学バークレー校の大学院生だったハンナ・ウッド氏は、トラップ・ジョー・スパイダー（trap-jaw spider、学名：Mecysmaucheniidae）の研究のために南米を訪れていた。「罠のアゴ」という意味の英名は、アゴを開いたまま獲物の背後に忍び寄り、すばやくアゴを閉じて獲物を捕らえる習性にちなんでつけられたものだ。このクモは体長が数ミリしかないため、アゴはもちろん全身を観察するのも難しい。ウッド氏は森で採集したクモをカリフォルニアの研究室に持ち帰り、その行動を毎秒4万コマの高速度撮影ができるビデオカメラで記録した。この記録を超スローモーションで再生すると、トラップ・ジョー・スパイダーが獲物を捕らえるときのアゴの動きが見えてきた。そのアゴは、世界最速のランナーであるウサイン・ボルト氏の走りに匹敵するスピードで閉じていた。いまは米国ワシントンD.C.の国立自然史博物館の昆虫学者になったウッド氏は、4月7日付けの科学誌「Current Biology」に研究成果を発表した。「人間のまばたきを観察するには、毎秒1000コマで撮影すれば十分です。けれども、トラップ・ジョー・スパイダーのアゴの動きを捉えるには、毎秒4万コマで撮影しなければなりませんでした。驚異的な速さです」と言う。
　ニュージーランドと南米南部に生息するトラップ・ジョー・スパイダーは、落ち葉の中に住んで、ほかの虫たちを追いかける。ウッド氏は、南米で14種のトラップ・ジョー・スパイダーを採集した。そして、ガラス管の中にクモを入れ、ピンの先に自分のまつげをつけたものを獲物の代わりにした。
　研究チームは高速度ビデオカメラをセットして、クモが「獲物」を捕まえる様子を記録した。この映像を100分の1以下のスピードで再生することにより、クモのアゴが閉じる速さと、生み出される力の大きさを調べた。実験の結果、クモのアゴはわずか0.00012秒で閉じていることが明らかになった。これは時速32キロに相当する。体重あたりで見ると、アゴの動きを生み出す力は一流自転車選手の脚力のおよそ1万倍だった。
　今回のデータは、こんなに小さくて筋肉もあまりないアゴで、どうしてそんなに強力な動きができるのかという疑問に答えることを可能にした。動画を解析した結果、トラップ・ジョー・スパイダーは、ゆっくりとためたエネルギーを一気に放出させることで、瞬間的に最大筋力以上の力を発揮する「パワー増幅」と呼ばれるしくみを利用していることが明らかになった。クモはゆっくりアゴを開き、獲物が口のすぐ前に来たら、ほとんど瞬時にアゴを閉じる。超高速の動きを可能にしていた原理は、輪ゴムを引っ張ってから手を放し、勢いよく飛ばすのと同じだった。
　米国ニュージャージー州にあるウィリアム・パターソン大学の昆虫学者ジョゼフ・スパーニャ氏は、今回の研究は科学者がフィールドに出ることがいかに重要かを示していると言う。
「研究チームがビンや博物館に保管されている標本しか調べていなかったら、アゴが動くしくみを解明することはできなかったでしょう。生きている個体を捕まえてきて、その動きを観察することが大切なのです」
　彼は今回の研究には参加していないが、「すばらしいクモに関する、すばらしい研究です」と評価する。
　スパーニャ氏によると、トラップ・ジョー・アントというアリやある種のトビムシも、同様のパワー増幅機構を用いているという。トビムシは、同じしくみで15センチも飛び上がる。これは、人間がエッフェル塔の2.5倍の高さまで飛び上がるようなものだ。
　パワー増幅機能をもつアゴは、異なる種でも同じように進化する、それだけ重要な特徴なのかもしれない。以上の文＝Carrie Arnold／訳＝三枝小夜子. Woodの論文は下記．
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Damian O. Elias. 2016. Repeated Evolution of Power-Amplified Predatory Strikes in Trap-Jaw Spiders. Current Biology, 26(8): 1057-1061.
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
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参加者　池田博明・加藤輝代子・加藤むつみ・新海明・鈴木祐弥・谷川明男・長野宏紀
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

新海明, 2016. 流水上の網の付着盤. 日本蜘蛛学会第48回大会シンポ予稿. 新海報告．流水上に造網するクモとして，ヨリメグモとナルコグモがいる．ヨリメグモは水平円網と浮遊網を作るが，浮遊網は横糸の一部を水面に付着させたもので，円網のバリエーションとみなせる．ナルコグモは鳴子網の粘糸を止水上に張るとき，いったん粘球のない糸を下した後に粘糸を張り直す．これらの水面上の付着盤に注目すると，ヨリメグモではfine thread（以前の新海・新海の論文）が，ナルコグモではloop状の付着盤が観察された．基盤の糸がloop状の付着盤は今回初めて明らかになった．

［コメント］ナルコグモの付着盤の写真は深度をずらしながら撮影した写真をコンピュータで合成したもの（谷川）．ヨリメグモの付着盤も撮影し直す計画である（新海）．ヨリメグモの網もナルコグモの網も基本は円網である（新海）．付着盤の糸はどの糸腺から出されるのか．糸腺による糸の違いはアミノ酸分析されているはず（池田）．糸の化学的分析には数ミリグラムの糸量が必要だそうである（谷川）．

雨天ではヨリメグモは水平円網を張り，浮遊網を張らない．ナルコグモは造網しなかった（新海）．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

 武蔵中学2016年度入試問題．新海報告．網の張り方や網の特性に関する入試問題が出題されていた．新海明の記述を参考にして問題が作られていた．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

伊藤博，2014．オニグモ観察記．くものいと,（47）：20-25．池田報告．滋賀県大津市ではオニグモの網は昼間も張ったままである．網の補修・張替は深夜に行なわれる．3分間ごとに連続撮影して活動を解析．2012年8月1日の網への出没時刻は19：23，この日の日没時刻は18：59（日没時刻は2016年データ）で，大抵は日が落ちてから網に出てくる．8月下旬になると出没は早まった（8月30日には18：47）が，これは日没時刻が早まったためである．10月には出没が日没前になり，10月中旬には網への出没をくり返すなど行動が安定しなくなった．10月17日に姿を消した．一方，網から去る時刻は，8月1日~8月22日の期間の網去り時刻は，4：41~5：07で日の出前だった（8月下旬にやや遅くなる）．2016年の日の出データでみると，日の出前07分～30分に網を去っている．網を補修または張替をする時刻は深夜23：00～2：00ごろの範囲であった．毎日行っていた．古い網をいったん取り壊し，しばらく待機した後で張替行動をとっている．餌がかかると張替を中断して捕食．8月1日～30日までの30日間にかかった虫は18頭．虫のうちわけは．セミ5頭，コガネムシ6頭，アブ1頭，カメムシ1頭，不明5で，セミは7時間～11時間も食べ続ける．網の位置は2階のベランダ．

〔コメント〕「関西の種は原則的には殆ど毎日のように網をたたむ」（植村1961）とは異なっていた．この期間にチョウやガなどは捕獲・捕食されなかった（池田）．新海（2006）の「軒下に大型の「正常円網」を張り，昼間は軒下や建物の隅に潜んでいる．夕方から活動を始め，張ってあった網を破損 の状態によって2～3日おきに張り替える」が妥当（池田）．関西クモ研究会会誌がPDF化され公開開始（池田）． 

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
池田博明，2016．芹ケ谷公園5月観察会から．町田市の都市公園ではあるが，90種を記録した．

［コメント］芹ケ谷公園は町田市のエコロジカル・ネットワークの一環（加藤輝）． 

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
Nyffeler, Olson and Symondson, 2016. Plant-eating by spiders. J. Aracnology, 44: 15-27.池田報告．文献調査は無論のこと，ネット上からも肉眼観察も私信も含む徹底的な調査による収集を図った．ただし，実験室内のショ糖摂取などの記録は除いた．与えれば摂取するが野外でネクター食をしているとは限らないからである．95例中の86％は既知の科学的文献に依るものだった．クモ種名・餌食種・植物名を付表で挙げた．Leaf feeders, Sugar feeders, Pollen feeders, Seed feeders, Spore feeders (Lundgren 2009) and plant food in the guts of herbivores eaten by spidersに分類して示した．ベルト体食で著名なハエトリグモBagheera kiplingiはメキシコでは90％以上植物食，コスタリカでは60％．

［コメント］Feeding on plant sap（樹液食）にヴェネズエラのアシブトヒメグモの一種 Anelosimus  rupununiが取り上げられている．実験室内で与えた例ではNigma属（ハグモの一種）1令幼生でも可能性があると記述（池田）．日本の「緑のハグモ」はアマミハグモとして小野により記載された（谷川）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
池田博明，2016．ダーウィンが来た！クジャクグモ放映．池田報告．NHK「ダーウィンが来た！」で2016年5月29日（日）にオーストラリアのパースでの取材を行ったクジャクグモの回が放映された．放映前後のメールでの感想を紹介した．談話会員では解説で新海栄一・池田博明，写真で梅林力・荘司康治郎が協力した．

［コメント］ハエトリグモの産室を「まゆ」と表現したのに違和感があった（ALL）．原語がたぶんcocoonだから「まゆ」と訳したものと思う．ディレクターは英語に堪能だったのでこの件では質問されなかった．ハエトリグモはほかのクモのような卵嚢ではなく，産室内に産卵する（池田）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

鈴木祐弥，2016．筑波大学構内で観察したクモ. 鈴木報告．(1)ナルコグモの一種が長い粘球糸の鳴子網を張っていた．トビムシの一種やウンカの一種を捕獲していた．(2)コンクリートの壁面でハラジロムナキグモ♀24頭，♂1頭が生息．産卵も多かった．(3)サトヒメグモ♀がハエやユスリカを捕食していた．ヤリグモの動作に比べて投げつけ動作が速い．(4)キクメハシリグモがアメリカザリガニ幼体を捕食していた．(5)ズグロオニグモが集中する窓枠がある．5月7日にカウントしたところ，幼体18，♂亜0，♂13，♀41だったが，6月3日には幼体65，♂亜3，♂3，♀32だった．サイズ測定．連続観察を予定している．♂成体のガガンボ捕食など♂の積極的採餌を観察．

［コメント］生活史を把握するにはオス数に注目する．♂の出現が正規分布すると仮定して生活史を解析するソフトがあり，仲條氏が使っていた（谷川）． 

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
谷川明男，マメイタイセキグモとムツトゲイセキグモの識別．谷川報告．背甲にあるトゲ4個の形態差で識別できる

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
Elettro et al., 2016. In-drop capillary spooling of spider capture thread inspires hybrid fibers with mixed solid-liquid mechanical properties. PNAS, Vol.113, no.22: 6143–6147. doi: 10.1073/pnas.1602451113. 谷川報告．横糸を引っ張ったり，たわめたりすると糸が粘球からくり出されたり，くりこまれたりする様子が論文とともに動画で提供された．Science AAASの動画（YouTube; Spider silk's sticky glue does two jobs）はBGMつき．
 ＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
加藤むつみ，2016．トゲグモの卵のうを用いた分布調査の意味．加藤む報告．トゲグモの生息の有無を判断するのに卵のうが使えるのではないか．卵のうはその地点での繁殖の証拠である．幼体出のうを確認した後で回収するならば生息数にも影響を与えない．トゲグモは分断した二次林の指標生物になりうるという意見を聞いたが，トゲグモにはパイオニア的な資質（多くの個体が長距離移動する）がないようだから，そのような可能性は疑問である．

［コメント］特定のクモ種を環境の指標生物とみなす研究は進んでおらず，トゲグモの例はないと思う．例えば水生生物を環境指標生物とする見解は国の後押しもあり普及している（高校の教科書にも掲載されている）が，実際に実施したときにネックになるのは生息環境を評価する要因やその規準の方で，これが難しい．具体的に言うと，例えばＡ地点にカワゲラ幼虫が生息し，Ｂ地点にユスリカ幼虫が生息していたとする．指標水生生物からするとＡ地点は良い水生環境，Ｂ地点は悪い水生環境と判断される．しかし，それだけではカワゲラにとってＡ地点の環境の何が良いのかは分からない．良いとか悪いとかの判断は出きるものの，その実体は何なのか，はっきりしません．河川環境の場合にはＣＯＤや水温やｐＨなどを同時に測定してはみますが，差がないこともありますし，差があったとしてもその理由は不明瞭です．さらに「良い」水生環境が人間にとってはどうなのかとなると，その判断を科学的にすることは一層困難になります．一見わかりやすそうな河川環境であってもそんな状態ですから，これが森林となると絶望的に困難となります．前月のゼミでブラジルでの例を紹介しましたが，かなり強引な手法でしたし，ブラジルの分断林の規模は日本とはケタ違いに大きいため，同じ用語を使っていても比較になりません（池田）．卵嚢の有無が分布調査に使えるという指摘を納得しないひとはいないと思いますが，それだけでは十分ではないでしょう．産卵した環境がクモにとって良くない条件になった場合には育たないケースがあるからです（池田）．
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
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　参加者：雨貝真実，安藤昭久，池田博明，加藤輝代子，加藤むつみ，輿石紗葉子，新海明，鈴木祐弥，芹田稜平，谷川明男，本多佳子.

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
　新海明，1997．ナルコグモの網構造と餌捕獲行動．Acta arachnol., 46（1）：53-60.新海報告。クモ学会大会のシンポジウムで発表したナルコグモの付着盤に関係する造網を確認。
［コメント］付着盤にはループ嬢の構造が見られた（新海）。ナルコグモでは水面上に付着させると，流れの影響で，その向きを固定させることができない点が重要なのではないか（安藤）。
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
  新海明・新海栄一，1988．ヨリメグモの網構造について．Acta arachnol.,37（1）： 13-22.　新海報告。
［コメント］ファン・デル・ワールス力による接着力について，タランチュラが生きているときは足先の毛束によって接着しているがクモが死ぬと接着力は無くなる。それが不思議（谷川）。曲げが重要らしい。
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
　新海明，1988．クモを襲うクモ，ムナボシヒメグモの餌捕獲行動の観察．清澄（12）：1-6.新海報告。
［コメント］ムナボシの投げつけ粘球糸はヤリグモのそれより短い（新海）。昆虫食もある（鈴木）。ムナボシの網は餌を採るために張った網なのか（本多）。採った餌を捕食するときそこに持ち帰るから，単なる足場ではない（新海）。ミジングモの糸も信号糸として機能している（安藤）。イソウロウグモも同様と見ている（新海）。
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
　谷川明男，2016．写真に寄せて．谷川報告．（A）キヌアシナガグモの縦糸3本の網.　宮崎県で通常はキヌアシナガグモの網の縦糸は4-5本であるが，2例ほど縦糸が3本の網を発見した。周辺にキヌアシナガグモは10頭生息していたが，そのうち2頭のみ縦糸3本網。（B）チシマカニグモの性モザイクを発見．触肢はオス亜成体型なのに外雌器がある。
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
　池田博明，2016．ハエトリの日本の疑問種 Mendoza orientalis はヤハズハエトリの亜成体か。池田報告。吉田真氏が京都の河川敷で2011年10月28日に採取したハエトリはタイプ種が第二次世界大戦の戦災でシュトットガルト博物館で焼失してしまったModunda orientalis（Japanische　Spinnen 1906に原記載）と思われたが，ヤハズハエトリ亜成体を記載した斑紋とも一致した。
［コメント］吉田の標本は脱皮直前の亜成体で触肢が外皮の下に出来ている（谷川）。馬場氏の見解はヤハズハエトリの亜成体。Valid nameだったものが消える予定（池田）。
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
池田博明，2016．クモの書肺と気管．池田報告。書肺のないクモはいるのかと小中学校の教科書担当者から問い合わせがあった。吉倉眞『クモの生物学』に当ってみると無肺類という一群があり，ヨリメグモやヤギヌマグモ，ユウレイグモが含まれていた。ユウレイグモのような単性域類とヨリメグモのような派生的なグループで書肺を無くしているのが興味深い。
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　
Araujo, D. et al., 2016　Chromosomal analyses of Salticinae and Lysomaninae reveal a broad occurrence of the　2ｎ♂＝28，X1X20　karyotype within Salticidae.　J.Arachnol., 44:148-152.　池田報告。ブラジルはハエトリグモ相が豊富で560種が記録されているが，これまで細胞学的な分析はなされていなかった．核型分析は系統的にも重要だと思われる。6属6種の体細胞分裂と減数分裂を調べて、2ｎ♂＝28，X1X2０を確認した。アダンソンハエトリが2ｎ♀＝28だったのは意外だった。二爪類のハエトリグモ科とエビグモ科に共通の核型があることは興味深い。（Abstractの大意訳）。ハエトリの核型分析は，Painter(1914)　のMaevia inclemensに始まる。その後はMaddison (1982, 1996)やMaddison and Leduc-Robert (2013， 86種)が大きい。Araujo et al.（2016）も含めて，これまでに155種38属が調べられている。染色体分析の方法は精巣（または卵巣）をコルヒチン処理→低張処理→固定（メタノール/酢酸）→ギムザ染色。今回分析した種はAsaracus sp. 1 male，Chira sp. 1 male，Frigga quintensis  2 males，Coryphasia sp. 1 male，Hasarius adansoni  1 female，Lysomanes pauper　4 males, 3 femalesの6種でおおかたは 2n♂＝28，2ｎ♀＝30だった。クモの性決定は哺乳類のY染色体，鳥類のW染色体のようなものではない。動物群では稀なしくみである。０はY染色体がないことを示す記号で，減数第一分裂で2ｎ♂＝28，X1X2０は常染色体13の精細胞と13＋X1X2　に分離する。一方，2ｎ♀＝30は2個の13＋X1X2　に分離。受精卵は26＋X1X2が♂，26＋X1X1X2X2が♀ができる。アダンソンハエトリは残念ながらオスが未採集だったが，♀の2ｎ＝28は予想外の結果だった。というのは，Suzuki（1954）では♂＝28で，♀＝30だろうと推測しているからである。日本とブラジルのこの差はいったい何を意味しているのだろうか。ブラジルの2ｎ♀＝28が　24＋X1X1X2X2であるとするならば常染色体は24本であり，日本の2ｎ♂＝28＝26＋X1X2の常染色体26本とは違っている。このような染色体の種内多型はMaddisonの研究例でも見られた。Habronattus　viridipes　2ｎ♂＝28，2ｎ♀＝30だが1個体だけ2ｎ♂＝30，X1X2０があった。
［コメント］吉倉眞『クモの生物学』で紹介されている核型はキムラグモ♂＝±94，ジグモ♂＝±44，アシダカグモ♀＝44，♂＝41＝38＋X1X2X3，コクサグモ　♂＝44，オニグモ♂＝46，ヤマシロオニグモ♂＝14，サガオニグモ♀＝26，ハナグモ♂＝23，ウヅキコモリグモ♂＝28，♀＝30，チビコモリグモ・キバラコモリグモ♂＝26，♀＝28，チャスジハエトリ♂＝28，♀＝30，オオヒメグモなど♂＝22＝20＋X1X2，♀＝24＝20＋X1X1X2X2（池田）。
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　
池田博明，2016．入試問題分析：性と遺伝．生物の科学遺伝，2016年11月号予定．池田報告。高校生物の教科書から「伴性遺伝」が除かれた。「生物Ⅰ」ではメンデル遺伝および性決定のしくみ，伴性遺伝が扱われていたが，新学習指導要領「生物基礎」（2単位）「生物」（4単位）になって（2011年度）以降，「生物基礎」から「性染色体」が消えた。学習指導要領の「生物」の方に「性染色体の存在にふれること」と規定しているからである。ふれる以上の扱いは「発展」とされた。
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　
Moskalik, B. and G. W. Uetz,2016.　 Female feeding history impacts gonad development and reproductive timing in the wolf spider Schizocosa ocreata (Hentz, 1844) J.arachnology, 44:171-175.　池田報告。♀の食事履歴が生殖巣の発達と繁殖のタイミングに強く影響する（コモリグモの例）。生育時の餌条件が繁殖成功に影響することは多くの実験がなされていたが，メスの生殖巣（卵巣）に与える影響までを明らかにした研究はこれまでなかった。コモリグモのメスはオスの求愛に対して抵抗期（week1）-受容期（Week3）-再抵抗期（Week5 and later）を経る。卵数は発生期間の間，次第に減る、十分食（Well-fed）♀の週2度コオロギ幼虫を与えた例では，亜成体127卵-抵抗期86卵-受容期81卵。制限食（Food-limited）♀の週１度の給餌では亜成体期123卵-抵抗期91卵-受容期51卵。卵直径の十分食Well-fed♀では大きい；（P)0.133mm→(Week1)0.152ｍｍ→(Week3）0.189ｍｍなのに対し，制限食Food-limited♀では小さい；（P)0.130mm→(Week1)0.121ｍｍ→(Week3）0.151ｍｍ。Clutch　volume（ｍｍ３）は,Well-fed（Week3）♀では0.305，Food-limited（Week3)♀では0.091。発育について比較した場合，Stadiaに有意な差はなかった（Wf　27days　vs　Fl　27days）が，脱皮回数　Wf　6.68　vs　Fl　7.32　Wｆが少ない。発育期間　Wf　179days　vs　196days　Wfが早い。行動についてはオスを受容する割合を調べると，抵抗期Week 1で受容した♀はともに20％未満，受容期Week　3では十分食60％　vs　制限食20％だった。私たちは，食事履歴が発育時間に影響し，長期間食事制限したメスでは成熟を遅らすことを発見した。十分食のメスはオス受容率が高率を示した。オス受容行動のピークはメスの卵巣/卵の見積もり全重に相関していた。より大きな卵巣と卵をもつメスほど受容行動を示すということである。これは食事を制限されたメスでも成熟には達するものの，繁殖成功をもたらす限定要因が生殖巣の成熟であるという仮説を支持する 。
［コメント］Stadiaとは脱皮間隔のこと（加藤む）。成熟まで半年以上かかっているがこのクモは大きいのか（輿石）。ネット上に写真あり。体長2cm程度の大形種（谷川）。
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
鈴木祐弥，2016．テカギワシグモ♀の記録．鈴木報告。北海道の採集旅行で宿舎のシンクでワシグモの一種を採集。テカギワシグモ♀と同定できた。本種はこれまで北海道でオスだけが記録されていた。
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　
鈴木祐弥，2016．ズグロオニグモの個体数調査。つくば市でズグロオニグモの生活史調査の一環として成体オスの個体数を調査している。ズグロ♂は成体になると自分の網を張らずに他の網に侵入し，餌を盗む。オオヒメの網を乗っ取る例もあった。6月3日から観察を始めたが6月下旬・7月上旬にいったん個体数は落ち込み（2頭），7月下旬から回復（10頭前後），9月3日は7頭。
［コメント］成体♂で捕食する造網性クモは長寿（加藤む）。亜成体♂は自分の網で捕食しているが，成体♂は自分の網は張っていない（鈴木）。
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　
鈴木祐弥，2016．セスジアシナガサシガメがハツリグモのまどい幼体を捕食。鈴木報告。竹藪などの日陰に生息するセスジアシナガサシガメ亜成虫がハツリグモまどい幼体をみるみる7頭捕食した例を観察・撮影した。クモ捕食の例は外国では1901年から記録がある。アシナガサシガメ亜科とモンシロサシガメ亜科で知られていたが日本での確認は初めて。捕獲前行動として触覚による探索→探り脚→前脚による糸切り，口吻による糸切り→歩脚による糸の引っ張り。捕獲行動は鎌状の前脚による捕獲だった。後捕獲行動として口吻を突き刺して捕食。
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
本多佳子，2016．クモの脱皮とホルモン．Acta arachnologica, 65(1): 55-62. 雨貝佳子報告。クモの脱皮とホルモン研究に関するレビューを行った。脱皮誘導ホルモンとしてはカイコガから抽出されたエクジソンが有名である。その後得られたステロール類はエクジステロイドと呼ばれている。このうち主にエクジソン（略称E）と20-ヒドロキシエクジソン（略称20E）が主に研究されてきた。ボネリら（1977）はヨーロッパキシダグモの8令幼体で脱皮数日前にエクジステロイド濃度がピークに達することを発見，クサグモ3令幼体でもHondaら（2016）が確認した。Eの作用は遺伝子の転写制御である。脱皮ホルモン受容体についてはEcRとRXRを同定した（Hondaら2016）。クサグモのEcR配列は他の節足動物と高い相同性を示した。
　クモの脱皮に関する内分泌組織としては脱皮行動触発ホルモン（ETH）はインカ細胞から分泌される。またシュナイダー器官の関連も予想される。脱皮以外にも脱皮ホルモンが関連する生理現象がある。
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
安藤昭久，2016．海岸に打ち上げられた流木にいるクモ．安藤報告。談話会の北海道合宿に参加。7月下旬の浜松眞の砂浜海岸で採集。波打ち際に近い流木でクロヒザグモとニセアカムネグモを採集した。クロヒザグモは全北区の冷涼な草地で採集されていた種類で，ニセアカムネグモは東アジアの草地や水田に広範に住む種類である。
　流木より陸地に近い草地には乾燥に適した既知種が多かった（ウスリーハエトリ，シラホシコゲチャハエトリ，ヒメスジハエトリ，クロツヤハエトリ，サッポロフクログモ，ゾウシキカニグモ，イソコモリグモ，ウヅキコモリグモ，カラコモリグモ，ハシグロナンキングモなど）。砂丘土手には未知の微小種も含まれていた（ドヨウオニグモ，チビケムリグモ，ニアセアカムネグモ，オチバニグモ・ハグモ・ケシグモの未知種）。
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
池田博明，2016，遺伝子概念の変遷．池田報告。「生物基礎」の教員用指導書（2017年版）に遺伝子概念の変遷について解説した。メンデルの再発見以降，因子と把握され，染色体上に配列する遺伝子という認識が一般的だったが，一遺伝子一酵素説で代謝との関連が明らかになり，オペロン説で1個の遺伝子という考えよりは遺伝的プログラムという概念が重視されるようになり，RNAなど転写による制御機構が重要と考えられるようになってきている。エボデボやエコデボなどもDNAを制御する系の重要性にからむ遺伝子概念である。
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
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　参加者：安藤昭久，池田博明，市川武明，加藤輝代子，加藤むつみ，新海明，鈴木祐弥，谷川明男，渡部章
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
　池田博明，2016．ナルコグモの水面の付着盤はFoelixのBiology of Spiders，ｐ.165に出ていた．池田報告。ナルコグモのループ状の水面の付着盤は写真がBiology of Spidersに出ていた．原著論文はCoddington and Valerio, 1980のWendilgardaの鳴子網を報じた論文である。Observations on the web and behavior of Wendilgarda spider (Araneae, Theridiosomatidae). Psyche, (86): 93-106.
［コメント］新海明の確認によれば1980年の論文には付着盤の写真は無いという。フェーリクスの本の初版（1982）には鳴子網の写真は無かった。第2版（1996）には鳴子網の写真はあるが，付着盤の写真は無い。第3版（2011）に初収録された（池田）。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
Kořínková, T. and J. Král, 2013. Karyotypes, Sex Chromosomes, and Meiotic Division in Spiders. IN Nentwig, W. (ed.). Spider Ecophysiology. 159-171. Springer-Verlag. 池田報告。前回，アメリカ蜘蛛学会誌のブラジルのハエトリグモの核型報告を紹介した（Araujo et al., 2016）が，クモの核型に関する近年の研究については，チェコ共和国のチャールズ大学理学部遺伝学微生物学部門蜘蛛細胞遺伝学研究所のテレザ・コリーンコーヴァとジーリ・クラールの総説があった（Kořínková and Král, 2013）。これを＜総説＞とする。進化の観点からクモの核型研究の概要を紹介を試みた。＜総説＞によれば，クモの核型はほぼ64科700種で報告されているという。そのうち120種は属レベルでの決定である。とはいうもののほとんどのデータは完性域類のもので，その核型は多様であった。それに比べて中疣類やトタテグモ類，単性域類の知識は貧弱だったが，得られた限りのデータが示すのは，それらのクモ類の核型の多様なことは完性域類に劣らないものであったという。＜総説＞では半世紀前の鈴木正将氏の研究を重視していることが伝わって来る。鈴木氏は，キムラグモ♂が2ｎ＝96と多く（中疣類ではキムラグモの結果だけが知られている），完性域類のクモの2ｎ数が少ないことから，染色体数は融合によって減る方向に進化したと考察していた（Suzuki, 1954）。クラールら（2006）のクモの核型と性決定システムの進化の研究では，完性域類の原始的な核型は♂42本のアクロセントリックな染色体と推定している。完性域類の80％以上のクモは，その半分の21本から30本の染色体を持っている（2ｎ♂＝22，24，28が多い）。ちなみに，完性域類のクモではウズグモの一種 Uloborus danolius♂の2ｎ＝10が例外的に少なく，オニグモ♂の2ｎ＝49までの広がりがある。融合によって数が減った後でも，完性域類のクモの染色体はアクロセントリックな形態になっていることが興味深い。注目されるのは，単性域類のクモの核型である。単性域類では，ミヤグモ♂の2ｎ＝7（Suzuki, 1954）からムカシボロアミグモの一種Austrochilus sp.の2ｎ＝38（Kral et a., 2006）までの変異があった。ヤマシログモ属内での広がりも大きかったが，単性域類のクモの核型には他にも興味深い点があった。＜総説＞には単性域類のイノシシグモの一種Dasumia carpathica の♂2n＝7が紹介してあるが，この種の性決定はX0型で，分散型動原体（holokinetic）染色体であったという。ここで，ホロキネティックな染色体とは動原体の一次狭窄を欠いているため，動原体の位置がはっきりせず全体が動原体であるかのように引かれる全動原体染色体のことである。クモの分散型動原体染色体は多数の染色体が融合したことに起源するという。分散型動原体は単性域類のクモだけに見られる特徴のようである。

＜総説＞によれば，イトグモ属にはY染色体を含むX1X2Yがあり，この性決定システムは単性域類では他にも発見されているという。イトグモ属の一部で見られるというX1X2Y型は，旧篩板類のカヤシマグモ科の一種 Kukulcania aff. hibernalis の♂の2n＝25にもあった。＜総説＞に核型が紹介されているこの種の染色体はメタセントリックが多いが，＃6と＃7はサブメタセントリック（次中部動原体型。真ん中よりややずれた位置に動原体がある）である。Y染色体もメタセントリックであった。
　完性域類のクモではY染色体を含む核型は稀だったが，旧篩板類のエボシグモ科・カヤシマグモ科，単性域類のヤマシログモ科・ヤリダマグモ科・ユウレイグモ科などでは減数分裂時にキアズマを造らない性染色体の対が見られた。この結果はこれらの科の起源が共通することを示唆するものである（Král et al.,2006.）。

［コメント］性決定システムの進化に関連しては論文を読みこなす能力に欠けているため，核型解説の後半を鶴崎展巨博士に依頼した（池田）。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
　Foelix，2011．Thermoregulation　IN　Biology of Spidersより。池田報告。クモの体温調節に関するフェーリクスの本の記述の紹介。寄生バチがホストの行動を操作して涼しい場所に移動させる例が記述されていた。
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
　池田博明，2016．野外実験の紹介．池田報告．Kishidaia予定．クモの観察会において野外でできる実験を取りいれた試みを紹介した。サイエンス・ホッパーズの観察会で実践を行った。オニグモの橋糸でクリップ百本をつりさげた例（クリップ重は40g）もあった。ミスジハエトリ♂体重は0.04gだった。
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
　渡部章，2016．牛舎内に生息する蜘蛛の種とその特徴．渡部報告。2015年8月から一年間，東京あきるの市の福島牧場・調布市の小野牧場・町田市の中島牧場の牛舎内外の蜘蛛を調査した。牛舎内に優占する種はイエオニグモ・オダカユウレイグモ・イエユウレイグモ・ジョロウグモ・オオヒメグモ・オニグモ。クサグモは牛舎外には多かったが牛舎内には侵入しなかった。体長・網直径・網高を測定，牛舎内外の気温・湿度・虫数を記録した。関連を調べた。
［コメント］せっかく調査したデータを示すことなく結論を導いているのは不適切，仮説を立てて検証には統計的検定を行うべきで，それに必要なデータはそろっているようなのでそれらを活かすべきでああろう。生データをただ示すなという教員の指導は当然としても，結論を導くのに証拠となるデータの提示は必要である（池田）。
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
鈴木祐弥，2016．トラフカニグモ属の幼体を摂食していたキンヨウグモ雌成体．KISHIDAIA予定，鈴木報告。網を張らないキンヨウグモ成体だが足場糸を伝う徘徊性クモ類を捕食する例があった。
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
鈴木祐弥，2016．トラフカニグモ属の幼体を捕食したムナボシヒメグモ雌．KISHIDAIA予定，鈴木報告。造網性クモ類だけでなく，徘徊性クモ類も餌としていた。
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
鈴木祐弥，2016．PlatnickinaとRhomphaeaの粘球糸作成行動および捕獲行動の比較，鈴木報告。サトヒメグモの投げつけ粘球糸の引き出しは左第Ⅳ脚で始められ，右第Ⅳ脚で拡げられた後，同時に獲物に投げつけられる。それに対してヤリグモ（またはヒゲナガヤリグモ）は左第Ⅳ脚で始められた粘球糸の引き出しに続いて右第Ⅳ脚で大きく伸ばされてから右方向から獲物に投げつけられる（この場合は右利きの投げつけだが左利きもある）。ヤリグモは歩脚がサトヒメよりも長いので遠方から投げつけが可能になっている。
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
市川武明，2016．最近見たクモ．市川報告。樹皮下のハタケグモ類を捕獲。オオヒメグモの捕獲したアリを横取りしたらしいミスジハエトリ♀を目撃。コミナミツヤハエトリはスギをビーティングすると採れた。ナルコグモのトビムシ捕食やカタオカハエトリ♂の威嚇誇示行動を動画で撮影できた。カタオカハエトリは第Ⅰ脚を振り上げて相手を威嚇，同サイズでは組打ち（一瞬）で決着。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
次回2016年11月4日（土）のクモゼミは開催されたが，池田は神奈川県高等学校理科部研究発表大会の審査員として参加のため，ゼミは欠席した。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
東京クモゼミ報告　第250号　　加藤家　　2017年1月7日
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
参加者　池田博明，加藤輝代子，加藤むつみ，谷川明男，平松毅久
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
平松毅久，2017．身近なクモ・南のクモの話題。平松報告。（１）ヨコヅナサシガメ終齢（5齢）幼虫がジョロウグモ卵嚢内の卵を吸汁（きどばんクモ画像による，2009年11月記録）．ギンメッキゴミグモ卵からの吸汁を観察した。（２）メガネドヨウグモ幼体の網で心棒に沿わせた網を観察した。（３）リュウキュウミドリヒメグモの網はムネグロヒメグモ型の全粘球性の網だった。

［コメント］ヨコヅナサシガメは1930年代に中国から侵入した（平松）。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
鶴崎展巨・山根一眞,　2016．奇跡の発見　鳥取市雨滝で見つかった鳥取県初記録となるオオナミザトウムシ．鳥取県生物学会研究発表（2016/12/08　鳥取県立博物館）．　池田報告．
　山根一眞氏（獨協大学）提供のpdfにて説明した．山根は鳥取大学の鶴崎教授を訪問した後，11月18日，鳥取県東部の雨滝を訪れ，採集したザトウムシ2種の写真を鶴崎教授に送った．それを見た鶴崎教授は仰天した．１種はそれまで兵庫県が分布の端で鳥取県には分布記録がないオオナミザトウムシだったからである．オオナミと同所的に生息するヒコナミザトウムシはオスの上唇で識別できる（オオナミ雄の上唇は左右にふくらみがある）が，山根の写真にはこれらの違いが撮影されていた．さっそく11月21日に現地調査をした鶴崎は107個体を得たが，そのうちオオナミはたった4頭（オス）だった（オオナミ採取地点は駐車場の売店前のみ．全体ではヒコナミ93頭，サトウナミ10頭）.時期的にはザトウムシは産卵を終えているので採集は気が楽であった．採集個体の染色体数はオオナミ雄は18，ヒコナミは16であった．これらは周辺個体群と同じ核型であった．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　Kim, J.P. and H-M. Lee, 2016. A new species of the genus Nandicius Prozynski, 2016 (Araneae: Salticidae) from Korea. Korean Arachnology, 32(2): 1-5. 池田報告．メス1個体で新種記載されている本種Nandicius woongilensisはむしろノコバハエトリグモ属Gedeaである。問題点は裂歯の記載を欠いていることと，オスが記載されていない点。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
池田博明，2017．ハモンヒメグモ♀は識別が難しい。池田報告。吉田哉は最初ハモンヒメグモをポーランド産のsimulansと比べて同種としたが，山形県立博物館報（2016）では新種Parasteatoda corrugattaとして新種記載している。その際に描かれた外雌器はそれまでのsimulans類似のオオヒメグモ♀の外雌器よりも，カガヤヒメグモ♀のそれに似ていた。腹部の形態もカグヤヒメグモに似ている。ただオスのパルプ形態はカグヤヒメグモのパルプよりもオオヒメグモのそれに似ている。リュウキュウヒメグモの雌雄の生殖器とはメスでは区別可能のようだ。
〔コメント〕ハモンヒメグモの外雌器の開口部の形態は見る角度によって異なってみえる。カグヤヒメグモの開口部はかなり特徴的だし，パルプの移精針の基部の太さが他種と異なるなど識別可能。つまりカグヤヒメグモは把握できる。しかし他種はリュウキュウヒメグモを白い卵嚢で識別するのは確実だが，生殖器には変異もあるし，見る角度にも違って見えるため識別が難しい（谷川）。吉田哉氏は年末12月31日に60歳で亡くなられた。がんによる急逝に一同驚く（池田）。
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

新井浩司，2016．Spider World Ⅲ．池田報告。新井撮影・編集のクモ映像集（ワスレナグモは桑田隆生，ムツトゲイセキグモは佐山氏の撮影。自然観察会などで新井氏が講義で使用しているDVD。クモの擬態・捕食・造網・クモ食い・親子など。

［コメント］カバキコマチグモの母親食いの映像に字幕が付いていて，「1齢幼体と母グモ」では幼体はまだ母親を捕食していない。「2齢幼体。親食い」「3齢分散」と続く。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男，2017．佐渡島クモ類調査．谷川報告。佐渡島＋新潟大学による動植物生息状況調査の一環。（１）クモ類調査で241種を記録。（２）重点調査対象種としてイソコモリグモ。局地的に発見された。遺伝子のハプロタイプでは柏崎と佐渡島は共通で特異な集団。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　2017年2月はクモゼミは休み．
　2017年3月は新海宅にて，2017年4月8日は加藤宅にて開催．池田は父親の介護のため欠席.
　2017年5月は談話会例会総会が5月7日にあるためクモゼミは休み．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
 162

